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			第一章　上級仕官で王子様で騎士様な、ど偉い御方

			「王宮軍部の上級仕官が馬の買い付けに？」

			　アリシアが朝食に用意した麦がゆをテーブルに並べていると、父親から今日、軍部の人がこの牧場に来るのだと聞かされた。

			　アリシアの父は馬の生産牧場を営んでいて、娘のアリシアもまた牧場の仕事を手伝っている。

			　牧場の朝は早く、既にひと仕事を終えて、やっと今から朝食だ。「早く飯を入れろ！」と胃袋がうるさいので、父親の話を聞きながら、さっき買ってきたミルクを麦がゆにかけてパクつく。

			「で、その上級士官っていうのが、中佐で第六王子のフェルディナンド殿下だ。殿下自身が乗る馬をご所望とのことらしい」

			「なんでまたそんな高貴な御方が庭先取引なんてしに来るのよ」

			　生産者から直接馬を買うことを庭先取引と言うのだが、これはあまり一般的ではない。馬が欲しい時は商人から買うか、競りで落とすのが普通だ。

			　王族がわざわざこんな、王都の外れにある牧場にまで来るなんてねぇ。ご苦労なことで。

			「そりゃあ、うちの牧場の評判が王宮にまで届いているからってことだろうよ。そういうわけだからアリシア、殿下の案内を頼むぞ」

			「え、なんで私が？　普通こういう時って牧場主のお父さんか、跡取りの兄さんが案内するんじゃないの？」

			「牧場の視察に来るって言うんなら俺が案内するけど、馬を探しに来るってんだからお前の方が適任だろう？」

			「まあそうだけど……」

			　父は馬の世話ももちろんするが、経営をメインにしている。兄はもともと従兄いとこで、この牧場の跡取りになるため最近養子に来たばかりだし、他の従業員よりも赤子の時から牧場で育てられてきたアリシアの方が、断然ここの馬に詳しい。

			「いいか、相手は上級仕官で王族で騎士の称号を持つ御方なんだからな。くれぐれも無礼なマネをするなよ」

			「ふぇーい」

			「返事は『はい』だ！　まったくウチの娘ときたら……」

			「ハイハイ。その上級仕官で王子様で騎士様な、ど偉い御方が来たら呼んでよ」

			

			　まだぶつくさ言っている父を横目に、アリシアは食べ終えた食器を片付けて厩うまやの方へと向かう。

			　あー、めんどくさ。お偉方の相手をすることほど肩が凝こって面倒なことはない。さっさと選んでもらってさっさと帰っていただこう。

			　馬房掃除のためのフォークを手に取ると、アリシアはひとつため息をついて仕事に取りかかった。

			
　　＊＊＊

			
「おーい、アリシア！」

			　放牧していた馬を掃除を終えた馬房へと戻していると、父親の呼ぶ声が聞こえてきた。

			　王子様のお出ましかな。

			　一応服についた藁わらくずなんかをパンパンと叩はたいて落としてから、呼ばれた方へと向かう。

			　牧場の入口のところに父親とガタイのいい男性、そしてその男性が乗ってきたと思われる馬がいる。

			　そちらを見た瞬間、ぶわぁーーっと鳥肌が立った。

			　胸がドクドクと脈打つと同時に呼吸が激しくなる。多分、今自分を鏡で見たら紅潮した顔に目をランランと輝かせて、興奮しているのが丸わかりだと思う。

			　こういうのを「高鳴る胸の鼓動」だとか「ときめく」だとか言うんじゃないだろうか。

			　落ち着けアリシア。相手はお偉いさん。絶対に粗相があってはならないお相手。

			　ふうーーっと大きく深呼吸をしてから平静を装い、二人と一頭の方へと近付いていく。

			「私の娘のアリシアです。ここの馬のことなら誰よりも詳しいので、この子になんなりとお申し付けください」

			「お待ちしておりました。本日は私がご案内させていただきます」

			　あいさつをしてペコリと頭を下げながら、この客人が連れてきた馬の股ぐらをちらりと覗き見すると、ほっと安あん堵どの吐息を漏らす。

			　良かった。立派なグレープフルーツがちゃんとぶら下がっている。

			　馬の性別は三つある。牡お馬うま、牝め馬うま、そして騸せん馬ば。いわゆる玉なしと言うやつ。

			　そしてこの馬は正真正銘、牡馬おとこのこだ。

			　もうニヤニヤが止まらない。

			　崩れた顔、もとい満面の笑みを浮かべて頭を上げると、王子が爽やかな笑顔で見返してきた。

			「急な訪問にもかかわらず頼みを引き受けてくれて礼を言う。ここの牧場は良馬が多いと方々から聞いていたんだ。是非一度、来てみたいと思ってね」

			

			「ありがとうございます」と父が満更でもなさそうな顔で笑っている。

			　実際この牧場の評判はすこぶる良い。商人はこぞって仕入れに来るし、競りに出せば高値で売れる馬ばかり。

			　それもそのはず。

			　ほとんどの牧場が適当に放牧して、適当なペアでできた子を産ませ、沢山馬が生まれればいいというのに対して、この牧場――アリシアの繁殖管理は徹底していた。

			　どの馬とどの馬を掛け合わせればいいのかアリシアが決め、計画的に種付けをして、間違いなど起こらないように放牧をする際には細心の注意を払っている。

			　そしてアリシアは、どの馬同士を掛け合わせると良馬が生まれるのか、いつも見事に当ててみせた。

			　まぁアリシアに言わせれば、どんな馬でも可愛くて良い子なのだけれど、馬は愛玩動物ペットではなく使役動物。なので、どうしても利用価値が高いか低いかを決められてしまう。

			　こればっかりは仕方がないので、せめて高い価値を付けてもらえる馬を出したいと常々思っている。

			　父も従業員たちも、そんなアリシアのことをイカれた繁殖家マッドブリーダーと呼んでいた。

			「あっ、あの、ここここちらの馬はなんという名前なのでしょうかっ？」

			　ドキドキし過ぎて舌を噛みまくってしまった。

			

			　どうしよう、平常心でいるのが難しい。こんなに魅力的な馬に出会ってしまうとは……。運命の出会いとはまさにこのこと。

			「こいつはクルメルと言うんだ」

			「クルメル……素敵な名前ですね。それじゃあクルメル、疲れたでしょうから殿下を案内している間は馬房に行って休んでいましょうね」

			「やっ、やめろっ！！！」

			　アリシアがクルメルの首を撫なでた瞬間、王子が焦あせったような大声を出した。

			「へ……？　ああ、勝手に触れてしまって申し訳ありません」

			　クルメルをよしよししていた手を引っ込めるとしょんぼりと項うな垂だれる。

			　やっちまったー。早くクルメルのつやつや、ツルツルな毛並みと逞たくましい筋肉に触れたくて、うっかり撫でてしまった。高貴な御方の馬なら多分、勝手に触れちゃダメなやつだ。

			「お前……クルメルに触れるのか？」

			　王子がなぜか、呆あっ気けに取られたような顔で聞いてきた。とりあえず気分を害したわけではなさそうだ。

			「はい……まあ、なんだか気難しそうな子ですけど」

			　クルメルを見た瞬間から、この馬は気位が高くて気難しい性格をしていそうだなぁ、とは思った。とはいえこれまでアリシアに懐いてくれなかった馬はいない。どんなに気性の荒い馬だろうとなんだろうと、仲良くなれる自信がある。

			　王子はアリシアの言葉に感心したような表情になり、手た綱づなを渡してきた。

			「それならこいつを馬房まで連れて行ってくれ」

			　ぃやったーー！　と内心ガッツポーズを決めながらクルメルの手綱を取って王子と二人、馬房へと向かった。

			

　馬房へと連れて行ってクルメルと別れたばかりなのに、もう会いたくなってきた。これはもう、恋こい煩わずらいに違いない。もう一度あの毛並みに触れたくて、側そばにいたくて仕方がない。

			　そして願わくばクルメルに、この牧場にいる牝馬おんなのこに種付けしていただきたい……。

			　どの子に種付けしてもらうか妄想を膨ふくらませていると、男の声が頭の中に割り込んできた。

			「それで、欲しい馬なんだが……」

			「え？　あぁ、はい。どんな馬をご所望でしょうか」

			　いかんいかん。王子そっちのけで妄想に耽ふけってしまった。

			　改めて王子を見てみると、武官なだけあってガッチリとした身体つきで、その上にはいかにも女性からキャーキャー言われそうな爽やか系好青年の顔が乗っかっている。

			

			　そして着ている軍服の胸元には、紫水晶がはめ込まれた勲章。これは紫し紺こんの騎士の称号を賜たまわった者に贈られる勲章で、騎士の称号には三種類ある。

			　下から群青ぐんじょう、紫紺、紅と並ぶが、一番上の紅の騎士の称号は、三十年くらい前に大きな戦争が終わってからというもの誰にも贈られていない。

			　騎士の称号は大きな武勲を立てた者に贈られるもの。今この国で武官が活躍する機会と言うと、警備はもちろんのこと、各地の小競り合いを収めるか、あとは専もっぱら魔獣退治だ。

			　そういうわけで、最近平和なこの国では良いのか悪いのか、新たな紅の騎士は誕生しなくなってしまった。

			　今贈られる騎士の称号の中で、実質的には最上級の紫紺の騎士の称号と、そして中佐の地位。

			　中佐は上級仕官の中では一番下とは言え、彼の年齢はせいぜい二十三、四歳くらい。かなりのスピード出世であることは間違いない。

			　容姿も地位も血筋も完璧と言えそうなこの王子………………ん？　名前なんだっけ？

			　確かＦのスペルから始まったような気がする。フェレ……いやフェル……？

			　……あー、もういいや、めんどくさい！

			　馬の顔と名前は一発で覚えられても、人の方はからっきしダメなのがアリシアという人間。

			

			　思い出すことを放棄したアリシアは、顔に笑顔を貼りつけて王子の要望を聞いていく。

			　好印象を持たれなくては。クルメルの馬主だもんね。

			「用途はどのようなものですか？」

			「常用馬だ」

			「ということは魔獣には慣れてなくてもよろしいでしょうか？　足の速さよりも持久力優先ですか？」

			「そうだな。伝令用には使わないし、長距離を移動するのに向いているやつがいい」

			　ふーむ、とどの馬と相性が良さそうかを考える。

			　馬とひと口に言ったって多種多様。

			　普段使いの常用馬をはじめ、伝令に向いているのは足が速い馬、車を引く馬車馬、魔獣や武器、血の匂いを恐れず、死体を踏みつけて歩くことを厭いとわない軍馬、そしてこの人には関係ないけれど農耕馬だっている。

			　さらには軍馬だって足の速さはそこそこでもパワーがある子は本戦向き、身軽で足の速い子は奇襲向きと、言い出したらキリがない。

			　馬それぞれに個性があって向き不向きがある。不向きな所へ配置されてしまっては馬が不ふ憫びんなので、なるべく要望にピッタリな子を選んであげたい。

			　常用馬が欲しいとは言うけれどこの人は軍人。魔獣や或あるいは武器を持った人間と戦わなければならない場面に突発的に遭遇するかもしれない。そうなるとある程度肝きものすわった馬の方がいい。

			　それに身長的にも筋肉の付き方的にも、体重はそれなりにあるだろう。大きな身体の馬の方が良さそうだけど、あの気性の荒そうなクルメルを手懐けているところを見ると、性格は難アリでも構わなそう……となると……。

			　ブツブツ言いながら考え込んでいると、再び脳内に男の声が割り込んできた。

			「ところで貴女はなぜ、男装をしているのですか？」

			「男装？　ああ、これは男を装っているのではなくて男の服を着ているだけですよ」

			　この国の女性用の服と言えば、ブラウスに刺し繍しゅうの施されたスクマンというジャンパースカートを穿はくか、もしくはワンピースを着るのが普通だ。

			　だが今、アリシアが着ているのはブラウスの上にベスト、そして下はズボンを穿いている。つまりは男性用の服。

			　女性がズボンを穿くことなんてこの国では有り得ないので、野良仕事だろうが、掃除女中だろうが、馬に乗ろうが普通はスカートを穿く。

			　それならなぜアリシアがズボンを穿くのかと言えば、ズボンの方が馬に乗り降りしやすいし、他の作業中もスカートだと裾すそが引っかかったりめくれたりと気が散りやすくなる。

			　作業効率を重視すると男性用の服の方が良い、という結論に至っただけで人並みにオシャレは好きだし、「男に生まれたかった」だとか「男装が趣味」だとかいうことはまったくない。

			　それでもこの格好にプラスして、アリシアは女性にしては高身長でアルト声、身体つきも豊満とは言い難いので時々本当に男と間違えられる。

			「ヒラヒラしたスカートは作業しにくいので、男性用の服を着ているだけです」

			　なおも不思議そうな顔をしている王子に説明を付け加えると、なるほど、と頷うなずいた。

			「合理的な考えだな」

			　意外な答えが返ってきて目を瞬かせる。

			　てっきり「野や蛮ばん」とか「下品」とか言われるのかと思った。

			　父なんていつも「年頃の娘がそんな格好をして！」とグチグチ言ってくるし、兄は「そんなんだから嫁の貰い手が見つからないんだ」とか言ってくるしで、正直ウザい。

			　ちょっと気分が良くなったアリシアは、この王子にピッタリな馬を思いついたので馬房まで連れて行く。

			「この子なんていかがでしょうか。忍耐強い性格で長距離の移動に向いていますし、訓練次第では魔獣や血の匂いも過度には恐れなくなるかと思います」

			「試しに乗ってみても構わないか？」

			「もちろんでございます」

			

			　手早く馬装を整えて馬場に連れて行くと、王子に騎乗してもらう。

			　さすがは上級仕官で紫紺の騎士の称号を持つだけあって、騎乗姿が様になる。

			　初めてこの馬に乗ったとは思えないほど息もピッタリ合っているし、何より馬自身も嬉しそうだ。

			　王子はひとしきり馬場の中で試乗すると、馬の首筋をポンポンと優しく叩きながらアリシアに近付いてきた。

			「貴女あなたの見立て通り、いい馬だな。驚くくらいしっくりきた」

			「満足いただけたようで何よりでございます」

			　その馬の手入れは他の従業員に頼んで、アリシアは王子を休憩室へと案内する。

			「先程の馬で決定ということでよろしいでしょうか？」

			「ああ、構わない。まさか一発で選べるとは思わなかった」

			　王子は満足気な笑みを浮かべると、長椅子へと腰掛けた。

			　父が普段いることが多い事務所兼自宅ではなく、敢あえてこちらに王子を連れ込んできた。

			　この部屋はアリシアが日中、仮眠を取るために使う部屋で、男性である他の従業員はもちろん、父親や兄も無断では入ってこない。聞かれたくない話をするのにもってこいの場所。

			「お引き取りはどうなさいますか？」

			

			「後日、改めて使いの者に取りに来させよう」

			「かしこまりました。ところで……その……大変厚かましいのですが、ひとつだけお願いをしてもよろしいでしょうか？」

			「なんだ？　貴女にはいい仕事をしてもらったし、内容次第では聞き入れよう」

			「そのですね……子種をいただけませんか」

			「は？」

			　これまでずっと笑顔を絶やさなかった王子の顔が間抜けに歪ゆがんだ。

			　それはそうだ。いきなり自分の馬の子種を欲しいなんて言う人がそうそういるわけがない。

			「お会いした瞬間、いえ、一目見たその瞬間に恋に落ちてしまったんです！」

			「君は自分が何を言っているのかわかっているのか？」

			「もちろんでございます。スっと通った鼻筋に誇り高く澄んだ瞳、逞しい筋肉とさらりと流れる（たて）かみ。どこをどう切り取っても完璧としか言いようがありません！」

			　もはやアリシアの頭はクルメルのことでいっぱいだ。黒光りした青毛が今思い出してもうっとりとするほどカッコよく、少々性格が難儀そうなところもまたグッとくる。

			　高貴な御方の馬の種付けをお願いしているところなんて聞かれたら、父親に何を言われるかわかったもんじゃないので、話を聞かれないようにこの休憩室へと先に来てもらったのだ。

			「いや、その……」と驚いている王子に、さらにアリシアは畳みかけるようにしてグイグイ迫る。

			　この機会を逃したら、二度とクルメルの馬主であるこの王子には会えない。決死の覚悟でお願いをしているのだ。

			「子供ができたら、絶対にいい子が生まれると思うんです。私が見立てを間違えたことなどありません。お礼ならいくらでもいたしますから!!」

			「こんな所に連れて来て鍵までかけたということは、今すぐに、というつもりなのか？」

			「殿下が今すぐでいいと仰おっしゃるのなら構いません！」

			　ちょうど今は冬が終わり春がやってきたところ。馬たちの恋のシーズンが始まって、既に発情を迎えていそうな子もいる。選べる子は少ないが、この人が今すぐと言うのなら、今すぐにでも構わない。

			「認知はしなくてもいいな？」

			　馬の認知って何。

			　と脳内でツッコミを入れつつ「もちろんです」と答えると、王子がフッと不敵な笑みを浮かべた。

			「……そこまで言うのならわかった」

			

			「え!!　本当ですか!!」

			　アリシアが歓喜の声をあげると突然、視界がグルリと回った。

			「??」

			　なぜか目の前に王子の顔があって、その先に天井が見える。

			　わけがわからずポカンとしているアリシアのズボンのベルトに王子が手をかけた。

			「そういうことなら、手早く済ませよう」

			「は？　え??」

			　なんだろうこの状況。

			　長椅子に押し倒される格好で、王子が上に乗っかっている。

			　そしてベルトとベストのボタンを同時に外すという器用なことをする王子。

			　これはひょっとしたらひょっとすると……アリシアの頭の中で何かが繋がった。

			「だぁっ!!　誰が殿下なんかの子種を欲しいと言ったんですか！！！」

			「はあ？」

			「私は『殿下に』じゃなくて、『クルメルに』種付けをして欲しいと言ったんですよ！」

			　この色ボケ男が！　勘違いも甚はなはだしい！　何をどう解釈したら、お前に種付けをお願いしたってことになるんだ!?

			　心の中で悪態を吐きながら上に乗っかっている王子をグイィーと押しのける。

			

			　くぅっ……！　無駄に筋肉つけやがって！

			「……なるほど、そういうことか。お前言葉が足りな過ぎだろ！　というかさっき『なんか』って言ったよな、『なんか』って……！」

			　え？　言葉が足りない？

			　クルメルのことで頭がいっぱいになり過ぎて、またいろいろすっ飛ばしちゃったのかもしれない。

			　考えごとをしていると――とりわけ馬について考えていると、大事な部分が抜け落ちてしまうのはアリシアの悪い癖だ。

			　にしても、女性に頼まれたからって了承してしまうこの人もこの人じゃないだろうか。いや美女でも断るのが普通だろうが。

			　自分で言うのも悲しいけど、アリシアは器量良しじゃない。余程の美女じゃなきゃ普通、断るものだろう。いや美女でも断るのが普通だろうが。

			「あー、えーと、つい本音が……、いえ、殿下のような高貴な御方のなんて恐れ多いという意味ですよ」

			　乱れた衣服を整えながら取り繕うと、改めて王子に向き直る。

			「ゴホンっ……そっ、それでですね。クルメルに種付けをお願いしたいのでございますよ」

			

			　突然起こった予想外の展開に、台詞がもうめちゃくちゃだ。でもここで諦あきらめるわけにはいかない。

			　何せ好きな馬ひとの子供ができるかどうかがかかっている。愛する人との子供を欲しいと思うのは当然の心理。けれどアリシアは馬じゃない。ならばせめて自分が見立てた相手との子供を産んでいただいて、その姿を愛めでたいのだ。

			「先程も言いましたけどあの馬の子供ならきっと、物凄く良い馬が生まれると思うんですよ。種付け料ならいくらでも……いえ、できれば破産しない程度にお願いしたいんですけど、お支払いしますから、どうかこの通りです!!」

			　こういう時、自分が絶世の美女でなかったことが悔やまれる。泣き落としはまったく効きそうにないのでとにかく熱意をぶつけるしかない。

			「いくらでも……か。それならこういうのはどうだ」

			「なんでしょう？」

			「俺の専属の厩番うまやばんにならないか」

			「殿下の厩番に、ですか？　それはつまり王宮軍部で働けと」

			「そういうことだ。実はずっと困っていたんだ。クルメルは俺以外の者に触られるのを酷く嫌がってな。噛みつくは蹴り飛ばすはで肋ろっ骨こつを折られた奴までいる。触られるのを嫌がるだけなら手入れくらいは俺がすればいいんだが、馬房の掃除も他の奴がすると物凄く嫌がって入りたがらない」

			「それではクルメルの手入れや馬房掃除は殿下がなさっているのですか」

			「そうだ」

			「それでもクルメルを手放さないのですね」

			「その選択肢はない。俺の大事な相棒だ」

			　ほぅ、これはなかなかに見どころのある男だ。

			　あまりにもクセの強い問題児はとっととお払い箱にするのが普通だ。特に買い換える余裕のある金持ちほどその傾向は強い。

			　先程の服装についての発言にしろクルメルの件にしろ、アリシアが思っていたよりもずっと懐の大きい人なのかもしれない。

			「お前がさっきクルメルに触れた時嫌がらなかっただろ？　手綱を他人に握らせることすらできなかったのに、だ。引き受けてくれないか？」

			「でも私、装そう蹄ていは無理ですよ。下手くそですし」

			　装蹄というのは馬の蹄ひづめに蹄てい鉄てつという器具を着ける作業のこと。

			　装蹄は馬にとって大切な作業で、装蹄次第で馬の持つ能力を最大限に発揮させることも可能だが、人が合わない靴を履はいたり、歯の噛み合せが悪いと全身の不調を訴えるように、下手な装蹄をすると馬の健康を害し、時には死に至らしめることもある。

			

			　生かすも殺すも装蹄次第。非常にデリケートな作業なのだ。

			　アリシアも装蹄はできなくはないが、もともとが大おお雑ざっ把ぱな性格のため自分自身でも向いていないなと思う。

			　牧場にいる馬たちには時々アリシアも装蹄を施しているけれど、王宮にいるような馬、しかも殿下のような高貴な身分の御方の馬となると自信がない。

			「それなら問題ない。王宮には専属の装蹄師がいるからな」

			「そうですか。それなら安心ですけど、でも……」

			　王宮で働くようになれば、牧場で好き放題にブリーディングできなくなる。ブリーダーという仕事はアリシアにとって天職だ。それを手放すなんて……。

			　でもこの条件を呑のめばクルメルに種付けしてもらえる。おまけにクルメルのお世話までできる特典付き！　愛する男性の側にいられるなんて至上の喜びであることは間違いない。

			「クルメルの子が生まれたら、もちろんお前の好きにしていい。俺は何も言わない」

			　な、なにー!?　まさか生まれてきた子供の親権ならぬ所有権までもらえるの？

			　クルメルの子供を自分の手元に置くために、どうやって交渉するか考える手間まで省けてしまった。

			　王子の追加口撃に、グラグラと揺れる天秤がついに傾いた。

			「わかりました、引き受けます。ただ、父がなんと言うかはわかりませんが」

			

			　この牧場が繁盛しているのはアリシアの見立てがあってこそ、という部分が大きい。

			　アリシアが牧場からいなくなってしまっては大いに困るだろう。

			「俺の方からもお願いしに行こう。父君は向こうにあった家の方にいるんだな？」

			　王子は席を立ち部屋を出ると、事務所がある家の方へと向かっていった。

			

「そういうわけで、お嬢さんを預からせてはもらえないだろうか」

			「はい、こんな娘でよければ是非お願いします」

			　王子が一通りの事情を説明し終えると、父が間かん髪はつ容いれず即答した。

			「はぁ？　なんで即答なのよ！　娘がいなきゃここの牧場が困るんですー、みたいなのないの？」

			　いくら父に反対されても、振り切って軍部へ行こうとは思っていた。

			　少々誤解によるハプニングがあったもののクルメルの子供の所有権と一時でも恋馬の側にいられるという、自分で掴み取ったチャンスを逃すわけにはいかない。

			　そう、思っていたけどさぁ。あんまりにも呆気なく了承されて、自分という存在がそんなに軽かったのかと衝撃を受ける。

			「確かにお前がいなくなると困ることは多い。でも俺は牧場主である前にお前の親父だ。父親なら娘の幸せを一番に優先してやりたいと思うだろ？」

			「なんで軍部の厩番になることが娘の幸せに繋がるのよ」

			「お前は今年で十九歳。同い年かそれよりも若い娘さんがポカポカ子供を産んでいるっていうのに、お前ときたら浮いた話のひとつもない」

			　ポカポカって……。浮いた話がないのは余計なお世話だ、と父親を睨にらみつける。

			「それとこれと、なんの関係があるの」

			「かぁ～、コレだから未だにいい人の一人もできねぇんだよっ！　軍部と言えば男!!　男だらけだろ！　変わった女の趣味を持つ男の一人くらいいるかもしれないだろ？」

			　――ムッカつくーっ！

			　今変わった趣味って言ったよね？　父親のくせに酷くない？

			「あわよくば、騎士様のお眼鏡にかなうかもしれん」

			「ぶっっ！　んなことあるわけないでしょ」

			　思わず飲んでいたお茶を吹き出してしまった。

			　騎士の称号を貰えるのは多大な武勲を立てたから。つまりは国にとっての英雄ヒーローだ。

			　騎士の称号を貰えれば出世街道を行くことは間違いなく、給金も跳ね上がるし、他にも特権が付いてくる。

			　そんな御国の英雄たちがモテないはずもなく、貴族のご令嬢方をはじめ、富豪や上級官かん吏りの娘といった女性という女性が狙いに行く。

			　男性からしても「逆玉の輿」に乗れる可能性が十分に有り得るのだ。

			　家督を継ぐことができない貴族の次男以降や、一発逆転を目指すような農民の息子まで、騎士の称号を目指して軍部の門を叩く男はあとを絶たない。

			　金銭的にも社会的にも、そして外見的にも上等であろう女性を選より取りみどりな男たちの所へアリシアが入ったところで、選択肢のうちに入らないことは明白。

			　むしろ女というカテゴリーに入るのかどうかすらも怪しい。

			　アリシアが吹き出したお茶を布巾で拭ふいていると、父親がハッハッハと笑って背中を叩いてきた。

			「何事も夢はでっかくだ！」

			「話はまとまったみたいだな」

			　目の前に座る王子が優雅にお茶を飲みながら微笑みかけてきた。

			「……ふぁい」

			　脱力のあまり、口から気の抜けた声が出た。

			　まさか父があっさりと承諾した理由が、娘の旦那探しのためとは。

			　こうしてアリシアは名前をとうとう思い出せなかった王子付きの厩番として、王宮軍部へと行くことになった。

			

			
　　＊＊＊

			
「ははっ、参ったな」

			　王宮軍部の宿舎にある自室へと戻ると、第六王子ことフェルディナンド・エステルハージは数刻前の出来事を思い出して笑った。

			　牧場主の娘、アリシアは相当な変わり者だった。

			　まさか自分以外には絶対に懐かないあのクルメルに触れられるとは。

			　他人にクルメルの世話を頼むことはできないので、遠征に行く時は必ず連れて行かなければならず、時にクルメルの存在が大きな負担になっていることは明らかだった。

			　自分以外には懐かない。ただその一点だけを除けばクルメルは良馬どころか秀馬と言っていい。

			　パワー、持久力、俊敏さ、どこをとっても秀逸で乗り手の意を的確に読み取り、身体の一部となって動いてくれる。

			　そして何よりも、自分にしか懐かないクルメルが愛いとおしく、手放すなどという選択肢は存在しない。

			　そんな中現れたのがアリシアだ。

			

			　フェルディナンドが求める馬を一発で連れて来たり、父親の話によれば牧場のブリーディングに関する全てを担っているらしい。

			　女がズボンを穿くなどはしたないという考え方をするこの国で、男装をしてまで効率を重視する仕事への姿勢、そしてあの様子からすると、乗り手として調教の腕も相当なものだろうと踏んだ。

			　どうにかして軍部の厩番に引き入れられないか。

			　ああいう変わり者でできる奴ほど意のままに動かすのは難しいということは経験上わかっていたので、どんな手を使おうかと考えていたところに、休憩室でのあの一件……。

			「種付けをして欲しい」などと言われ頭のネジがぶっ飛んだ女だと思ったが、こちらとしては好都合。

			　自分の虜とりこになってくれれば楽に引き入れられるし使うことができる。

			　たとえ子を孕はらんだとしても、平民の女が産んだ子を王子の子だと言ったところで誰も信じないだろう。もちろん養うことはするつもりだったし、そうなればますます自分からは離れられなくなる。

			　なのに……。

			　打算的な考えで手を掛けようとしたらあのザマだ。

			　今にして思えば初めてこちらを見た瞬間に浮かべた喜色の色も、あれは恐らく、いや間違いなくクルメルに向けた表情だったとは笑えてくる。

			　馬を一頭調達しに行ったつもりが、まさか二頭の良馬を手に入れられるとは。

			「さて、あのじゃじゃ馬をどうやって手懐けようか」

			　フェルディナンドは先程決めてきた馬を後日取りに行かせるために、使いの者を部屋へと呼んだ。

			

			第二章　王宮軍部

			　小さな荷物を一包みだけ持って、アリシアは王宮へと向かう。

			　王宮に行くのは初めてなので人に道を聞きつつ、馬車や徒歩で半日かけてようやく着いた。

			　王宮の門番に、馬を引き取りに来た使いの人からあらかじめ貰っておいた通行証の木札を見せると通してもらえたのはいいとして、中に入ってその広さに驚いた。

			　うちの牧場何個分よ、これ。

			　王宮本館そのものも大きいが、あちこちに別の建物は立っているし、噴水だの謎のオブジェだのが置かれた庭園もあちこちにあるしで、まるで『王宮』という名の一つの街であるようだ。

			　軍部がどこにあるのか見当もつかなかったアリシアは、人に道を尋ねつつようやくたどり着いた。

			　ここまで広いと、王宮の中でも馬に乗るか馬車に乗って移動したくなるわね。

			

			　軍部の宿舎兼本部がある建物に入ろうとすると、見張りをしている兵に呼び止められた。

			「どのようなご要件でしょうか」

			「殿下の厩うまや番ばんとして雇われたアリシアと申します」

			「殿下……。どちらの殿下だ？　場合によってはここではない場所にいらっしゃる」

			　そうだ、王宮には「殿下」と呼ばれる人が沢山いるんだった。あの人の名前がなんだったか確認しておくの忘れてた。

			　えーと、フェル……なんだったけ？

			　フェルーザじゃ女性の名前だし、フェルミン……いや、違うな。もっと長かった気がする。

			　あ、そうだ！

			「フェルナンデス殿下に来るように言われました」

			「フェルディナンドだボケ」

			　コツンと後ろから頭を小突かれて見上げると、先日の王子が呆あきれ顔で立っていた。

			「しかもフェルナンデスは普通、ラストネームだろ」

			「女性に手をあげるなんて、騎士としてあるまじき行為では」

			「王族の名前を間違えるという無礼を働いておいて鞭むち打ちにしないなんて、物凄く寛大だろ。というかお前、今日はちゃんと『女』の格好をしているんだな」

			

			　フェルディナンドの言う通り、今日のアリシアはワンピースを着て、いつもは後ろで三つ編みにしてある髪の毛もほどいて丁寧に櫛くしですき、ハーフアップスタイルにしてある。

			　ワンピースに至っては、父が「王宮に上がるのにボロいのなんか着ていくな！」と言って街で買ってきた新品で、アリシアの趣味でもなんでもない、いかにも女の子らしいデザインだ。

			「ですからあれは仕事着で、普段は普通に女性物の服を着ているんですってば」

			　口を尖とがらせ気味に反論すると、フェルディナンドはアリシアの髪の毛をひと房手に取り口付けをするように口元に近づけた。

			「普段からこうしていれば可か愛わいいのに、勿もっ体たいないな」

			　かかか可愛いっ!?　一体何を言ってるんだこのタラシめ！

			　赤面しているのを隠そうとふいっと顔を逸そらすと、フェルディナンドのにこにこ顔が追ってきた。

			　ウザっ！　ウザっ!!　ウザーーーっっ！！！

			「さて、からかうのはこの辺にしておいてと。付いてこい」

			　笑いながら歩くフェルディナンドの後ろをついていくと、執務室らしき所に連れて行かれた。

			　椅子に座ったフェルディナンドの横に、一緒に入ってきた女官がすっと並んで紙を渡している。

			「これが契約書だ。読めるか？」

			「ええ、教会で教えてもらいましたので読み書きと算術も簡単なものならできます」

			　教会の慈善活動で月に何度か勉強会を開いてくれていたので毎回参加していた。

			　父がアリシアに「万が一嫁の貰い手が見つからなかった時の保険」だとか言って、牧場の仕事を休んでまで通わされたのだ。

			　手渡された契約書をサラッと読んで、これまた渡されたお高そうな羽根ペンでサインをする。

			「それではフェルディナンド殿下にも……」

			「フェルでいい」

			「はい？」

			「長いとまた間違えるだろ。フェルでいい」

			「あー、フェル様？」

			　愛称に殿下を付けるのはおかしい気がしたので様付けにしてみた。それでも変だけどさすがに呼び捨てはダメでしょ。

			　フェルディナンドの方を見ると満足気な顔で頷うなずいているのでこれでいいらしい。

			「それではフェル様に改めましてこちらを」

			

			　アリシアは持ってきた荷物の中から紙を取り出す。

			「これは？」

			「僭せん越えつながら、フェル様にもこちらにサインをお願いしたく用意いたしました」

			　渡した紙にはアリシアが軍部の厩番として働く代わりに、クルメルによる種付けをする旨が書かれている。

			　もちろん一度で子供ができるとは限らないので、子供が無事に生まれるまで何度でもということと、生まれてきた子供の所有権はアリシアにあることもバッチリ記しておいた。

			　アリシアお手製の契約書に目を通すと「抜け目がないなぁ」と、くつくつ笑いながらサインをしてくれた。

			　返された契約書を丁寧に鞄かばんへとしまうと、フェルディナンドが隣に控えていた女官に声をかけた。

			「今日から私付きの厩番になったアリシアだ。部屋への案内と、それから生活に必要なことを教えてやってくれ」

			「かしこまりました。アリシアさん、参りましょう」

			　執務室を出て今度は女官のあとをついていくと、二段ベッドが何台も並べられた部屋へと案内された。ベッドの下には蓋付き収納箱チェストがあって、こちらに荷物を入れるらしい。

			「あなたのベッドはあそこね」

			

			　その後も食堂や浴場、トイレなどを案内してもらった。

			　コの字型のこの建物の造りはどうやら、中央南側が仕事をするスペースと食堂などの男女共用スペース、東側が男性用宿舎、西側が女性用宿舎ということみたいだ。

			　軍部では他の場所に比べて、働いている人の中での女官や女性使用人の割合が、圧倒的に少ない。

			　それは下っ端の兵が使用人と一緒に給仕をするからのようで、すれ違うのは男性ばかりだった。

			　最後に一番肝心な厩うまやへと案内してもらうと、アリシアは思わず感嘆の声をあげる。

			「すごい……こんなに馬がいっぱいいる」

			　何棟も並んだ厩きゅう舎しゃと広い馬場や放牧場。

			　厩舎も綺き麗れいに掃き清められて、管理が行き渡っていることが窺うかがえる。

			　アリシアが感動に浸ひたっていると、女官から険のある声で話しかけられた。

			「明日の朝から早速働いてもらうから遅刻しないようにね。それにしても『フェル』様だなんて厩番の分際で馴れ馴れしい。あんまり調子に乗るんじゃないわよ」

			　おお怖い。フェルと呼べと言ってきたのはあちらさんで、私からじゃないってあなたも見てたでしょうが。

			　アリシアの心の中のつぶやきなど聞こえるはずもなく、案内を終えた女官はふんっと鼻息も荒く去っていった。

			　そんなことはどうでもいいとして、改めて、遠くまで広がるアリシア的楽園を前にして胸が高鳴る。

			　今ここから見える範囲だけでも、アリシアが見たことのない特徴を持った馬が何頭もいる。一体どこから連れて来た馬なのか、どんな掛け合わせをしたのか……。

			　これまでずっと、育ってきた牧場の中でしか過ごしてこなかった。アリシアの馬に対する知識などまだまだ浅いことを初っ端から思い知らされる。

			　クルメルとその子供目当てでこんな所まで来ちゃったけど、知見を広めるのには案外ちょうどいい機会かもしれない。王宮でどんな馬が必要とされているのか実際に見て触れることもできれば、もっと的確なブリーディングと出荷ができるもんね。

			「よーしっ、やるぞー！」

			　パンっと両手を叩いて気合を入れると、荷物の整理をしに部屋へと戻った。

			

　王宮軍部のフェルディナンド中佐付きの厩番として働き始めてあっという間に二ヶ月が過ぎた。

			　今日も今日とてアリシアは、厩番の仲間から（そもそも仲間と思われてないのかもしれないけれど）も一般の兵士からも冷たくあしらわれている。

			　まー、そうなるよねぇ。

			　厩番にも序列なるものがある。一番上はもちろん王付きの厩番でさらに王族付き、高官や上級士官付き、高官職ではない貴族付きと続いていき、一番下は誰かの専属の厩番ではなく担当馬がいるだけの厩番となる。つまりは人ではなく馬の方に付くということ。

			　アリシアは上級士官でかつ王族付きの厩番なので、序列で言うとかなり上の方に来る。

			　こんなぽっと出の小娘がいきなり上位に入ってきちゃったもんだから、他の厩番からしてみれば面白いわけない。

			　そんでもって、もともとフェルディナンドに付いていた厩番二人は、そんな女が自分たちが触れないどころか馬房の掃除すらさせてくれないクルメルを扱あつかえるものだから立場がなく、上級の厩番としてのプライドをズタボロにされたようだ。

			　必要最低限の連絡はしてくれるからいいんだけどさ。

			　そして一般の兵士からもなぜ冷たくされるのかと言えば……。

			「アリシアさん、もう間もなくフェルディナンド中佐がお戻りになられるということです。バームスをこの後使うので馬装を整えておいてください」

			「わかりました」

			　返事をして馬具置き場へと向かうと、一つため息をつく。

			

			　呼び捨てにしてくれればいいのに。

			　こうして一般の兵士からわざとらしく「さん」付けされて呼ばれるのにもわけがある。

			　王宮での厩番の地位は低くない。むしろ馬に関する全ての責任を負わなければならないので、使用人の中では高いと言っていい。

			　馬というのは資産であり財産。それも物凄くお金と手間がかかる上、生き物という性質上、道具とは違い扱いも難しい。軍馬ともなると国の強さにも直結する重要な存在だ。

			　そんな大事な財産である馬の扱いを覚えるのは士官になってからで、一般の兵士では馬に触れることすら許されない。

			　特に騎馬国として名高いここキシュベル王国ではそれが顕著で、馬を扱えるかどうかでその人の立ち位置が大きく変わってくる。

			　厩長きゅうちょうは官かん吏りだし、総厩長ともなれば高官の部類に入り、特に軍事的なことに大きな発言権を得られる。

			　本来であれば一般の兵士は誰かの専属になっている上級の厩番のことを呼び捨てになどせず敬意を持って「様」付けするのが慣習みたいなのだが、アリシアが「女」だというのがどうにも気に食わないらしい。

			　なんで貴族のご令嬢でもない女に「様」付けして呼ばなきゃなんねーんだよ。という気持ちと、器が小さい男と思われるのが嫌だというプライドとの狭間で決着をつけた方法が「さん」付けにして呼ぶということだったようだ。

			　女のアリシアに男のプライドなんていうものが理解できるはずもなく、嫌味ったらしく「さん」付けするくらいなら呼び捨てにしてタメ口で喋しゃべってくれればいいのにと思うのだけど。

			　それを本人たちにチラッと言ってみたら、余計に癇かんに障ったらしく逆効果だった。

			　まったくもってめんどくさい。

			　テキパキとバームスの馬装を整えて準備をしていると、鼻面でアリシアの背中をつんつんして甘えてきた。

			「よーしよし、今日もお稽古頑張ろうね」

			　牧場に来た時にフェルディナンドが買っていったこの馬はバームスと名付けられていた。

			　もともとは常用目的に買っていったが、突然戦闘になった時のために軍馬としての訓練を付けている。

			　模擬試合をすることで騎乗者が武器を振り回したり、あるいは迫り来る剣や槍やりに驚かないようにしているのだけれど、武器を持ったことなどないアリシアにはこの訓練はできない。

			　今後のために私もこういう調教もできた方が良いんじゃないかとフェルディナンドに打診してみたら「そこまでするな」と言われた上、模擬試合とはいえアリシアが武器を振り回していることを父が知ったら、無理やり牧場に連れ戻されそうなので、今のところは踏みとどまっている。

			　ひとしきりバームスと戯たわむれていると、隣の洗い場に青毛の馬が入ってきた。

			「あああぁぁーークルメル！　会いたかったー！　お疲れ様、よく頑張ったねぇ。今日もお前の真っ黒な毛並みはつやつやだし、精せい悍かんな瞳もカッコいいし、いつ見ても男前ねぇ」

			　うっとりしながらクルメルを撫なでくりまわしていると、タンタンと足を踏み鳴らす音が聞こえる。仕方なくそちらを見ると腕組みをして不満顔のフェルディナンドが立っていた。

			「おい、なんだそのメインはクルメルであなたは付属物ですよ、みたいな目は。まず俺に言うことあるだろ」

			「ああ、フェル様も月つき毛げに魚さ目めで大変美しい容姿でございますよ」

			「そこは金髪碧眼で良くないか？　じゃなくて、普通『フェル様お疲れ様でございました』とか『中佐、お帰りなさいませ』とか言うだろ」

			　なんだ、外見を褒めて欲しかったんじゃないのか。月毛はクリーム色をした馬の毛色で、魚目というのは時々いる青色をした馬の目のこと。

			　ちなみにアリシアは栗毛に焦こげ茶の瞳と、よくいる馬みたいなありきたりの色をしている。

			「遠征お疲れ様でございました。バームスの馬装は既に整えてありますのでいつでも騎乗できます」

			「わかった。クルメルの手入れを頼む」

			「かしこまりました」

			　フェルディナンドはバームスの手た綱づなを取ると、引き馬をして馬場へと向かっていった。

			　二人を見送ったアリシアはクルメルの手入れを鼻歌混じりに開始する。

			　遠征していて半月も会えなかったので、危うくクルメル不足に陥おちいるところだった。

			　ツヤッツヤの黒い毛並み、硬く引き締まった筋肉、がっしりとした脚、そしてこの匂い!!

			　クルメルの首筋に顔を近付けて思いっきり空気を吸い込むと、汗と牧草の匂いが入り交じったような甘く芳かぐわしい香りがする。

			　はあぁ〜、幸せ〜。

			「アリシアちゃんも程々にしておかないと、いくらフェルディナンド中佐が女性には優しいからって調子に乗るとあとが怖いよ」

			　クスクスと笑いながら、先程までバームスがいた洗い場に黒髪の男性が馬を連れて入ってきた。

			「ヴァルテル中尉、遠征お疲れ様でございました。トリクシーもお疲れ様」

			　男が連れて来た馬にも労ねぎらいの言葉をかけてよしよしする。

			

			　ヴァルテルはフェルディナンドの下についており、さらに彼と軍部での同期ということもあってよく一緒にいる。

			　士官ともなると自分の地位が確固たるものであるからか、一般の兵と違いアリシアにも気軽に話しかけてくれる。

			　特に女性の厩番はアリシアしかいないので、士官たちはわりと優しく接してくれるのが他の厩番や一般の兵たちは余計に気に食わないらしくさらなる不興を買っている。悩ましい。

			「フェル様は私のことを女性として見てないですよ。からかっているだけです」

			「そんなことないと思うよ。その服だってアリシアちゃんのために用意した特注品でしょ？」

			　軍部へとやってきたアリシアに用意されていた作業服は、他の厩番たちと同様、ブラウスにベスト、ズボンだった。そこまではいい。

			　他の人のは無地なのに、アリシアのだけベストとズボンに可愛らしい花模様の刺繍が施され、ベストの脇なんてご丁寧にレースアップまでされている。

			「どう考えても遊ばれているとしか思えませんけど……。ヴァルテル中尉、戻られたばかりでお疲れではないですか？　トリクシーの担当を呼んできますか？　それとも私でもよければやりますよ」

			

			　ヴァルテルは隣でトリクシーの馬装を外して手入れをし始めた。

			　専属の厩番が付くのは上級士官からで、中級士官のヴァルテルに専属はいない。

			　馬の馬装や手入れは自分でやるか、その馬の担当になっている厩番に任せるか、なのだが、ヴァルテルはわりと好んで自分でやっている。

			「アリシアちゃんに手入れを頼んだなんて知られたら、フェルディナンド中佐に今度はボコられちゃうよ。あんな独占欲の強い方だとは思わなかったなー」

			　以前、手入れの終わったヴァルテルの馬を洗い場から馬房へと連れて行こうとしただけなのに、ヴァルテルはフェルディナンドに「勝手に俺の厩番を使うな」とか言って怒られていた。

			　どんだけ度量が小さいんだ、まったく。

			「それにその中佐の方はと言えば、帰ってきて早々に調教付けてるし。今朝の帰りの道中でも魔獣と一戦混じえてきたっていうのにね」

			「体力バカですね」という言葉をすんでのところで飲み込んだ。そんなこと言ったら鞭打ちにされてしまうかもしれない。

			「普通遠征から帰ってきたらまず上官に報告するものじゃないんですか？」

			「会議中で終わるまで暇だから、らしいよ」

			　ヴァルテルが苦笑しながら肩を竦すくめてみせた。こういうところがフェルディナンドとの差なのかもしれない。

			　普通、遠征から帰ってきたらみんな肩の力が抜けてリラックスモードに入るのに、フェルディナンドはというとほんの少しの時間も無駄にしようとしない。この二ヶ月間もずっとそうだ。常に全力疾走。

			　はじめはフェルディナンドの階級が高いのは単純に王族という身分のせいだと思っていたけれど、多分それだけじゃない。だからヴァルテルとフェルディナンドは同期なのに階級が三つも違うのか、と納得する。

			　ヴァルテルの胸元に群青の騎士の証である瑠る璃りがはめ込まれた勲章が付いているところを見ると、決してできない側の人間ではなく、どちらかというと活躍しているんだと思う。

			　いくら本人の努力があるとはいえ普通なら妬ねたんだり、疎うとましく思ったりしそうだけどなぁ。

			　そんな様子もなく、むしろ軍部で一番仲が良さそうだ。

			　ヴァルテルの心が広いんだな、きっと。

			　心の中でうんうんと頷きながら、ヴァルテルとトリクシーのイチャコラする様子を眺める。

			　トリクシーは正真正銘、ヴァルテルの馬だ。

			　軍部にいる馬は基本的に軍のもの。

			

			　ただし例外があって、騎士の称号を得た者の特権として自分の馬を軍で所有できるようになる。

			　馬自体の購入費用は自分で出さなければならないものの、軍の厩舎に置いて世話をしてもらえるので餌えさ代やその他費用がまったくかからないのだ。

			　フェルディナンドなんて十頭の馬を所有している。しかも馬車に乗るより直接馬に乗る方が好きだからと、比較的安く手に入る荷車用の馬はいない。常用馬と非常に高値で取引される軍馬ばかりだ。

			　訓練された軍馬の値は庶民の年収のウン十倍。

			　王子様はいいよなー。と思う一方で、フェルディナンドやヴァルテルのような人に使ってもらえる馬は幸せだと思う。

			　兵の中でも馬をただの道具としかみなさないような輩やからもいるけれど、ヴァルテルやフェルディナンドは馬を物凄く可愛がる。

			　馬好きに悪い奴はいない。

			　単純思考のアリシアはヴァルテルのことを好意的に見ている。

			　ま、好意的に見ているというだけでそれ以上の感情はないし、この人には奥さんいるんだよね。

			　ヴァルテルは伯爵家の次男で、跡取りのいない伯爵家のお嬢さんと結婚したらしい。正に逆玉の輿の成功例。伯爵家に生まれたって次男じゃ家督も爵位も継げないもんね。

			　伯爵家の跡取りになったのに軍部にいていいのか聞いたら、既に二人の男子に恵まれているのでわりと自由にやらせてもらっているらしい。

			　そもそも論として結婚していようがいまいが、アリシアはまったく対象外だろうけど。

			　厩番仲間からも一般の兵士からも疎まれているし、父の「孫を抱いてから死にたい」という願いは養子に来てくれた兄さんに叶えてもらうとしよう。

			　それに焦あせっているのは父だけで、アリシア的には伴侶がいなくたって今のところは寂さびしいとか思っていない。馬がいればそれでいいのだ。

			

　アリシアは手入れの終わったクルメルを馬房へ連れて行った後、バームスの様子を見に馬場へと向かう。

			　フェルディナンドはまだ訓練中で、下級士官たちを相手に穂先が潰されている練習用の騎き槍そうを振るっていた。

			　フェルディナンドの騎槍に突かれ、落馬して転がる兵に向かって「さっさと起きて剣を抜け！」と怒声を浴びせながら、わざとその頭上を馬で跳んでみせている。

			　少し間違えば死ぬじゃん、あれ。

			

			　手加減する必要のある敵なんていないからいいのか。

			　バームスはフェルディナンドの細かい指示にもよく反応し、武器に怯おびえる様子もなく堂々としている。

			　騎乗者の重量がかなりあるので長時間の戦闘はちとキツそうだけどこの様子なら急な戦闘にも対処できそうだ。

			　しばらく訓練の様子や他の馬場にいる馬たちの様子を観察しながら終わるのを待っていると、汗を拭ぬぐいながらフェルディナンドがやってきた。

			　男の汗なんてむさ苦しいだけだけど、なぜかこの男がやると爽やかな動作に見えるから腹が立つ。

			　そんな様子を見ていた女官たちが向こうできゃあきゃあ言っているのが聞こえてきた。やはりフェルディナンドのファンは多いようだ。

			「バームスの調子よさそうですね」

			「ああ。お前の見立て通り度胸があっていい馬だ」

			「ところでフェル様、スーシーに乗っていたあの方、多分ベラとの方が相性いいですよ」

			「そうなのか？」

			「はい。それからベッロの左後ろ脚は後でよく見た方がいいと思います。大したことはなさそうですけど早めに対処しておくに越したことはないですし。ついでに言うとハッソはシャドーロールをつけた方がいいかもしれませんね。あの子は影に過剰反応するので。あとモリーは……」

			「待て待て待て待て」

			「はい？」

			「ハッソてどの馬だ？」

			「第四厩舎にいる、額に三日月形の白はく斑はんがある鹿か毛げの子ですよ」

			「じゃあベッロは？」

			「第六厩舎にいる馬車馬で、ほら、あの右側の前脚と後ろ脚が白い子ですよ」

			「じゃ、じゃあモリーは……？」

			「モリーも第四厩舎にいる子で、伝令馬として使っている鹿毛に鼻筋に大きな白い筋模様が入った馬です」

			「おっ、お前まさか、馬の名前全部覚えているのか？」

			「軍部にいる子だけですけどね」

			　仕事を覚えるのに精一杯で軍部の厩舎しかまだ見られていない。王宮にある厩舎の方もいつか見に行きたいとは思っている。入らせてもらえれば、だけど。

			「嘘だろ。軍こ部こに何頭の馬がいると思ってるんだよ。千頭はくだらないぞ」

			「ええ。多いのでさすがの私でも全員を覚えるのに十日もかかってしまいました」

			

			「呆れた……。んん？　お前、俺の名前覚えてなかったよな」

			「人の方はサッパリで」

			　フェルディナンドが半眼でこちらを見てくる。

			　それは勘弁して欲しい。どんなに頑張っても人の顔と名前だけはすんなり頭に入らないんだから。

			　上官へ報告に行くというフェルディナンドを見送ると、今度はバームスの手入れに取りかかった。

			

　一通り馬たちの手入れを終えて馬具を磨いていると、フェルディナンドが馬具置き場にやってきた。

			「それで、旦那探しはどうだ？　いい奴はいたか？」

			「別に旦那探しに来たわけではありませんよ。女官じゃあるまいし」

			　女官は王宮勤めをする女性役人。そのほとんどが貴族の出身で、金銭的な目的で出仕している人もいるけれど、若い女性の場合はまず間違いなく旦那様探しをしに来ている。

			　アリシアがフェルディナンドと話すたびに女官たちが睨にらみつけてくるのだけど、いい加減にして欲しい。

			

			「ほう、殊勝しゅしょうな心がけだな。せっかくオススメ物件を紹介してやろうと思ったのに」

			「へえ、どなたですか？」

			「俺」

			　白けた目でフェルディナンドを見つめたあと、馬具拭きを再開する。

			「二十三歳でまだ独身。婚約者もなし。悪くないだろ？」

			　確かに好条件だ。この人、なんで結婚してないんだろ。引く手あまただろうに。「ハイハイ」と適当に返事をしておく。

			「お前まさか初恋すらまだとか？　馬が私の恋人です、とか言うクチだな」

			　ムッカーーーーッ！　腹立つ奴だな!!　前言撤回！　こんな人が結婚できるわけない！

			「失礼ですね！　私だって人間に恋くらいしたこと……」

			　…………したことあったっけ？

			　言葉が続かないアリシアを、フェルディナンドがしたり顔で見てくる。

			「したことあるんだ？　どこのどいつだよ、それ」

			「そっ、それはですね……えーと……」

			　フェルディナンドがますます笑みを深くする。

			「いないんだ？」

			「いますよ、います！　五歳年上の装そう蹄てい師のお兄さんです！　うちの牧場に来ていた装蹄師の弟子として来ていて、独立したみたいで会えなくなっちゃいましたけど。赤毛が特徴的でとぉーっても優しくて手先の器用な方でした！」

			　とりあえず頭に思い浮かんだ男性について、早口でまくし立てた。

			　装蹄師のお兄さんは実在する。いつも牧場に来るとアリシアのことを可愛がってくれる彼のことが実際、大好きだった。

			　ただその「好き」が恋かと言われると首をかしげる。手先が器用で装蹄がめちゃくちゃ上手かったので尊敬はしていたけれど、どちらかと言うと頼れる優しい「お兄さん」といった感じだ。

			　フェルディナンドがその人に会うわけでもないし、図星を指したと思われて調子づかせるのは癪しゃくなので、もっともらしい人を出しておいた。

			　どうだ!?　と言わんばかりにフェルディナンドの方を見ると、つまらなそうに「ふーん」とだけ答えて頭とう絡らくを弄もてあそんでいる。

			　興味ないなら聞かなきゃいいのに。

			「そうだ、来週ある祭りのことは聞いてるか？」

			「はい。王宮で行われる馬祭りですよね！　すごく楽しみです」

			　馬祭りは馬に一年間の感謝の気持ちを捧げるお祭り。

			　王宮には資本家や貴族といった上流階級の者たちが招待され、豪華に飾りつけられた馬車のパレードや、騎兵による演武、馬の競争、そして野生馬を乗りこなす催しなどが行われる。

			「初めてだしその日は非番にしていい」

			「あっ、ありがとうございますっ！」

			　思わずフェルディナンドの手を握り締め、歓喜の舞を踊る。

			　その日、非番だったり手の空あいている使用人は見に行ってもいいのだけど、どうせ仕事だからチラリと覗ければいいかなと思っていた。

			　フェルディナンドは戸と惑まどいの表情を浮かべながらも、アリシアと一緒にクルクルと踊って付き合ってくれた。

			

「いいなぁ。私も馬祭り見に行きたかったなぁ」

			「リリは去年見たんでしょ？」

			「うん、でも楽しかったし今年も見たい。早く仕事を終わらせられたら見に行ってもいいって言ってくれるかも！」

			　目の前に座る少女が、朝食に出されたケニエルという大きなパンのスライスにかじりつきながら「よーし頑張るぞー！」と意気込んでいる。

			

			　リリはアリシアが仲良くなった数少ない使用人。洗濯係だそうだ。

			　女の厩番なんて他にいないし、男の格好をしている上、アリシアも人懐っこい性格ではないので女性の使用人たちはあまり近づいてこない。

			　そんな中リリはアリシアの寝ているベッドのお二階さんということもあって、こうしてちょくちょく話しかけてくれる。

			　黒い大きな瞳に小さな顔がモモンガっぽくて可愛い。

			「じゃあ早速仕事してくる！　アリシアまた夜にね！」

			　リリは豆の入ったスープにケニエルを浸して一気に口の中に放り込むと、席を立って小走りで洗濯場へと向かっていった。

			　アリシアもチーズの欠片を口に入れると、祭りが行われる広場へと向かった。

			

　絢けん爛らん豪ごう華かに飾り立てられた広場には、多くの人が集まっている。

			　聖職者になった第四王子と何年か前に隣国へと婿入りした第五王子はいないが、他の王族は揃い踏みだ。

			　王太后は御歳七十八だというのに、シャンと背筋を伸ばして座る様はさすが。

			　もともとは鍛冶屋の娘だったが、今は亡き前国王に見み初そめられて王妃になったというのは有名な話で、若い頃は相当な美女であったであろうことが窺える。

			　その血を見事に引いて生まれてきているよなぁ。

			　みんな揃いも揃って美男美女。目の保養どころか眩まぶしくて痛くなりそうだ。

			　現国王の子は六男一女。王位継承権第一位の長男には既に女児一人と男児が二人、第二王子にも二人の男児がいるので世継ぎがいなくて困った、などという問題とは無縁だ。

			　そんな中に末っ子である第六王子のフェルディナンドももちろんいる。普段気さくに話しかけてくるので忘れそうになるけど、やはり、アリシアとは別世界の人なんだなと改めて思い知らされる。

			　王族席の他、招かれた貴族たちの席も用意されており、お祭りということもあって華やかな衣装に身を包んだ男女が休憩時間に歓談している様子を、アリシアは眺める。

			　年頃の令嬢がいる家の者はフェルディナンドに、そして幼女がいる者は王太子の息子に嫁とつがせようと売り込みに行っているのかな、などと想像をめぐらせてみるとなかなかに面白く、そしてめんどくさそうだ。

			　ただの牧場主の娘で良かった。

			　あー、ブリーディングしたいなー。

			　あの子とあの子を交配したら良さそうなんだけどなぁ。

			　催し物の最中脳内ブリーディングを楽しんでいると、最後にアリシアが一番楽しみにしていた野生馬の乗りこなしをする演目がやってきた。

			　昨年、新たに士官になった兵が馬場に放たれた野生馬を捕まえて乗りこなすというもの。

			　馬を扱えるようになって一年目での腕試し、といったところか。

			　もともとはこの国が建国される前の遊牧民だった頃、野生馬を捕まえて乗りこなすのは成人男性の嗜たしなみで女性へのアピールでもあった。

			　放牧している自分の馬はもちろんのこと、野生馬を乗りこなすことができてこそ。一人前の男として認められるという儀式だったんだそう。

			　それが今ではお祭りの催し物として各地に残っている。

			　女性へのアピール、というのは今でもそうかもね。

			　逃げ回り、騎乗者を振り落とそうと暴れる馬に果か敢かんに立ち向かっていく士官たちの様子に、女性たちが声援を送り見入っている。

			　それから多分、王と王太子次期国王へのアピールの場でもあるな。

			　下級士官のうちにいいところを見せておけば、上へ昇り詰めた頃に王太子が王になっているかもしれない。

			　アリシアが頭の中でいろんな妄想と想像を繰り広げているうちに士官二年目の者たちの挑戦が終わり、馬祭りは閉幕した。

			

「アリシア、祭りは楽しめたか？」

			「はっ、はいっ……ふっ……」

			　馬場にまだ残っている野生馬を眺めていると、フェルディナンドがやってきた。

			　その後ろではフェルディナンド目当てのご令嬢方が誰から声をかけるかで揉めているようだ。その様子が面白くてつい噴きだしてしまうと、フェルディナンドが怪け訝げんそうな顔をする。

			「なんだ？」

			「す、すみません。動物に限らず虫でも魚でも、多くの生き物ってメスをめぐってオスが戦いを繰り広げるのに、フェル様の場合はメスが争っていて面白いなぁ、と」

			「メスってお前なぁ」

			「こほんっ。ところでフェル様、あそこにいる馬たちって捕まえて騎乗馴致するのですか」

			　馬場に放たれているのは恐らく、ここよりずっと東の方に生息している野生馬だ。

			　細かい斑はん点てん模様にずんぐりとしたあまり見栄えは良くない馬だが、斜面の多い土地に住んでいるため脚も腰も丈夫でジャンプ力がある。

			　なのでアリシアも、時々この馬を父に買い付けてもらっては交配していた。

			

			「んー、大方は売り払うだろうな。特にあの左端にいるやつ。あの馬には結局、誰も乗れなかったからな」

			　野生馬の調教は、人間と触れ合う機会の多い家畜として生まれてきた馬よりも時間がかかる。

			　手間ひまを考えると王宮で調教するよりも売ってしまった方がいいのだろう。

			　フェルディナンドが指さす先にいる馬は、どの兵が挑んでも見事にかわされたり、乗っても振り落とされてしまっていた。

			　なかなかに手強そうな馬なのでまず王宮に残されることはなさそうだ。

			「親父さんところの牧場に欲しいのか？　それなら俺が話をつけてやろうか」

			「それもありますけど……もし私があの馬を乗りこなすことができたら、一つお願いを聞いてくださいませんか？」

			「ほぅ、言ってみろ」

			「食事の量を男性使用人と同じにしてください」

			　アリシアの答えにフェルディナンドがくつくつと笑いだした。

			「なんだ、足りないのか？」

			「死にそうってわけではないですけど……」

			　物足りない。

			

			　男性使用人と女性使用人の食事内容は変わらないけれど、男性用は量が一・五倍はある。

			　アリシアはとにかくよく動くので、あっという間にお腹が空すいてしまう。実家にいた時なんてお腹がもたないので、朝食その二を食べていた。

			「なるほど……もっと肉感的になるのも悪くはないな」

			　フェルディナンドがアリシアの身体を見ながらつぶやく。

			　爽やか好青年の顔をしておいて何言ってんだドスケベめ。

			「わかった。おい、そこの馬二頭貸せ」

			　フェルディナンドが先程野生馬の乗りこなしに出ていたと思われる兵に声をかけると、借りたうちの一頭に跨またがり、革かわ紐ひもがついた馬捕り竿さおを手に馬場へと入っていこうとする。

			「フェル様が手伝ってくださるんですか？」

			「面白そうだからな。早く来い」

			　アリシアも借りた馬に跨ると、馬場へと入っていく。

			　十数頭いる馬のうち、狙いの馬が孤立するようにしなくてはならない。

			　フェルディナンドと息を合わせて群れから引き離していく。

			　標的が群れからはぐれ駆け出して逃げ回りはじめたところを、フェルディナンドが馬捕り竿に付いている輪になった革紐を馬の首を目がけて振った。

			　首に紐がかかった馬がバランスを崩して横倒しになると、アリシアはすかさず馬から飛び降り標的の馬の背へと跨る。

			　あ、スカート穿はいてくるんじゃなかったな。

			　非番の日は普通に女性用の服を着ているので、今日はもちろんスカートを穿いてきている。

			　祭りも終わってみんな帰っていくところだし、誰も見てないか、と開き直る。

			　頭絡も鞍くらも付いていない正真正銘の裸馬。

			　たてがみをむんずと掴んで、暴れながら立ち上がった馬の上でバランスを取っていく。

			　フェイントをかけたかと思えば尻っぱねからの急ブレーキ。

			　背中に得体の知れない生き物が乗っかっているという恐怖とパニックで、全力でアリシアを落としにかかってくる。

			　こんなに激しい動きをしているのにバランスを崩して転ばないとは物凄い脚力ね。絶対種付けさせたい。

			　男の格好をしていようともアリシアは女なので、力ずくで馬を御するにはパワーが足りない。

			　とはいえ、赤子の頃から馬の背の上で育ったアリシアにとっては、どれだけ馬が暴れようと揺りかごのようなもの。馬の気が済むまでひたすら馬上でバランスを取り、根負けするのを待つ。

			

			　そして、十分と経たないうちに馬が大人しくなってきた。

			　私の勝ちね。

			　まだ人間の出す指示の意味をわかっていないので自由に乗りこなせはしないが、振り落とそうとはしなくなった。

			　馬場の中をゆっくりとした駆け足で走る。

			「フェル様ー！　食事の件、お願いしますねー!!」

			　手を振りながらフェルディナンドの方を見ると、その隣には彼の父親、もとい国王陛下が立っていた。

			　げえっ、ウソでしょ。お祭りが終わって王宮内に戻られたんじゃないの!?

			　慌あわてて馬から飛び降りると王の前へ跪ひざまずく。

			「よいよい、服が汚れる。立ちなさい」

			「は、はい」

			　こういう時、どうやってあいさつしたらいいのかよくわからない。謁見なんてしたことないし。

			　息子に対する態度を責められるのだろうか。

			　それとも祭りが終わったとはいえ馬に乗っちゃったのってやっぱりマズかったかな……。これってもともとは男性のやる儀式だし。いや、フェル様の許可を貰っているし大丈夫なはず。

			　仕事をクビになるくらいだったらいいけど、本当に首が飛んでいったら困る。

			　一体何を言われるのかドキドキしながら顔を上げると、王の横でフェルディナンドが面白いものでも見るような顔をしている。

			　くっそー！

			「フェルからそなたのことは聞いている。女の厩番を雇ったとな。以前から気になってはいたが、まさか屈強な男たちが乗れなかった馬を乗りこなすとはたまげた」

			「あ、ありがたきお言葉にございます」

			「ただ、次回からはスカートの下に何か穿いた方が良さそうだな」

			「……はい。そのようにいたします」

			　こうなったら非番の日でもズボン穿こうかな。

			「何か褒美をつかわそう。何がいい」

			「褒美だなんてそんな……」

			「陛下、この娘は私に褒美として男性使用人と同じ食事量にして欲しいと申しておりました」

			　それ今言う!?　今言っちゃうの？

			　この男にデリカシーというものは存在しないのだろうか。

			

			　後ろに控えている侍従たちが笑いを堪こらえているのか、くくっという声が漏れ出ている。

			「ハッハッハ、確かにもっと肉付きがいい方が良い。なあフェル？」

			「同感ですね」

			　よし。この二人を今日からエロガッパ親子と呼ぼう。

			　遠目から見ても王妃はグラマラスな体型をしていたので、この親子はそういう体型の女性がお好みなのかもしれない。

			「せっかくだ。男性使用人ではなく士官兵と同じ食事を出してあげなさい」

			「えぇ!?　本当ですかっ!?　じゃなくて、ありがとうございます、陛下」

			　前言撤回。グッジョブ、フェル様。と心の中でガッツポーズをする。

			　使用人に出された今朝のメニューは豆のスープにケニエルとチーズだったけど、士官の方にはスープにソーセージが一本入っていたし、チーズの他ザワークラウトとパプリカのスライス、パンにはジャムまで付いていた。

			「陛下、そろそろ次の予定に参りませんと」

			　後ろで控えていた従者に声をかけられると、王は片手を挙げながら答えた。

			「おおわかった。フェル、面白い厩番を見つけたな。アリシアと申したか。そなたのこれからの活躍を期待しておる」

			「はい」

			

			　王が去っていくのを見送り、ホッと胸を撫で下ろした。

			　首飛んでいかなくて良かったー。

			「良かったなアリシア。士官たちと一緒の食事が食べられるぞ」

			「良かったなじゃないですよ。肝を冷やしたじゃないですか」

			「父上は面白いものを見るのが好きなお方だから、俺は少しも心配していなかったぞ。それにしてもお前、よくもまぁあんなに暴れ回る馬に飄々ひょうひょうとした顔で乗ってられるな」

			「あぁ、赤ちゃんの頃から馬の背に縛りつけられて育てられたのでなんてことないです」

			「縛りつけられて？　乗せてもらって、ではなく？」

			「ええ。文字通り、ロープで馬の背に括りつけてたそうですよ。ベッドに寝かすより、父の背におぶさるよりも大人しかったからだそうです」

			「んん？　母親はどうしたんだ」

			　この国では母親が育児を一手に引き受けるのが一般的だ。でもアリシアに母親はいない。父に育てられたが、父には仕事があるので馬に子供のお守りをさせていたらしい。

			「私、捨て子なんです。父とは血の繋がりはありません。ある朝、馬小屋へ行ったら赤ちゃんが置かれていたらしいですよ」

			「そうだったのか」

			「父はその当時、結婚して間もなく奥さんを流行病はやりやまいで亡くしたばかりだったそうで。赤ちゃんが置かれているのを見て、死んだ妻が自分が寂しがらないように天国から贈ってきたんだ、って思ったらしいです。それでここまで育ててくれました」

			　教会の孤児院にでも預けてしまえばいいものを、赤の他人の子供をよくここまで育ててくれたなぁ、と思う。

			　子供の一人もいなかった父が赤ちゃんを育てるのは並大抵ではなかっただろう。

			　おっぱいなど出るはずもないので馬乳や牛乳を飲ませ、仕事中は馬の背に乗せて育てたんだそう。

			　おかげで歩くよりも早く馬に乗ることを覚え、頑丈な身体に育った。

			　そんなアリシアにとっては、馬が母であり兄弟であり友でもある。だから人の心の機微よりも馬の機嫌の機微の方がよく感じ取れる。

			「なかなか苦労してきたんだな」

			「いえ、父には何不自由なく育ててもらいましたので。最近は孫の顔が見たいってちょっとうるさいですけど」

			　そんな話をしているとちょっぴり寂しくなってくる。

			　あとで手紙でも書こうかな、と考えながらアリシアは宿舎へと戻った。

			

			【閑話】ズキュンッ！　と来るのは異性だけとは限らない

			「あぁー、今日も一日よく働いたァ」

			　リリが自分の部屋、もとい二段ベッドの上段に戻ろうとすると異変に気づいた。

			　あれ、一階がベッドメイキングされてる。新入りさんかな。どこ担当のメイドだろう？この部屋にいるのはみんな洗濯係だから多分同じよね。明日紹介があるかも。

			　なんて考えていたら、一階さんがベッドにやってくる前にあっという間に眠りに落ちてしまった。

			

　窓にかかるカーテンの向こう側はまだ暗い。いつもならもう少しだけ眠れる、と二度寝するところを今日は人の動きに気がついて目を開けた。

			　下を覗き込んでみると栗色の長い髪を後ろで三つ編みにした人が、男性の洋服に着替えている。

			

			　んん？　どういうこと!?

			　寝ぼけているのかと目をこすってみるけど、やっぱりズボンを穿はいている。

			　男!?　いや、でも身体つきは女だよね……。

			　スカートを穿いていては絶対にわからないであろう、よく引き締まったウエストとヒップの持ち主だった。

			　思わず見み惚とれていると、こちらの視線に気がついた美ボディさんが見上げてきた。

			「ごめん、起こしちゃった？」

			　ほぼ口パク状態の小さな声の問いかけにぶんぶんと頭かぶりを振って「大丈夫」と答えると、お先に、と手を振って部屋を静かに出ていってしまった。

			　もう仕事なの？　朝の料理係かな。でも格好が違うし……。あの制服って厩番うまやばんさん？

			　グルグル思考をめぐらせているうちに夜が明けて、自分も仕事の時間になってしまった。

			

　仕事を終えて夕食を食べようと食堂へ行くと、朝にいた一階さんが既に食事をし始めていた。急いで札を見せて夕食を受け取ると、ドキドキしながら声をかけてみる。

			「隣いいですか？」

			「もちろん、どうぞ」

			

			「あの、私のベッドの一階に新しく入った方だよね？　私リリっていうの。よろしくね」

			「私はアリシア。今朝は起こしちゃったみたいでごめんね。静かに準備してたつもりなんだけど」

			「ううん、たまたま目が覚めちゃっただけ。アリシアさんはどこのメイドなの？」

			「アリシアでいいよ。私はフェル様専属の厩番として王宮に来たんだ」

			「フェル様……？」

			「えーと、フェルディナンド中佐のこと」

			　あ……愛称呼び……！　様付けとはいえ王子殿下のことを愛称で呼んでいる人なんて初めて会った。

			　フェルディナンド中佐は何度か見かけたことがあるけど、みんなが絶賛する通り顔も中身も完璧な王子様だった。

			　この前なんて洗濯物を抱えて両手が塞がっていたら、さり気なーくごく自然にドアを開けてくれた。

			　メイドに対しても丁寧に接してくれるし、これぞ紳士！　騎士の鑑かがみ！　女性関係の噂うわさが絶えない人だけどそんなの関係ない。誰だってあんな御方、惚ほれちゃう。

			　驚愕きょうがくして固まっていると、今度はアリシアの方から質問が飛んできた。

			「リリはなんのメイドさん？」

			

			「私は洗濯係」

			「軍部の洗濯係なんて大変そうだね。泥だらけだし汗臭さそうだし、馬や猟犬の手入れ用の布だって洗うんでしょ？」

			「わ、わかってくれる!?　そう、もうすっごい臭いんだよー。これから夏になるとほんと、最悪なの」

			　よかったぁ。話してみたらごく普通の女の子だ。

			　男装しているし女性の厩番なんていないから、もっととっつきにくくて変な人かと思った。

			　しばらくアリシアと他愛のない会話をしながらご飯を食べて、それぞれの寝床に戻って行った。

			

　アリシアがやってきてひと月以上が経った。他のメイドたちはアリシアのことが気になってはいるみたいだけど、やっぱり声をかけづらいらしい。

			　自分だけ仲良くなれてきたのがちょっとだけ特別感があって嬉しいけど、できればみんなにもアリシアの良さをわかって欲しいなぁ。とも思う。

			　猟犬たちがいる犬舎に洗い終わった洗濯物を届け終わって戻ろうとしていたら、向こう側から洗濯物が山積みになったリヤカーを引いてアリシアが向かってくるのが見えた。

			「おーい、アリシアー！」

			「あ、リリ。やっほー」

			「それどこに持っていくつもりなの？」

			「ん？　洗濯場だよ」

			「洗濯場は反対だよ。こっちは犬舎」

			「そうなの？　こっちって言われたんだけどなぁ」

			「はめられたー」と頭をかきながら苦笑いをしている。

			　前から薄々思っていたけど、アリシアは他の厩番や兵たちと上手くいっていなさそうな気がする。

			　あからさまに孤立しているし、こういう嫌がらせを受けているのを見たのも今回だけじゃない。

			「ねえ、アリシアって嫌がらせされてない？　それならフェルディナンド中佐に言った方が……んん!?」

			　口の中に何かを放り込まれて、ほんのりとした苦味ととろけるような甘みが広がった。

			「幸せのおすそ分け」

			「これ……チョコレート!?」

			

			「うん。フェル様が、貰ったけど甘い物は苦手だからってくれたの。他の人には内緒ね」

			　さすがは王子殿下が口にするために用意されただけある。自分へのご褒美にと数回だけ食べたことのあるチョコレートの味と全然違う。

			「私が女なのがいけないみたいよ。でも性別は変えられないしね。それに女ばかりの職場でもいろいろと大変なんでしょ？　どこに行ったって外で働くのは大変ってことねー」

			　笑いながらリヤカーを引くアリシアの後を、モヤモヤとしながら方向が一緒なのでついていく。

			　洗濯場へと向かう途中の馬場で、今年士官になったばかりの新米騎兵たちが乗馬の練習しようとしているところに出くわした。

			「ひゅー、あれが噂の女の厩番かぁ」

			「お嬢さん、荷物が重いようでしたらお手伝いしましょうか？」

			「お礼は身体で、なんてなぁ！」

			　何コイツら!!　ムカつくーーー！！！

			　男たちがゲラゲラとバカ笑いしているのを思いっきり睨にらみつけると、一人がニヤァと小馬鹿にしたような笑いをこちらに向けてきた。

			「なんだ、嬢ちゃん。何か言いたいことでもあるのか」

			「……いえ、なんにもありません」

			

			　どんなにこちらがムカついたところで何もできないし、何も言い返せない。もどかしい！　悔しい！　……そして何より、そんな自分が惨みじめだ。

			　女は男に従うもの。

			　この国ではそれが当たり前なのだから仕方がない。

			　リリがさらにモヤモヤ感を募らせていると、アリシアがため息をひとつついて口を開いた。

			「フェヘールとセープ、一緒に馬場に出さない方が良いですよ。少なくともセープの隣や真後ろをフェヘールには歩かせないようにしてください」

			「ああ？　何言ってんだ。そんなこと、なんでお前に指示されなきゃなんねーんだよ。おい、行こうぜ」

			　アリシアの言葉を無視して、新米士官たちが馬場へと入っていってしまった。

			　馬に騎乗してしばらくすると、フェヘールと呼ばれていた馬に乗っている男が慌あわてふためいて大声をあげている。

			「お、おい！　どうしたんだ？？！　やめろっ！　おい、やめろって!!」

			「何やってんだよ！　こっちにお前の馬を近づけんな」

			「そんなこと言ったって言うことを聞かないんだよ！」

			　フェヘールが嘶いななきをあげながら後ろ脚で立ち上がって暴れている。乗っている男は操馬するどころか、しがみついて落ちないようにするので精一杯のようだ。

			「だから言ったのに」

			　やれやれ、とアリシアはリヤカーを離すと「ほーぅ、ほーぅ」と馬をなだめる声をかけながら馬場へと入っていく。

			「馬が立ち上がったら手た綱づなを引っ張らないでなるべく身体を前に倒して！　じゃないと馬ごとひっくり返って下敷きになりますよ!!　それからセープは馬場の外に出して柵を閉じてください」

			　アリシアはなだめながらフェヘールの手綱を手に取り、なるべくセープから遠ざけているようだった。

			　ようやく馬たちが落ち着きを取り戻したところで、アリシアが男たちに詰め寄る。

			「いいですか？　セープは今発情期に入っています。フェヘールは玉ありなんですから近付くと交尾したくなっちゃうんですよ！　だからきちんと馬を制御できないあなたたちが乗るのなら、近付けないでくださいって言ったんです。おわかりいただけましたか!?」

			「だったら最初っからそう言えばいいだろ！　っていうか、きちんと制御できないだと!?　女のくせして口の利き方に気をつけろ!!」

			　理不尽にも言い返してくる男たちのところに、指導役の先輩士官が慌ててやってきた。

			「何やってんだお前らは！　上級の厩番のアドバイスはちゃんと聞けバカヤロウ！　お前らより余っ程馬の扱あつかいに長けてるんだぞ!!　アリシア悪いね。コイツらはちゃんと締め上げとくから」

			「いいえ、お気になさらず。あと、あっちにいるタヴァシーも使う予定ですか？　あの子も多分発情期に入ってそうなので組み合わせに気をつけてください」

			「わかった。ありがとう」

			　上官にゲンコツをくらって恨めしそうな顔で睨みつけてくる男たちには目もくれず、アリシアは再びリヤカーを引いて歩き出した。

			「アリシアは悔しくないの？　もっと言って仕返ししちゃえばいいのに」

			「んー？　別に。気にしなきゃいいだけだし」

			「腹立たないの？」

			「ムカつかないってことはないけど、それで私の何が傷つくわけでもないしなぁ。わかってくれる人はちゃんとわかってくれるし」

			　何よそれ、まるで自分なんてどうでも良いみたいな言い方。

			　無性にイライラが止まらなくてボロボロ涙が溢あふれてきた。それを見たアリシアが驚いた顔をしてハンカチを差し出してくれる。

			「何もリリが泣くことなんてないのに。リリは優しいね」

			「だって、だって……」

			

			「大丈夫だよ、馬に害が出るようなら私だって黙ってないからさ。その時は完かん膚ぷ無きまでに叩きのめしてやるわよ！　もちろん仕事でだけど。だって私、馬の扱いには自信あるからねぇ」

			　イヒヒ、とイタズラっ子のように笑うアリシアを見ていたら急に胸が苦しくなった。

			　ズキューンってきた!?

			　今私女の子に、ズキューンってきちゃったよね？？！

			　他の男どもがゴミカスに見えるくらいカッコいい。プロフェッショナルだ。

			「私、一生アリシアについていくね！」

			「ええ？　何それー」

			　春の陽射しを浴びながら、二人できゃあきゃあ笑い合ってリヤカーを押して、最高に自慢の友達ができたことを神様に感謝した。

			

			第三章　王の馬

			　蜂蜜がかかった麦がゆとゆで卵二分の一個、パプリカのマリネにチーズ。

			　使用人たちの食事には麦がゆに蜂蜜はかかってないし、ゆで卵とチーズは付いていない。

			　昨日よりも格段に豪華になった食事に舌鼓したつづみを打っていると、いつもはリリくらいしか座ることのないアリシアの席の周りに次々とメイドたちが集まってきた。

			「昨日お祭りの後に野生馬に乗っていたのってあなたでしょ!?」

			「すごいよね！　あんな暴れ回る馬を乗りこなすなんて、カッコいーい」

			「私なんて惚ほれちゃいそうになっちゃった」

			「おはよう！　なんかみんなアリシアと話したいみたいで付いてきちゃった」

			　アリシアが次々に話しかけられて驚いていると、リリがエヘへ、と笑いながら隣に座った。

			「私も昨日、お祭りの終わりの方だけ見に行かせてもらえたんだ。アリシアが馬に乗っているところ見たよ！　国王陛下に話しかけられてたけどなんだったの？」

			

			「褒美にって食事を士官兵と一緒にしてくれた」

			「うわぁ、いいなあ」

			　みんながアリシアの食べるご飯に視線を向けてくる。食べづらいなぁ。

			「ねえ、アリシアさんってフェルディナンド中佐付きの厩番うまやばんなんでしょ？」

			「うん、そう」

			「いいないいなー。爽やかな顔で、それでいてめちゃくちゃ強いよね」

			「私お着替えしているところをたまたま見ちゃったことあるんだけど、すっごい筋肉なんだよっ。あの腕に抱かれてみたいなぁ」

			「ねーっ」

			　あいにく人間の方の筋肉には興味がない。

			　ふーん、と相づちを打っておく。

			「抱かれてみたいと言えば、中佐ってプレイボーイなんでしょ」

			「その噂うわさ知ってるー！　泣かされたご令嬢は数しれず……ってね」

			「でも中佐になら泣かされてもいいなぁ、私」

			「やだぁ、そういう趣味あるの？」

			「違うわよ、もー。そういうあんただってこの間弄もてあそばれたいって言ってたじゃない」

			「中佐になら、いっときの夢でも良いからお相手して欲しいじゃない」

			

			　メイドたちが顔を寄せ合って小声でありながらもきゃあきゃあ話し始めた。

			　朝っぱらからすごい話するなぁ。

			　けど、あの女慣れした感じからすると、フェルディナンドが相当遊んでそうだというのには納得する。

			　自分も上手いこと転がされないように気をつけておこう。

			　朝食を食べ終えて仕事に向かうと、フェルディナンドに付いてこいとだけ言われた。あとをついていくと馬車に乗せられ、さらに軍部を出て王宮内を走っているようだ。

			　一体どこへ行くのやら……。

			　十数分ほど走り、馬車は豪華な造りの厩舎きゅうしゃの前で止まった。

			「ここってまさか……」

			「薔ば薇ら厩舎だ」

			　薔薇厩舎とは王族の馬がいる厩舎。

			　軍部の厩舎は一号、二号……と色気も素っ気もない番号が振られているだけだが、他の厩舎には花の名前が当てられている。

			　薔薇厩舎の小窓から馬が顔を出して外の景色を見ているが、その小窓がこ洒じゃ落れていて、まるで額縁から馬が顔を出しているかのように見える。

			　フェルディナンドに連れられてさらに中に入っていくと、馬房の柵は優雅な曲線を描き天井もアーチ状。馬具などを引っ掛けるフック等も一つ一つがオシャレで、思わず「お馬様」と呼んでしまいたくなるような造りに舌を巻く。

			　軍部に所属しているアリシアは軍部の厩舎にしか立ち入りを許可されていない。初めて来る厩舎をほげーっとしながら見回していると、鹿か毛げの馬の前でフェルディナンドが立ち止まった。既に馬装をしてある。

			「この馬の調教をつけて欲しいと国王陛下から頼まれた」

			「私が、ですか？」

			「そう。アリシア、お前をご指名だ。調教してもなかなか良くならなくて手放すかどうか迷っているそうなんだ」

			「えーと、拒否権とかは……ないですよね」

			　王の頼み＝絶対命令。

			　フェルディナンドの顔は笑っているけど、有無を言わせない、ということを目が物語っている。

			　矯正できなかったら私の頭は身体とおさらばするんだろうか。

			　首ちょんですか？　とジェスチャーをしてみると今度は本当に笑いながら返事が返ってきた。

			「王付きの厩番たちが矯正できないんだ。お前ができなかったところで罰なんて下さないさ」

			　フェルディナンドが先程から馬のすぐ近くに立っている中年男性に目配せする。

			　男性は口をギザギザに結んで歯噛みしているようだった。

			「それでは……もしも私が成功したら、王付きの厩番の方たちは罰せられるのでしょうか」

			「それを気にしてわざと失敗しようと？　成功すれば自分が昇格するかもしれないのに？　そもそも王から直々の頼み事に手抜きなど許されるとでも思っているのか」

			「…………」

			　昇進とかどうでもいい。王宮の厩番など、上に行けば行くほど「馬」ではなく「人」の管理をしなくてはならなくなる。

			　人の顔と名前を合致させるのに一苦労のアリシアには向いていないし、馬の世話がしたいのであって人の面倒を見ることには興味がない。

			　アリシアが手抜きしたかどうかなど、どうやって見極めるんだか知らないけど、所詮自分はペラッペラの平民。どうとでも処分は下されてしまうんだろう。

			　何も言えず黙っていると、フェルディナンドはふぅ、と一つため息をついた。

			「それならお前が失敗すれば、王付きの厩番もろとも処分されると言ったらどうする？」

			「なっ……」

			

			「それなら本気でやるか？」

			　こんのぉ、卑怯ひきょう者もの！

			　怒りの叫びを心の中で繰り返していると、フェルディナンドがニヤリと口元を歪ゆがめた。

			「ウソだよ。そうだな、お前に権力うんぬんの話をしても意味はなさそうだ。わかった。陛下には仮に成功したとしても誰にもお咎とがめはなしにしてくださるよう掛け合ってみよう」

			　こいつ悪趣味だ。

			「ありがとうございます。謹んでお引き受けいたします」

			　フェルディナンドがアリシアの肩を叩きながら耳元で囁ささやいた。

			「お前にひとつ、貸しを作っておくのも悪くない」

			　ぐぐぐぐっ。

			　その裏表あり過ぎる整った顔を殴り飛ばしてやりたい！！！

			　ムカムカしながらも、早速問題の馬フィンダスを伴って馬場へと向かう。

			「ばっ……馬場って屋内にあるんですか!?」

			　厩舎から屋根付きの通路を通って再び屋内に入ったから何かと思えば、なんと屋内馬場だった。

			　雨が降ろうと風が吹こうと、快適に乗馬を楽しめるというわけか。

			

			　屋内に馬場を作ろうなんて発想のないアリシアからすると、金持ちのすることにはホント、驚きを通り越して呆あきれてしまう。

			　家のない人だっているのにねぇ。

			　現国王は自ら戦を仕掛けていくような人でもないし、平和で文化的な国づくりをしてくれてはいるので不満はないんだけどさ。

			「どこがどう悪いのかは説明を聞くよりも乗った方が早い」

			「わかりました」

			　フェルディナンドに見守られながら小一時間ほどフィンダスに乗って馬場の中を走ったり、障害を跳ばせたりといろいろ試してみる。

			　一通り試し終えるとフィンダスをそっと撫なでて降りた。

			「どうだった？」

			「癖くせは諸々ありますが、気になっているのは舌を出す癖でしょうか？」

			「そうだ」

			　フィンダスは運動を始めると舌を横から出し始めた。

			　そういう馬は街中でも時々見かけるし、すごく珍しいというわけでもない。

			　舌を出す子は操作性が悪い場合が多いが、みんなそこまでは気にしない。要は目的地まで荷や人を運び届けてくれればいいわけで、舌が出ているかどうかなんてどうだっていいのだ。

			　ただ、王が乗る馬となるとそうはいかない。

			　威厳や品格というものが必要な王が、テヘペロと舌を出した馬に乗っていては格好がつかない。

			「王付きの厩番たちも矯正しようとあれこれやって、最終手段で舌を縛ってみたらしいんだが少しもよくならない」

			　舌を縛るのかぁ。合理的と言えばそうだけど、ただでさえハミを咥くわえて窮屈な思いをしているのに、さらに舌を縛りつけてしまうのはどうだろう。

			「そもそもなんで舌を出す癖がある子を買ったんですか？　それとも頂き物なのでしょうか」

			「いや、出先でたまたま見かけて一目惚れして買ってきたらしい」

			　たまたま見かけてって、市場で美味しそうなトマトがあったから買ってきちゃった。みたいなノリで言わないで欲しい。いくらしたのよ、この子。

			　でも確かにフィンダスは、小顔に大きな瞳、スラリと伸びた長い首に尾が尻の高い位置に付いていてなかなかの男前。

			　クルメルに一目惚れをして子種をせがんだ結果、こうしてここに居るアリシアもあんまり人のことは言えないかもしれない。

			

			「ふた月でいけるか？」

			「約束はできません。ただ、ベストを尽くすことはお約束します」

			　何せ相手は生き物。人間だっていくら練習したり気をつけてみても、できないこと、癖が治らないなんてことはいくらでもある。

			　あとは乗り手の技量とその馬の個性を受け入れてあげる度量の大きさ次第だけど、王相手ではアリシアは何も言えない。

			「わかった。頼んだぞ」

			　それから軍部の厩舎と薔薇厩舎を往復する日々が始まった。

			　フィンダスの性格や癖を知りたいのと、信頼関係を築くために調教だけでなく世話もすることにした。

			　軍部と薔薇厩舎がある場所はほぼ反対方向。往復するだけでも時間がかかる。フェルディナンドが自分の馬を移動に使って良いと言ってくれたけれど、物凄く気が引ける。

			　本人は気軽に言ってくれるけど、他の人から見たら王子が使用人に自分の馬を貸しているのだ。チクチクとした視線を感じてしまう。

			　この日も軍部でひと仕事を終えて薔薇厩舎へと向かおうとしたところ、フェルディナンドに呼び止められた。

			「今日は俺の馬の装そう蹄ていがある。お前もちょっと付き合え」

			

			「ええ？　前にもお話ししましたけど、装蹄は下手なのでお役に立てることなんてありませんよ」

			「でもできなくはないんだろ？」

			「それはそうですけど……」

			「やあ、アリィ」

			　押し問答をしているところに、どこか聞き覚えのある声で名前を呼ばれた。この呼び方をしてくる人って……。

			　振り返ると、人の好さそうな顔をした赤毛の男性が手を振っている。

			「アル兄!?」

			「久しぶりだね。中佐が女性の厩番を雇ったって聞いてまさかとは思ったけど、やっぱりアリィだった」

			「なんだアルフレッド、知り合いだったのか」

			「ええ。アリィ……アリシアがいた牧場に装蹄師の弟子として出入りしていたんです」

			　アルフレッドの返答にフェルディナンドの顔色がサッと変わった。眉み間けんに皺しわを寄せてこちらを見てくるけど、一体なんだっていうんだ。

			「アル兄、王宮の装蹄師になってたんだね！　さっすがー!!」

			「実はアリィのことを食堂や軍部内で何度か見かけてたんだけど、いつ気づくかなぁって黙ってたんだ。相変わらず人に対する感知度低いね」

			「えー、そうだったの？　早く言ってくれたら良かったのに」

			　久しぶりの再会に手を取ってブンブン振り回していると、後ろからさらに年とし嵩かさの男性がやってきた。

			「おいっ、アルフレッド！　そんな所で女と遊んでないでさっさと装蹄の準備をしろ!!」

			「はい、すみません。今すぐ支度をします」

			　アルフレッドが装蹄所まで馬を連れて行く準備をし始めた。今はこの人の下で働いているっていうことか。実家の牧場の師匠も厳しかったけど、こちらもなかなかに厳しそうな人だ。

			「装蹄師長、今日は私の厩番にクルメルの装蹄をさせてみてもいいだろうか？」

			「噂の女厩番に、ですか？」

			　ギロリと物凄い顔でこちらを睨んでくる。

			「王宮の馬の装蹄は私たち装蹄師の仕事。厩番なんぞにやらせるわけにはいきません」

			「でもクルメルの装蹄は一苦労でしょう？　いつもボロボロになって帰っているではありませんか。アリシアならご存知の通り、クルメルも嫌がらずに触らせてくれます」

			「たとえ蹴り飛ばされて死んでも本望！　私がまだまだ未熟だったということでしょう」

			「貴方あなたのような腕利きの装蹄師に死なれたら困るんですよ。私の馬が原因で死んだら、私がみんなから白い目で見られてしまう。私を助けると思ってここはひとつ、頼む」

			　装蹄師長は苦虫を噛み潰したような顔をして小さく息を漏らした。

			「……殿下にそのように頼まれてしまっては、一介の装蹄師に断る術などありません。わかりました。おい、アルフレッド、この娘と知り合いなんだろ？　装蹄はどのくらいの腕なんだ」

			「師匠にはボロクソに言われて怒られていましたけど、俺はそこまで悪くはないと思いますよ。ちょっと大おお雑ざっ把ぱなだけで」

			「なーるほどなぁ。いかにもガサツそうな女だと思った」

			　おー、その通りだよっ！　ガサツな女だよっ!!　なんか悪いのか、偏見ジジイめ！

			　装蹄師長との間にバチバチと火花を散らす。

			「あー、装蹄師長。とりあえずやらせてみては？」

			「そうですな」

			　アルフレッドと一緒にクルメルの装蹄の準備をする。

			　装蹄の大まかな手順は、まず今付けている古い蹄てい鉄てつを外す除鉄、伸びた蹄を切る削さく蹄てい、新しい蹄鉄を馬の蹄ひづめの形に合わせて装着し、最後に焼付けをして終了となる。

			　アリシアの作業を装蹄師長が傍かたわらから見て、口出し……ではなくアドバイスをする形で始まった。

			

			「だあーっ、もう少し丁寧に削れ！　クッションになる一番大事なとこだ。繊細さのせの字もない奴だ」

			「おい、ここまだザラっとしてるだろ。もっと凸凹がないように滑なめらかに磨けガサツ女」

			「打ち過ぎだど阿あ呆ほう！　さっきのクルメルの蹄の形を覚えてないのか!?　お前の頭は三歩歩いたら忘れる鶏並だな」

			　隣から送られる、一言多いありがたいアドバイスにイラっとしながらも作業を進めていく。

			　ナイフとヤスリで削ったクルメルの蹄の形に合わせて、蹄鉄を打ったり削ったりして微調整していく。

			　人の爪の形がそれぞれ違うように、蹄の形は馬それぞれ、そして脚ごとに違う。あらかじめその馬の蹄に大まかに合わせて作っておいた蹄鉄を、さらにその場で形を整えてから装着していくのだ。

			「違う！　その角度で釘を打ったらダメだ！　だぁーーーっ、もう退け！　見てろ!!」

			　形を整えた蹄鉄を打ち込んでいくところで、装蹄師長が痺しびれを切らしアリシアを退けようとしたその瞬間、メリメリメリっと嫌な音がした。

			「「「「っ…………」」」」

			　その場にいた四人の声が重なった。

			

			　その音を例えて言うならば、庭に生えているしっかりと根の張った雑草を引っこ抜いた時の音によく似ていた。

			　恐る恐る装蹄師長の頭を見上げると、頭のてっぺんの毛が見事になくなっている。

			　遥はるか遠い東の地にいるという、河童かっぱとかいう魔獣みたいだ……。

			　フェルディナンドが「それを食べるんじゃない！　吐き出せ!!」と、装蹄師長の頭に生え残っている髪と同じ色の毛を、クルメルの口からかき出していた。

			「…………かった」

			「はい？」

			　ゆらりと黒い影をまとった装蹄師長が震ふるえる声で何かをつぶやいた。

			「わかったアリシア……こうなったらお前を徹底的にしごいて一人前の装蹄師にしてやる!!　今日から毎日俺んとこに来いっ！　良いですね!?　殿下!!」

			「え？　あー、まぁ、必要最低限の仕事さえ終われば好きに使ってくれて構わない」

			「えぇぇ!?　そんなぁ！　装蹄はやらなくていいって言ったじゃないですか!?　契約違反ですよぉ！」

			「不可抗力ってやつだ。それに契約書には装蹄については何も書いてない」

			「アリィ、すごいじゃないか！　装蹄師長自ら弟子を取るなんて!!」

			　アル兄、そこじゃない。

			

			　この人の弟子になりたいだなんて寸分も思ってないから。

			　こうしてアリシアに王の馬の調教の他に、新たな仕事が加わった。

			

　それからは暇さえあれば装蹄師長に付いて回る日々が続いた。

			　装蹄師の仕事は一本の鉄を打って蹄鉄を作るところから始まるのだが、アリシアはクルメルと王の馬の世話があるので今のところは免除してもらえている。

			　アリシアは鉄を熱して打っていく作業が一番苦手なので、不幸中の幸いといったところか。

			　クタクタになりながらリリと一緒に夕ゆう餉げをいただいていると、アルフレッドが隣に座ってきた。

			「アリィ、お疲れ様。だいぶ絞られてるみたいだね」

			「あんのクソジジイ！　いつか絶対、ギャフンと言わせてやるんだからっ！」

			　乱暴にケニエルを口に放り込んでいると、前に座っていたリリが「どちら様？」と目で訴えてきた。

			「んあ、このひほはあぅふぇっと。ほうてーひ」

			「飲み込んでから喋しゃべりなよ。僕はアルフレッド。装蹄師だよ」

			

			　アルフレッドに貰ったミルクでケニエルを流し込むと、コクコクと頷うなずく。

			「そうそう、例のジジイに付いて仕事してる幼なじみの装蹄師。この子はリリで洗濯係さん」

			「こらこら。あの方すごい人なんだからさ」

			「腕は確かだけど口が悪い」

			「どっちもどっちだよ、ねえリリさん？」

			「へっ!?　あ、そ、そうですね」

			　ぽけーっとした顔をしていたリリが、ハッと正気に返った。

			「リリ、具合でも悪いの？　心なしか顔赤いよ」

			「そっ、そんなことない！　大丈夫よ。スープがちょっと熱いだけ！」

			「ふーん、そう？　ならいいけど」

			　ぬるくなったスープを掬すくって飲みながら訝いぶかしんでいると、アルフレッドがそうそう、と話を続ける。

			「中佐、俺のこと何か言ってなかった？」

			「アル兄のことは何も言ってなかったけど……何かしたの？」

			「んー、俺は何かした覚えはないんだけど、アリィが装蹄師長に付くようになった頃からどことなくつっけんどんというか……中佐の気に障るようなことをしたのかなぁ」

			

			「フェル様の性格だったらアル兄が何かやらかしたら直接言うと思うけど。たまたま虫の居所が悪かったんじゃない？」

			「そうかな。そうだよな。俺に気を遣って注意しないなんてことないか！」

			「うん、そう思うよ。さぁーて明日も早いし、もう行くね。リリはごゆっくりー」

			　まだモグモグやっているリリの相手はアルフレッドに任せて、食器を片付けて部屋に戻った。

			

「ねえアリシア、今ちょっとだけいい？」

			「んん？　どうしたの」

			　お風呂上がりにベッドで髪の毛を乾かしながらすいていると、リリがベッドの二階からひょこっと顔を覗かせてきた。小動物感が半端ない。

			「その……あの……」

			　アリシアのベッドへとやってきたリリが、耳元に内緒話でもするように手をやってモジモジしているけどくすぐったい。

			「何々？　秘密の話？」

			「アリシアとアルフレッドさんって付き合ってるの？」

			

			「はい？」

			「仲良さそうだったから」

			「幼なじみで仕事仲間ってだけで、ただそれだけだよ」

			「そうなの？　良かった。それじゃあご結婚とかされてないのかな？」

			「結婚？　どうだろ」

			　アルフレッドは宿舎で寝泊まりをしているけど、もしかしたら家に家族を残してここで働いているのかもしれない。そういう人も実際多いのでわからない。

			　アリシアより五歳年上だししっかりと手に職もあるから、奥さんに限らず子供も何人かいたって不思議ではない。

			　アルフレッドとは馬の話ばかりで、彼の私生活については何も知らないことに今更ながら気がついた。

			　リリは「そっかぁ」とまだモジモジやっている。

			　……あれ？　これってもしかして、もしかすると……。

			「リリ、アル兄のこと好きになったの？」

			「あっ、えっ……わっ、わかんない。でも話しやすいし、優しそうだし、カッコいいし……」

			　顔を真っ赤にしちゃって。もう当たりじゃん。

			

			「うんうん。アル兄はちょっとボケてるところあるけど、基本優しくて、手先が器用で、仕事中はキリッとしていてカッコいいよ。オススメ」

			「本当？　応援してくれる？」

			「もちろん」

			「ありがとう！」

			　むぎゅーっと抱きつかれたけど、はて、恋の応援ってどうすればいいんだろ？

			　そういうことには滅めっ法ぽう疎うとい。

			　これまで友達が、誰のことが好きだのなんだのって話をしてくれてもただ相づちを打つだけで何かしたことなんてない。相手もアリシアが恋愛に疎いことがわかっているので相談はもちろん、応援だとか協力して欲しいとか言われたこともない。

			　恋愛事に詳しそうな人……。

			　とある御ご仁じんの顔が頭を掠かすめた。

			　聞くの、嫌だなぁ。

			　他の友達になったメイドにでも聞いてみようかな、と考えていると「恥ずかしいし、他の人にアルフレッドさんを取られたら嫌だからメイド仲間には内緒にしておいてね」とリリからクギを刺された。

			　仕方ない。明日かるーくあの人に聞いてみるか。と、布団を被って眠りについた。

			

			

「あー、疲れた」

			　翌日、装蹄師長からようやく解放されて厩舎前のベンチに座ってのけぞった。

			　まさかここにきて装蹄までやらされることになるとは。話が違うともっと強く出てもよかった気はするのだけど、馬のこととなると負けず嫌いな自分の一面が出てきてしまった。まぁ装蹄までしっかりとできるようになれば、馬の健康管理にも役立つしね。

			　それよりも問題はフィンダスの方。

			　フェルディナンドもそうだけど国王陛下も随ずい分ぶんと情に厚い御方のようだ。

			　舌を出す癖があっても馬の価値が下がるというだけなので、多くの時間と手間をかけて矯正するよりは手放してしまった方が手っ取り早い。

			　牧場にいる馬は基本的に売るためにいるのでアリシアもさほど気に留めていなかったけれど、直したいって思う人もいるのかぁ。これは結構意外な要望だった。

			　王付きの厩番すら解決できない難題を突きつけられてしまった感はあるものの、馬主がその馬を諦めたくないという気持ちにはグッとくるものがある。ならアリシアにできることは、自分の持ちうる知識と経験を総動員してその気持ちに応えるだけだ。

			　はてさて、どうやってフィンダスの癖を直そうか……。

			

			　うーん、と唸うなりながら考え込んでいると、目の前に芳こうばしい香りのする筒がぶら下げられた。

			「クルトシュっっ!!」

			　ガバッと掴み取ろうとすると目の前から消えた。

			「何か言うことは？」

			「お疲れ様でございます、ご主人様。お腹を空すかせた哀あわれな子羊にどうかあまーいお菓子をお恵みください」

			「よろしい」

			　渡されたクルトシュにかじりつくと、お砂糖の甘みが口いっぱいに広がる。

			　クルトシュは煙突のような筒状をしたパンとお菓子の間のような食べ物で、外はカリッ、中はもっちりとしていて、よく道端の屋台で売られている。

			　外側には砂糖がたっぷりとまぶされていて、シナモンやココアなどのバリエーションもあるけれど、アリシアは生地の芳ばしい香りがダイレクトに感じられる、シンプルなシュガーが一番好きだ。

			　フェルディナンドは時々こうして外出先で買ってきたり、誰かから貰ったであろうお菓子を甘い物は苦手だからとアリシアにくれるので、ありがたくいただいている。

			　餌え付づけされているような気分にならなくもないけど、普通ならこんなにお菓子にありつけないもんね。役得役得。

			　しばらく観察されながらもモグモグやっていると、フェルディナンドが突然笑いだした。

			「なんですか？」

			「いや、よく食うよなと思って。お前、ご令嬢たちの間で流行ってるダイエットって知ってるか？」

			「だいえっと？　なんですかそれ」

			「食事を制限したり、運動したりして痩やせることだ。お嬢さん方は体型を維持するために必死さ」

			「へぇ。そういうのは食うに困らない金持ちだからできるんですよ。私のような労働者階級は食事を制限するなんて有り得ませんね」

			「はは。なるほど、そうだよな。その代わり補正下着なんかでぎゅうぎゅうに締めつけなくてもいい身体つきをしている」

			　さすがはエロガッパ二世。目の付け所が変態だ。

			「アリシア、付いてる」

			「はい？」

			　フェルディナンドはアリシアの口元に手を伸ばすと指で砂糖を拭ぬぐい、そのままペロリと舐なめた。

			

			「うーん、甘いなぁ」

			　甘いなぁ、じゃない！　何やってんの!?

			　こんなところを女官にでも見られたら、裏で半殺しにされてしまうっ！！！

			　はわわわわ、と慌てながら周りを見回して、誰にも見られていないことを確認する。

			　多分、大丈夫だ。多分！

			「ところでお前、アルフレッドに『アリィ』って呼ばれてるんだな」

			「？」

			「それじゃあ俺はエルシーとでも呼ぼうかな」

			「いえ、普通にアリシアでお願いします」

			　だいたい私のことを「お前」ってばっかり呼んでるんだからアリシアで良いじゃないか。

			　あれ？　思い返してみれば、はじめは「貴女あなた」って呼ばれてなかったっけ……？

			　出自の良い女官はともかく、メイドたちのことも貴女と呼んでいるから、もはや私を女として見てないな、これは。

			　そうだ。アル兄といえば、聞きたいことがあるんだった！

			「あの……そんなことより、フェル様にご相談があるんですけどよろしいでしょうか？」

			「どうした、改まって」

			　こんなことを聞くなんて自分のことでもないのに急に恥ずかしくなってきて、昨夜のリリのようにモジモジしてしまう。

			「その……好きな人ができた時って普通、どうするものなのでしょうか？」

			「は……？」

			　リリに応援するって言ったけど、そもそもアリシアに恋愛経験がない。

			　馬と人との仲を取り持つことはできても、人と人との仲を取り持つにはどうしたらいいんだろう。

			　トンチンカンなことをしでかすと怖いのでとりあえず、一般的に好きな人ができた時、人はどんな行動をするのか知っておきたい。そうすればリリを上手くフォローできる。

			「私、恋愛経験はあんまり（というかまった）ないので、どうしたらいいのかわからなくて。フェル様ならそういう経験豊富そうなのでアドバイスいただけませんか？」

			「…………。その相手ってまさか、アルフレッドのことか？」

			「そうです。よくわかりましたね」

			　これだけしか言っていないのに誰のことかわかるなんて、さすがは数々のご令嬢と浮名を流しているだけある！

			　思わず感心して心の中で拍手を送ってしまう。

			「そうだな……。普通ならまずは結婚しているかどうか、恋人はいるか、好きな人はいるか。それからどんな人が好みかとか知ろうとするんじゃないか？　アルフレッドは結婚はしていないから、まずは彼女がいないかどうかだな」

			　フェルディナンドがぶっきらぼうに答えた。

			　そんなに怖い顔しなくたっていいじゃない。まさかアルフレッドがモテているからって妬やいているのだろうか。だとしたらかなりの狭量だ。

			「結婚していなくて良かったぁ。アル兄の好みの女性……。なるほど、確かに知りませんでした。次に会った時に聞いてみます！　ありがとうございました!!」

			　やっぱり恥ずかしさを我慢して聞いてみて良かった。

			　アル兄の好みを聞くくらいのことは私でもできそうだ。

			　アリシアは勢いよく立ち上がってぺこりとお辞儀をすると、仕事の続きをしに厩舎の中へと入っていった。

			
　　＊＊＊

			
　昔好きだった人と偶然の再会。

			　一度忘れかけていた恋心に再び火がつき燃え上がる、なんてことは恋愛ではよくあることだ。

			　もしかしたらこれは『運命』！　と感じているかもしれない。

			

			　アリシアと別れて執務室へ戻ってきたフェルディナンドは、椅子の上でのけぞって大きくため息をついた。

			　手のひらで転がすつもりが、これでは完全にあちらに転がされてしまっている。

			　なんでこうも上手くいかないのか。

			　思えば初めて会った時から、アリシアを上手くコントロールできたことなどない。

			　いや、自分自身をコントロールできていない。と言った方が正しいだろうか。

			　アリシアを前にすると、女性が憧あこがれ、思い描くような王子様を演じられなくなる。

			　ここは冷静に考えよう。

			　仮にアルフレッドとくっ付いたらどうなるのだろうか。

			　それなら夫婦で軍部で働いてもらって、クルメルの世話をさせればいい。二人の間に子供ができたら乳母を付けさせて……。

			　考えるとイライラしてきた。

			　やめよう。

			　フェルディナンドは苛いら立だった気分を紛らわせるため、稽古用の刃を潰した剣を手に取ると、演習場へと向かった。

			
　　＊＊＊

			

			
　クルメルの世話、王の馬の調教、装蹄の仕事、そしてアルフレッドとリリとの仲を取り持つためにあれこれとやっていたら、あっという間に約束の二ヶ月が経った。

			　今はフェルディナンドと一緒に薔薇厩舎にある屋内馬場で、アリシアによる調教を終えたフィンダスに王が乗っているところを見ている。

			　王はひとしきり乗り回してフィンダスから降りると、王付きの厩番に手綱を渡してこちらへとやってきた。

			「よくここまで矯正した。舌を出さなくなった上、随分とこちらの指示を聞くようになった。私の厩番たちはかなりてこずっていたというのに、一体どんな調教をしたのだ？」

			「フィンダスのハミ＝痛いもの、という思考回路を改めるようにしました」

			「と言うと？」

			「まず私は舌を出す原因について考えてみたのですが、ハミのサイズが合っていないと痛がって舌を出すことがあるので確認してみたところ、これが原因ではなさそうでした。次に考えてみたのは単純に遊んでいるだけ、ということです。たまたま何かの拍子にハミを越えたり下から舌を出して遊ぶことを覚えてしまったというケースですが、これも違うと判断しました」

			「ふむ、それはなぜ違うとわかった？」

			

			「この子に乗ってよく観察すると、いつも手綱でコンタクトを取ろうとしたところで舌を出すんです。もし遊びで覚えたとしたなら気まぐれでやる時とやらない時があるはずですが、毎回手綱によるコンタクトをとるたびに舌を出していました。恐らく陛下がご購入なさる前の騎乗者が、強く拳で操作して痛かったのでしょう」

			「なるほど、それでその痛みから逃れるために舌を逃がすことを覚えてしまったということか」

			「はい、そういうことだと思います。フィンダスのハミへの不信感を払拭ふっしょくするために、手綱によるコンタクトに細心の注意を払いながら、フィンダスにとって一番快適な環境を提供することに注力しました」

			　ハミは馬の歯の生えていない部分に引っ掛けて、ハミ身の中央にある接合部で舌を下した顎あごに押さえつけることで騎乗者に従わせる道具。

			　慣れさせれば馬は文句も言わずにつけてくれるが、口の中に金属を入れられて操作されるのがストレスであることは間違いない。

			　その上さらに強い力で無理やりガチャガチャと手綱を操作されてはたまったもんじゃないだろう。

			　とにかくフィンダスが、ハミから受けるストレスを最小限に抑えられるように注意しながら騎乗するようにしてみた。

			

			「フィンダスに騎乗する時は、体重移動や鐙あぶみでのコンタクトの方に重点を置くようにして乗られると良いかと思います。手綱による操作が激しいと痛みを思い出して、また同じことを繰り返してしまうかもしれませんので」

			「わかった。そのようにいたそう」

			　王は柔和にゅうわな笑みを浮かべながら「よしよし、痛かったのか」とフィンダスの鼻面を撫でている。

			　どうしよう。一か八か進言してみようかな。

			　まるで我が子を愛でる親のようなその眼差しを見て口を開きかけたが、やはりこの人は王で自分は使用人だ。先に話をしたアルフレッドにも忠告されたし、でしゃばり過ぎるのは良くないかもと口を噤つぐむと、フェルディナンドが不思議そうな顔を向けてきた。

			「どうした、アリシア。何か言いたいことがあるのか？」

			「えーと……」

			　フェルディナンドならきっと、自分の愛馬に対する進言を受け止めて考えてくれるだろう。

			　これまで随分と失礼な態度を取ってきているけれど、それが許されているのはアリシアが馬に対していつでも真剣に考えているとわかってくれているからだ。

			　それなら国王陛下はどうだろう。接した時間が短過ぎてわからない。

			

			　じっと見み据すえてくるフェルディナンドの青い瞳を見返すと、なんでだろう。不思議と大丈夫な気がしてきた。

			　意地の悪いことを言いつつも、なんだかんだでアリシアの能力を高く買ってくれている。王が否定したとしても、少なくともフェルディナンドは耳を傾けてくれるはずだ。

			「はい。余計なお世話かもしれないですけれど……」

			「なんだ？　申してみよ」

			「フィンダスは常用馬として使うよりも、馬車馬として使ってみてはいかがでしょうか」

			「馬車馬とな？」

			「はい。フィンダスの脚をクイッと高く直線的に上げるあの歩ほ様ようで馬車を引かせたら、すごく見栄えがいいと思うんです。後ろ脚の脚力も素晴らしいですし、持久力も馬車馬として申し分ありません」

			　度胸もありそうだし軍馬としての素養もありそうな子だけれど、周りに物騒な国もなく平和を好むこの国の王が自ら戦場へ赴くことはなさそう。となると、軍馬としてよりは馬車を引かせる方が良さそうだとアリシアは判断したのだ。

			　とにかく常用馬にしておくのは勿もっ体たいない。

			「だが私はこの馬を普段乗って使いたいと思って買ったのだ。それならこの馬を、常用馬として調教・調整するのがそなたたち厩番の役目ではないのか。私の命に逆らう意味はどこにある」

			「確かに陛下の仰おっしゃる通りで異論はございません。ただ、私たち厩番は陛下の僕しもべでもありますが、馬の僕でもあります。双方の主にとって最も利を得られる道を提示するのも厩番の役目かと存じます」

			「そなたはフィンダスを馬車馬にすることが、私にとってもフィンダスにとっても最良な道だと申すのか」

			「左様でございます。陛下のお子様のうち、お二人は文官でございますよね？　そしてここにいらっしゃるフェルディナンド殿下は武官でいらっしゃいます。フェルディナンド殿下は恐らく、幼少の頃から一流の教育を受けられて、語学や算術はもちろん各国の情勢や地理にも精通していらっしゃることかと思います。文官としてもきっと申し分なくお役目を果たせそうな人材にもかかわらず、敢あえて武官の道を歩ませて……あるいは歩むことをお許しになっているのは、それはフェルディナンド殿下が武官として生きた方がより適していると思われたからではないでしょうか」

			　以前リリから聞いた話では、確か第二王子は外交官、第三王子は財務官だと言っていた。

			　これまでの短い付き合いからでもフェルディナンドが語学が堪能で、国内はもちろんのこと各国の事情にも詳しく、頭の回転も早いことも知っている。

			　父親との関係も良好そうで、危険な職務に敢えて就かせたい等という悪意を王からは感じられない。

			　それでも文官ではなく武官としているのは、フェルディナンドという人に文官よりも武官としての適性がよりあるからではないだろうか。

			「そなたは適材適所、と言いたいのか」

			「はい。馬は生き物です。一頭一頭に個性があり、それぞれに適性がございます。剣や槍やりのようにみな一様ではございません。フィンダスが最も活躍でき、陛下にとって一番利を得られる使い方は馬車馬であると提案させていただきたく、申し上げた次第です」

			「なるほど……言いたいことはよくわかった。ただ、そなたに一つ言っておこう。剣や槍もみな一様ではない。造り手によって使い勝手もかなり違いが出るものだぞ？　かつて鍛冶屋の娘であった私の母なら、きっとそう言うだろう」

			「左様でございますか。知ったかぶりをしてしまいました。お許しください」

			「いや、女子が剣や槍の違いなどわかる世にしたいとは思っていない。私の国づくりはそういった点では間違っていないということだな」

			　王はくつくつと笑うと、フェルディナンドの肩を叩いた。

			「フェル、お前は本当に面白い厩番を見つけてきたな。この厩番の言う通りフィンダスは馬車馬として使うことにしよう。アリシア、そなた馬車馬の調教はできるのか」

			「はい」

			

			「それでは引き続き、フィンダスのことはそなたに任せるとしよう」

			「かしこまりました」

			　王はフィンダスにもう一度愛あい撫ぶをすると、薔薇厩舎から出ていった。

			　王を見送りホッと胸を撫で下ろしていると、後ろからコツンと頭を小突かれた。

			「さすがに俺もハラハラしたぞ。よくもまぁ使用人の立場であんなことを進言したな」

			　やっぱりフェルディナンドの目から見てもちょっと冒険し過ぎだったか。でもその一歩を踏み出させたのは他でもないフェルディナンドだ。

			　馬それぞれに持つ魅力を存分に引き出して発揮させてあげたい。アリシアのその信念をフェルディナンドなら受け止めてくれると思えたからこその進言だった。

			「いざとなったら、フェル様が守ってくださるかと思って言いました」

			　えへへ。と笑ってみせると、フェルディナンドが珍しく照れたようにして顔を背そむけた。

			「お前のそういうところ、ずるいんだよなぁ……」

			「はい？　何か仰いましたか？」

			「いいや、なんでもない」

			「ところでフィンダスはどこからやってきた馬かご存知ないですか？　あの子の歩様、本当に美しくて……。できればあの歩様ができる馬を増やしたいんですけど。王族はもちろんのこと、貴族の乗る馬車を引かせるのにピッタリですよ」

			

			　フィンダスの子供を増やせればいいが、あいにく騙せん馬ばなのでそれは叶わない。どこかにこの歩様ができる馬がいるのならば是非とも手に入れたい。

			　絶対に人気が出ると確信を持って言える。

			「ふーむ。それならどういう経路でやってきた馬なのか調べてみよう」

			「ありがとうございます！」

			「貸し２、でな」

			「それではその貸し２の方は、フィンダスのような歩様をする子を増やして私が一発大儲けしたら、分け前としてお返しします」

			「それは楽しみだ」

			　外へ出るとフェルディナンドはクルメルに、アリシアはバームスへと跨またがった。

			　今日のところはフィンダスの手入れは王付きの厩番に任せることにして、アリシアとフェルディナンドは薔薇厩舎を後にした。

			

　軍部へと戻ってくる頃には日が傾いて、辺りが薄暗くなってきていた。

			　バームスとクルメルを厩舎へ連れて戻ろうとしているところに、男女と思われる人影が二つ、厩舎裏の方へと向かっていくのが見えた。

			

			　あれってアル兄とリリ……？

			　急いで一番近くにある馬繋場にバームスを繋ぐと、先程二人が消えていった厩舎裏へそろりと向かう。

			「おい、アリシア。どうしたんだ急に」

			「しーーっ！」

			　物陰からバレないようにそーっと顔を出して窺うかがうと、遠くて聞き取れないけれど二人は何か話しているようだ。

			「あれは……アルフレッドか？」

			　コクコク頷いてそのまま覗き見を続ける。

			　アルフレッドとリリはやがてお互いに両手を取り合いそして……。

			　暗くてよく見えないけど、あつーい抱ほう擁ようを交わしているようだった。

			　ぉぉおおおおっ！！！

			　これはカップルが成立したんじゃないの!?

			　ほとんど役には立たなかったかもしれないけれど、アリシアなりに二人が上手くいくように頑張った甲か斐いがあった。

			　まるで大きな仕事を成功させた後のような達成感だ。

			　感動に打ち震えていると、後ろからフェルディナンドが「行こう」と耳打ちしてきた。

			

			　確かにこれ以上、二人を見続けているのは無粋というもの。頷いて返事をすると、先程バームスとクルメルを置いてきた馬繋場へと戻った。

			「バームス、クルメル、ほったらかしてごめんね」

			　二頭をよしよしと撫でていると、何やら神妙な面持ちでフェルディナンドが傍らにやってきた。

			「アリシア……お前、大丈夫か？」

			「？」

			　嬉しくてちょっと浮かれ過ぎているのが変な風に見えるのだろうか？

			「大丈夫ですよ」と自分を落ち着かせるように応えると、突然、グンっと腕を引かれた。

			「？？？？！」

			「無理するな。今なら誰も見ていない。泣いてもいいんだぞ」

			　何を言っているんだこの男は？

			　泣いてもいいって、嬉し泣きを我慢するなということ？

			　歓喜のあまり抱き合って喜びを分かち合うことはあるけれど、なんかこれは違う気がする。

			　強く、かつ優しく抱き締められて頭が沸騰しそうになる。

			　頭の後ろを押さえられ胸元に押しつけられているせいで、鼻の中いっぱいにフェルディナンドの香りが入ってきた。

			　クラクラしながらも引き剥はがそうともがくが、この人はなんだってこう、頑丈な身体つきをしているのだろう。ビクともしない。

			　脳みそがそろそろ融解しそうになってきたところで、ブヒンっとクルメルが鼻を鳴らす音が聞こえてきた。

			　これだっっっ！！！

			「くっ、クルメル！　お手！！！」

			　次の瞬間、ゴスッという音と共にフェルディナンドが呻うめき声をあげ、腕の拘束が緩んだ。

			「あー、フェル様。大丈夫ですか？」

			　太ももを押さえながらフェルディナンドがうずくまっている。

			　どうやらちょうどいい具合に、クルメルの振り上げた前脚がフェルディナンドの足に当たったようだ。

			「大丈夫ですか、じゃない……お前、人の馬に変な芸を仕込むなっ!!」

			「一芸持っていると何かの役に立つかなぁ、なんて思いまして。いえ、そうじゃなくて、フェル様こそいきなり何するんですか!?　いきなり抱きついてくるなんて破は廉れん恥ちなっ！」

			「破廉恥って、俺は失恋して傷ついているお前を慰めようと思ったんだろっ！」

			「失恋??　なんで好きな人がいない私が失恋なんてできるんですか？」

			

			「は……？　だってアルフレッドのことが好きなんだろ？」

			「？？？　私が、ですか？　前にも言いましたけど、アル兄のことを好きなのは先程いたメイドのリリで、私では……」

			　…………んん？　リリのこと、フェル様に話したっけ??

			　覚えていない。変な汗が出てきた。

			「お前……っ！　だから言葉が足りな過ぎだっっっ！！！　……いや、でも少なくとも以前は好きだったんだろ？　昔の感情は吹っ切れたのか？」

			　こちらの質問にも「？」を頭に浮かべて首をかしげていると、物凄い剣幕でフェルディナンドが迫ってきた。

			「言ってたよな。五歳年上で優しくて手先が器用で牧場に装蹄師の弟子として出入りしていた赤毛が特徴的な男、つまりはアルフレッドが好きだったって」

			「あーー、えーと、それは……そのー」

			　なんでこの人そんなこと覚えてるの？　興味なさそうに聞いてたじゃない！

			　盛大に勘違いさせてしまった後ろめたさから、ゴニョゴニョと言い訳をする。

			「だ、だって……それはですね……フェル様がバカにしてくるから悔しくて、つい、ウソをついたというか……アル兄のことは好きですけどお兄ちゃん的なアレで、恋愛感情を持ったことなんてありません」

			

			「なぁっ……なんだよ、それ」

			　フェルディナンドはへなへなと脱力したかと思ったら、今度は急にシャキッとしてこちらを見てきた。

			　さっきから怒ったり脱力したり、いろいろとお忙しい方だ。

			「うぅっ、そんな顔で見つめられても……だいたい、私の恋愛事情なんてフェル様には関係な……んんっ？？？！！」

			　フェルディナンドの唇が、アリシアの唇と重ねられて息ができなくなった。

			　あまりに唐突な出来事が続いて、完全に思考がフリーズした。

			「今回はこれで許してやる」

			　意味のわからない捨て台詞を吐いたと思ったら、フェルディナンドはそのまま宿舎の方へと戻っていってしまった。

			

			【閑話】アリシアの恋のキューピット作戦は効果絶大だった説

			　なんでだ。

			　俺、何かしでかしたのか……!?

			　ここ最近フェルディナンド中佐の機嫌が悪い。

			　いや、正確に言うと自分にだけ当たりがキツくなったというか、冷たくなった。

			　いつもならあいさつをすれば、男でも惚ほれそうになるような爽やかな笑みであいさつを返してくれるのに、無視まではしないものの素っ気ないし、何より視線が怖い。

			　怒っている。というのとはまた違うんだよなぁ。

			

			　まるでヘビに睨にらまれたカエルのような気分になる。

			　アリシアの言う通り仕事のことでのミスならきちんと指摘してくれるはずだし、もしかして馴れ馴れしくし過ぎたとか？　それでも直接言ってきてくれそうな気がするんだけど……。

			　本人に直接聞いてみるか？

			「なんで最近冷たいんですか？」

			　って、恋人同士か！　気持ち悪いっ！！！

			「はあぁぁぁ……」

			　アルフレッドはおもーいため息を吐いて布団に潜もぐり込む。

			　それにしてもさっきのリリさんっていう子、可か愛わいかったなぁ。

			　黒いクリクリとした瞳と小柄な身体が小動物っぽくて、見ているだけで癒された。取り分け今は中佐のことで胃がキリキリしているだけに、余計に心が和む。

			　あんな華きゃ奢しゃで小さい身体なのに、軍部の洗濯係なんてハードな仕事をよくもまぁこなせるものだ。

			　せっせと洗濯する姿を思い描くとなんだか微笑ましくて、思わず顔が綻ほころんでしまう。

			　明日も一緒に食事取れるかな……。

			　リリの顔を思い出しながら、アルフレッドは夢の中へ落ちていった。

			

			

　お昼にパプリカ入りのチーズスプレッドを塗って挟んだサンドウィッチを作業所の隅で食べていると、アリシアもサンドウィッチを片手にやってきた。

			　朝と夜は食堂で食べるが、昼食はどこの部門で働いている人でも、こうしてそれぞれの持ち場で食べることが多い。

			「アル兄お疲れ様」

			「今から昼食？」

			「うん。もうお腹ペコペコ」

			　アリシアはフェルディナンドの馬の世話を終えるや否いなや薔ば薇ら厩舎きゅうしゃへ行って王の馬の世話や調教を終えると、だいたいお昼くらいには軍部に帰ってきて装そう蹄てい師長に付いて回っている。

			　男の自分でも舌を巻くくらい、アリシアは体力があると思う。

			「陛下の馬の方はどうなの？　上手く行きそう？」

			「んんー、どうだろ。あと一ヶ月ちょいあるからそっちはなんとかなると思う。原因はわかったし」

			「『そっちは』って言うと？　他に何かあるの？」

			

			「フィンダスって歩ほ様ようが特徴的で見ていて惚れ惚れするんだよねぇ。あの子を常用馬として使うの勿もっ体たいないなぁって思ったりして。私としては馬車を引かせたら絶対カッコいいと思うんだけど」

			「アリィ、悪いことは言わないから陛下に言われたことだけやりなさい」

			「えー、アル兄だって見たら絶対、私の意見に賛成すると思うよ」

			「うんうん、アリィの馬に対する目利きが間違いないことは知っているよ。でもね、相手は国王だから。その辺の商人にどの用途で使うのが良いかをオススメするのとはわけが違うんだからね」

			「むー」

			「むー、じゃない。悪いことは言わないから、とにかく大人しくしてなさい」

			「へーい」

			　ダメだ。絶対にわかってない。馬のこととなると熱が入り過ぎて周りが見えなくなる。

			　アリシアと出会ったのは俺が十四歳で、装蹄師の弟子として牧場に出入りするようになった頃。

			　アリシアはまだ十にも満たない年齢だったけれど、既にどの馬を掛け合わせて繁殖するのか全てを彼女が決めていた。

			　時々アリシアは馬と話ができるんじゃないかと思うくらい馬の扱あつかいに長けていて、牧場主である父親もアリシアの意見はいつも尊重しているようだった。

			　そんなアリシアはよく装蹄師の兄弟子たちとも意見が合わないと喧けん嘩かして、仲裁に入るのが大変だったのは今となってはいい思い出。

			　フェルディナンド中佐が買い付け先の牧場でアリシアを引き抜いてきたと聞いた時にも、驚きはしたけど納得だった。

			　そして、彼女の実力と才能を短時間で見抜いた中佐もさすがだと思った。

			　大好きな繁殖ができなくなるのにどうやって引き抜いてきたのか不思議だったけれど、まさかクルメルの種付け料代わりだったとは……これには思わず苦笑いしてしまった。

			　アリシアはサンドウィッチを一気に食べ尽くすと、今度は紙包みから小さなスコーンのような形をしたパン「ポガーチャ」を取り出して食べ始めた。

			「アル兄も食べる？」

			「ありがとう」

			　口に含むとサワークリーム独特の風味とコクがあって、強めの塩気にワインを飲みたくなってくる。

			「ねえねえ、アル兄ってまだ結婚してないんだよね？　お付き合いしている人とかいるの？」

			「ぶほっっ！！！」

			

			　まさか馬にしか興味のなかったアリシアからそんな質問が飛んでくるとは思わず、ポガーチャを吹き出してしまった。

			「な、何、急に」

			「だってアル兄って私の五つ上でしょ？　まだ独り身なのかなぁって思って。それで、恋人はいるの??」

			　ははぁ、これはきっと親父さんに結婚をせっつかれてるんだな。女性で十九歳ともなると結婚して子供がいてもなんの不思議もない。同類に入る自分の結婚事情が気になるってわけか。

			「いないよ。そろそろ結婚した方がいいとは思ってるんだけどね……」

			　多分、今実家に帰ったり、お世話になった師匠の所へ行ったら縁談話をわんさか持ってこられそうだ。最近では装蹄師長から、さっさと嫁を貰って両親を安心させてやれ！　と口癖のように言われている。

			「じゃあさ、どんな女性が好みなの？」

			「ええ？　自分のことを好きになってくれたらどんな人でもいいよ」

			「あー、そういうの要らないから。ほら、あるでしょ？　メロンみたいな巨乳がいいとか、赤ちゃんをいっぱい産めそうな安産形がいいとか」

			「もうちょっとさ……オブラートに包んでくれない？」

			

			「んんー、ならセクシー系と可愛い系なら？」

			「可愛い系、かなぁ」

			「頼りになる姉御肌と庇ひ護ご欲をそそる妹系」

			「妹系」

			「おめめパッチリタイプとスっと切れ長タイプ」

			「パッチリくりくりタイプで」

			「よしっ！」とアリシアがガッツポーズを取っている。一体なんなんだ。

			「さぁ、俺の女性の好みなんてどうでもいいからそろそろ仕事に行くよ」

			「だね」

			　ポガーチャを食べていた手をパンパンと叩いて装蹄の準備へと取りかかる。

			　えーと、午後から装蹄するのは、と…………。さっきアリシアに好みのタイプを質問された時、なぜだかリリの顔が頭に浮かんだんだよなぁ。

			　………………あれ、なんだこれ。

			　いや………………ええ!?

			　自分が恋をしているかもしれないことに気づいたら急に心臓がバクバクしてきた。

			「アル兄？　なんだか顔が赤いよ」

			「え、そそそそうかな？　いやぁ、今日は暑いな」

			

			「ねえ、その蹄てい鉄てつ、アイラのだよ。バルーのはこっち」

			「ご、ごめん」

			「まったくしっかりしてよー」と呆あきれ顔でアリシアが準備をし直している。

			　よしっ、仕事だ、仕事!!

			　気合を入れるために自分の頬をパンっと思いっきり引っぱたき、無理やり邪念を追い払った。

			

　一度自分の恋心に気づいてしまうと、リリに会うのが楽しみな反面、挙動不審な態度になってしまう。

			　フェルディナンド中佐ってなんであんなに自然とレディファーストできたり、あまーい台詞を吐けるんだろうなぁ。いや、俺なんかとは生まれが違うんだから当然か。

			　今度秘訣を聞いてみようかな。

			　……ダメだーー。俺今、なぜか嫌われてるんだった……。

			　食堂でたまに一緒になったり、洗濯物を届けに来た時に会う程度でなかなかリリとの距離を詰められず悶もん々もんとしていると、アリシアからリリと三人で出掛けようと誘われた。

			　なんでも、王宮に来てから一度も外へ出たことがなく、街中の散策もしたことがないから二人に案内して欲しい。とのこと。

			　三人の予定をなんとか合わせて王宮の外へと繰り出した。

			「王宮に来る時に通っただけだけど、やっぱり賑にぎわいが違うねー！」

			「私も初めて来た時にはビックリしちゃったよ。どこから行く？　こっちの通りにはアクセサリー屋さんがあって、あっちにある雑貨屋さんは手頃な値段で可愛い物がいっぱい売ってるんだよ！」

			「いいねー、行こ行こ」

			　女子トークになかなかついていけず、とりあえず二人がはしゃぎながら散策するあとをついていく。

			　なんか俺、これだと用心棒みたいだな。

			　まぁ二人が楽しそうだから良いか。

			　何店舗かお店を回っていたら、辺りが暗くなってきて気温もぐんと下がってきた。

			　くしゅんッ！　とリリがくしゃみをすると、アリシアがこちらをジィーーーっと見てくる。

			　え？　何々？　なんでそんなに睨んでくるの？

			　……あっ！　そういうことか!!

			　アリシアの視線の意図を汲くみ取ると、急いで上着を脱いだ。

			

			「リリさん良かったらどうぞ」

			「えっ……あ、ありがとうございます」

			　リリが頬をピンク色に染め上げて上目遣いにはにかんだ。

			　めっちゃくちゃ可愛いーーーーっ!!

			　心の中で悶もん絶ぜつしていると、アリシアがコホンっとわざとらしい咳せきをした。

			「あー、なんか私、急にクルメルに会いたくなってきちゃったなー。クルメルが私を呼ぶ声が厩舎から聞こえてくるような気がするわ。っというわけで、私先に帰るね！　二人はせっかくの休みなんだから、もう少し街を楽しんでいきなよ！」

			「は……？　アリィ何言って……」

			「えぇ!?　アリシアちょっと……」

			「じゃ！　アル兄、リリのこと頼むね！　じゃあねーー！」

			　アリシアは手をブンブンと振ると脱だっ兎とのごとく、物凄い速さで走り去って見えなくなった。

			　ポツンとリリと二人取り残されてしまったけれど、これはチャンス！！！　頑張れ俺！

			「あの、リリさんはまだ帰らなくても大丈夫ですか？　もし良かったらお腹も空すいてきましたし、このまま食事でもどうですか」

			「は、はいっ。是非」

			

			　あまりかしこまりすぎないオシャレな外観のレストランに入った。木の温もりを感じるような内装と家具で、チェック柄のテーブルクロスに、天井からは観葉植物がぶら下がっている。

			「たまにはこうやって外で食事をとるのもいいものですね」

			「はい。食堂とは雰囲気も全然違いますしね」

			「軍部は男ばっかりだからね。そういえばアリィはお父さんに、軍部は男だらけだから旦那さんを見つけてこいって送り出されたらしいよ」

			「ふふっ、アリシアは馬にしか興味なさそうですよね」

			「さっきのクルメルに会いたいからって、どんな理由だよって感じだよね。でもアリィだと有り得そうなところが怖いよ」

			「あの、アルフレッドさんってもしかして、アリシアのことを好きだったりしますか？」

			「えっ!?　まさか、そんなんじゃないよ。好きだけどそういうんじゃなくて、可愛い世話の焼ける妹って感じ」

			　アリシアとの仲は他の人にもよく勘違いされる。

			　実際、アリシアの親父さんや師匠、兄弟子たちからもお互い両想いなんじゃないかとかいろいろ勘ぐられたこともあるけど、全然そんなんじゃない。多分アリシアの方もそう思っている。

			

			　アルフレッドの答えに、リリは「そうなんですか」とどこか安あん堵どしたような顔をした。

			　それって俺がアリシアのこと好きじゃなくて良かったってことなんだろうか。これってもしかしてもしかすると、脈アリって受け止めていいのかな!?

			「……アリィと仲良くしてくれてありがとう。あいつ、ちょーっと変わってるところあるからさ。軍部で浮いてても本人は全然気にしてないみたいだけど、でも、リリさんみたいに良くしてくれる子がいるのは心強いと思うんだ」

			「いえ、私はそんな……。むしろ私、いつもアリシアにはパワーを貰ってるんです。よしっ、今日も仕事頑張ろう！　って。でも……」

			「でも？」

			　さっきまでキラキラとしていたリリの瞳が、フッと暗く陰った。

			「すっごく尊敬してるのに、頑張っているアリシアを見ていると時々無性に羨うらやましくなって……それから、自分が惨みじめな気分になるんです。アリシアはアリシアじゃなきゃできない仕事をプライドを持ってやっているのに、私はただの洗濯係で。私じゃない誰かでもいいことを毎日しているんだなって……」

			「洗濯係っていう仕事を誇れないってことなのかな？　俺はその仕事だって大事だと思うし、みんながみんな、アリィのようにならなくったっていいと思う。人それぞれ生き方やできることって違うんだからさ。たとえ大河の一滴だとしても、その一滴がみんな居なくなっちゃったら河も干ひ涸からびちゃうでしょ？」

			　それに一日でも洗濯してもらえなかったら、軍部なんて汗と獣臭で大変なことになっちゃうよ。と付け足すと、リリがクスクスと笑いだした。

			「ありがとうございます。なんだか元気が出てきました」

			「どういたしまして」

			　あぁ、この笑顔を一生見ていたい。

			　この時間が、永遠に続けばいいのに。

			

　アリシアが装蹄師長に付くようになってから二ヶ月ほどした頃、いよいよ王との約束の期限が来たらしい。いつもより早めに仕事を切り上げて片付け始めた。

			「今日、薔薇厩舎に陛下がいらっしゃるの？」

			「うんそう。フィンダスはだいぶ仕上がってるから大丈夫だと思う」

			「わかっていると思うけどくれぐれも言動には気をつけなよ。アリィはただの使用人なんだからね」

			「わかってるってばー。そんなことよりさ、私聞いちゃったんだ」

			「何を？」

			

			「この前一般の兵の人たちが洗濯物を届けに来たリリのこと可愛いって言ってたの。あの人たち絶対狙ってるって思うんだけど、ちょっと心配でさー。だって士官ならお給料に不安はないけど、ただの兵卒なんだもん。リリはいい子だから苦労して欲しくないし、ましてや乱暴に扱われたりしたらって思うと心配で心配で……」

			　なんだその話は……！

			　リリがちょこちょことした動きで洗濯物を持ってくる姿は確かに愛くるしい。

			　男なら誰もが微笑ましく見つめてしまうだろう。

			　でも相手が兵卒!?

			　あんな華奢で小さな身体、ちょっとでも雑に扱ったら壊れてしまいそうだ。

			　あわわわゎゎ、と内心慌あわてているとフェルディナンド中佐がやってきた。

			「アリシア、陛下との約束の時間になる。行くぞ」

			「わかりました。じゃあ行ってくるねー」

			　人の不安をよそに、アリシアは間延びした声であいさつをすると行ってしまった。

			　どうするか。さっきの話を聞いて仕事が手につかなくなってしまった。

			　今こうしている間にも、誰かにリリを取られたら……！！！

			　焦あせりと不安にかき立てられ、急いでアルフレッドも残っている仕事を終わらせ洗濯場へと向かった。この時間ならまだ仕事中かちょうど終わる頃だ。

			

			　洗濯場の付近を探していると、他の洗濯係のメイドたちと一緒にリリが歩いていた。

			「リリさん」

			「アルフレッドさん？　お洗濯を持ってきたんですか？」

			「いや……仕事はもう終わった？」

			「はい、今日はなんだか順調でいつもより少し早く終わったんです」

			「それなら少し時間を貰ってもいいかな」

			「？　はい、大丈夫です。みんなは先に宿舎に戻っていていいよ」

			　リリと一緒にいたメイドたちが、こちらに意味深な視線を向けヒソヒソ話をしながら宿舎の方へと帰っていった。

			　こんな誰が来るともわからないような場所では恥ずかしいので、人気のない厩舎裏へと連れて行くとひとつ息をついて心を落ち着かせた。

			　リリもこんなところへ連れて来られて落ち着かないようでキョロキョロしている。

			「あの……アルフレッドさん、どうしたんですか」

			「この前街で食事をした時、言い忘れたことがあったんだ」

			「なんでしょうか」

			「リリさんじゃなきゃできないことがあるよって伝えたくて。俺、リリさんと一緒にいるとすごく癒されるんだ。君の笑顔を見ていると嫌なことを全て忘れられる。これは他の誰でもない、君じゃなきゃできないことなんだ。だからこれからもずっと俺の側そばにいてくれる？」

			「…………わ、私でいいんですか？」

			「リリさんで良いんじゃなくて、リリさんじゃなきゃダメなんだよ」

			「はい……私もアルフレッドさんのこと大好きです。側にいさせてください」

			　気がついたらリリの身体を引き寄せて抱き締めていた。

			　小さくて温かい。まるでうさぎでも抱き締めているみたいだ。

			

　リリに告白をした日以降、フェルディナンド中佐の態度が元に戻った。いや、元に戻ったどころか機嫌が前よりも良くなった。

			　胃に穴が空あく前で良かったと安堵していたら、アリシアから今回の事の顛末を聞かされた。

			　アリシアが自分とリリの仲を取り持つために奔走していたことはいいとして、まさかアリシアが俺のことを好きだとフェルディナンド中佐が勘違いしていたとは。

			　…………これって完全にとばっちりじゃねーか！！！

			　中佐が悪いというよりは、これは完全にアリシアのせいだな、うん。

			

			　アリシアは全然気づいていなさそうだけど、中佐がアリシアのことを好きなのは確実だ。

			　あの完全無欠の王子様でも一人の女性に振り回されるんだな、と思うと妙に親近感が湧いてくる。それも相手がアリシアときた。

			「アリィは一筋縄じゃいかないからなぁ……」

			「何、アル兄。こっち見てニヤニヤして、気持ち悪いんだけど」

			　アリシアが訝いぶかしげな顔をしながら、装蹄師長に作業所の全面掃除を言い渡されて棚を磨き上げていた手を止めた。

			「中佐を気の毒に思っていただけだよ」

			「はあ？」

			　さあ早く仕事を終わらせて食堂へ行こう。愛いとしいリリが待っている。

			　俺の癒しの天使様。

			

			第四章　種付け

			「と、いうことがあってね。私がアル兄のこと好きだって勘違いされてたみたい」

			　リリから恋愛相談を受けていたこと、フェルディナンドに相談をしていたこと、そして先日の出来事（もちろんキスされたことは言ってない）をアルフレッドに話して聞かせた。

			　王の馬の調教はまだ続くものの、一段落したということで、とうとう装そう蹄てい師長に鉄の棒から蹄てい鉄てつを作る作業をやるように言われてしまった。今はアルフレッドの指導のもと、作業小屋で鉄を打って形を作っているところだ。

			「アリィは言葉が足らな過ぎるんだよ。頭の中であれこれ考えて、言った気になってるんでしょ」

			「そうかも」

			　それにしたって、別にフェルディナンドが気にすることじゃないと思うのだ。

			　慰めるために抱き締めるまではまだいいとしよう。勘違いさせちゃったのも悪かったし。

			　でもその後のキキキキキスまでしたのってなんなのよ！

			

			　あれ必要あった!?

			　ファーストキスだったのに。

			　あれから何日も経っているというのに、唇が触れ合った時の湿っぽい感触を鮮明に思い出せる。

			　思い出した途端に身体がぐわっと熱くなってきた。

			　何動揺しちゃってるのアリシア！

			　あんなのフェル様からすればあいさつみたいなもんでしょ！

			　そうだ。

			　きっとそうやってこれまで何人もの女性に手を出してその気にさせた挙句、捨ててきたんだ。

			　なんて奴、その手には乗るものかっ！

			　力いっぱい怨うらみを込めてハンマーで鉄をガンガンと打ちつける。

			「あれ……ってことはもしかして、中佐が俺にここ最近ずっと冷たかったのってもしかして、中佐はアリィのこと……」

			「え!?　何!?　今、最高に気分が悪いから話しかけないで！」

			「あああ！！！　アリィ、そんなに力任せに鉄を打ったら変な形に……」

			「くぉらーーーーーっっ！」

			

			「痛たたたたた！！！」

			「そ、装蹄師長」

			「アリシア！　お前やる気あんのか!?　こんな歪いびつな形をした蹄ひづめの馬がどこにいる!?　あ？　言ってみろ！」

			　装蹄師長に頭をゲンコツでグリグリされて悶もん絶ぜつしていると、とばっちりを受けてアルフレッドもスパーンっと頭を引っぱたかれた。

			「アルフレッド！　お前もいい加減、しっかり後輩の指導ができるようにならんかっ！」

			　怒り心頭の装蹄師長に作業小屋の全面掃除を言い渡されて、二人でしょんぼりと雑巾がけをする。

			「アル兄、ごめんね」

			「いいよ、俺もこれくらいは慣れてるし。リリのためにももっとしっかりしなくちゃね」

			「ヒュー、お熱いですねぇ」

			「ほらほら、また怒られちゃうよ」

			

　日もとっぷりと暮れて、他の装蹄師たちが帰った後も黙々と二人で掃除をしていると、扉が開く音が聞こえてきた。

			

			「なんだ、部屋にも食堂にもいないと思ったらまだここにいたのか」

			　出たな。諸悪の根源め！

			　なんだ、じゃない！　誰のせいでこんな目にあっていると思ってるんだ!!

			　作業小屋の中へと入ってきたフェルディナンドを半ば睨にらみつけるようにして見る。

			「フェルディナンド中佐、お疲れ様です。アリィにご用でしょうか？　それなら俺は席を外しますね」

			「いや、いてくれて構わない。アリシア、一週間後の予定を空あけておいてくれ。装蹄師長には俺から言っておく」

			「一週間後？　何かあるんですか？」

			「約束通り、クルメルで種付けをしてやる。この前のフィンダスのことといい、お前の仕事ぶりには満足しているからな」

			「ほっ、ホントですか!?　ぃやったーーー！　ありがとうございます！　いやー、フェル様今日も男前！　輝いてますよっ!!　後光が差して見えますぅーっ」

			　乙女の純情を弄もてあそばれた苛いら立だちが一気に霧散した。

			　フェルディナンドに抱きついてぴょんぴょんやっていると、アルフレッドがコホンっと咳せき払ばらいする声が聞こえてきた。

			「アリィ、落ち着いて。さっき掃き集めたゴミ、また散らかっちゃってるから」

			

			「ご、ごめん。つい興奮しちゃって。あ、お父さんに早速手紙書かなきゃ！　来週誰が発情してるかなぁ。もう季節的にほとんど妊娠しちゃってそうなんだよなぁ。クルメルと相性が良さそうなのはセムラとか？　あとミンカとの子供でも良さそうよねぇ」

			　でへへへへー、とヨダレを垂らして妄想に耽ふける。

			「こいつ、昔からこうなのか？」

			「ええ、繁殖シーズンはずっとこんな感じですよ」

			「ヤバいな」

			「ヤバいですよ」

			　二人ともなんて失礼な。

			　繁殖ほど楽しい仕事はないのに。

			　ほうきを持ってクルクルと踊りながら、アリシアは残りの掃除を上機嫌で終わらせた。

			
　　＊＊＊

			
「想像以上に喜んでいたな……」

			　失敗したかもしれない、と作業小屋から出たフェルディナンドはほぞを噛んだ。

			　アルフレッドがアリシアの前に現れてからの約二ヶ月間、フェルディナンドの心の中はずっとぐちゃぐちゃに乱れていた。

			　アリシアがアルフレッドに想いを寄せているのではないか、ひょっとしたら二人が恋仲になるのではないか……。考えるほどに苛立ち、この不安定さの原因がなんなのかはっきりとした答えを出せないまま、アルフレッドがメイドの女性と抱き合っているところに出くわした。

			　好きな人のそんな状況は見たくなかっただろうに、という気持ちの一方で安あん堵どしてしまった自分がいた。失恋の最中にある女性を前にして、それはないだろうと思いつつもそれが本心だった。

			　結局は誤解だったことがわかり、こんなにも自分の心をかき乱してきたアリシアに対する感情が一気に押し寄せてきてのあの行動。

			　いつもならもっと紳士的に振る舞い、強引に相手の唇を奪うなどという暴挙に出たりはしないのに。

			　自制心が利かなくなるこの感情。

			　今ストレートに気持ちを伝えるのは得策じゃない。あまりにも自身の感情に振り回され過ぎている。

			　ならせめて勝手にキスをした罪滅ぼしにと、クルメルの種付けを許可したわけだが……。先程のアリシアの喜びようを見て気がついた。

			

			　よくよく考えてみればクルメルの子供を欲しがっていたアリシアは、目的を果たせば軍部にいる意味はなくなるのだ。かといって今更約束を取り消しにはできない。

			　アリシアが軍部から去る決断をする前に、どうやって距離を縮めていこうか。

			　頭を悩ませている間にも、アリシアの崩れに崩れた笑い顔を思い出して噴きだした。

			「ぶはっ、喜び過ぎだろ」

			　後悔しているくせに、喜んでもらえて良かったとも思ってしまうとは。

			　恋心とはままならないものだ。

			
　　＊＊＊

			
　一週間後、久しぶりに実家である牧場へと帰る日がやってきた。

			　クルメルの馬装を終えて、次にバームスの馬装の準備をしようとするとフェルディナンドがやってきた。

			「バームスの馬装もするのか？」

			「ええ、そうですけど？」

			「俺はてっきりクルメルに相乗りして行くのかと思った」

			「なっ、一人で乗れますよっ！　それに、クルメルが疲れちゃうじゃないですか。着いたら一発かましてもらわなきゃならないのに」

			「お前、それを貴族のご令嬢方の前で言ってみろ。卒倒されるぞ」

			「お仕事ですよ、お・し・ご・と!!」

			　妙な想像をしているのはそっちじゃないか。こちとら真面目に仕事でやっているんだ。

			「冗談、冗談」

			　ちょくちょく茶々を入れてくるフェルディナンドの相手をしながら、バームスの準備も終わらせると、それぞれ馬に跨またがり王宮を出発した。

			

　人で賑にぎわう街中を抜け、畑を抜け、さらに進んでいくと草原が広がる。

			　このキシュベル王国の国土の大部分は山脈のふもとに広がる平野部で、涼しく乾燥した気候だ。

			　遠い昔、南東の地に住んでいた遊牧騎馬民族が遊牧に適したこの地を気に入り、定住して国を興したと言われている。

			　空気はカラリと乾き、夏の真っ只中の今でも朝夕は上に何かを羽織りたくなるが、昼間は照りつける太陽でかなり暑い。

			　時々馬に休憩を取らせながら街と街の間にある草原に差しかかると、クルメルに跨り前を歩いていたフェルディナンドがこちらを振り返って、不敵な笑みを浮かべた。

			　次の瞬間、フェルディナンドが何をするのか瞬時に悟ったアリシアはバームスの腹を思いっきり蹴った。

			　やっぱりね、やると思った。

			　クルメルを全速力で走らせるフェルディナンドの後ろを、アリシアもまた、バームスに全速力を出させて走らせる。

			　数分思いっきり走らせたところでクルメルがゆっくりとスピードを落とし、のんびりとした常なみ歩あしになった。アリシアはその横にバームスを付けて歩かせる。

			「さすが、よくついてこれたな」

			「もぅ、クルメルを疲れさせないでくださいって言ったじゃないですか！」

			「でも楽しかっただろ？」

			「まぁそうですけど」

			　実際、最高に気持ちが良かった。

			　王宮にある馬場は広いとは言っても所詮は囲われた柵の中。

			　馬が出せる最速歩法の襲歩は出すと危険なので、駈かけ歩あしまでしか出さない。

			　普段は馬場の中で乗ることの方が圧倒的に多いので、たまにはこういうのも悪くない。

			　再び街中に入りさらに進んでいくと、ようやく牧場に着いた。

			

			「お父さーん、たっだいまー」

			　馬をいつも来客用に整えている馬房へと置いてくると、自宅兼事務所のドアをバーンっと開けて中へ入っていく。

			「お父様、ただいま戻りました。だ！　王宮で働くようになって少しは行儀良くなるかと思ったのに、まったくお前ときたら」

			「ご無沙汰しておりました。お元気そうで何よりです」

			「これはこれはフェルディナンド殿下、うちの娘は王宮で上手くやっていますかね」

			　フェルディナンドがチラリとこちらを見てきた。

			「ええ、娘さんの仕事には大変満足しております。国王陛下からの要望にもしっかりと応えて、陛下の馬も一頭、任されているんですよ」

			「そうでしたか！」

			「ただ残念なことに、ご希望の『旦那さん探し』は難航しております」

			「ぶわっはっはっは!!　それはそうでしょうな」

			　そうでしょうなって、納得するところじゃないでしょ。

			　王の馬の話や装蹄師長の下で修業をしていること、アルフレッドも王宮で働いていることなど、王宮での出来事をひと通り話し終えて、種付けをしに厩舎きゅうしゃの方へと移動する。

			「今発情してそうなのはミンカ、マギー、ルル辺りだな」

			

			「セムラは？」

			「いや、あいつは既に妊娠してそうだ」

			「オッケー。じゃあミンカにしよ」

			　ミンカの尾尻が邪魔にならないように紐を巻きつけて縛った後、小さめの馬場へと連れて行き、さらにクルメルをミンカが待機している馬場へと誘導していく。

			「この板はなんだ？」

			　小さな馬場の間には板の仕切りがしてある。

			　片側にミンカを板近くに繋ぎ、反対側にクルメルを入れてミンカの近くへと連れて行く。

			「今からミンカがきちんと発情しているかあて馬をして調べてみます」

			「あて馬？」

			「ええ。クルメルを近づけてみて、もし発情していなかったら蹴飛ばされて危ないですから。なのでこうして板を挟んでおきます。これなら蹴飛ばされないでしょ？」

			「なるほど」

			「発情兆候が見られなかったら別の子を連れてきますので」

			　このあて馬をする方法は多分、他の牧場ではやっていない。アリシアが計画的に種付けするためにこうして面倒な作業をしているのだ。

			　先程までソワソワとして落ち着きのなかったミンカが、クルメルが近づいてくるとじっとして動かなくなった。

			　尾尻を上げ、さらに排尿もし始めた。受け入れ態勢バッチリなようだ。

			　牡お馬うまが近づくと動かなくなるのは乗っかってもＯＫのサイン。排尿姿勢を取ったり排尿をするのは恐らく、尿に牡馬の発情を促すようなものが入っているのだろう。

			　クルメルの方も興奮マックスなご様子で、普段はしっかり収められている男のアレを出しながら雄叫びをあげ始めた。こちらも準備万端。

			「良さそうですね。それじゃあクルメル、頑張って！」

			　二頭をいよいよ引き合わせ、種付けの様子を見逃すまいとじっくりと観察する。

			「お前、いくら相手が馬だからって見過ぎだろ」

			「何言ってるんですか！　下手な子だと上手く入れてくれないんですよ。しっかり中に入れて種付けしてくれてるか確認しないと!!」

			「……馬も大変だな」

			　フェルディナンドは哀あわれむような目で、アリシアと一緒に二頭がよろしくやっているところを見ていた。

			

「クルメルがミンカを気に入ってくれて良かったですよ。たまーに牝馬を牡め馬うまが気に入らないってこともあって」

			　無事に事を終えると、紙を片手に厩舎を見回る。そのあとを、げんなりした様子のフェルディナンドがついてきた。

			「そんなこともあるのか。それで、今は何をやっているんだ？」

			「掛け合わせをどうするか考えてるんです。牧こ場こを出る前に誰にどの子の子供を産ませると良いか父に教えておいたんですけど、私がいない間に何頭か新しい子が入ってきているので改めて計画を練り直しているんです」

			　馬の繁殖期は春から秋にかけて。

			　夏の今はアリシアが牧場にいた時からいる馬の種付けはだいたい既に終えていて、まだ妊娠できていない馬や新しくやってきた馬を見て、どう組み合わせたら良い子が生まれそうかを想像してみる。

			　ついでに馬祭りの時にアリシアが乗った元野生馬もこの牧場で調教されているところで、今では種馬になっている。

			「……一体何がお前をそんなに駆り立てるんだか」

			「何がって、繁殖ほど面白いことはないではないですか！　だってですよ。砂糖と塩、匙さじ一杯ずつまぜたら、必ず同じ味になりますよね。何度やっても同じ結果。でもフェル様は七人兄弟でいらっしゃいますでしょう？　王と王妃、同じ掛け合わせなのに七人ともまったく違う人が生まれてくるんですよ！」

			「掛け合わせって……そろそろ不敬罪でしょっぴくぞ」

			「あー、コホンっ、失礼しました。同じご両親からって言えばいいんですかね？　これって物凄く不思議じゃないですか!?　これぞまさに生命の神秘！！！！」

			　この国は一夫一妻制。他国だと側妃だとかいうのを設けたりするところもあるようだが、この国では宗教上、それは許されない。

			　不貞疑惑は聞いたことがないし、七人とも間違いなく王と王妃の子供なのだろう。

			　顔がどことなく似ているとはいえ、性格も背の高さも声も、さらには性別さえも違う人が生まれてくるなんて。それも、何十回、いや何百回やったとしても違う人が生まれてくるというのは不思議でならない。

			　馬だって同じこと。

			　前回と同じ掛け合わせにしても、全然違う子が生まれてきたりする。

			　生まれてくるまでどんな子かわからない、博打にも似たこのドキドキワクワク感。

			　やめられない。

			「同じ両親から、か。順番が違うだけなのにな」

			　拳を固く握り締め熱弁していると、フェルディナンドがボソリと何事かをつぶやいた。

			「順番？　なんですか？」

			

			「いや、なんでもない」

			　一瞬だけ自じ嘲ちょうめいた笑みを浮かべると、すぐにまた、いつもの爽やか好青年の顔に戻った。

			　……まあ、いいか。

			「あ、そういえば、父に厩番うまやばん仲間とのこと、黙っておいてくださってありがとうございました」

			　父に王宮での暮らしぶりを聞かれた時、フェルディナンドはアリシアが厩番仲間や一般の兵から冷たくあしらわれていることは話さなかった。

			　ここ最近は薔ば薇ら厩舎に行ったり装蹄師長に付いて回ったりだったので、クルメルの世話以外のことはほとんどやれていない。

			　メイドたちからは「カッコいい！」ともてはやされてしまっているけど、厩番仲間からは多分、ますます嫌われ疎うとまれてしまっているだろう。

			「お前を連れ戻されでもしたら困るからな」

			「確かに、やりかねませんね」

			　父はあんな風にアリシアのことを言ってくるけれど、とても愛されているという自覚はある。王宮に行く前日の夜中に、こっそり泣きながらお酒を飲んでいたことだって知っている。

			

			　仲間からよく思われてないと知れば、牧場に無理やりにでも引っ張って連れ戻されそうだ。

			　まぁ今日クルメルに種付けしてもらったし、帰ることになってもいいと言えばいいのか。

			　アリシアとしてはこのタイミングでの種付けは予想外だった。少なくとも数年後のことだと思っていたのに、まさか今シーズン中にお許しが出るとは。

			　こうやって帰ってきてブリーディングのことを考えるのはやっぱり楽しい。改めて大好きな仕事だと思う。

			　でも……なーんか物足りないんだよなぁ。

			　王宮でアリシアがやれることはまだあるんじゃないか。そんな風に思えるのは、王とフィンダスとの一件があったからかもしれない。それに……と、フェルディナンドの横顔を盗み見る。

			　今、連れ戻されると困るって言われたし。

			　その意味は単純に、クルメルのお世話係がいなくなると困るってことで他に意味なんてないんだろうけど、こうもストレートに言われると妙な気分になってしまう。

			　いやいや、ダメだアリシア。この人はメイドたちの間でも有名な遊び人。うっかりすると絆ほだされて遊ばれるかもしれない。その手には乗らないと、ついこの間誓ったばっかりじゃないか。

			

			「なんでさっきから人の顔を睨みつけてくる。何か悪いことしたか？」

			　盗み見ていたつもりが、いつの間にかじっと見てしまっていたらしい。不意にこちらを向いたフェルディナンドとバチンっと目が合った。

			「いっ、いえ。すみません。考え事をしていただけです。よ、よしっ！　これで完璧！」

			「ふぅん、終わったのか。それなら帰るか」

			　改めて追加で考えた繁殖計画表を父に渡すと、再び馬に跨り王宮へと向かう。

			　日が傾き薄暗くなってきたところで、街に入って休憩をとることにした。

			　今日は夏祭りをしているらしく、広場では屋台が立ち並び、陽気な音楽と共にかがり火の側そばで人々が楽しげに踊っている。

			　とりあえずクルメルとバームスを馬を一時的に預かってくれる厩舎へと預けておき、人で賑わう広場の方へと向かうと、肉の焼ける匂いや甘いお菓子の匂いが至る所からしてきた。

			「あー、あちこちからいい匂いがしますねぇ」

			「何を食べたい？　買ってくる」

			「え？　屋台で済ませちゃって良いんですか？」

			「たまには悪くない。それにお前の腹の虫がうるさいしな」

			　え、聞こえてたの？

			

			　アリシアの身体は燃費が悪い。すぐにお腹が空すく。

			「んー、それではあそこのポンポシュを食べたいです」

			「わかった。そこで待って……いや、やっぱり一緒についてこい」

			　夜の街中に年頃の女性を一人にするのはマズいと思ったのか、フェルディナンドなりに気を遣ってくれたようだ。今日は女性物の洋服を着ているのでちゃんと女に見える。

			　だからと言って、なんで手を引いて歩く必要があるんだろう？

			　子供じゃないんだからちゃんと後ろについて歩けるのに。じわじわと変な手汗をかいてしまって気持ちが悪い。手を振りほどいてしまえばそれで済むのに、それができない。はぐれちゃったら大変だもん、と自分自身に必要のない言い訳をしているうちに屋台の前に着いた。

			　目当てのポンポシュとグリルソーセージ、それからレモネードを買い込み、広場に設置してあるベンチに座るとようやく手を離してもらえた。

			　早速焼きたてのポンポシュにかぶりつく。

			　ふわふわとしたピザ生地の上には玉ねぎとスパイスの利いたサラミ、そしてチーズ。サワークリームのソースが爽やかで屋台の定番の味。

			「前から思っていましたけど、フェル様って結構庶民的ですよね」

			　アリシアにこれまで買ってきてくれたのは、その辺で売っているような、なんてことのない食べ物ばかりだ。それを時々一緒に食べている。

			　横で同じくポンポシュにかじりついているフェルディナンドに話しかけると「そうかもな」と頷うなずいた。

			「王の子とはいえ六男ともなると結構扱あつかいが適当だからな。一番上の兄は多分、ポンポシュがひとついくらするのかすら知らないんじゃないかな。もしかしたら街中でまともに買い物すらできないかもしれない。ぼったくられそうだ」

			　フェルディナンドはくつくつと笑うとレモネードを飲み干した。

			「おかげでわりと自由にやらせてもらっているから、満足しなくちゃいけないんだろうけど」

			「満足していないんですか？」

			「……わからない」

			　あんまり踏み込んじゃいけない話題だったのかもしれない。

			　沈黙が続くと、音楽と話し声、かがり火の音でさえも騒がしいくらいによく聞こえてくる。

			「俺は……お前が羨うらやましい」

			「？」

			「誰かにもっと見て欲しいとか認めてもらい、必要とされたいって思ったことはあるか？」

			　フェルディナンドの意図が読めず黙っていると、先程牧場にいた時にしていた、自嘲するような笑みを見せた。

			「世間では俺のことを英雄だとか救国の王子だとか言ってもてはやしているけれど、本当はそんなんじゃない。同じ王の子でも一番はじめに生まれた者と六番目に生まれた者の差は歴然だ。王位継承権から程遠い俺は、いつも誰かに必要とされたくて必死なんだよ。民のためじゃない。全部、自分のためなんだ。自分の承認欲求を満たすためだけに行動しているなんて、みっともないだろ？　我ながら小さい奴だと思う」

			　ここまでひと息に話し終えると、小さく息をつき「だから……」と付け加える。

			「何にも心を捕らわれずに自分がしたいと思うことをするお前が羨ましい」

			　フェルディナンドの突然のぶっちゃけ話に驚きつつも、アリシアはふぅむ、と一拍だけ考えて口を開いた。

			「そんなことはないです。私も承認欲求の塊かたまりみたいなものですよ」

			「ほぅ？　俺にはそうは見えないが？　厩番の仲間からも、一般の兵からも疎まれても平気な顔をしているじゃないか。俺にも装蹄師長にも、厩長にも媚こびないしな」

			「私は人ではなく馬に認めて欲しいんです。馬に『この人間ならオレのことをわかってくれるな』って思ってもらえたら最高。承認して欲しい相手が人ではないというだけです。だって私は厩番ですからね。商人なら商才を、職人なら技術を、そしてフェル様は王族ですから王族として認めてもらいたいと思うのはごく普通のことでは？　むしろ認めてもらいたいという気き概がいがなければ向上心など生まれません。のんべんだらりと生きていく者ばかりになってしまうじゃないですか」

			「王族として、と言うなら、民の為に尽くすのが王族の務めではないのか？　俺は、俺のことしか見ていない」

			「うーん。民からしてみれば、敵を打ち払い自分たちの暮らしを護ってくれれば、フェル様の動機なんてどうでもいいんですよ。民にとって一番大事なのは自分たちの暮らしの安寧です。民のためだとか言ってトンチンカンな方に努力されても困りますし、自分たちにもたらされる恩恵が全てなんです。その点フェル様はどんな戦場や魔獣のいる所にも進んでいって、前線で武器を振るい結果を出しているではありませんか。民にとってはそれだけで十分、王族としての務めを果たしていると見えますよ」

			　物もの憂うげな顔をして、広場に集う人々の様子をぼんやりと見ていたフェルディナンドの瞳がこちらを向いた。

			　アリシアにはフェルディナンドのこの瞳が、いつもフェルディナンド自身だけを映しているようには見えない。

			「それに、フェル様が自分のことしか考えていないなんて私は思いませんけどね。もし自分に注目を集めたいだけの勝手な人だと言うなら、もっと汚い手や権力を使って上にのし上がっていたはずです。私はフェル様がどうやって今の地位を手に入れたのかまでは知りませんけど、でも、部下の方や私たち使用人に対する態度を見るからに、ご自分の努力と功績で手に入れたのでしょう。それこそ民が思い描く『王族像』ど真ん中だと思いますけど」

			　フェルディナンドが部下や厩番、メイドをはじめとした使用人たちに横おう柄へいな態度をとっているところを見たことがない。馬一頭ですら手に負えないと捨てることなく可か愛わいがるような人だ。

			　女性関係はともかく、仕事においてはみんなから、慕われて信頼されているし努力家なのも知っているので姑こ息そくな手段を使って手に入れた地位ではないのだろう。

			　あまりにも一気に喋しゃべり過ぎて喉がカラカラになってしまった。残っていたレモネードを飲んでいると、フェルディナンドが笑いだした。

			「まさか、お前にこんな風に慰めてもらえるとはなぁ」

			「慰めてなんかいませんよ。ただの、一人の民としての意見です」

			「ふっ……そうか……」

			　かがり火の周りで踊る人々を見ていたフェルディナンドが、アリシアの手を取り立ち上がった。

			

			「一曲付き合え」

			「えぇ？　ヤですよ、踊るの得意じゃないですし」

			「嬉しいとよく、クルクル回って踊ってるじゃないか」

			「それとこれとはまた別で……」

			　だって相手は王子だ。パーティーではご令嬢と優雅に踊っているんだろうから、街中の祭りとはいえ自分が相手ではいくらなんでも恥ずかしい。

			「貸し、あっただろ？　今返せ」

			「ひゃあっ！」

			　無理やり手を引っ張られて、広場へと連れ出された。

			　どうしよう、とオドオドしているとフェルディナンドが軽やかにステップを踏んでアリシアをリードしてくれた。

			　辺りは既に日が暮れて暗くなり、かがり火の灯あかりがチラチラと揺らめく。

			　陽気な音楽に合わせて大勢の中で踊っていると、だんだん楽しくなってきた。

			　くっついたり離れたり、回ってみたり。大人も子供も、上手い人も下手な人も、それぞれが、それぞれの思うままにリズムに乗せて身体を動かす。

			「その意気だ」

			　アリシアを引き寄せたその瞬間に、フェルディナンドが耳元で囁ささやいた。

			

			　いつものThe王子様な小こ綺ぎ麗れいな笑顔より、こっちの顔の方が好きだな。

			　少年のように笑って踊るフェルディナンドを見て、ふとそんなことを思った。

			

			第五章　フェルディナンドという人

			　真面目、だよなぁ。

			　給餌きゅうじ用の樽たるをゴシゴシと洗いながら、先日のフェルディナンドとの会話を思い出す。

			　アリシアの目線の先では、フェルディナンドが演習場で模擬戦をしている最中だ。勇ましく部下を鼓舞して戦う姿を見ていただけに、あんな風に自分自身のことを考えていたとはまったく思ってもみなかった。

			　もっと自信満々な人かと思っていたのに。

			　重圧に耐えることなく自由にやれる身分なんて最高じゃん！　とアリシアなら思ってしまうけれど、そうじゃないんだ……。

			　まるで他人の秘密を知ってしまったようで、物凄く心地が悪い。

			　一体どういう答えを求めて話してきたんだろう。どう答えてあげるのが正しかったんだろう。

			　悩み事を打ち明けられたり相談されたら、その人の身になって考えろ。だとか、心に寄り添うようにってよく言うけれど、そんなの無理だ。

			　フェルディナンドは王族で、一方アリシアはただの平民。しかも捨てられていたような子。立場が違い過ぎる。

			　だからただ、一般市民としての意見を述べることしかできなかったのが、なんだか歯がゆくてもどかしい。フェルディナンドのことをもう少しよく知っていたら、もっと気の利いたことを言えたのだろうか。

			　最後の樽を洗い終えた頃には、フェルディナンドは下馬して他の兵たちと話していた。練習中の真面目な顔から一変して、仲間たちと笑い合っている。

			　その顔を見ていたら、二人で踊っている最中にフェルディナンドが見せた笑顔が一瞬、頭をよぎった。今仲間たちに見せているのとは違う、あの少年のように笑った顔。

			　思い出した瞬間に、心臓がドクンと大きく拍動した。

			　――な、に？

			　自分の身体の反応にアリシア自身が驚いている。

			「アリシアちゃん、何見てるの？」

			「うわぁっ!!　……ヴァ、ヴァルテル中尉、お疲れ様です」

			「お疲れ様。それでアリシアちゃん、そんなにあっちを見つめてどうしたの？」

			「べっ、別にフェル様のことなんて見つめてなんていません。バームスを見ていたんです！」

			「あはは、僕はフェルディナンド中佐を見てたなんて一言も言っていないけどね」

			「――――っ」

			　恥ずかしさが込み上げてきて言葉が続かない。

			　クスクス笑っていたヴァルテルが見兼ねたのか、先に口を開いた。

			「アリシアちゃんはこれで仕事は終わり？」

			「いえ、これから馬具磨きをしようかと」

			　今フェルディナンドが乗っていたバームスの手入れは、別の厩番うまやばんの人がすることになっている。アリシアが任されている今日の仕事は、あと馬具を磨いて日誌を付けるくらいだ。

			「僕も同じことしようとしてた。それならご一緒させていただいてもよろしいでしょうか、お嬢様？」

			「もちろんでございます」

			　ぷっと二人で笑って部屋に入り、アリシアは香油を手に取った。

			

　騎士の称号を貰えると自分の馬を置けるだけでなく、馬具も自分の専用品を持てるようになる。

			

			　ヴァルテルとフェルディナンドの馬房は隣り合っているということもあって、馬具置き場が一緒。時々こうして一緒に、馬具の手入れをしている。

			　そんなの一般の兵かフリーの厩番にでも頼んでしまえばいいのに、マメな男だ。

			「その香油いい香りがするね」

			「あぁ、この前フェル様にいただいたんですよ。水仕事をすると手荒れをするので」

			　フローラル系の乙女チックな香りがする香油を手に塗り込んでいると、ヴァルテルがクンクンと匂いを嗅いできた。

			　馬は臭いに敏感なので香りのするものはあまり付けたくないのだけど、馬に触れることのない仕事終わりになら良いかな、と思って使っている。

			　この間一緒に立ち寄った街で、洗濯で手が荒れるリリにと思って香油を買ったら、「自分にも気を遣え」と言って買ってくれた。

			「フェルディナンド中佐に貰ったの!?」

			「？　そうですよ」

			「へぇーー、へえーーーーーーー」

			　なんですか、その反応。

			　女性にプレゼントくらい、フェル様ならいくらでもしてきただろうに。沢山プレゼントしてきた中のひとつじゃないの？

			

			　深く考えずに受け取ってしまったけれど、手に持っている香油瓶が急に何か、特別な意味を持った物に見えてきた。

			　何やらニヤニヤしているヴァルテルにこの動揺を知られたら、またからかわれてしまう。

			　平静を装い、予あらかじめ拭ふいて乾かしておいた頭とう絡らくに手を伸ばした。革用の油を布に少量だけ染み込ませて薄く塗り込んでいく。

			　フェルディナンドの頭絡には、額革ひたいがわの所にゼラニウムの花を模した刺し繍しゅうが施されていて、なかなかオシャレなデザインだ。

			「フェルディナンド中佐と言えば、聞いた？　昇級の話」

			「いえ、そうなんですか？」

			「准将だってさ。引退したり、上級士官のうちの何人かが近衛隊の方に異動になったっていうのもあるけど、この前の過激派討伐が決め手になったみたいだね。とんとん拍子で上がっていって、羨うらやましいねぇ」

			「ヴァルテル中尉って心が広いですよね」

			「え、なんで？」

			「そんな風に言っているわりに、あんまり悔しがらないじゃないですか」

			　今のヴァルテルはどちらかと言うと嬉しそうに見える。他人の昇級を喜べるなんて、かなりの善人だと思う。

			

			「悔しい……かぁ。悔しがる要素がないよ。あの方が昇級するのは当然だと思うから」

			「随ずい分ぶんとフェル様のことを買っているんですね」

			「そうか、アリシアちゃんは知らないのか。フェルディナンド中佐は僕と同期っていうのは知っているよね。当時僕は十七歳で、武器や馬の扱あつかいはできたから下級士官の軍曹からスタート。一方中佐は十四歳。他の人と同じく最下級の一般兵として入ったんだよ。自分の身分を隠してね」

			　貴族の男子は嗜たしなみとして、武器の使い方や馬の乗り方を学んでいることがほとんどだ。ヴァルテルのように貴族の男子が軍に入る時には、士官からスタートするのが普通となっている。

			「なんでまた身分を隠したりしていたんでしょう？」

			「多分だけど、誰にも文句を言わせたくなかったんじゃないかな。王子だから、ってさ。僕も当時は王子だって知らなかったから、普通にこき使ってたんだよ。食卓給仕に士官の身の回りの世話や雑用、所謂いわゆる使いっ走りってやつ。ほら、中佐って男前な顔してるでしょ？　だから上官たちから結構嫌がらせ受けたりしてたんだけど、文句も言わずに黙々とこなして。それがあっという間に成果を上げてさ」

			「今ではフェル様の方が上官になってしまったと」

			「くくっ、そういうこと。フェルディナンド中佐のすごいところはさ、和を乱したりしないんだよ。時々いるんだよね、成果を上げたいからって一人で突っ走ったりする奴が。でも中佐は周りの状況を見つつ、前線に出て指揮を執ったり、時にはフォローに回ったり……統率力のあるお方だよ」

			　なんだ、自分の方がよっぽど苦労しているじゃないか。

			　前にアリシアが生い立ちを話した時に「苦労したんだな」なんて言っていたけど、フェルディナンドなんて自ら苦労する道を選んでいるじゃない。

			　アリシアは捨てられた時の記憶なんて残っていないし、なんなら養父に可か愛わいがられながら牧場で好き放題やらせてもらって、全然苦労なんてしていない。

			「いつフェル様が王子だってわかったんですか？」

			「三年前に建国八百年の祝賀があったでしょう？」

			「あぁ、ありましたね」

			　百年ごとの節目の年ということもあって、王都だけではなく、国中がお祝いムード一色だったことをアリシアも覚えている。

			　フラッグや花飾りで街中は飾られ、ダンスや出店、騎馬戦などのイベントもそこかしこでやっていた。

			「あの時王宮で行われた祝賀会に僕も警備で出てたんだけどさ、いたんだよ、王族席に。いやー、あれには僕を含めてみんなビックリしたよ。さっきまで隣で同じ釜で焼かれたパン食べてた人が、第六王子として座ってるんだからさ。いびっていた上官なんて真っ青さ」

			「それでは、それまで社交界には参加していなかったのですか？」

			「うん、そう。僕も舞踏会とか茶会で見かけたことなかったし。軍部でも大将と他数名、あと近衛隊でも中佐が軍務につく前に警護についたことのある何人かしか知らなかったみたいだよ。だからみんなさ、あの方についていくんだよ。自分の実力と努力だけでのし上がった、正真正銘しょうしんしょうめいの叩き上げってやつだから」

			「へえ……。なんだかさっきからフェル様のことをめちゃくちゃ褒めそやしてますけど、もしかして何か言われました？」

			　最近のフェルディナンドは以前にも増して、アリシアとの距離感が近くなったような気がする。王子と使用人という線を逸脱し過ぎているというか……。思い当たる節といえば、やっぱりクルメルの種付けか。

			　連れ戻されると困ると言っていたから、誑たらし込んで帰らせないようにしているのかもしれない。

			　好感度アップ作戦か？　とヴァルテルを見ると眉尻を下げて否定した。

			「まさか。むしろこんな風にペラペラ喋しゃべったって知られたら締め上げられちゃうよ。ということで内緒にしておいてね」

			

			　ヴァルテルが器用にパチンっと片目を閉じて見せた。

			「となると、女好きなのが玉に瑕きずですね。メイドたちの間でも有名ですよ、プレイボーイだって」

			　ここまで功績を積み上げてきているのに、そこだけが勿もっ体たいない。もしかしたら女遊びが好きで結婚しないのかもしれない。

			「いや、中佐は女好きなんじゃなくて、むしろ……」

			　ヴァルテルが何かを言いかけたところで、トントン、とノック音がした。

			「どうぞ」

			「あの、仕事中に失礼します。アリシアさん、今いいですか？」

			　男性が二人、遠慮がちに入ってきた。馬の顔と名前は一瞬で覚えられても相変わらず人の方はからっきしなので、この人たちが誰なのかまでは覚えていないが、着ている制服からして軍部の厩番のようだ。

			「なんですか？」

			「その……俺が今担当している馬、癖くせがなかなか直らなくて……。良ければ一度、見てもらえませんか？」

			「ぼ、僕の方の馬は、後退をなかなか覚えてくれなくて困っていて。いい方法はないでしょうか」

			

			「え、えーと……」

			　見てあげたいのは山々だけど、以前ヴァルテルの馬を馬房に連れ帰っただけで怒られた。勝手に人のことを手伝うと、もしかしたらこの人たちが怒られてしまうんじゃないだろうか。

			　困ってヴァルテルの方を見ると、ニコリと笑って頷うなずいた。

			「中佐のことなら大丈夫だと思うよ。あの時はアリシアちゃんでなくてもいいことを頼んだからで、今回みたいなのは別でしょ。厩番たちの技術の向上と馬自身のためになることなら中佐だって文句は言わないよ」

			「……そうですよね。それではちょっと行ってきます」

			　人に頼られるのってちょっと嬉しいかも。

			　アリシアは手入れ道具を手早く片付けて、先程の厩番の男たちと話をしながら問題の馬の方へと向かった。

			「あーぁ、これは中佐、また拗すねちゃうなぁ」

			　ヴァルテルは一人苦笑いを浮かべながら、アリシアの片付け忘れた香油を棚に戻した。

			
　　＊＊＊

			
　フェルディナンドが王宮の食堂に入ると、既に長いテーブル席についていたのは王と王妃、王太子と王太子妃、それから王太后の五人だった。

			「遅くなってしまい、申し訳ありません」

			「いいえ、みんなも今来たところよ。さあフェルも座って。揃ったところだし食事を始めましょう」

			　王太后の号令で食事会が始まった。

			「たまには王宮に住んでいる者同士、こうして集まって食事をとるのもいいでしょう？」

			「ええ、母上。家族水入らずで良いですね」

			　現在王宮に住んでいる王族はこの五人と、王太子夫妻の子供三人と自分で計九人。文官として働いている次男と三男は、王宮のすぐ側そばに家を構えている。

			　嫁姑、兄弟、親子。気性の激しい性格の者はいないこともあっていずれも仲は悪くない。終始和やかな雰囲気で食事を進めていると、父である王がこちらに話を振ってきた。

			「そういえばフェル、先日の軍部での人事異動で近衛隊への入隊を打診されて断ったと聞いた」

			「まぁ、近衛騎士隊と言ったら軍部でも花形ではないの？　フェルに身辺警護をしてもらったら気が楽だし頼りになるのに」

			　王妃が残念そうに肩を落とした。

			

			　王族や要人の身辺警護をする近衛隊は通称『近衛騎士隊』とも呼ばれる。それは近衛隊に入るのがほぼ間違いなく騎士の称号を賜たまわっている者だからで、精鋭部隊としてみなの憧あこがれの的となっている。

			「平時の近衛隊ほどつまらないものはありませんよ。戦時になった時には喜んで近衛隊に入りましょう」

			「おやおや、物騒なことを言うね。父上が平和な国を望んでいることはフェルも知っているだろう？」

			　一瞬で空気がピリっとする。

			　王が平和で文化的な暮らしを望んでいることは、この部屋にいる誰もが知っている。そのために父は各要人の説得に骨を折り、寝食を惜しんで政務に励んでいるのだ。

			　国土を広げるために戦争をするべきだ。

			　という声は少なくない。新たな領地が欲しい貴族たちの中にはそういう考えを持つ者も多く、実際、過激派を抑えるためにフェルディナンドも何度も行軍した。

			　不安そうな顔をする王妃と王太子妃に向かって、フェルディナンドはニコリと微笑んでみせる。

			「ええ。ですから父上、ひいては兄上がつつがなく平穏な国を治められるよう私は最前線に立ち、近衛隊になど入ることのないように務めますよ」

			

			「フェル！　貴方あなたは相変わらず人が悪いわ。母はいつもそうやって貴方に寿命を縮められていますよ」

			「くくっ、これは頼もしい弟を持ったことだ。私も安心して務めを果たせそうだよ」

			　今なら本心からそう言える。

			　それでいいと言ってくれる人がいるから。

			　場が再び和むと、今度は兄が話を振ってきた。

			「フェルの専属の厩番に女性がいると聞いたよ。父上の馬も一頭みているんだろう？」

			「はい。専属と言っても薔ば薇ら厩舎きゅうしゃと行き来して空あき時間には装そう蹄てい師長に付いて回っていますし、ほとんど私のところにはいませんけどね」

			「私に対してもはっきりと物を申して、なかなか肝のすわった子だよ」

			「あの時は私の厩番が大変失礼をいたしました。馬のこととなると少々熱心過ぎるところがあるようで」

			　王が思い出し笑いをしながら首を振る。

			「いやいや。あのくらいの熱意と、そして実力がある者がいてくれると頼もしい。あの者の言う通り馬車をフィンダスに引かせてみたら随分と格好がつく」

			「そうだ、フェル。厩番と言えば、妻から頼みがあるそうなんだが聞いてやってくれるか？」

			

			「義姉上がですか？」

			「ハンナのことなのだけど、その女厩番に乗馬を習いたいと言っているのよ」

			「ハンナ姫が？」

			　王太子妃が困ったように頷く。

			　ハンナは王太子夫妻の第一子。現在十一歳で家庭教師の下、学問や裁縫、行儀作法、音楽などを学んでいる。

			　のだが、ハンナはまったくやる気がない。

			　決して頭が悪いわけでも手先が不器用なわけでもなく、やればそれなりにできるのだ。

			　にもかかわらずやる気を見せないのはどうやら他のことに興味があるからのようで、以前会った時には「私も叔父様みたいに騎き槍そうをふるって戦ってみたい」などと真顔で言っていた。

			　そんな問題児ハンナの教育の責任者は当然、王太子妃。

			　叱しかったり褒めたり、物で釣ってみたりといろいろとやってみたが効果は表れず。相当に手を焼いているようだった。

			　姑と大姑を前に、王太子妃は眉を八の字にしながらしどろもどろに首を縦に振る。

			「馬祭りで見かけてから随分と彼女のことが気になっているようで。あの子がやる気をみせることなんてなかなかないから……お願いできないかしら？」

			

			　乗馬も貴族や王族の女性なら当然必須科目となるわけだが、普通は厩番などには教わらない。

			　王族の女性なら貴族の女性から教えてもらうのが普通だ。

			「アリシア……彼女は厩番ですよ？　貴人としての振る舞いや馬の扱いは教えられません」

			「いいじゃないの、ハンナがせっかくやる気になったんだからねぇ。馬の一頭も乗れなきゃ騎馬国の姫の名折れだよ。貴人としての振る舞いなんてものは、乗れるようになってからいくらでも教えてやればいいさ」

			「お祖母様がそう仰おっしゃるのならわかりました」

			　王太后の一言で決定事項になった。

			　アリシアに話したらどんな顔をするだろうか。

			　間違いなく、隠すことなく露骨に嫌そうな顔をするだろう。想像すると笑えてくる。

			　フェルディナンドは緩んだ頬を隠すために、葡ぶ萄どう酒を飲んで誤魔化した。

			

			第六章　お姫様と厩番

			「ハンナ姫ってどんな方だか知ってますか？」

			　昨日突然フェルディナンドに、王太子の長女ハンナ姫に乗馬を教えるように言われた。一体どんな子なのか事前調査してみようと、軍部で働く厩番うまやばん仲間たちに聞いてみるとみんな一様に「さぁ」と首をかしげた。

			「ハンナ姫って王太子のご息女だろ？　何度か見かけたことがあるけど、そりゃあもう、すんごいべっぴんさんだったなぁ」

			「ああ。王家の方々は美男美女揃いだからな」

			　どの人がハンナ姫だったのかはわからないけれど、美男美女ばかりだったのは馬祭りの時に見たので知っている。他には何か知らないか聞くと、同じくフェルディナンド付きの厩番が答えてくれた。

			「王太子妃様が相当に手を焼いているって話なら、聞いたことがあるぞ」

			「え、それってわがままお姫様ってことですか？」

			

			「さあなぁ。詳しい話は知らんが、フェルディナンド准将と王太子様がそんなような話をしてたってだけだ」

			「うぇぇ」

			　面倒事を押しつけられた感満載だ。

			「アリシアなら大丈夫だろ」

			「ああ、なんだかんだでお前さんは上手くやっちまうからな！」

			　思わず渋い顔をしたアリシアを「大丈夫、大丈夫」とみんなが慰めてくれる。

			　これまでずっと嫌われていると思っていた他の厩番たちと、近頃ではこうしてよく話すようになった。

			　はじめはこちらから馬についてのアドバイスをするだけだったのが、次第にアリシアが軍部や王宮のことを教えてもらったり、時には仕事とはまったく関係のない話も交えるようになった。

			　壁を作っていたのは、むしろ自分の方だったのかも。

			　受け入れてもらえなくて当然。それでも結構だと、勝手に決めつけて歩み寄ろうとしなかった。

			　でもこうして実際にみんなと接してみれば、それぞれにプライドを持って仕事に取り組んでいる、アリシアと同じ仕事熱心な人たちだった。

			

			「レヴェンテさん、すみません。今日の調教付き合えなくなってしまって」

			「王太后様のご用命じゃあしょうがねえ。いいってことよ。手が空あいている時に声かけてくれ」

			「わかりました」

			　フェルディナンドに乗馬指導の話をされた時には王太子夫婦だけではなく、王や王太后の名前まで出してきた。こうなるともうお手上げだ。断れるはずない。せっかくみんなと仲良くなれてきたのに。

			「アリシアもえらいのに目を付けられて大変だな！　頑張んなよ」

			「はぁーい」

			　馬装を済ませたウィルマに乗って、薔ば薇ら厩舎きゅうしゃの屋内馬場へと向かう。

			　ハンナは自分の馬を持っていない。

			　上手く乗れるようになったら馬を買うとの約束のようで、アリシアが普段から世話をしていてフェルディナンドが常用馬として使っている、一番気性の穏やかな牝め馬うまのウィルマを練習馬として使うことになった。

			「あーぁ、なんでこう次から次へと問題がやってくるんだか」

			　ぶつくさ言いながら準備を整えて待っていると、フェルディナンドに連れられて一人の少女がやってきた。

			

			　金色のストレートヘアに青色の瞳。フェルディナンドの姪とだけあってどことなく似ている。

			　この国では女性用のズボンというものはなく、畑仕事だろうと馬に乗ろうと、女はいつでもスカートを穿はく。なのでハンナもご多分に漏れずスカートを穿いている。

			　ただし、めくれても下着が見えないようにタイツを穿いてきているようだ。

			「アリシア、この子がハンナだ。今日から頼んだぞ」

			「かしこまりました。フェルディナンド准将付きの厩番アリシアと申します。私のような者をご指名いただいたようで、恐れながらハンナ様の乗馬指導を担当させていただきます」

			「パンチラして野生馬に乗ってたの貴女あなたでしょう？　見ていて面白かったわ。よろしくね」

			　パンチラ……。誰も何も言わなかったけど、やっぱりしていたのか。

			　嫁入り前なのになんたる失態。

			　笑いを堪こらえながら仕事に戻っていくフェルディナンドを見送って、ハンナを馬場の中へと誘導していく。

			「それでは早速ウィルマに乗ってみましょう」

			　行儀作法は気にせずとにかく乗れるようにして欲しい。とのことなので、とりあえず何も気にせず基本的な操作から教え込んでいくことにした。

			「ハンナ様は馬には乗ったことはございますか」

			「ええ、相乗りで歩いたことなら何度か」

			「わかりました。手た綱づなの持ち方はこう、足の位置はここです。まずは発進してみましょう。軽く足で腹を蹴ってください」

			　アリシアが言った通りハンナがトンっ、と足で腹を蹴るがウィルマは涼しい顔をして止まっている。

			「もう少し強く蹴ってみてください」

			　もう一度ハンナが足で蹴るが、ウィルマはビクともしない。

			「何よこの馬！　動かないじゃない!!」

			「この馬じゃなくて『ウィルマ』です。動くまで蹴ってみてください」

			　ドンッドンッと思いっきり蹴っているようだが相変わらずウィルマは涼しい顔をしている。

			「ウィルマ、常なみ歩あし」

			　アリシアがチッチッと舌ぜっ鼓こを打つと、ようやくウィルマが歩き出した。

			「なんだ、言えば聞いてくれるんじゃない」

			　アリシアが号令をかけたからウィルマは言うことを聞いたのであって、恐らくハンナが言ったところでウィルマは言うことを聞かない。という説明は、機嫌を損ねそうなのでとりあえず省いておく。

			「横から見た時に頭、肩、お尻、踵かかとが一直線になるのが基本的な姿勢です。顔は進行方向に向けて。初心者は踵がどうしても上がりやすくなるので下に下げるようなイメージで乗ってください。それでは停止してみましょう」

			「止まるのね、それならわかるわ」

			　ハンナがぐいぃーーっと手綱を引っ張るが、ウィルマは歩みを止めない。ダラダラとハミに逆らって動き続ける。

			「なんで止まんないのよっ！　こらっ、止まんなさいよっっ」

			「手綱を拳で引っ張るのではなく、身体で引いてください。えーと、上半身を後ろに倒すようなイメージでしょうか。拳を胸に引き上げないで、上半身と肘ひじを使ってちょこっと引くんです」

			「何言ってんのかわかんないわよっ！　もっとわかりやすく教えて！」

			　だから嫌だったのだ。

			　アリシアは人の子が二足歩行をするように、ひとりでに馬に乗ることを覚えてしまった。

			　なので、できない人がなぜできないのかが理解できない。どこがわからないのかわからないのだ。

			

			　乗る能力は高くても、教える能力についてはかなり低い。

			　そのことについては今回の件を持ちかけられた時にフェルディナンドにも言ったのだが、ハンナ姫たっての希望だから、と返された。

			　なんでアリシアである必要があるのかさっぱりわからない。

			　国王陛下の時は、誰も乗れなかった野生馬を乗りこなせていたからってことで、高い能力があるとみて指名してきたのはわかる。

			　でも今回の乗馬指導は明らかに人選ミスだ。アリシアでなくても構わないはずなのに。

			　他の人に使われるのを嫌う節があるアリシアに敢あえてやるように、と言ってきたってことは何か理由があるのか。

			　それからしばらくハンナもアリシアも悪戦苦闘しながら乗馬レッスンを続けた。

			「なんでこの子、アリシアの言うことは聞くのにわたくしの言うことはちっとも聞かないのかしら」

			　頬をプーっと膨ふくらませながら、ハンナがプリプリと怒っている。

			「それはウィルマにとって、ハンナ様は言うことを聞くべき相手ではないってことですね」

			「はぁ!?　何よそれ。わたくしの言うことは聞かなくても良くて、あなたの言うことは聞くべき相手だっていうの？」

			

			「はい。ウィルマには私が使用人でハンナ様がお姫様だってことは関係ありませんから。自分が言うことを聞くべき相手かどうかは、ウィルマ自身が決めます」

			「――っ！　つまり、わたくしはナメられてるってこと？」

			「ナメられてますねぇ」

			　今度は顔を真っ赤にしてプルプルと小刻みに震ふるえ出した。

			　蝶よ花よと育てられたお姫様にはかなりの屈辱らしい。

			「ちなみに、鞭むちで引っぱたいて言うことを聞かせようなんて考えない方がいいですよ。鞭ひとつとっても入れるタイミングや強さもありますし、バシバシ引っぱたかれて喜ぶのは、変わった嗜し好こうを持つ一部の人間くらいですから。嫌なことばかりしてくる人にはこうやって、甘えてきたりしないです」

			　ひと仕事終えたウィルマが、「もっと褒めて」とでも言いたそうに鼻づらをアリシアにぐいぐいと擦り寄せてきた。

			「これから軍部の厩舎に帰ってウィルマの手入れをしますけど、いかがいたしますか」

			「？」

			「手入れ、なさいますか？　もちろん乗るだけでも構わないのですが」

			「ちょっとあなた！！！」

			　先程まで馬場の外で待機していたハンナの侍女が我慢の限界を迎えたのか、こちらもプリプリしながら迫ってきた。

			「さっきから黙って聞いていれば何を言っているの？　姫様に手入れをさせるですって？それも軍部に！　ハンナ様、そんなことは厩番にさせておけば良いのですよ。ハンナ様はあなたに乗馬指導をしてもらいに来たのであって、世話の指導なんで頼んでないわ。それに『変わった嗜好を持つ一部の人間』だなんて、姫様に変なこと教えないでちょうだい!!」

			　はっきり言って自分だけで手入れを済ませた方が楽に決まっている。でも、もっとウィルマのことを知りたいと思うなら手入れまでしてもらった方がいいと思ったから聞いてみただけなのに。

			「さっきアリシアはわたくしがウィルマにナメられてるって言ったわよね。世話なんてしたら、余計にナメられるんじゃないの？」

			「それは絶対にないです」

			「なんでよ。世話なんてしたら、『私が下です』って言っているようなものじゃない」

			「そうですねぇ……ハンナ様はそちらの侍女の方に普段、日常のアレコレを手伝ってもらっていると思いますけど、バカにしているんですか？　自分より下だからと侮あなどっておられるのですか？」

			「そんなわけないじゃない。いつも良くわたくしに仕えてくれて感謝こそすれ、侮るわけないわ。そんな恩知らずじゃない」

			「そうですよね。ウィルマも同じですよ。余っ程の高慢ちきじゃなければ自分のことを丁寧に扱あつかってお世話をしてくれる人に対して、コイツは自分より下だ、なんてバカにしたりしませんよ。好意を向けてくれる人には好意を返したくなるものです」

			「……そうね。うん、わかった。手入れもしてみるわ」

			「ハンナ様!?」

			「早くお父様やおじ様みたいに上手に乗れるようになりたいもの」

			「そんなっ……ですが……」

			「あー、もー、そんなに文句があるのなら貴女がハンナ様に乗馬を教えればよろしいのではないのですか？　どうですか、ハンナ様。厩番の私が教えるより余っ程、淑女しゅくじょらしい振る舞いで馬に乗れるようになると思いますけど」

			　侍女ならどこかの貴族の出だ。貴族の女性ならたいてい馬の乗り方を教わっているはず。

			　一体どんな理由があるのかは知らないけれど、ハンナの両親もフェルディナンドも貴族の女性に習うよりアリシアに習った方がいいと考えたから任せてきたんだってことはわかる。

			　それならアリシアはアリシアのやり方でやるのみ！　だけれども、最終的に決めるのはハンナだ。

			

			　今日一日アリシアの指導を受けてみて嫌だと思うなら、指導係を交代した方がお互いのためだと思う。

			　ハンナはアリシアを見て、それから侍女の方を見ると、フルフルと頭を振る。

			「アリシアの方が馬の扱いをよくわかっていそう。これからもアリシアに指導をお願いするわ。ゾイは黙っていて」

			「かしこまりました。それでは軍部の方へと移動しますので、馬車に乗ってついてきてください」

			　屋内馬場から外へ出てアリシアはウィルマに跨またがり、二人には馬車に乗って移動してもらう。

			　こうなると、薔薇厩舎じゃなくて軍部の馬場で乗馬の練習させてもらった方がいいかもしれない。やっぱりお姫様が軍部でうろうろするとかマズイのかなぁ、と考えているうちに目的地にたどり着いた。

			「ねぇ、今、停止の合図出してたの？」

			「はい？」

			「だって、全然手綱を引っ張っているように見えなかったわ。それなのにウィルマはピタッと止まったじゃない」

			　馬車から出てくるなりハンナが近寄ってきて捲まくし立ててくる。

			

			「合図はちゃんと出しましたよ。ぐいぐい引っ張らなくたって、正しく指示を出せばあの程度でも指示は伝わるんですよ。ハンナ様も口の中に髪の毛が一本入っただけでも不快でしょう？　口の中って物凄く敏感なんです。その口の中にハミを入れて指示を出しているんですから、本来なら少しの合図で馬には伝わります」

			「へえぇーーーー」

			「おいアリシア、これはどうなってるんだ？　なんでハンナがここにいる？」

			　驚いた顔をしているフェルディナンドの隣には、三十代後半くらいの身なりの立派な男性が、これまた驚きの表情を浮かべて立っている。

			「お父様！　フェルおじ様！　見た？　アリシアってすごいのよ。全然指示を出していないように見えるのに、ウィルマが当たり前って顔して言うことを聞くのよ。不思議だわ。わたくしがやっても全然言うこと聞いてくれないのに」

			　おっ、お父様……ということは王太子か。道理でフェルディナンドと顔つきが似ているわけだ。

			「ハンナ様にウィルマの手入れもしていただくことになったので軍こ部こまでお連れしたのですが、やっぱりまずかったですかね……」

			　突然の立派な馬車とお姫様の登場に、軍部は騒然となっている。

			「君がアリシアか。手入れというのは……娘がしたいと言っているのか？」

			

			「そうですわ！　わたくし、ウィルマともっと仲良くなってアリシアみたいに上手に乗れるようになりたいの。良いでしょう？　お父様」

			「あ……ああ。もちろん構わないよ。馬の手入れもできた方がもちろん良いに決まっている。それでこそ騎馬国の姫だ」

			「やった！」

			　ハンナが飛び跳ねて喜んでいるのを、王太子は驚きと嬉しさが混じったような顔で見ている。

			　これなら軍部で乗馬の練習させてくれるかも？　薔薇厩舎と行き来するの面倒なんだよね。

			　トントンと肩を叩かれて思考を止めると、フェルディナンドが困こん惑わくした顔をしている。

			「おい、どうやってハンナをあんなにやる気にさせたんだ？」

			「？　どうやってって言われましても……。ふつーに指導して、ふつーに手入れもやってみるか聞いてみただけですよ」

			　ハンナの側そばに控えている侍女が、いかにも不愉快そうな顔をして「何が『ふつー』よ」とブツブツ言っている。

			　というか、やる気なかったんかい！

			　でもそんな素振りはなかったけど。さっきだって目を輝かせていたし。

			

			　チグハグな印象に少々頭をかしげつつもハンナに向き直る。

			「王太子殿下の許可もいただきましたし、それではウィルマの手入れをしに行きましょう」

			

　ハンナにやり方を教えながらウィルマをピカピカにしていく。そのすぐ側で「ああ、服が……」とか「蹴られちゃうわ」とか侍女がうるさいので、ちょっと黙っていて欲しい。

			「ゾイ、だったかな。乗馬の指導はアリシアに一任している。君は送り迎えだけすればいいからそれ以外は黙っているように」

			「……かしこまりました」

			　ハンナが一生懸命やっている姿を見ていた王太子が侍女にピシャリと言い放った。

			　フェルディナンドは笑顔で言って聞かせるタイプだけど、さすがは次期国王。こちらはビシッと言うタイプだ。

			　王太子とフェルディナンドに相談してみた結果、次回からは天候が良ければ軍部の馬場を借りて練習をすることになった。

			　この日からアリシアによるハンナ姫への乗馬指導が始まったわけだが……。

			「あのぅ、なんで今日も姫はここにいらっしゃるのでしょうか？」

			

			　ハンナが厩舎のベンチに座って足をプラプラさせている。

			　指導が始まって数ヶ月。週に何度も練習をして随ずい分ぶんと乗り方は上手くなってきたし、手入れも最初に比べればずっと手際よくできるようになった。

			　アリシアはアリシアで初めて本格的な乗馬指導をしたけれど、グングンと上達していく生徒を見るのはなかなか楽しい。それにウィルマとハンナの仲が深まっていくのを間近で見て感じ取れるのがまたたまらない。

			　牧場にいた頃は馬と買い手とをマッチングして、売ったらおしまいだったもんね。

			　徐々に仲良くなる様子を見るのはまるで、付き合いたてのカップルでも見守っているかのようだ。

			　この感じなら、ハンナが自分の馬を手にする日もそう遠くないんじゃないか。なんて思いつつレッスンを続け、そしていつからかレッスンが休みの日でも、なぜかハンナが軍こ部こにやってきて入り浸びたるようになってしまった。

			「だって、ここにいた方が楽しいんだもん」

			「楽しいんだもんって、私、仕事中なんですけど」

			「いいじゃない、見ているだけなんだから。邪魔してないでしょ」

			「それはそうですけど……。ハンナ様は他にもやることがいろいろとあるのではないですか」

			

			　お姫様なんだからお稽古やお勉強に忙しいでしょうに。なんで暇を持て余しているんだろう。

			　朝の給餌きゅうじを終えた樽たるを洗いながら、片手間でハンナの話を聞く。

			「……アリシアってなんで厩番になったの？」

			「えぇ？　それは家が馬牧場だったからですよ。縁あってフェル様に拾われて、こんなところで働いてますけど」

			「ふぅん。ねぇ、私も自分の好きな仕事をしてみたいの」

			「と、言いますと？」

			「そうねぇ、例えばパン職人とか。朝から晩までパンのいい香りに包まれて良いじゃない？」

			「何十キロもある粉を運んで、パンを捏こねるのだって何百人と来るお客に売る量ですから相当な量を作りますし力もいると思いますよ」

			「じゃあ花屋。美しい花を育てて売るの」

			「ハンナ様、虫嫌いじゃないですか」

			　花に虫はつきもの。この前虫がスカートに引っ付いただけで大騒ぎだったこのお姫様には無理だ。

			「むぅ、何よ。ああ言えばこう言うんだからっ！　わたくしだって好きなことしたいわ。なんで王太子の子供だからって朝から晩まで勉強して、どんなお客様にもニコニコして、アリシアみたいに小腹が空すいたからってリンゴを丸かじりしちゃいけないのよ」

			　それがお姫様ってもんでしょ。

			　どうやらこのお姫様は、フェルディナンドとは逆の考えらしい。

			　王族として生まれたことの意義をまったく理解していない。

			　フェルディナンドはあんな風に悩んでいたのに。ハンナと足して二で割ったらちょうどよさそうだわ、これは。

			　やれやれ、と思いながら作業を続けていると、ハンナがポンっと手を打った。

			「いいこと考えた！　アリシアって装そう蹄てい師長の弟子なんでしょ？　それならわたくしもアリシアの弟子になるわ！」

			「はい？」

			　何を言ってるんでしょう？　頭が追いつかない。

			「善は急げよ！　お父様とお母様に早速頼んでくる!!」

			「「え!?　ちょっ……！」」

			　珍しくハンナの侍女と声が重なった。

			「ちょっと、あなたねぇ！　ハンナ様になんてことをそそのかしているのよっ!!」

			　あっという間に小さくなっていくハンナを目で追いかけながら、侍女が捨て台詞を吐き、そして去っていった。

			　今のって私のせい……だっけ？

			　ダメだ、わからなくなってきた。

			　フェルディナンドといいハンナといい、結構強引だ。

			　最近は王族についての見方を改めつつあったアリシアだったが……。

			　うん、やっぱり王族は王族だな。

			　アリシアは考えることをやめて、洗った樽を乾かしに行くことにした。

			

「お前、俺の厩番だよなぁ？」

			「私もそのつもりで軍部にやってきたんですけど。って、重い！　重いですよ!!」

			　夕方、厩舎の事務室の机で日誌を付けているとフェルディナンドが後ろからのしかかってきた。

			　筋肉の塊かたまりみたいな大男、上半身だけでもかなりの重さがあるんだから潰れるっつーの！

			　何より、たとえ背後からとはいえ自分の心臓の音が、くっついている箇所から伝わってしまうんじゃないかと気が気じゃない。おまけに変な汗までかいてきちゃってるし。

			　フェルディナンドからするとなんてことのない行為にいちいち反応してしまう自分が、自意識過剰っぽくて嫌になる。

			　こちらの気持ちを知ってか知らずか、もしくは反応でも楽しんでいるのか。フェルディナンドがアリシアの前に回している腕にさらに力を入れたせいで、顔と顔とが近くなって吐息がかかる。

			　冷静に、冷静に。

			　今はお姫様の話だ。

			「そのわりに全然俺の馬見てなくないか？　おまけに今度はハンナを弟子にとって面倒を見るって」

			　王の馬フィンダスの世話に始まり、装蹄、姫の乗馬指導、軍部にいる問題馬と言われてしまっている馬たちの調教や厩番たちのお悩み相談……と、最近はあちこち奔走していてフェルディナンドの馬の世話は他二人の専属厩番に任せてしまっている。クルメルの世話さえすれば快く他の仕事は引き受けてくれるけど、申し訳ない。

			「ほぼ、私が望んだことじゃないんですけど。特に弟子とか。弟子とか。弟子とか」

			　勝手に弟子入りさせられたかと思ったら今度は弟子を取れって、もうなんなのーー！　と叫びたい。

			「そのわりに楽しそうにしている、とか思うのは気のせいか？　お前が本気で望むなら、全部なしにして俺の馬だけ見ればいいってことにしても構わないが」

			

			　もともとクルメルと子供目当てでやってきて、他のことは目的を達成するための手段くらいにしか思っていなかった。だからフェルディナンドの提案に喜んで乗っかるべきなのに……。

			「えーと、いえ。やっぱり今のままでいいです」

			　いろいろと巻き込まれている感はあるものの、フェルディナンドが言う通り結構楽しいと思っているアリシアは提案を断った。

			　姪のことで頭がいっぱいになっているフェルディナンドは、アリシアの意外な返答に気づかず「うーむ」と唸うなっている。

			「まぁ兄上が今回のことを了承したのもわからなくはない。ハンナは世間知らずというか……責任感がないわけじゃないんだ。ただ、わかっていないだけなんだよ。荒療治が必要だと判断したんだろうな」

			　それをただの厩番に過ぎない私に押しつけるんかい！

			　アリシアに乗馬指導を頼んできたのもその荒療治ってやつだったのか。一体王族のみな様方はどんな目でアリシアを見ているのやら。

			「有能過ぎるというのも考えものだな」

			「オ褒メイタダキ、アリガトウゴザイマス」

			　フェルディナンドに頭を撫なでくり回されていると、ガチャリとドアの開く音がした。

			

			「フェルおじ様、イチャついているところ悪いですけれどお邪魔しますわね。たった今からアリシアの弟子としてお世話になることになりましたハンナ・エステルハージです。どうぞよろしくお願いいたします」

			　フワリと膝を折り可か憐れんな動きでカーテシーをしてみせる。そんな厩番いないでしょ。あと、師匠呼び捨て。

			「はぁ……わかりました。こうなったら、徹底的にやります……いえ、やるわよ！　ハンナって呼ぶし、敬語は使わないし、私の指示には絶対に従うこと！　わかった!?」

			「Yes, sir！」

			「よろしい」

			　それで……と、ハンナの足元を見る。

			「その荷物は何？」

			　ハンナの足元には大きな鞄かばんが置かれている。まるで旅行にでも行くような荷物だ。

			「何って、わたくしの私物よ。ネグリジェとかお手入れに欠かせない香油とか、寝る前に読む本だとか」

			「はい??」

			　一体全体、厩番の仕事をするのになぜそんなものが必要なのか。フェルディナンドの顔を見上げるとそっぽを向かれた。今絶対、笑いを堪えてたなーっ！

			

			「フェル様ぁ!?」

			「いやほら、言っただろ。荒療治が必要だって」

			「一体私に何をさせる気ですか!?　ハンナ、どうなってるのよ？」

			「アリシアは知っているかしら？　昔フェルおじ様が身分を隠して軍部に入ったことは」

			「え？　ええ、まぁ、小耳に挟んだから知ってるけど」

			　その辺はあまり突かないで欲しい。ヴァルテルにいろいろと聞かされたことがバレてしまう。

			「わたくしもフェルおじ様みたいに、身分を抜きにして厩番の一人として働きたいってお願いしたの。もちろんわたくしが王太子の娘だってことは軍部のみな様には知れ渡っているから、完全に同じようにってわけにはいかないけれどね」

			「なっ、なんですってぇ？」

			「だから他の多くの厩番の方たちと同じく軍部の宿舎に住み込みで働くし、働いた分だけお給料もいただくから。よろしく頼むわね、師匠」

			「そんなバカな話が通るわけ……」

			「徹底的にやってくれるそうだぞ。良かったな、ハンナ」

			「ええ、願ったり叶ったりですわ」

			　もうやだ、この二人。

			

			「一応護衛は付けるが、危険なことさえなければ基本的にハンナのことはアリシアに任せた」

			「……ふぁい、承知しました」

			　脱力感が半端ない。こうやって毎回、フェルディナンドにまんまとしてやられている気がする。きっと既に上層部へ話は通っているのだろう。職権濫らん用ようじゃない？

			　何はともあれ、腹が減ってはなんとやら。アリシアは日誌をパタンと閉じると、腹ごしらえをしにハンナを連れて宿舎へと向かった。ハンナが持ってきた荷物をアリシアの使っているベッドへと置きに行くと、やはりばっちり根回しされていた後で簡易ベッドが横に置かれていた。

			　これはもう、とことん付き合うしかないな。諦あきらめにも似た覚悟を決めたアリシアは、今度は食堂へ行って夕食を受け取り、アルフレッドとリリが仲良く食事中のところへお邪魔する。

			「アリシア、その子はだぁれ？」

			「ハンナ・エステルハージ。王太子殿下のご息女改め、私の弟子」

			　のんびりとした口調で聞いてきたリリが急にビシッと背筋を伸ばした。

			「はっ、ハンナ姫でございましたか。失礼をいたしましたっ！」

			「『私の弟子』って何？　どういうこと??」

			

			　アルフレッドも、ちぎって食べようとしていたケニエルをポトリとトレーに落としたまま固まっている。

			　かくかくしかじか……。

			　サラッと二人に説明をし終えると、ハンナが改めてニコリとお姫様スマイルであいさつをする。

			「わたくしのことはどうぞアリシアの弟子として接してくださいませ」

			「アリシアって馬以外にも実は結構モテるわよね」

			「本人は気づいてないけどね」

			「なんか言った!?」

			　アルフレッドとリリが顔を寄せ合ってコショコショと話しているところに水を差してやる。公衆の面前でイチャつきやがって！

			「それにしても……なんでわたくしやこちらのお二人よりもアリシアの食事は豪華なの？」

			「王様からのご褒美。文句言ってないでさっさと食べるわよ」

			　スープがぬるいだの、パンがポソポソだのとブー垂れているハンナを「感謝して黙って食べなさい！」と一喝して黙らせ食事を終えた。

			　食堂からそのまま、リリと三人で湯浴みをしに大浴場へと向かう。髪の毛のひとつも自分で洗えないハンナにお湯を頭からぶっかけたら泣かれてしまった。顔に水がかかったからって泣くなんて信じられない。

			　リリに仲介に入ってもらい、やっとの思いでお風呂を済ませベッドへと潜もぐり込むと、これまたハンナがブー垂れ始めた。

			「わたくしが簡易ベッドなの？」

			「当たり前でしょ。私は師匠。あんたは弟子。それに寝心地だって大して変わらないわよ」

			　簡易ベッドって言ったってアリシアの寝るベッドと大差ない。どちらにせよ硬い板を感じる仕様なんだから。

			「こんなゴワゴワしたお布団かけるの？」

			「あぁん？　これでも贅沢な方なんだからね！　貧しい農村なんかに行ったら、すきま風の吹く家の中で藁わらの上に薄い布掛けただけなんだからね！　そんなこと言ってたら贅沢お化け出るわよ!!」

			「アリシア落ち着いて、ガラ悪いよ……。ハンナ様、よろしければ私のベッドで寝ますか？」

			　二段ベッドの上から様子を窺うかがっていたリリが、ポンポンと自分の布団を叩いて交換するか聞いてきた。

			

			「いーいーの！　ハンナが自分でみんなと同じようにやるって決めたんだから。ほら、騒いでると他のみんなに迷惑かかるでしょ。明日から早いんだしもう寝るわよ」

			「騒いでるのはアリシアの方じゃない」

			　ハンナは不機嫌そうな顔をぷいっと背そむけると、布団を被って眠ってしまった。

			　突然、お姫様と一緒の部屋で眠ることになってしまった他のメイドたちも、唖あ然ぜんとしつつも布団に入り始めた。

			　はぁ……先が思いやられる。

			　こめかみをグリグリして頭を解していると、アリシアもいつの間にか眠りに落ちていた。

			

「重いー、こんなに重たいものをレディに持たせるなんて」

			　馬の給水用の樽を馬房から洗い場まで運ぶように指示を出すと、ハンナがヒィヒィ言っている。

			　ハンナに男物の洋服はさすがに着せられないので、メイド服を着てもらっている。髪の毛を結べないだの顔を洗う水が冷たいだのと、朝から大変だった。

			　アリシアが九つ樽を持ってくる間に、ズルズルと半分引き摺りながらやっとひとつだけ運んできた。

			

			「冷たっ！　よくこんな冷たい水で洗い物なんてできるわね。お湯で洗ったらいいんじゃない？」

			「いちいち洗い物のためにお湯を沸かしていたら、どんだけの薪まきが必要で、しかも時間がかかるかわかってるの？　洗濯係や皿洗いのメイドたちはこの冷たい水で、毎日洗ってくれてるんだからね。それからパン屋になりたいって言ってたけど、パン屋はこの水の樽より重たい粉を何度も運ぶのよ。しかも袋に穴が空くので絶対に引き摺らないでね」

			「んもう、わかったわよ」

			　季節は真冬なので確かに水は冷たい。それでも給水樽と給餌樽くらいしか洗い物をしなくていい厩番はまだマシな方だ。

			　ハンナはかじかんで冷たくなった手を、時々はぁーっと息で温めながら洗っている。

			「洗い終わったら冬ならではのお楽しみもあるのよ」

			「お楽しみ？　何？」

			「ふふ、それはねぇ……」

			　冬ならではのお楽しみ。それは冷たくなった手を温めるために馬に抱きつくのだ。

			　冬毛になったモフモフの馬は最高の温熱源！

			「クルメル～」

			　馬房の柵から顔を出しているクルメルに抱きつきに行こうとスキップで近寄っていくと、突然誰かに手を掴まれた。

			　掴まれた手はそのまま男の手に包み込まれて、さっきハンナがしていたようにはぁーっと息を吹きかけられる。

			「なっ、フェル様！　何やってるんですか!?」

			「何って、手を温めに行くつもりだったんだろ？」

			「そうですけど、ちょっ、離してください！」

			「あーあ、おじ様たちを見ていたら暑くなってきましたわ。ねえ、クルメル？」

			　ハンナに生温かい目線を送られて、耳まで熱くなってきた。これじゃあバカップルだ。からかってくるフェルディナンドにやっと手を離してもらい仕事に戻る。

			「次は馬房掃除ね。まず馬ボ糞ロを取ってきて」

			　ちりとりと馬糞取り用の小さなレーキをハンナに差し出した。

			　馬房の掃除はまず馬糞を取って糞や尿で汚れた藁を馬房の外に出し、綺き麗れいな藁はそのまま再度敷き直し、少なくなった分の藁を足す。さらに天気のいい日なら、藁を干して乾かしたりもする。

			「ぼ、ボロ取り……」

			「そうよ。これでちょいちょいって取ってくれば良いだけだから。取ってきた馬糞はこの手押し車に入れて集めてね」

			

			　ハンナが固まったまま動かない。渡したちりとりとレーキを手にして馬房内を見つめている。

			「さっさとやってくれなきゃ先に進めないんだけど」

			「だってこれ、うん……」

			「馬だって生きてるんだから、う〇こくらいするわよ。どんなに着飾ったご令嬢だって出るものは出るでしょ？　馬なんて草しか食べないんだから大して臭くないしわりと綺麗よ。おかしな糞ふんがあったら私に教えて」

			　ハンナがやっと馬房に入って馬糞拾いをし始めた。「綺麗な糞って何よ……」とブツブツ言っている。

			「容赦ないなぁ」

			「糞のチェックが大切なのはフェル様もご存知でしょう？」

			　喉を鳴らしながら笑うフェルディナンドを、知っているくせに、と一いち瞥べつする。

			　馬の健康状態を知る上で糞のチェックは欠かせない。血や寄生虫は混じっていないか、硬いか柔やわらかいか。

			　健康管理は厩番の最重要任務と言っていい。

			「俺の馬の健康はハンナにかかっているんだから、しっかり頼んだぞ」

			「はい。かしこまりました」

			

			　常にハンナを伴って仕事をしなければならないので、いつもの倍近く手間と時間がかかってしまう。

			　身の回りのことを侍女にしてもらっていたお姫様の面倒を見るのは、なかなかに体力と忍耐力を必要とする。

			　アリシアもハンナもヘロヘロになりながら奔走しているうちに、あっという間に半月が過ぎようとしていたある日、父から手紙が届いた。

			『アリシア、元気にやっているか？　旦那探しは順調か？

			　お前のことだから馬にかまけてばかりなんじゃないかと父さんは心配だ。

			　その話はまあいいとして、今年の種付けも順調そうだ。ほぼ、お前の計画していた通りに妊娠していそうだぞ。もちろんクルメルと交配したミンカもだ。

			　あとは春を待つだけだな。

			　こちらのことは心配しなくていい。お前もしっかり交配相手を見つけてくるんだぞ。

			　父より』

			　いや、交配相手って。

			　と父親の手紙にツッコミを入れて、改めて文面を見る。

			　ミンカがクルメルの子を……。

			　想像するだけで口元が緩んでにやけてしまう。

			

			　と同時に、その先のことを考えた。

			　ミンカが無事に出産できたその先を。

			　以前種付けをしてもらった時は、もう少し軍部で働いてみてもいいかも。くらいの気持ちだったのに、今では「戻る」という選択肢がアリシアの中からなくなっていることに、ふと気がついた。

			　そもそもフェルディナンドはどのくらいの期間、アリシアを雇うつもりだったんだろう？　確か契約書には雇用期間みたいなものは書かれていなかった。

			　フェルディナンドの態度から察するに、アリシアを帰す気なんてなさそうだ。そうでなきゃあの甘々な態度の説明がつかない。今すぐ解雇なんて話にはならないと思うけど……でも意地悪な態度とは裏腹に、フェルディナンドは情に厚く真面目な人だ。

			　妙な気遣いをして、目的を果たしたアリシアを牧場に帰そうとするかもしれない。

			　あれ……？　なんか急に不安になってきた。

			「ん？　手紙か？」

			「あっ、フェル様。お疲れ様です」

			　部屋に帰ってから読めばよかったのだけれど、さっきたまたま手紙を届けに来た女官とすれ違って受け取り、急ぎの用じゃないかと道端で読んでしまった。

			　フェルディナンドはこれから休憩でもしようとしていたのか、手にはパンが入っていそうな袋を手にしている。

			「休憩ですか？」

			「ああ、お前も食べるか？」

			「是非っ」

			　フェルディナンドが持っているものが不味いってことはまずない。

			　空気は冷たいものの、よく晴れているので日差しは暖かい。近くにあったベンチに座って二人の真ん中に紙袋を置いてくれた。

			「ポガーチャ！　それもチーズ味ですね」

			　コロコロとした丸い形の小さなパンがいくつも入っている。

			　今更可愛子ぶったところでアリシアの生態は知られている。それに沢山入っているので遠慮なくパクパクいただいた。

			「いい食べっぷりだな」

			「あ、もしかして誘ったこと後悔していますか？」

			　フェルディナンドも身体が大きいのでよく食べるのだろうに。いくらアリシアがよく食べる生き物だと知られてるとは言え無遠慮過ぎたか。

			　ちょっぴりばつが悪くなってフェルディナンドの方を見ると、笑って口の中にもうひとつポガーチャを放り込まれた。

			

			「いや、その逆だ。美味く感じる」

			「……」

			　口の中にポガーチャを丸ごと入れられたせいで喋しゃべれない。自分が一体今どんな顔をしているのか見られるのが恥ずかしくなって、モゴモゴと咀そ嚼しゃくしながらわざと手紙を見た。

			「手紙、お父さんからでした。ミンカはクルメルの子供を妊娠しているようだと書いてありました。あとは無事に生まれてくるのを待つだけです」

			「そうか、楽しみだな」

			「はい」

			「…………」

			「…………」

			　二人の間に流れる沈黙。フェルディナンドはこの瞬間に何を考えているのだろう。

			「……牧場にいる時も楽しかったですけど、ここで働くのも悪くないですね」

			　唐突に何を言っているんだと思われたかもしれない。でもさっきの沈黙の中で、フェルディナンドとアリシアの考えていることは同じではないかと思った。

			　クルメルの子供が生まれたその先の、アリシアの居場所について。

			　そしてこの勘はきっと当たっている。

			　フェルディナンドはきっとまだアリシアが、クルメルの子供を手に入れたいがために軍部にいると思っている。だから黙ったままこちらを見て、アリシアの話の続きを待っているのだろう。

			　それなら今、アリシアが感じていることを言うべきだ。

			「私、前にフェル様に言いましたよね。私は厩番だから馬から認められればそれでいいって。でも今は少し違うかなーって思うんです。もちろん馬たちから頼りにされたいって気持ちは揺るがないんですけど、でも、こうしてここで働いてみてから初めて知りました。馬のことについて悩んでいる人の相談に乗ったりアドバイスしてみたりしているうちに、誰かから必要とされるのってこんなに嬉しいことなんだって」

			　アリシアは軍部で働くまでずっと、牧場という囲いの中で暮らしてきた。

			　もちろん装蹄師の人たちや買い付けに来る行商人たちと関わることもあったれど、それはごく狭い範囲の話。

			　それも、アリシアを特別頼りにしてくれていたのは主に経営者である父で、その他の従業員たちなんてもしかしたらアリシアじゃなくたってよかったかもしれない。

			　でもここでは違う。

			　他にも沢山の厩番がいるのに、敢えてアリシアに声をかけてくれる。必要としてくれる。

			「フェル様が言っていた承認欲求の塊ってやつ、今なら少しだけわかります」

			「……そうか」

			

			　思えば一番はじめにアリシアを必要としてくれたのはフェルディナンドだった。

			　だからこんなに、この人の隣にいると安心できるのか。

			「クルメルのお世話、この先も私がしてもいいですか？」

			「当然」

			「クルメルジュニア二号も欲しいですしね」

			「ははっ、上等だ」

			「ついでに最後のひとつもいただきます」

			「あっ、お前っ！」

			　袋に残っていた最後のポガーチャを口の中に放り込んで、はしたなくも食べながら走りだした。

			　後を追ってくるフェルディナンドの、少年のような笑顔を見るために。

			

　アリシアは装蹄師たちの作業所で、前回除鉄した時の蹄てい鉄てつと時々見比べながら新しい蹄鉄をトントンと打っていく。

			　蹄鉄は予あらかじめ六、七割だけその馬に使用していた古い蹄鉄の形に合わせておいて、装着する直前にその場で改めて形を合わせ、仕上げてから使用する。

			

			　厩番としての仕事を大方終えてからだいたいこの作業をしているのだが、ハンナの面倒を見ているとここまで来るのにいつもより時間がかかってしまう。他の装蹄師たちがどんどん帰る中、黙々と鉄を打つ。

			「アリシア、お先に失礼するよ」

			「ええ、お疲れ様です」

			　最後の装蹄師が作業所から出ていくと、入れ替わりでフェルディナンドが入ってきた。

			「まだ仕事していたのか」

			「しー」

			　フェルディナンドの問いに、口に指をあてて静かにするよう伝え、側の長椅子で眠るハンナを目で示す。

			「だいぶ疲れが溜まってきているみたいです」

			　朝から晩まで働き詰めな上、身の回りのことも自分でやらなければならない。すぐに音を上げて止めるのかと思いきや、そんなこともなく。

			「どうやってやる気にさせたんだ？」なんて聞かれたけど、アリシアから見たハンナは結構な頑張り屋さんだ。人から聞くハンナとアリシアから見たハンナとの間のズレがなんなのかはわからない。

			　けれども一生懸命に仕事をするハンナを見ているうちに、しぶしぶ引き受けたアリシアもいつの間にかハンナの気が済むまで付き合おうと思うようになっていた。

			「三日後から北部のバルナ伯爵領に遠征に行くことになった。十日から二週間ほど空けるからハンナのことを頼んだ」

			「何かあったのですか」

			「バルナ伯爵領にあるファルカシュ山に魔獣が巣食っているんだが、伯爵自前の兵や国の地方軍では抑えきれなくなってきたということで中央軍に要請があったんだ。家畜だけでなく、最近は人が襲われる事態になってきているという報告があって要請に応じることになった」

			　バルナ伯爵領と言えば羊毛の産出で有名な場所。氷点下まで冷え込むことも珍しくないこの国ではウールの寝具は欠かせない。是非とも救ってもらいたいところ。

			「ファルカシュ山というのは険しい山なのですか？」

			「いや、そこまでではないな。切り立った崖のような場所はあまりないみたいだが、いかんせん魔獣が多い。最近では人が入り込まなくなったせいで、道がどうなっているかわからん」

			「クルメルを連れて行くんですか」

			「そのつもりだが」

			「シュケットにしてみてはいかがですか」

			

			「と言うと？」

			「けもの道が多そうな山でしたら、クルメルだと身体が大き過ぎるんじゃないかと思いまして。シュケットなら身体も小さく小回りも利きますし、脚力も十分あります。それにシュケットの方が寒さにも強いです」

			　シュケットはフェルディナンドが保有する軍馬のうちの一頭で、モフモフとした毛をした小さめの子。

			　クルメルの脚力が桁違いに強いだけで、シュケットもそれなりに勾配のある場所で活躍できる馬だ。クルメルは寒いのが少し苦手みたいだけれど、シュケットは寒さに強いので北部での野営にも難なく耐えてくれるだろう。

			「なるほど、確かにシュケットの方がいいかもしれない……。そうだ」

			　フェルディナンドが懐に入れていた紙をテーブルの上に広げ始めた。

			「これは今回使うつもりでいる兵と馬の一覧と配置図だ。添削してみてくれないか」

			「えぇ？　無理ですよ。そういうのは厩長の仕事じゃないですか」

			　馬の方はわかっても兵ひとの方はわからない。戦闘のことだって何もわからないから、どこにどの馬と兵を配置するのがいいかなんて知らない。

			「今から厩長に相談しに行くところだったんだ。その前にアリシアの意見を聞いておきたい。配置までは考えなくていいから、その馬の特性や今のコンディションからみて連れて行くか替えるべきかだけでも教えて欲しい」

			　今フェルディナンドは、アリシアの意見を必要としてくれている。

			　仕事仲間としてなら、『騎士と厩番』という立場でなら、フェルディナンドと対等に向き合えるのかもしれない。

			　そんな考えがちらりと頭をよぎったアリシアは「わかりました」と了承し、しばし渡された紙と睨にらめっこをして考えてみる。遠征となると伝令馬や荷馬車を引く馬など、沢山の馬が必要だ。

			　何頭か替えた方が良さそうな馬のところにチェックを入れて、代わりに使えそうな馬の名前を書きつけていく。

			「こちらでいかがでしょうか」

			「……ふむ、ありがとう。先にアリシアに相談しておいて良かった」

			「私も本当は遠征に同行できるといいんですけど」

			　小規模な行軍なら馬の世話は下級士官たちが行うが、規模が大きくなると厩番も一緒についていくこともある。

			　ただ、アリシアは女ということで一度もついていったことがない。

			　戦闘には参加しないとはいえそれなりに危険な目に遭あうこともあるし、野営も多いしで体力的についていくというのは難しい。何より戦闘前の興奮状態にある男たちの中にポンっと女が入ってしまうと何をされても文句は言えない。

			　足でまといになることは目に見えているので、敢えて「行きたい」とは言い出さないようにしている。

			「こうなると、いっそう男に生まれておけば良かったと思わされますね」

			　冗談めかして言うと、フェルディナンドが懐に紙を入れ直していた手をピタリと止めた。

			「……それは困る」

			「？」

			「男に生まれていたら、お前を妻に娶めとれなくなるだろう？」

			「なっ……」

			　頭に一気に血が上る。

			　ここまでからかわれるとさすがにカチンときた。冗談も大たい概がいにして欲しい。

			「いくらフェル様でも冗談が過ぎますよ。そうやっていつも女性を口説いているんですか？　奥さんがいっぱいになってしまいますね」

			　皮肉たっぷりに言い返すと、いつもの笑顔を引っ込めたフェルディナンドに真剣な眼差しを返された。

			「冗談なんかじゃない。本気だ」

			「……フェル様は『馬の耳に念仏』って言葉をご存知でしょうか」

			

			「ネンブツ？　なんだそれ」

			「遠い東の国のことわざで、価値が理解できない者にいくらありがたーい教えを説いても無駄だってことです」

			「つまり、お前にいくら愛の言葉を囁ささやいたところで意味がないって言いたいのか」

			「ご名答です。おわかりいただけましたら、早く厩長のところへ行ってください」

			　これ以上この話をし続けるのは危険だ。アリシアの心の、取り返しのつかない深さまで踏み込まれる。

			　ただのクルメルの馬主、というだけの存在でなくなってしまう。

			　フェルディナンドの背中をグイグイと押して作業所から追い出そうとすると、不意に髪の毛を掴まれるような感覚がした。

			「……それなら、遠征の御守りにこれを貰っていく」

			　フェルディナンドの手には、いつもアリシアが髪の毛に結んでいる深緑色のリボンが握られていた。

			「代わりの髪紐は今度用意しておく」

			　それだけ言い残すと、フェルディナンドは作業所を後にした。

			　三日後、フェルディナンドはシュケットに跨りファルカシュ山へと向かっていった。その左手首にはアリシアがあげた、というか取られたリボンが結ばれていた。

			

			

「ねえ、アリシアってフェルおじ様のことどう思っているの？　好みのタイプじゃないの？」

			「ゲホッゲホッゲホッ!!」

			「アリシア大丈夫？」

			　食堂で夕食をハンナとリリ、アルフレッドの四人でとっていると、ハンナが唐突に聞いてきた。

			　リリに貰ったレモネードで喉に詰まったケニエルを流し込むとハンナを睨みつける。

			「なんの話よ」

			「だってこの前断ってたじゃない。フェルおじ様のプロポっ……」

			　何かよからぬことを口走ろうとしたハンナの口に、ケニエルをぶち込んだ。

			　このガキ！　寝たフリして聞いてたのか！

			　ハンナがフガフガして涙目になりながら、これまたリリに手渡されたレモネードを飲んで睨み返してきた。

			「何が不満なのかわからないわ。おじ様たちの中でもフェルおじ様が一番筋肉ムキムキだし顔も性格もカッコいいのに」

			

			「あのねぇ、不満があるとかないとかそういう問題じゃないでしょ。何を勘違いしているのか知らないけど、ハンナが想像しているような仲じゃないから。いい？　普通に考えてみなさい。一国の王子がただの牧場主の、それもどこの馬の骨ともわからないような娘を本気で相手にするわけないでしょ」

			　フェルディナンドがより甘々しくなったのは、クルメルに種付けをさせるために牧場へ帰ったあの日からだ。

			　はじめはクルメルの子供を手に入れたアリシアを引き止めるために、ちょっかいを出してくるんだと思っていた。でもこのまま軍部に残ると意思表示をしたにもかかわらず態度は変わらない。

			　変わらないどころか距離感が近くなっていく。詰められていくこの距離を引き離せば済む話なのに、アリシアは同じ場所に立ち続けて動かないでいる。

			　いつもの自分なら、嫌なことははっきりと突っぱねて拒絶して終わっただろうに。

			　自分がどうしたらいいのか、どうしたいのかすらわからない。

			　嫌だと言わず、ただの冗談でしょ？　で終わらせてしまう。

			　それは見えないというよりは見ないようにしているからなのかもしれない。

			　アリシアの気持ちを――。

			　納得できない様子のハンナは、追求の手を緩めてはくれなかった。まだ食い下がってくる。

			「でも曾ひいお祖母様は元は平民よ」

			「王太后様は絶世の美女だからで、例外中の例外なの」

			　この国に王族や貴族と平民との結婚を禁ずるような法はない。

			　それでも普通は身分違いの結婚なんてまずしない。

			　血筋や家柄を重視し、政治的な意図による婚姻を結ぶ貴族や王族に、平民との結婚なんてメリットはないに等しい。

			　アリシアが距離を置く、置かない以前の問題だ。手を伸ばしたところで届かない御ご仁じんなんだから。

			「あー、こう言えばわかるかしら。目の前にクルトシュや蜂蜜たっぷりのワッフル、カスタードクリームが詰まったシュークリームに、可愛らしいベリーが乗っかったケーキがズラリと並んでいるとするでしょ。そうするとたまには塩辛いソーセージが食べたくなるわけよ。そんな感じ」

			「えぇと、スイーツが貴族のお嬢様で、あまーい物をずっと食べていると飽きてくるから、たまにはソーセージ、もといアリシアみたいな普通の人をつまみたくなるって言いたいんじゃない？」

			　眉根を寄せて「意味不明」と言いたそうなハンナに、リリが通訳してくれた。

			

			　アリシアは何も持っていない。

			　誰もが振り向くような美貌の持ち主でもなければ、男性を惹ひきつけるような話術も仕草もできない。

			　上手く立ち回り夫を立てられるような、賢く慎ましい妻になんておよそなれそうもない。

			　女としての魅力をほとんど持っていない、無い無いづくしのアリシアにあるものと言えば、人よりも馬の扱いに長けている、というだけ。

			　フェルディナンドにとってアリシアの価値はそこしかない。

			　王子様がまさか私を……!?

			　なんていうおめでたい頭はさすがにしていない。

			　そういうのは小説の中だけだとわきまえている。

			「ちょーっと馬の扱いに長けた厩番がたまたま女で、たまには趣向の違うのも良いかもしれないとからかっているだけよ」

			　きっとそうだ。

			　ただの冗談に真面目に悩む方がどうかしている。

			「……アリシアって冷静に分析しているようで、全然わかってないわね」

			「ハンナ様、アリィは馬の心の機微には敏感でも人には鈍感なんですよ」

			「納得だわ」

			

			　三人で顔を見合わせてウンウン、と頷き合っている。

			　わかってないのはそっちでしょうが！

			　横から見ているだけの人は面白おかしく、ロマンス溢あふれる話を想像して楽しいでしょうよ。

			　振り回されているこちらは、意識しないようにするのでいっぱいいっぱいなんだから。

			「無駄話はこれでおしまい！　さあ、明日も早いんだから早く食べて寝るわよ」

			　もう一度ケニエルをハンナの口に無理やり放り込むと、アリシアもスープを飲み干して席を立った。

			
　　＊＊＊

			
　やはりアリシアの言う通り、今回の遠征にはクルメルではなくシュケットを連れて来て正解だったな。

			　フェルディナンドは手首に結ばれた深緑色のリボンを眺めながら、ファルカシュ山の道なき道を進む。

			　ファルカシュ山は聞いていた以上に荒れていて道と呼べる道がない。身体の大きなクルメルだったらこの道を進むのに難儀したことだろう。それに、寒さに強いシュケットはこの環境下でも元気いっぱいで、調子はすこぶるいい。

			「そのリボン、もしかしてアリシアちゃんのですか？」

			　少しだけ開けた場所に出たタイミングで、トリクシーに乗ったヴァルテルが横にやってきた。

			「ああ、まあ……そうだ」

			　ヴァルテルとはもう長い付き合いだ。自分がアリシアをどう思っているかなどとっくにお見通しのようで、下手にはぐらかすのはやめて頷き返した。

			「なあヴァルテル、プロポーズをしたのに嫌味たっぷりにバカにするなと言われたら、お前ならどうする？」

			「はい？　それってまさかアリシアちゃんに言われたんですか？」

			「……そうだ」

			　アリシアの答えを要約すると「私で遊ぶな、遊び人の女誑たらし野郎」と、そんなとこだろう。相手にすらしてもらえないとは、嫌だと断られるよりある意味ショックだ。

			　遠征前にあった出来事を簡潔に話して聞かせると、ヴァルテルは呆あきれと哀あわれみが入り交じったような表情を浮かべた。

			「フェルディナンド准将はご自身の立場をよくわかっていながら、アリシアちゃんとの立場の違いはわかっていないようですね」

			

			「どういう意味だ？」

			　すぅっと息を吸い込んだヴァルテルは、より姿勢を正して真面目な顔をした。

			「殿下はアリシアという女性がどこの誰なのか、ではなく、彼女自身を好いていらっしゃる。そうやって隔てなく人のことを想えるところは殿下のいいところですが、けれどもアリシアは下級貴族ですらなく平民でございましょう？　その辺りをもう少し考えてあげてはいかがでしょうか」

			　……そういうことか。と内心でため息をつく。

			　いつもは准将と役職で呼んでくるヴァルテルが『殿下』と呼び、わざと丁寧な喋り方をした。普段は仲間として、あるいは友として過ごしている伯爵家次期当主のヴァルテルとですら、本来ならこのくらいの隔たりがあるのだ。

			　アリシアは気安く接してくれるし、一緒にいると自分が王の子であることすら忘れられるほどに居心地が好いせいで、てっきり同じ目線でいるものだと思っていた。

			「逆に立場を利用してしまうというのも手だとは思いますが」

			「いや、それは絶対にしない」

			「ですよね」

			　はは、とヴァルテルが笑ったところで「ピィィィーーッ」と甲かん高だかい笛の音が聞こえてきた。別の隊が魔獣を発見したらしい。一気に緊張が走る。

			

			「出たか」

			「ええ、西の方角ですね」

			「行くぞ!!」

			　後ろに続く騎兵たちにも声をかけて、笛の音がした方へと馬を走らせた。

			
　　＊＊＊

			
　軍部の門をくぐり、少々疲れ顔の兵たちが次々と入ってくる。

			　フェルディナンドを含めた隊が旅立ってから二週間。ファルカシュ山の魔獣討伐任務を終えた彼らが帰ってきた。厩番たちは戻ってきた馬たちの世話の準備をするため一気に慌あわただしくなる。

			　アリシアもハンナを連れてシュケットを受け取るためにフェルディナンドのところへ向かうと、今回の任務に同行したヴァルテルの顔が浮かない。肩をガックリと落とし、今にも泣き出しそうな雰囲気でとぼとぼと歩いている。

			「フェル様、ヴァルテル中尉、お疲れ様でございました。……あれ？　トリクシーはどうしたのですか？」

			　先にトリクシーを担当する厩番が受け取ったのかと辺りを見回すが、パッと見た感じどこにもいない。

			「トリクシーは討伐作戦中に亡くなった」

			「亡くな……」

			「シュケットを頼んだ」

			　フェルディナンドに手綱を渡され行くように促された。

			　今は放っておいた方がいい。ということだろう。

			　一言でもヴァルテルに声をかけたら、涙がこぼれ落ちてきそうだ。

			「わかりました。ハンナ、行きましょう」

			　シュケットの手入れをハンナと一緒にして、他の馬たちの世話も手伝い一日を終えると、アルフレッドがやってきた。

			「フェルディナンド准将、お帰りになられたんだね」

			「うん。ちょっとハンナのこと頼んでもいい？　夕食の後のことはリリにお願いしてくれる？」

			「何？　どうしたの」

			　ヴァルテルの愛馬が亡くなったことを伝えると、アルフレッドは「ＯＫ」と頷いた。

			

　ハンナをアルフレッドに預けて厩舎へと向かう。冬ということでそこまで遅い時間でもないのに、既に辺りは暗くなってしまった。

			　そろり、と厩舎を覗き込むと案の定、ヴァルテルがトリクシーが使っていた馬房の前で座り込んでボーッとしていた。

			　慰める言葉は見つからない。

			　アリシアにとって牧場にいた馬たちは家族も同然。何度も家族が死んでいくところに立ち合ってきたけれど、永遠に慣れることはないし、慣れる必要もないと思っている。

			　トリクシーはヴァルテルにとってはきっと恋人で、二人目の奥さんのような存在だったんじゃないかと思う。

			　アリシアは、ヴァルテルとトリクシーがイチャイチャしているのを見るのが好きだった。

			　思わずヤキモチを焼いてしまいたくなるほどに、いつもラブラブのカップルだった。

			　頭の中でトリクシーのことを思い出しながらゆっくりとヴァルテルの側に寄り、その隣に座った。

			「トリクシーが騒ぎ出すと、ヴァルテル中尉が来るってすぐわかるんですよ。蹄ひづめに悪いから前掻かきしちゃダメだって言っているのに止めてくれなくて。それからヴァルテル中尉が他の馬に構っていると、トリクシーったら物凄い顔して睨んでるんですよ。周りにメラメラとジェラシーという名の炎が見えそうでした」

			

			　思い出すだけで笑ってしまう。

			　そして、泣けてくる。

			「アリシアちゃん……」

			「今日は一緒に思う存分、トリクシーの思い出話をしましょう。私の知らないトリクシーのことを教えてください」

			「ここにお酒があればもっと良かったんですけどね」と笑ってみせると、ヴァルテルも一瞬だけ笑って、そして泣いた。

			「僕が……僕が悪かったんだ。ちゃんとトリクシーに乗っていなかったから……ごめん……ごめん……」

			　抱きついてきてズビズビと号泣するヴァルテルの背を、子供をあやすように、馬を愛あい撫ぶするように、ポンポンと撫でる。

			　トリクシーは魔獣に喉元を噛まれ、そして助かる見込みがないとヴァルテルが手にかけたのだとフェルディナンドに聞いた。

			　その決断がどれほどの苦痛だったかは、アリシアには計り知れない。

			　ボロボロとアリシアの頬にも涙が伝い始めた。

			　泣きたければ泣けばいい。

			　思い出の中にどっぷりと浸って、好きなもののことを想って泣いたっていいじゃないか。それが人だろうと馬だろうと関係ない。

			　二人で抱き合ってわんわん泣いていると、嫌な笑い声をあげながら誰かが近づいてきた。

			「おやおや、ヴァルテル。こんなところで厩番なんかと抱き合って泣いてるなんて、随分とみっともない。それでも中級士官なのか？」

			　灯あかりで照らされて見えてきたのは、五十代くらいの中年男性。何度か見たことがある気がするけど思い出せない。ただ、制服からしてフェルディナンドと同じ准将の位みたいだ。

			　制服の胸元には騎士の称号持ちであることを示す勲章は付いていない。

			　なるほどね、このおっさんは頭打ちか。

			　騎士の称号を持たない、所謂いわゆるノンキャリア組はどんなに頑張っても大抵『准将』の位で終わる。

			「アンドラーシュ准将……お疲れ様です。取り乱してしまい申し訳ありません」

			「あぁ、そういえば今回の討伐作戦でお前さんの馬が死んだんだってな。まさかそんなことで泣いているんじゃないよなぁ？」

			「…………」

			　なんだか嫌な言い方をするおっさんだ。

			　ヴァルテルは自分より上官ということで何も言えないでいる。

			「それなりに裕福な伯爵家の跡取りで、騎士の称号持ちなら金はあるだろ。また新しく代わりの馬を買えばいいさ」

			「……トリクシーの代わりなんておりません」

			「んん？　今何か言ったか？　いつからお前は俺に物申せる立場になったんだ」

			　ギリギリと歯噛みする音が聞こえてきそうなほど、ヴァルテルが歯を食いしばっているのがわかった。

			「……いえ、何も」

			「馬なんざただの乗り物だ。そう気に病むことはない。早く気持ちを入れ替えろ」

			「馬は物ではありません。私たちと同じように意思があり、感情があります。慰めの言葉がそれではあんまりです」

			「あっ……アリシアちゃん、いいんだよ。引き摺っている僕が悪いんだから」

			　抑えろ。という心の声に反して、どうしようもない怒りが湧いてくる。

			　身体を流れる血が沸騰しそうなほどに沸き上がってくるこの怒りはなんだろう。

			　准将が馬をバカにするようなことを言ったから？

			　この理由は間違いなくある。でもそれ以上に大きな何かがアリシアの感情を突き動かしてくる。

			「まだ何日か前のことを思い出して泣いて、何が悪いんですか？　それで任務に影響があるのなら上官として叱しかるのは当然かと思いますが、今は勤務時間外のはずです。泥酔して暴れ回っているわけでもないんですから良いじゃないですか！」

			「黙って聞いていれば生意気な口を利きやがって。お前があの有名なフェルディナンド准将お気に入りの厩番か。馬牧場からやってきたんだってなぁ」

			「そうですが、それがなんですか」

			「そうやって慰めるフリをして内心はほくそ笑んでいるんだろう？　実家の牧場にいいお客ができたってな。だってそうじゃないか？　牧場なら馬を売ってなんぼだ。馬が死んで喜ぶ商売してんだからな」

			「なっ……」

			　アリシアがそんなつもりで馬を送り出したことなんて、ただの一度もない。買われていった先での幸せをいつだって願っていた。

			　でも少なからず、そういう一面もあるのかもしれないと思うと言葉に詰まる。

			「はは、図星を指されて言葉も出ないか？　まあなぁ、こう言っちゃなんだが、厩番も装蹄師も結局のところは馬と同じさ。使えるか使えないか。使えないなら取り替えるまでってな。使用人の分際であんまり生意気な口を利くと『お取り替え』だ。わかったか、世間知らずのお嬢ちゃん」

			「使えるか使えないか？　取り替えるまで……？」

			　フツフツとした怒りが再び沸き起ると同時に、これまでアリシアと共に働いてきた仲間たちの顔が思い浮かんだ。

			　確かに馬を物のように扱う兵も時にはいる。けれど多くの兵たちは、馬を共に戦うパートナーとして接してくれている。王やハンナだってそうだ。アンドラーシュ准将と一緒にしてはいけない。

			　それに厩番や装蹄師、そして軍部のメイドたちだって、たとえ戦地で一緒に戦うわけじゃなくなって気持ちは一緒だ。

			　それをなぜこの人は、使えなければお取り替えだなんて軽々しく口にするのだろう。

			　この人は馬だけじゃなくて、馬を思う人や仲間たちの気持ちまで踏みにじっている。

			　だからさっきからこんなにも腹が立つんだ。

			　後ろでヴァルテルが「アリシアちゃん落ち着いて」となだめてくる声が聞こえる。

			　深呼吸して落ち着きたくてもできない。殴りかかりに行かないようにするだけで精一杯だ。

			「にしても、随分と周りの評判がいいようだから色仕掛けでもして兵や厩番たちにでも取り入っているのかと思ったら、男の格好をして色気も何もないようなガキかよ」

			　アンドラーシュ准将は思いっきり睨みつけるアリシアを見ると、わざとらしく息を漏らした。

			「もっとも……あの王子のことだから、こんな女でも見境なく誑し込むんだろうなぁ。いいよなぁ、王子様は。俺みたいな平民出とは違ってすぐに騎士の称号は貰えるわ、とんとん拍子に昇進するわで羨うらやましいよ」

			　アリシアの中で、プツンと何かが切れる音がした。

			　この短期間の付き合いでも、今の地位がフェルディナンドが自分の努力で勝ち取ったものだということくらいはわかる。それをこの人は……!!

			　溜まりに溜まった怒りの渦が、堰せきを切ったように溢れ出てきて止まらない。気づいた時には口が動いていた。

			「…………たが」

			「何か言ったか？　よく聞こえなかった」

			「ド下手って言ったんですよ!!　馬もろくに操れないくせに、何身分のせいにしてるのよ！　そっちの方がみっともないじゃない！」

			「お前っっ！！！」

			　胸ぐらを掴まれて、半分宙吊り状態になってしまった。

			　厩舎の入口には騒ぎを聞きつけたのか兵や厩番たちが集まってきているようで、みんなが遠巻きに見ているのが視界の端に映った。

			　この男が誰なのか、ようやく思い出した。

			　たまに馬場で乗っているところを見たことがあるけど、拳の操作が強い上、自分が下手くそなだけなのに言うことを聞かないとすぐに鞭を入れて馬を引っぱたくのだ。その上、馬が言うことを聞かないのは厩番の調教が悪いからだと人のせいにしてくる。

			　この男が乗る馬を担当している厩番が何度かアリシアのところに「自分の調教が悪いのでしょうか」と相談に来たことがある。

			　馬の扱いや乗馬の指導は先輩士官から教わるもので、厩番のアリシアの立場では何も言えない。

			　フェルディナンドに言ってみようかとも思ったけれど、ついこの前までこの男はフェルディナンドよりも上官。同じ准将の位についても大先輩に当たるので黙っていた。

			「見てればわかりますよ。自分が馬に乗るのが下手くそなだけなのに馬や人のせいにしてっ！　そんなんだからその歳になっても騎士の称号を貰えないんですよ!!」

			　軍こ部こでは人だけでなく、馬をも制する者だけが上に昇れる。

			　そして、人よりもずっと素直で純粋なのが馬だ。

			　自分のことをどう扱ってくれるのか。

			　それだけを見てくる馬に、計算や上辺だけの態度ではすぐに心の内を見破られてしまう。

			「このクソガキ！　いい加減にしろよ！！！」

			　ギュッと目をつむり、来たるべき衝撃と痛みに身を硬くする。

			　言っちゃった自分が悪いけど、顔が歪ゆがんだらますます嫁の貰い手がなくなりそうだなぁ。せめてお腹を殴って欲しいんだけど。

			　呑のん気きなことを考えながら待っていても、なかなか衝撃はやってこない。

			　恐る恐る目を開けてみると、顔の近くにはグーとパーで重なり合った手が二つ。

			「私の厩番に何をする気ですか？」

			　フェルディナンドがにこやかな顔で問いかけているけど、目が全然笑ってない。怒りの対象でないはずのこちらの背筋にまで悪寒が走った。

			　こ、怖っっ……。

			「いえ、何。この暴れ馬の躾しつけをしてやろうかと思いましてね」

			　アンドラーシュ准将がようやく掴んでいた胸ぐらを離し、振り上げていた拳を下げた。

			「女のくせに随分と生意気なことを言うものですから。こういう奴は一発殴らないとわからないんですよ。誰が上で下なのか」

			「そういうことでしたら私にお任せくださいませんか。じゃじゃ馬の扱いでしたらアンドラーシュ准将よりも私の方が優れているようですので」

			「何？」

			　フェルディナンドの険のある言い方に、アンドラーシュがこめかみに青筋を立ててひくつく。

			「一体何頭の軍馬を敵にくれてやれば気が済むんでしょうねぇ。軍馬一頭がいくらするのかご存知ないなんてことはないでしょう。あなたによって失った馬の値段だけで、家がいくつも建ちますよ」

			　なるほどねぇ。アンドラーシュは自分の乗っていた馬を、戦いの中で何頭も逃がしてしまっているらしい。

			　戦いのさなか落馬してしまうことはよくある。その時、馬との信頼関係が築けているかどうかが試される。

			　主人に忠実な馬は、主人以外の人間を絶対に自分の背中に乗せようとしない。時には敵兵や魔獣を蹴り飛ばし噛みついて守ろうとする。

			　特によく懐いている馬だと、落としてしまった主人を乗せるために戻ってくる。

			　ちょうど、トリクシーのように。

			　トリクシーは落ちてしまったヴァルテルを再び乗せるために駆け寄ってきたところを、魔獣に襲われてしまったのだと言っていた。

			　敵に馬を取られるのは騎兵の恥。

			　こんな男に忠実な馬なんてどこにもいない。

			「たかが厩番に殿下は随分とご執心しゅうしんのようですねぇ。こちらは命を張って戦っているんですよ。にもかかわらず生意気な口を利くとは見過ごせませんよ。他の厩番たちも付け上がるでしょう？」

			

			「たかがと仰おっしゃいますか。厩番や装蹄師たちは私たち騎兵が最大限の力を発揮できるよう、馬たちのコンディションを整えて日々努力をしてくれています。下位の者が上位の者の命令を聞くのは当然ですが、見下して良いとは私は思いませんね」

			　顔を真っ赤にして怒り狂う准将に、さらにフェルディナンドが畳みかける。

			「それから、彼女は私だけでなく国王陛下のお気に入りでもあります。あなたとは違って、彼女の名前はきちんと覚えてらっしゃいますよ。あまり手荒な真似はしない方が貴殿のためです」

			「くっ……どいつもこいつも馬一頭でうるさい奴らだ!!　せいぜいそのじゃじゃ馬に蹴り飛ばされないことだな！」

			　おぉー、負け犬の遠吠えだ。

			　厩舎入口に集まっている人だかりに怒鳴り散らしながら、アンドラーシュ准将は出ていってしまった。

			「えーと、フェル様、ありがとうございました」

			「ありがとうございました、じゃないだろ！　バカかお前は!?　厩舎前に人だかりができているから何事かと思えば……！　あんな男でも殴られた所が悪かったら痛いじゃ済まないぞ！」

			「すみません……」

			

			「馬のこととなると熱くなり過ぎるのも大概にしておけよ。じゃなきゃ命がいくつあっても足りない」

			「はい……」

			　アリシアが今回キレてしまったのは馬のこともそうだけど、軍部で働くみんなと、そして何よりもフェルディナンドのことを侮辱したからだ。ということは胸の内にしまっておく。

			「でも……ド下手は笑えたな。みんな知っているさ、アンドラーシュ准将が乗馬下手なのは」

			「やっぱりそうでしたか」

			　三人でくつくつと笑い合っていると、ヴァルテルが拳を握り締めて自分に気合を入れ始めた。

			「アリシアちゃん、ありがとう。おかげで溜飲が下がったよ。よしっ！　こうなったら死んだトリクシーのためにも、誰にも何も言わせないように僕も早く昇進しないとね!!」

			「昇進」の言葉にアリシアも内心で頷く。

			「はい。馬に愛されるヴァルテル中尉ならあっという間に駆け昇れますよ。それに、ヴァルテル中尉のように馬を大切にしてくれる人の下で働けて、私も嬉しいです」

			「お前は俺の厩番だけどな！！！」

			

			　フェルディナンドが盛大に顔をしかめて、おデコをツンツンとつついてきた。

			「ちょっ、そこ、今ツッコむところじゃないですよ！」

			「ふっ、仲良しさんですねぇ。それでは宿舎に帰りましょうか」

			「そうですね」と、歩き出そうとしたところで、カクンッと膝から崩れ落ちた。

			「アリシア!?　どうした、大丈夫か？」

			「すみません……なんか腰が抜けちゃったみたいで」

			　今更ながら、怖かったんだと思い知らされる。身体の力が一気に抜けて手足が微かに震えている。

			　えへへー、と笑って誤魔化そうとすると、ふわりと身体が浮き上がった。

			「あんまり無茶するな。いくら男の格好をしていたってお前は女なんだから」

			「あ、えっ、降ろしてください！　もう大丈夫です、自分で歩けます！！！　女官に見られでもしたら裏で袋叩きにあってしまうじゃないですか！」

			　これは所謂お姫様抱っこというやつなのでは!?　こういうのはヒラヒラのドレスを着た清楚なお嬢様がされてこそのものであって、男に啖たん呵かを切ってしまうような人間がされるものじゃない。

			「もう夜だし、女官は帰っただろ」

			「それじゃあメイド」

			

			「くくっ、これはいいお仕置きになりそうだな。これに懲こりてもう少し大人しくしろ」

			　ヴァルテルに助けを求めて視線を送るが、ウィンクを返されただけだった。

			　翌朝、メイドたちから昨夜のアレはなんだったの!?　と質問攻めにあったのは言うまでもない。

			

「……トリクシーは本当に亡くなってしまったのね」

			　フェルディナンドたちが遠征から帰ってきて一週間近く経つ。トリクシーが戦闘中に亡くなってしまったことを知ったハンナは、トリクシーが使っていた空からっぽの馬房の前を通るたびに小さくため息をついていた。

			　自分が世話をしていたわけではなくても毎日のように顔を合わせていたから、相手が馬とはいえ寂さびしく思っているようだ。

			　すっかり厩番らしい顔を見せるようになったハンナに、アリシアとしてはちょっと困惑してしまう。

			　というのも、ハンナがアリシアに弟子入りして厩番の仕事をしてみたいと言ったのは、ただのお姫様の気まぐれだと思っていたから。命令ひとつで自分の思い通りになってしまう、そんな環境で育った人のお遊びに付き合わされている程度にしかアリシアも認識していなかった。

			　いざ仕事をさせてみると、口では文句を言いつつも上手くできているかどうかは別として、きちんと行動に移して任された仕事をこなそうとする。

			　本気で厩番になりたいのかな？

			　けれど過去を振り返ってみるとハンナは特別『厩番』という仕事に固こ執しつしていなかったように思う。花屋さんだのパン職人だの言ってたし。

			「部外者のわたくしでもこんなに辛つらいのに、ヴァルテルはもう普通に別の馬に乗っているのね」

			「それが仕事だからね」

			「仕事……かぁ」

			　ポツリとつぶやいたハンナは考え込むようにして、回収していた空の給餌桶を見つめている。

			「ハンナはさ、なんでお姫様な自分が嫌なの？」

			　ハンナは「好きなことしたいわ」なんて言っていたけど、この仕事をどうしてもやりたいからお姫様でいたくない、いられない、とかそんな気持ちはなさそうだ。アリシアから見ると姫という立場から逃げるための手段として、別の仕事を探そうとしているように見える。

			

			　ごく一般的に考えると、平民の仕事をして苦労をする意味はどこにあるのだろう。下の者が上に立ちたいと憧あこがれるのはわかるけど、上にいるハンナが下に行きたいのはなぜなのか。いくらマナーだの教養だのと厳しく躾しつけられるとはいっても、生まれた時からそういう教育を受けていたらそこまで苦だと思わないのではないだろうか。

			　ただの逃げ道だとしたら問題外。中途半端な覚悟に付き合えるほどの余裕なんてない。

			　でももしも本気で厩番になりたいとハンナが思っているのなら、許しが出るかどうかは置いといて、このままアリシアと一緒に軍部で働くか父の牧場を紹介してもいいと思う。

			　アリシアの問いかけにハンナは目を逸そらして、ぼんやりと厩舎の外を見た。

			「……嫌なのかしら。よくわからないわ」

			「え、わかんないの？」

			　もっとまともな答えが返ってくるんじゃないかと期待していたので「それはないでしょ！」と言い返そうとしたら、その前にハンナが話し始めた。

			「アリシアは前に牧場主の娘だから厩番になったって言っていたでしょ。きっと多くの人がそうだと思うの。大工の家に生まれたら大工の仕事を受け継いで、農民に生まれたら田畑を耕して。前に好きなことしたいなんて言っちゃったけど、本当は知ってる。みんな好きなことしているわけじゃないって。でもなんで、あんなにキラキラして眩まぶしく見えるのかしら。わたくしと同じでみんな好きでやってるわけじゃないかもしれないのに」

			

			「眩しく見える？」

			　ハンナの意外な答えの続きに驚いた。

			　働く平民がキラキラして見えるなんて。

			　これまでフェルディナンドと過ごしてきて、王族と言っても贅沢したり立場に甘んじて偉ぶるような人ばかりではないと考えを改めていたつもりだった。でもハンナがそんな風に自分たちを見ているとまでは思っておらず、カウンターパンチでもくらったような気分だ。

			「わたくしね、三年前だったかしら。慈善活動のひとつとして地方の教会の孤児院を、お母様と一緒に慰問したことがあったの。そこの孤児院の子が大事そうに手に何か握り締めて教会へ帰ってきたから何を持っているのって聞いたの。そうしたらお世話になっているシスターに初めてのお給料でプレゼントを買ったんですって。煙えん突とつ掃除で真っ黒な顔して、誇らしげに見せてくれて。ただのガラス玉がついたネックレスよ。それもガラス玉に通してあるのは金じゃなくてただの紐。わたくしから見たらはっきり言ってガラクタみたいな物だわ。でもなんでかしら。わたくしがその時に身に着けていたどんなものより価値がある気がしたの。なんでだろうって帰りの馬車の中でずっと考えて、それで……」

			「それで？　答えは出たの？」

			　口を噤つぐんでしまったハンナを促すように声をかけると、首を横に振った。

			

			「わからないわ、ずっと。むしろ王宮へ帰って元の生活に戻ってみたら余計にわからなくなったの。考えて考えて、家庭教師の先生にも話して尋ねたわ。でも国の歴史だとか貴族、王とは何かとか、小難しい話ばっかりされて。私が欲しい答えを教えてくれないの。そのうちだんだん自分がすること全部が無意味に思えて楽しくなくなってきちゃって」

			「それで全部放棄した……」

			　こくん、とハンナは小さく頷き返してきた。

			「馬祭りの時アリシアが野生馬を手懐けて乗っていたでしょ？　あの時は久しぶりに心が踊ったの。屈強な男たちが振り落とされて手の付けられないような暴れ馬を、女性が乗りこなしちゃうなんてって。だからお母様にアリシアに乗馬を教わりたいってお願いしたの。実際にアリシアに会ってみたら、この人、あの時の少年に似ているって思った」

			「少年って、さっき話してた孤児院の子？」

			「そう。着ているのは馬と汗の匂いの染みついた服で、それも男物。なのに、わたくしが着ている服よりもずっと素敵に見えた。そのわけが知りたくてアリシアといるようになって。もともと何か仕事してみたらいいんじゃないかって思ってはいたの。だったらアリシアと同じことしてみたらいいんじゃないかって思ったんだけど……」

			　外を眺めていたハンナは視線を厩舎の中へと戻すと、気持ちを切り替えるかのように大きな声を出した。

			

			「給餌桶を洗ったら洗濯物を持っていけばいいのよね？」

			「えっ？　あ、うん、そう。それが終わったら今日の仕事はおしまいよ」

			　ハンナはよろよろとした危なっかしい手つきでいくつも重ねた桶を持ち上げると、水洗い場へと歩いていった。

			　――もがいてる。

			　ハンナは姫という自分の価値がはっきりとわからなくて、答えを探している。

			　前にハンナは王族として生まれたことの意義をまったく理解していない。なんて思ったけど、それは合っているようで合っていない。意義が欲しくて見つからないんだ。

			　ハンナが言う「眩しく見える」「価値があるように見える」ものの正体は何か。王族でいることの意味はなんなのか。どうしたらハンナにわかってもらえるのか。

			　その晩アリシアは隣で眠るハンナの横顔を眺めながら、眠りにつくまで考え続けた。

			
　　＊＊＊

			
　ワンピースにちょっとしたアクセサリー。斜めがけのバッグと香油を付けて丁寧にすいた髪。

			「あらアリシア。ちゃんと着飾ればそれなりに良く見えるじゃない」

			

			　ハンナにコーディネートを頼んでおめかしをしてみた。満足気に笑っているハンナも、今日は平民服コーディネートでオシャレをしている。

			「一度こういうお忍びで街歩きってしてみたかったのよね」

			　スキップ混じりで嬉しそうに歩くハンナと宿舎を出て、王宮から一番近い街へと向かう。

			　今日は厩番の仕事は休み。

			　ハンナに街で買い物しようと誘ってみた。もちろんフェルディナンドから王太子へ話してもらって外出の許可は貰っている。

			「フェルおじ様もどこかにいるんでしょう？」

			「うん、そのはず」

			　買い物の邪魔にならないように、護衛として密かにフェルディナンドがついてきているらしい。あんな大きい身体なのに姿が見えないどころか、視線や気配を感じないのだから驚きだ。

			「さて、どこのお店入る？」

			「えーと、あそこ！」

			　年頃の女の子らしくハンナはきゃあきゃあとはしゃいでいる。王宮の中だけで過ごすことの多いハンナにとって、店に並んでいる全てのものが新鮮に映るのかもしれない。

			　普段は超一級品を見ているんだろうに、不思議なものだ。

			

			　それからしばらく何軒かお店を回り、いい香りを漂わせている焼きたてのソーセージを買って食べた。

			　最初は串刺しのソーセージにかぶりつくなんてはしたないなんて言っていたくせに、結局ハンナは「こんなに美味しいソーセージは初めてよ！」とか言って、二本目にかじりついている。

			「ねえハンナ、まだお金は残っている？」

			「ええ、買ったのはこのソーセージだけだからまだあるわ」

			　ハンナには今日は、厩番の仕事で貰った給料を持ってきてもらった。特に使う機会もなかったので貰った時のままらしい。

			　衣・食・住は軍部の方で賄まかなってもらえる代わりに、貰える金額は僅わずかだ。それもハンナは見習いという扱いなので額はグッと少なく、お姫様のハンナからすればお小遣いにもならないかもしれない。

			「他に買いたいものある？」

			「……プレゼント、買おうかしら。お父様とお母様には迷惑かけちゃっているから」

			　ハンナは自分が何もしないことで、両親に心労をかけていることはちゃんとわかっている。それでも前に進めないのだ、今のままでは。

			「いいね、買いに行こう」

			

			　まずはじめにハンナが選んで入ったのは宝石店。

			　アリシアは本物の宝石を扱う高級店になど初めて入ったので思わず足が竦すくんでしまう。こんな大きなダイヤモンドの付いた指輪なんて一体いくらするんだろうとチラッと見たけれど、値段は書いていない。

			「ね、ねえハンナ。値段書いてないわよ」

			「え？　書いてないのが普通じゃないの？　いつも行商人が城まで持ってきた中から選ぶから、そんなものだと思っていたわ」

			「…………」

			　やはりお姫様は感覚が違う。

			「お客様、本日はどういったものをお探しでしょうか」

			　店に入るとすかさず店員が話しかけてきた。こちらの身なりのチェックをして、若干不信そうな顔をしている。怯んでしまうアリシアとは対象的に、ハンナは堂々と自分の要望を伝え始めた。

			「お父様とお母様にプレゼントをしたいと思っているの」

			「左様でございますか。ご両親にということでしたら、お揃いの石がはめ込まれているアクセサリーなどいかがでしょう」

			「いいわね。見せて」

			

			　エスコートされて椅子に座った。しばらくすると店員がテーブルにいくつか商品を並べ始める。どれも目がチカチカするくらい輝かしい石がはめ込まれ、繊細な模様が描かれた金細工は触れたら壊れてしまいそうだ。それを真剣な面持ちで見ながら、ハンナは商品を吟ぎん味みしている。

			「このイヤリング素敵だわ。お母様の白い肌に合いそう。でもこちらのカフスボタンもお父様にいいわね。お揃いではなくなってしまうけれど」

			「それでしたら石を揃いのものにはめ替えてお作り直しいたしましょうか」

			「ええ、そうするわ」

			　店員が紙に何か書き始めた。覗くとイヤリング代、カフス代、工賃などと書かれている。

			「それでははめ替えのための工賃も含めまして、こちらの額になります」

			　一番下の合計金額の横に並べられた数字を見て、目玉が飛び出るかと思った。ゼゼゼゼロがいくつあるの、これ！

			「ハ、ハンナ。こんなの買えないわよ」

			「え？　買えないの？」

			「当たり前でしょ！　今ハンナが持っているお金じゃ、ゼロがいくつも足りないわよ」

			「お客様……」

			　手持ちの金が少ないと知った店員から、どす黒い空気が滲にじみ出てきた。マズイ。

			

			「ごめんなさいー！」

			　ほとんど逃げるようにして店から飛び出した。というか追い出された。

			「ビックリしたぁ。宝石ってあんなにするのね」

			「まさかあの程度の代物も買えないなんて思ってなかったわ」

			　金銭感覚がどうかしている。ガックリと肩を落とすハンナに、代わりのお店を指さした。

			「あのお店なんてどう？　手頃で結構可愛いの売ってるのよ」

			　気を取り直してお店に入ると、店内には愛らしい人形や置物、アクセサリーから羽根ペンまで雑多に並べられている。しょんぼりとしていたハンナも、これには目を輝かせ始めた。どれにしよう、とあっちこっち見て回っている。

			「ねえ、このペーパーウェイトなんていいんじゃないかしら」

			「ちょっと予算オーバー」

			「ならこっちの刺し繍しゅうが入ったハンカチなんてどうかしら」

			　花模様の刺繍が施されたハンカチを手にして見せてきた。値段を確認して頷く。

			「二枚買っても足りる」

			「三枚なら？」

			「三枚？」

			「私の分」

			

			「ああ、そういうことね。ギリギリ足りるかな」

			「それじゃあ決まりだわ」

			　お金を支払ってハンカチを受け取ると、心なしかハンナの頬に赤みがさして口元が緩んでいる。

			　ラッピング代までは払えなかったので、ハンカチはむき出しのまま。王宮へ帰る道すがら、持っていたハンカチを見つめてハンナが呟いた。

			「喜んでくれるかしら……」

			「なんで？」

			「だってこれ、絹じゃないわ。刺繍だっていつも使っているのよりもずっと粗いし」

			「それならハンナは自分用に買ったそのハンカチ、使うの恥ずかしいの？」

			　一瞬だけ考えるようにハンカチを見て、首を横に振った。

			「そんなことない。だってわたくしが初めて仕事をしていただいたお給料で買ったんだもの」

			「そうね。ハンナが厩番として精一杯働いて稼いだお金。他の貴族の人から見たらこれっぽっちの物しか買えないの、なんて思うかもしれない。それこそハンナが前に話してくれたようにガラクタに見えるかも。でもハンナが今、満足しているのはなんでかしら」

			「なんで……」

			

			「私には今ハンナが手にしているハンカチも、ハンナ自身も輝いて見えるよ。こんなにガサガサで手荒れしているのに、ただの綿でできたワンピースを着ているのに」

			「わたくしが、自分できちんと働いて稼いだから……？」

			「そうだよ。ハンナは厩番として働いて、その中で自分に見合うだけのものを手に入れた。だから満足しているんじゃない？」

			「そう……そうだわ!!」

			　ハンナは閃ひらめいたとばかりに捲し立てる。

			「わたくし、何もしてないのに全部手に入れてたのよ。服も宝石も、美味しい食事も、甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれる侍女も、ふかふかのお布団も全部、全部よ！」

			「はは、お貴族様とか王族様とかっていいよね。民から巻き上げたお金で贅沢三昧。こちらのお嬢さんに至ってはお勉強して美味しい物食べて寝て、あー羨ましい。こっちは幼少期からボロボロになりながら汗水たらして働いてるのにねぇ……って、少し前の私ならそう思っていたかもしれない」

			　そう、フェルディナンドと会う前のアリシアなら。

			「要はさ、ハンナが自分がこれまで身に着けていた物が価値のないもののように思えたのは、それに見合う働きをしていないから。じゃない？」

			　アリシアの問いかけに、ハンナは何かを確信したようだ。ハンカチを持つ手が、さらにギュッと握られた。

			「そうだわ。うん、そうよ。わたくし、アリシアの言う通り何もしていないの。何もしていないのに……！」

			「ちょっとちょっと落ち着いて。言ったでしょ、少し前の私ならって。今は私はハンナが何もしてないなんて思ってないよ。ハンナはきっとそんな風に考えているだろうって言いたかっただけ」

			　ハンナを覗き込むようにしてしゃがむと、鼻を真っ赤にしてグズグズと泣いている。ほとんど睨みつけられるようにしてこちらを見てきた。

			「どういう意味？　わたくしの仕事は暖炉の焚たかれた暖かい部屋で本を読むことなの？　フカフカのベッドで眠ることなの？　侍女たちに甲斐甲斐しく世話を焼かれて生きていくことなの？」

			「そうよ」

			「そんな仕事おかしいじゃない！　この数ヶ月アリシアと一緒に生活してみて、みんなこんなに大変な思いをしているのになんで王族に生まれたというだけでわたくしは……」

			　ハンナの青色の瞳から、余計にポロポロと涙がこぼれ落ちてきた。

			「あのね、ハンナ。さっきも言ったけど私はフェル様やハンナに会うまでは、貴族とか王族とかって恵まれていていいなーって思ってた。だって生まれた時から綺麗な産うぶ着ぎを着せられて、沢山の召使いに囲まれて、毎日デザート付きの食事を食べられるんだもの。私なんて捨て子だから、馬の背に縛りつけられて育てられて、気づいた時には手に馬房掃除用のフォークを持って働いていて、食べるものも麦がゆばっかりでさ。それを不幸だと思ったことなんてないけど、でも心のどこかでは侮っていたんだよね。貴族や王族は『偉い人』『逆らっちゃいけない人』だって認識はしても『尊敬には値しない』って」

			「やっぱり」とでも言いたげに開きかけたハンナの口元に指をあて、そして涙を拭ぬぐった。

			「でもフェル様と過ごしていくうちに、それは間違いだったって気づいたの。そして今は、私はハンナのことも尊敬しているよ」

			　フェルディナンドは自分の置かれた立場に甘んじることなく、常に王子としての責務を果たそうとしている。気負い過ぎじゃないかって思うほどに実直で真面目だ。

			　そしてハンナもまた、フェルディナンドと同じだ。ただまだ、答えを見つけ出せていないだけ。

			「なんでよ。フェルおじ様はわかるわ。けどなぜアリシアはわたくしを尊敬できるって言うの？　わたくしは何もしていないじゃない」

			　語気を強めたハンナに、アリシアは首を横に振った。

			「あのね、ハンナ。私はハンナの仕事が楽なものだとは思わないよ。ハンナがもう少し大きくなって素敵なレディになったら、そのうち誰かのお嫁さんになるの。キシュベルの王家との繋がりを強くして、ご主人の血を引く子供を産んで、家内を取り仕切って、お茶会や夜会では人脈を築いたり、腹の中を探り合うのかもね。ハンナが民が納めた税を使って贅沢して暮らしても許されるのは、それに見合うだけの仕事をこれからしてもらうためのいわば投資。もし与えられるだけなのが嫌だと言うのならしっかりと勉強しなさい。淑女と呼ばれるのに相応ふさわしい振る舞いをしなさい。未来の旦那様を支えられるように努力をしなさい」

			　いずれハンナはどこかの国の王族か、あるいは国内の貴族の誰かと結婚をすることになる。恐らくは政略結婚になるだろう。

			　好きな人との結婚など、王女なら叶わない。いろいろな思惑の中で生きていかなければならない。それは決して楽な生き方なんかじゃない。一生を不自由のない狭いカゴの中で生きていくようなものだ。

			「もうわかるでしょう、ハンナ。誰よりも贅沢をして暮らせるということは、それに見合うだけの働きをしなくちゃいけない。今すぐにとは言わなくても、将来返さなくちゃいけない」

			「重いわ……」

			「そうだね。重圧に押し潰されそうになるかもしれない。でもそれが王族ってものじゃない？　これは王宮で働くメイドたちにも、この街中で働く女性たちにも、そして私にもできない、ハンナにしかできない仕事なのよ。だからもっと誇りと自信を持って」

			　ハンナに足りないのは、自分がしていることへの『誇り』と『自信』。確固とした意義さえ見いだせれば、きっとハンナは前に進める。

			「わたくしの、仕事……」

			「さあ戻りましょうハンナ姫。貴方様の居るべき場所に」

			　アリシアが微笑むと、ハンナはコクンと頷き返した。ハンナの手を握ったまま立ち上がって王宮へと帰ろうとすると、目線の先にフェルディナンドと王太子が立っていた。

			「っ…………」

			　王太子……？

			　フェルディナンドはわかるけど、王太子??

			　さあぁ、っと全身血の気が引く。

			　私今、めちゃくちゃ偉そうに王女様にお説教しちゃったよー。不敬罪？　不敬罪ですかーーー!?

			　一瞬にしてアリシアの身体は、カチーンと氷のように冷たくなった。

			「お父様！　フェルおじ様！」

			「ハンナ……」

			「わたくし、アリシアの弟子を辞めるわ」

			

			「うん」

			「ちゃんと勉強もするし、ダンスやマナーのレッスンもする。お肌だってツヤツヤに磨いて、お父様が恥をかかないように、どこの誰が見ても完璧な女性レディになるわ」

			「ああ、そうだね。ハンナならきっと、誰よりも素敵な女性レディになれるよ。アリシア、娘がお世話になったね。礼を言うよ」

			「い、いえ。恐れ多いお言葉です」

			「それじゃあ帰ろうか」

			　お、お咎とがめはなし……で、いいですか……？

			　戦々恐々としながら二人を見送っていると、ハンナがクルリとこちらを振り返った。

			「ひとつだけ言い忘れたわ。さっき『私にはできない』って言ってたけど、わたくしアリシアにならできると思うの」

			「？」

			「妃の仕事」

			「ーーーーっ!?」

			　不思議そうな顔をしている王太子の側で、フェルディナンドが苦笑いをしている。

			　ハンナはニヤァと、してやったりな目線を寄こすと「お父様行きましょう」とスタスタと王宮へ向かって歩き出した。

			

			「お疲れさん」

			　フェルディナンドにポンポンと頭を撫でられて、ハッと我に返った。

			「なんで王太子様までいらっしゃるんですか!?」

			「んん？　ハンナを街歩きさせてもいいか許可を貰いに行った時に、内緒で私も行くとか言い出してな」

			　えー、何それー！　私には教えておいてよ。聞かれたとしてもフェルディナンドだけならまだいいかと思っていたのに。

			　王太子の前で平民の自分が王族について説くなんて、とんだ赤っ恥をかいてしまった。

			「そんなぁ。……でも、ハンナ様はきっともう大丈夫ですね」

			「ああ、そうだな」

			　何も考えずに自分が享受きょうじゅするものを当然のこととして、贅の限りを尽くすような人もいるけれど、ハンナは違う。疑問を持ち自分で考えることのできる子だ。

			　迷いがなくなり自分の存在意義さえ見いだせれば、民を思う誰よりもいい王女様になれる。確信を持ってそう言える。

			「それで、アリシア。お前随分と偉そうに王族について語っていたが、そんなに真剣に『妃の仕事』について考えてくれたとは、何か心境の変化でもあったと思っていいのか？」

			「なななっ……またそんなこと言って！！！」

			

			　フェルディナンドの妻もまた、妃だ。わかっていなかったわけじゃない。

			　本気かどうかはわからないけれど、いくらフェルディナンドがプロポーズしてきたからといって「妃になりたい」なんて大それたことまでは思わない。

			　でも、フェルディナンドの背負うものが少しでも軽くなるようにアリシアができることはないのか、とは考えた。

			　――軍部の厩番として上を目指す。

			　それがアリシアが導き出した夢みがちでない、最も現実的で実現性の高い最適解だ。

			　見上げたフェルディナンドの顔は、相変わらず意地の悪い笑みを浮かべている。

			「はは、今日のところはまぁ、ハンナの攻撃もくらったことだし良しとするか」

			「うぅーー」

			　ハンナがいなくなったことにちょっぴり寂しさも覚えつつ、こうしてまたアリシアに日常が戻ってきた。

			

			第七章　隣にいて欲しい人はここにはいない

			　凍いてつく冬の寒さが和らぎ、春の空気が心地よく感じられるようになってきた。

			　今日は王宮で毎年恒例の、春の到来を祝う大きな舞踏会が開かれている。

			　王宮の中でも一番広いホールには、王都に住む貴族の他にも各地から招かれた貴族たちが、きらびやかな衣装に身を包み集まっている。

			　招待者である王と王妃のダンスを合図に舞踏会が始まると、各々がパートナーや誘い誘われた者同士で踊り始めた。

			　フェルディナンドも建国祭の時以降、社交界に出るようになってからはこういった夜会にも適当にパートナーを連れて出るようになったが、今夜は一人で参加した。

			　パートナーとして隣にいて欲しい相手はここにはいない。

			　キラキラとしたシャンデリアの灯あかりの下で、花のように色とりどりのドレスとアクセサリーで着飾った女性たちと踊る気にはまったくなれない。

			　かがり火の下でアリシアと一緒に民に紛れて踊ったあの夜のことを思い出す。

			

			　それは二十三年間ずっと苛さいなまれ続けてきた、自分自身でかけた「呪い」から解放された瞬間だった。

			　キシュベル王国の六男として生まれたフェルディナンドの王位継承順位は低い。だからといって両親が自分のことを蔑ないがしろにしたわけでもなく、きちんと必要な教育は施してくれたし可か愛わいがってももらえた。

			　それでも、幼いながらに誰からも期待されていないことは感じていた。

			　次期王としての期待を一心に背負う長兄が誇らしく、眩まぶしくて、そして、羨うらやましかった。

			　王子であるフェルディナンドに取り入ろうとする者もまだ少しはいたがフェルディナンドが十三歳の時、第一王子と妃との間に男子が生まれたことが決定打となった。

			　フェルディナンドの周りはさらに静かになった。誰もフェルディナンドに関心を向けない。誰にも期待されない。

			　玉座というものに興味があったわけじゃない。

			　ただ、誰かに自分という存在を認めて欲しかった。

			　自分のこれからの身の振り方をどうするべきか。

			　既に次男は外交官、三男は財務官として王宮で働いていた。自分も文官職に就くべきか……。

			　勉学もそこそこにできるけれど、兄二人には敵いそうもない。

			

			　体格に恵まれ、馬術や武術も兄弟の中で最も秀でていたフェルディナンドは武官の道を選んだ。

			　自分の身分を隠して。

			　王族として、王子としての自分が必要とされないならば、フェルディナンドという人間を必要とされればいい。

			　そこからはただがむしゃらに、他の兵士たちと同様にただの兵として働き続けた。給仕支度や掃除に始まり、武器の手入れ、上官や先輩たちの使いっ走り……。時には「見ているだけで腹が立つ」と理不尽な理由で殴られ、蹴られても耐え忍んだ。

			　努力の甲か斐いあって騎士の称号を賜たまわると、女どもが次々と近寄ってきた。そしてそれはフェルディナンドが王子だと知られるようになると顕著になった。

			　六男で王位継承からは程遠くても王族であることには変わりない。さらに兄弟の中で一番整った顔立ちをしていたことも相まって、次から次へと言い寄ってくる。そしてそれを見て羨ましがる男たち。

			　自分が一番欲しかった「関心」を手に入れても、心が満たされるどころか余計に苛いら立だった。

			　第六王子の存在なんて、誰も覚えていなかったくせに。

			　血筋と顔と地位と名誉。

			

			　それらに女性が群がることが悪いとは言えない。

			　男だって女性の外見や家柄、従順さと賢さを求めるのだからお互い様だ。

			　わかってはいても嫌悪感は拭ぬぐえず、近付いてくる女をその気にさせては傷つけ捨てた。

			　そんなことでしか自我を保てず『自分を見て欲しい』なんて子供のようなことを言っているのは自分でもよくわかっているだけに、余計に惨みじめな気分になった。

			　そんな時に出会ったのがアリシアだった。

			　はじめは変わった女だと、からかい半分にちょっかいを出していただけなのに、いつの間にか彼女の存在が自分の中で大きくなっていた。

			　アリシアの前では「フェルディナンド」という一人の人として居られることに心地よさを感じ、牧場からの帰り道でついポロりと本心を話したら、彼女は同情するわけでも励ますわけでもなくそんなのは当たり前の感情だと言った。

			　ずっと自分を苦しめてきた感情が、持っていても当然だと言われて一気に力が抜けた。

			　これまで自分自身を恥じて嫌ってきたが、ありのままの自分を受け入れられるようになってきた。

			　アリシアに側そばにいて欲しい。

			　その思いはあの日を境に強く、そして決定的なものになった。

			　仕事としてだけではなく、人生の伴侶として。淡い恋心ではなく、もっと確実な存在としてあって欲しいと。

			　どんなにアリシアに優しくしようと甘い言葉を囁ささやこうと本気だとは捉えてもらえない。身分差を抜きにしても、遊び人という噂うわさを否定しないままにこれまでやってきたことがいけなかった。余計に相手にされない状況を作ってしまったことが悔やまれる。これはもう、身から出た錆さびとしか言いようがない。

			　アリシアと自分の身分を考えればヴァルテルが言っていたように立場にものを言わせて、命令ひとつで彼女を手に入れることは簡単だ。

			　でも、それだけはしたくない。

			　アリシア自身が、自分の意思で首を縦に振ってくれなければ意味がない。

			　どうしたら本気だとわかってもらえるのか。

			　以前アリシアに初恋はまだなのかとバカにして言ったことがあったが、自分こそ人のことは言えない。

			　初めて本気になった女性に、どうしたらいいのかわからなくなっている。

			　物思いに耽ふけりながら適当に参加者たちと歓談をして過ごしていると、軍部の女官として働く女性――伯爵家の娘エメシエがこちらをチラチラと見ながら話に加わってきた。

			「フェルディナンド殿下は、今夜はお一人での参加でいらっしゃるのですね」

			「毎回、誰が殿下に誘われるのか楽しみにしておりますのに。ねえ？」

			

			　その時、エメシエと話していた侯爵家の令嬢が周りの令嬢たちに同意を求めるように目配せすると、みなが一様に「本当ですわ」と頷き合った。

			「本当はお誘いしたい相手がいたのですが……残念ながら今こ宵よいのパーティーには参加できないようですので諦あきらめました」

			「まあ、殿下のお誘いをお断りした方がいるなんて驚きですわ」

			「殿下の周りをあの女厩番うまやばんがうろつくようになってからは、社交場でフェルディナンド殿下を見かける機会が減ったものですから心配しておりましたのよ」

			「エメシエ様、噂話も大たい概がいになさっては。まさか殿下が厩番なんかとどうこうなるはずがありませんわよ」

			　令嬢たちの話に付き合うのもめんどくさくなりうんざりしていると、楽しげな様子で王太子妃が話に入ってきた。

			「みな様、なんのお話をしてらっしゃるのかしら」

			「王太子妃殿下、今フェルディナンド殿下と女厩番が恋仲だっていう噂が流れているっていう話をしておりましたの。まったく冗談にもほどがありますでしょう？」

			「卑いやしい身分の女が、殿下の優しさを勘違いしているのですよ」

			「身の程知らずとはまさにこのことですわ」

			　再び一様に頷うなずき合う令嬢たちに、王太子妃が扇を口元に当て冷ややかな目を向けた。

			

			「あら、それは王太后様への侮辱と見なしていいのかしら。まさかみな様が王太后様を卑しいと思っていらしたとは」

			　王太子妃の言葉に、令嬢たちが青ざめて声を震ふるわせる。

			「まさか、そのようなことは。絶世の美女と名高い王太后様は別格ですわ。ね、ねえ……みな様？」

			「そ、そうですわ。あんな男だか女だかわからないような者と一緒にしては、それこそ失礼でございましょう」

			「今の言い方ですと、前国王陛下がまるで外見だけで妻を選んだかのように聞こえますわよ」

			「そんなこと……！　誤解でございます」

			　発言すればするほど墓穴を掘っていく令嬢たちに、王太子妃は目を細めて微笑みかける。

			「そうよねぇ。身分が卑しいよりも、心が卑しい方がみっともないですもの。発言にはもう少し気をつけなさいな」

			　王太子妃はこれ以上の長居は無用とばかりに扇をピシャリと閉じると「さあフェルディナンド、行きましょう」と苦笑いをしている王太子の方へとフェルディナンドを連れて行った。

			「いやぁ、私の妻もなかなかやるだろう？」

			

			「ええ、義姉上を怒らせると怖いことがよくわかりました」

			「ふん、わたくしの茶会へあの者たちを呼ぶことはもう二度とないわ。……アリシアのもとからハンナが帰ってきてから、あの子、まるで生まれ変わったかのようなのよ。彼女にはいくら感謝してもしきれないわ。今度是非会ってお礼をさせて欲しいの」

			　アリシアの弟子を辞めて姫に戻ったハンナは、これまでとは別人のように勉学や稽古事に励むようになった。ためになると思ったことはなんにでも積極的に取り組んで、自分なりにどうしたら民のためになるのかを考えているようだ。

			「礼なら既に国王陛下からいただいておりますので、お気遣いには及びませんよ。本人は宙にでも舞い上がりそうなくらい喜んでおりましたから」

			「あんな礼でかい？　本当に変わった子だね」

			「でも義姉上がお会いしたいと言っていたことは伝えておきましょう」

			「ええ、よろしくね」

			「フェル、少し外の空気を吸いに行かないかい？」

			　夫のしたいことの空気を読むと、王太子妃は「それではわたくしはこれで」と別のご婦人たちのところへと去っていった。

			　王太子と一緒に庭園へと出ると、夜の空気はまだ冷たい。会場内のアルコールと香水の匂いから解放されてひんやりとした空気が心地がいいくらいだ。

			

			　しばらく歩いて兄がベンチへ座ったので隣に座った。

			「お前とこうやって二人きりで話をするなんて、なんだか照れてしまうな」

			「もしかしたら兄弟の逢い引き、などという変な噂が立つかもしれませんね」

			　冗談に二人で笑い合っていると、ふと兄が、微笑んだままでこちらに顔を向けてきた。

			「ここ一年くらいかな……。お前は随ずい分ぶんと顔つきが穏やかになったな、と思ったんだ」

			「そうですか？　以前はそんなに怖い顔をしていましたか？」

			「そうだな、自分では気づかないか。前は何かに取り憑つかれたかのようだった。触れれば噛みついてきそうなのに、それでいていつも苦しそうに見えた」

			「…………」

			「アリシアが君を変えたんだろう？　ハンナを変えてくれたように」

			「……私は兄上がずっと羨ましかった。次期王として期待されている貴方あなたが」

			　フェルディナンドの言葉に、先程まで優しげな顔をしていた王太子が、キュッと表情を引き締めた。

			「勘違いしないでください。私は王になりたいなどと思ったわけではないんです。みんなの期待に間違いなく応えていく貴方が最高にカッコよくて、尊敬していて……それで、私も貴方のようにみんなからの期待が欲しい、望まれたいと思っていたんです。それがずっとコンプレックスだったのですが、アリシアのおかげでやっと、自分で自分を恥じなくてもいいのだと自信を持てるようになりました」

			　フェルディナンドの答えに何を思ったのか王太子が笑いだした。怪け訝げんそうな顔をしてみせると「ごめん」と笑いをおさめた。

			「私たちは似た者同士だと思ったんだ」

			「私と兄上がですか？」

			　王太子はコクンと頷くと、遠くにある星でも見るように空を仰あおいだ。

			「私はね、ずっと怖かったんだよ。誰かにこの座を奪われるんじゃないかって。弟たちが成功を収めるたびに、まるで『お前の代わりなら他にいる』と言われているような気がしてね。少しでも失敗しようものならすげ替える首はいくらでもあるのだと。だから素直に兄弟の活躍を誇らしく思えない自分が嫌いだった。私も妃と結婚して苦楽を共にしてくれる人が現れてからは、少しは心が楽になったけれどね」

			　まさか兄がそんな風に思っていたとは思いもしなかった。

			　いつでも兄弟に優しく、お手本のような人だと思い込んでいた。

			　結局のところ他人の心の内なんてわかるはずもなく、多かれ少なかれコンプレックスを持っているということなのか。

			　なんでもっと早くそのことに気づかなかったのだろう。

			　心の内を素直に話すのには、立場とプライドが邪魔をしてくる。弱みをそう簡単に他人に知られるわけにはいかない。たとえ親兄弟であっても。つくづく王族というのは厄やっ介かいな身分だ。

			「もしかしたら私たちだけじゃなく、他の兄弟たちもこんな風に悩んでいるのかもしれないね」

			「そうですね。もし仮に……兄上の立場を脅おびやかす者がいたら私が容赦なく叩き斬りますので、どうぞ安心して公務に励んでください」

			「ははっ、頼もしいね」

			　二人で再び笑い合っていると、急に彼女の顔が見たくなってきた。

			「兄上、少し席を外させていただきます。兄上は先に会場へお戻りください」

			「……ああ。お前とこうして話せて良かったよ。アリシアによろしく」

			「はい」

			　ベンチから立ち上がり一礼するとフェルディナンドはそのまま庭園を抜けて、厩舎きゅうしゃへと向かった。

			
　　＊＊＊

			
　去っていく弟の背中を見ながら、王太子は昔のことを思い出して再び星空を仰いだ。

			

			　今から十年前。自身と妃の間に息子が生まれてしばらく経った頃「たまにはみんなでお茶をしましょう」と母に誘われて入った部屋には、既に嫁とついでしまった妹を除いて、弟五人とそして父が揃っていた。

			「今日はね、フェルディナンドが軍部へ入隊するお祝いにと思ってみんなを招いたのよ」

			　母の言葉に兄弟たちは一瞬驚き、そしてお祝いの言葉をかけた。

			「軍部へ入るのか！　フェルなら文官でもいけるとは思うけど、うん、武官の方がしっくりきそうだ」

			「うん。体格的にも十四歳には見えないし、武術の腕も僕らの中でもピカイチだしね。何より馬に好かれてる」

			「年齢的に士官見習いとして入るのかい？　軍部は上下関係が厳しいところだけれど頑張れよ」

			　普通、武術や馬術を教養として既に身につけている貴族の男子は士官として入軍するが、フェルディナンドはまだ十四歳。

			　いきなり士官から始めるには年齢的にまだ早い場合は、士官見習いとして先輩士官に付いて経験を積んでいくのが通例となっている。のだが、最後の次男の言葉に母は困ったような顔をして、首を横に振った。

			「フェルは最下級兵から始めたいのだそうよ。そしてね、自分が王の子だということを伏せておいて欲しいと言っているの」

			「ええ!?　何言ってるんだよフェル？」

			「最下級兵からなんて何をするのかわかっているのか？　雑用だぞ？　戦地へ出ればただの駒扱あつかいだ」

			「父上はそれでいいのですか!?」

			　父と母は王位継承権一位の自分に特別目を掛けている。でもそれは王と王妃という立場からであって、親という立場からでは子供たち全員を分け隔てなく可愛がり大切に思っていることは知っている。

			「私もね、反対したよ。でもフェルの決意は固いようだ」

			　父に目配せされると、ずっと無表情で聞いていたフェルディナンドがにこりと笑って口を開いた。

			　フェルディナンドは笑う癖がある。

			　自分の感情を抑えるために、仮面を被るために。

			「自分の力を試してみたいのです。申し訳ありませんがこの場で一度、親兄弟の縁は切らせていただきます。もしどこかで私とすれ違ったり見かけたりしても、どうぞ赤の他人として接してください」

			　そう言ったフェルディナンドの瞳は燃えるように熱く、怖いと思った。

			

			　この場にいる兄弟たちの誰よりも、自分を脅かす存在になりうるのがフェルディナンドだと思った。

			　もし王位継承権が生まれた順ではなかったなら、兄弟の中で最も王に相応ふさわしい資質を持つのはこの人だと思ったのは、多分、自分だけじゃない。

			　兄弟仲は悪くない。他国の王族と比べてみれば恐らく、随分といい方だと思う。フェルディナンドとは十四も歳が離れていて、自分を慕ってくれる可愛い弟だと思っている。

			　それでも、何が起こるかわからないのが世の常。

			　玉座をめぐり骨肉の争いが過去に幾度となくあったこともまた事実。

			　――気を引き締めよう。

			　そのお茶会の後すぐに、フェルディナンドの決意に触発された四男は、地位や身分を捨てて聖職者への道を歩みだした。

			　軍部でフェルディナンドが上官や先輩たちからいびられていることは知っていた。殴られているところを見かけたことだってある。それでも約束通り、他人のフリをした。

			　弟の決意を、兄である自分が踏みにじってはいけない。

			　フェルディナンドの、あの熱い瞳の裏側にある毒を消すことができるのは自分ではない。

			「やっと、見つけたのか。良かったなフェル」

			　ずっと恐ろしい存在だと思っていた末弟に、今なら安心して自分の背中を預けられる。先程言っていたフェルディナンドの言葉は多分、ウソではない。

			　笑った時の顔が、ずっと昔、まだフェルディナンドが幼かった頃に自分に向けてくれたものと同じになったから。

			　王太子はベンチからゆっくりと立ち上がると、妻の待つ会場へと戻っていった。

			
　　＊＊＊

			
　王宮の一角から、微かに楽器の音色と話し声が聞こえてくる。夜もすっかり更けてきたというのに、窓からは煌こう々こうと光が漏れ出ているのが見えた。

			　今頃はフェル様もあそこで誰かと楽しげに踊っているんだろうなぁ。

			　毎年行われる春の舞踏会には、フェルディナンドも参加するのだと言っていた。

			　舞踏会といえば、パートナーを伴って参加するのが一般的だ。

			　相手は誰なんだろう。

			　王宮内で働く貴族の女性かな。それとももっと別の誰かなのか。

			　貴族の世界では政略的な結婚をするものだろうから、フェルディナンドが相手の女性に心をときめかせているのかはわからない。それでもパートナーとして選ぶのはきっと、将来の伴侶候補だろう。

			

			　そう考えると、誰かが自分の胸の中に石でも投げ入れたかのように重たく苦しくなった。

			「…………まぁ、関係ないか」

			　関係ないかとつぶやいておいても思考は止まらない。

			　もし仮に、あの場所にアリシアがいたらどうだろう。

			　ふわふわとしたドレスにきらめくネックレス。美しく結い上げられた髪の毛とおしろいを叩はたかれた顔。

			　手を取られて広いホールで優雅に踊る。

			　手を取られて……。ふと自分の手に目をやると、あるのは水仕事でカサついた肌と切りっぱなしの爪。自分で自分の手に触れても柔やわらかい触り心地とは程遠い。

			「バッカみたい」

			　厩番として上を目指すって決めたじゃない。

			　アリシアは視界から王宮を無理やり引き剥はがすと、目的地へと足を速める。

			　身分を示す札を見張りをしている兵に見せると、中へ通してくれた。

			　アリシアがやってきたのは百ゆ合り厩舎。

			　来客用の厩舎で、王宮で用事が済むまで馬たちはここの厩舎で休んで待機している。

			　アリシアは今日という日をずっと楽しみにしていた。というのも、王宮でこういった催し物がある時には普段は見ない馬たちが各地から集まってくるから。

			

			　これまでは軍部の厩舎と薔ば薇ら厩舎にしか立ち入れなかったが、先日のハンナの件で王から褒美に全ての厩舎への立ち入りを許可してもらえた。

			　全ての厩舎へ自由に立ち入れるのは総厩長きゅうちょうと厩長だけなので、これはかなりの高待遇と言っていい。これは本気で上を目指すべきかも。

			　ルンルン気分で足取りも軽く厩舎の中へと入っていくと、馬たちが誰か来たと顔を覗かせて見てくる。

			　御ぎょ者しゃたちは王宮内にある待合室にいるので、厩舎の側にある小屋で厩番が数人、番をしているだけだ。

			　だれだれ～？　とでも言いたげな顔が馬房の柵から顔を出してくるのが可愛らしくてつい、クスクスと笑ってしまった。

			　馬たちにあいさつをしながら見て回っていると、アリシアの牧場から買われていった馬に何頭か出会った。アリシアはこれまで自分の牧場で生まれて買われていった馬たち全てを覚えている。家族を忘れるわけがない。

			「わぁー！　アリシアだよ、覚えてる？　今はなんて名前なのかな？　相変わらずいい脚をしているねぇ」

			　この子は三年前に買われていった子だ。がっちりしたいい脚を持つ馬だったので高値で引き取られていったんだっけ。

			

			　いくつか隣の馬房からも見覚えのある馬の顔が見えて近付くと、馬の方も覚えてくれていたのか、口をアリシアの服にあててハムハムと甘えるように挟んできた。

			「お前も母親似のツヤッツヤでいい毛並みだね。大切にされているみたいで良かったよー」

			　馬の鼻面に頬をウリウリと当ててイチャつき、久しぶりの再会を楽しませてもらうと、さらに他の馬も見て回る。

			「あー、この子いいっ！　いいわー。誰の馬かなぁ。お願いしたらちょっと種付けに貸してくれないかなぁ」

			　あとで各馬房に誰の馬が入っていたか、帳簿を見せてくれないかなぁ。フェル様に頼んだら厩長に話を通してもらえないだろうか。などと考えつつ、今度は反対側の馬房から顔を出している馬に目が止まった。

			「おおー！　こっちの子なんてコンパクトな身体してるけど体力ありそうねぇ。この子とあっちの芦あし毛げの子で掛け合わせたらいいんじゃない？　いやー、絶対いい子が生まれるわァー」

			　頭の中で妄想ブリーディングを楽しんでいると、カツカツと足音が聞こえてきた。

			　足音のする方へ目を向けると、盛装でいつもよりも華やかさを増したフェルディナンドが近付いてきた。

			

			「やっぱりここにいたか。一人で何をブツブツ言ってるんだ？」

			「あれ？　フェル様。こんなところへどうしたんですか。どなたかのお見送りですか？」

			　パーティー自体は明け方近くまで行われるが、途中で帰るという人もいる。先に帰るご令嬢でもエスコートしてきたのかと思ったのだけど……。

			「いや、違う」

			　との返答にハッと気がついた。まさかコイツ……!!

			「まさかとは思いますけど、空あいている馬房を休憩室代わりに使おうっていうんじゃないですよね!?　そういうことでしたら他よ所そでやってくださいよ」

			　パーティーの席で用意される休憩室がどういう目的で使用されるかくらい、参加したことのないアリシアだって知っている。庭園にだってこういう時にうかうかと入り込むと、男女でお楽しみの最中だったりする場所があるんだから。

			　連れて来たどこぞのご令嬢でも後ろから来るんじゃないかと、フェルディナンドの背後をキョロキョロと覗き見しようとすると肩を掴まれ振り向かされた。

			「へぇ、お前にまさかそういう趣味があるとは」

			　かっ、顔が近い……！

			　後退りすると、狩りを楽しむかのような表情をしたフェルディナンドの顔がさらに近づいてくる。

			

			「だ、誰が私の趣味だなんて言ったんですか!?」

			「馬に見られながらっていうのも悪くないなんて思っていたりして？」

			「もう怒りますよ！」

			「自分はじっくり見ていたくせに？」

			「それはそーゆーことじゃなくて……」

			　じりじりと距離を詰められて、とうとう空いている馬房の中の壁に背中がぶつかった。

			　ひいぃぃ……！　誰か助けてー!!

			　頭の後ろに手をあてがわれて恐怖のあまりぎゅっと目を閉じたが、パチンっと音がするとその手はすぐに離れていった。

			「？」

			「髪紐の代わりだ。これを使え」

			　自分の頭の後ろに手をやると何か硬いものに触れた。髪の毛から取って見てみると、花を模した髪留めだった。

			「え……？　いや、こんなお高そうなのいただけません！　汚したり失くしたりしたらどうするんですか!?」

			　何がどうしたら、使い古したリボンがこんな髪留めに変身するというのだろう。

			　髪留めにはめられている赤くキラキラと輝く物が、ガラス玉でも、ましてやその辺に転がっているような石ころでもないのは、物を見る目のないアリシアにだって判別できる。

			「汚れたり失くしたりしたらいくらでもまた買ってやる。だから毎日必ず着けてこい」

			「そんな……」

			「わかったな？」

			　仕方なく頷くと、フェルディナンドが前髪の上から額に優しくキスを落としてきた。

			「それじゃあ俺はまた会場に戻る。お前もあまり夜更かしするなよ」

			「はい……」

			　フェルディナンドの足音がしなくなると、アリシアはその場にへなへなと座り込んだ。

			「なんだったの……？」

			　覗いてくる馬に問いかけても返事はない。

			　しばらくアリシアはぼんやりと、貰った髪留めを見つめていた。

			

　クリームのような柔らかい色合いをした月つき毛げの小柄な馬に乗って、ハンナが楽しそうに王宮の一角にある森の小道から歩いてきた。

			　その前を王太子が、後ろを王太子妃が同じく自分の馬に乗って歩かせている。

			「アリシア、ただいまー！」

			

			　ハンナに「お帰りなさいませー！」と手を振り返して出迎える。

			　馬に乗れるようになったハンナは約束通り自分の馬を買ってもらえることになり、アリシアが実家の牧場からハンナに合いそうな子を選んで連れて来た。

			　父はそろそろ「王室御用達」の看板でも掲げようかと意気込んでいた。

			　シェレシュと名付けられたこの馬もこちらの環境に慣れてきたので、今日は親子で馬場から出て乗馬を楽しんでもらっている。

			　ハンナたちは戻ってくると馬から降りて、待機していた専属の厩番たちに手た綱づなを渡しこちらにやってきた。

			「シェレシュすっごく気に入ったわ！　アリシアありがとう」

			「ふふっ、とんでもございません。ハンナ様の金色の髪とお揃いの毛色でとても素敵でしたよ」

			　後から続いてやってきた王太子夫妻に礼の姿勢を取りあいさつをする。

			「お帰りなさいませ」

			「いい馬だね、ハンナにピッタリだ。私ももう一頭、君に馬を見立ててもらいたくなってきたよ」

			「まあ、あなた。それならわたくしにも買ってくださいな」

			「ご用命とあればいつでもお見立てさせていただきます」

			

			　和やかな雰囲気で笑い合っていると、ハンナがぷくーっと不満げに頬を膨ふくらませ始めた。

			「シェレシュの世話をアリシアに頼みたいってフェルおじ様にお願いしたら『ダメだ』って言うのよ。んもう、ケチなんだから」

			「はは、アリシアは既に手一杯の状態なんだからシェレシュの世話まで請け負ったらフェルの馬の面倒を見られないだろう？」

			「それはわかりますけど」

			「乗馬の指導は引き続きできますので、そんな顔をなさらないでください。装そう蹄ていも装蹄師長に付いて私がやることになると思いますし」

			　新たにハンナ専属の厩番として配属された人は、何度かシェレシュの様子を見に来た時に見かけたけれど、優秀そうな人だった。安心してシェレシュを任せられそうなのでなんにも心配していない。

			　渋々ながらも納得した様子のハンナが何かに気づき、父親と母親にコショコショと耳打ちしている。すると三人で怖いくらいの笑顔でアリシアの頭の方を見てきた。

			「どうかなさいましたか？」

			　藁わらでも付いているのかと髪の毛をパタパタと払っていると「うふふー」とハンナが気持ちの悪い笑い声を出した。

			「その髪留め、フェルおじ様から貰ったんでしょう？」

			

			　ハンナの目線の先、正しくはアリシアの顔の裏側にはフェルディナンドから貰った髪留めを、言われた通り毎日付けている。

			　髪紐の代わりと言われたけれど三つ編みの先に着けるのはしっくりこなかったので、ハーフアップをしたところに髪留めを着けて、さらに三つ編みをしている。

			「そうですけど……？」

			　言ってないのになんでわかったんだろ？

			　こんな高価そうな髪留めなんてまずアリシアには買えないし、買える人は限られてくるからかなぁ。と首をかしげているとハンナが「鈍いわねー」と呆あきれ顔でため息をついた。

			「その髪留めのお花、ゼラニウムでしょう？　おじ様の頭とう絡らくに刺し繍しゅうしてある花と一緒じゃない」

			「っ…………」

			　言われてみればそうだ。

			　毎日見ているのになんで気がつかなかったんだろう。

			　気づいてしまうと猛烈に恥ずかしくなって顔が熱くなってきた。

			「アリシアの手綱を握るのは容易ではなさそうだね」

			「あら、お父様。上手いこと言いますわね」

			　みんな私のことをよく馬にたとえてくるけど流行りなんだろうか……。

			

			　くすくすと三人で笑い合っているが、もういたたまれない。

			「そ、それではそろそろ私は軍部の方へ戻らなければなりませんので、お暇いとまさせていただきます」

			「うん。あんまり君を留め置いておくと弟の機嫌が悪くなるからね」

			「あなた、そうやって女性を虐いじめるものではありませんよ」

			「私もフェルの気持ちがちょっとわかってきてしまったよ。ついからかいたくなる」

			「まったくもう、いい歳して。アリシア、この人のことはいいからお戻りなさい」

			　王太子妃に助け舟を出されてようやく移動用に乗ってきたバームスに跨またがると、ハンナが駆け寄ってきた。

			「ねえアリシア」

			「どうなさったのですか？」

			「わたくし前に言ったでしょ？　アリシアがキラキラして見えるって。その髪留めアリシアにピッタリだわ。よく似合ってる」

			「え？」

			「本当よ。だってわたくし、アリシアを尊敬しているもの」

			「ええ……はい。ありがとうございます」

			　あまりにも力強く言われて気圧されつつもお礼を言うと、アリシアはバームスの腹を蹴った。

			　カッポカッポとバームスが石畳の上を歩く音が、規則正しく聞こえてくる。

			　さっきのハンナのあれは、なんだったんだろう。

			　バームスの背に乗って揺られながら、アリシアは頭に手を伸ばして髪留めを外した。

			　ただ褒められたのとは違う気がする。

			　似合ってるって言ってたけど、これが？

			　手にしている髪留めは陽の光を複雑に反射している。金具の部分も緻密な細工が施され鉄とは随分と触り心地が違う。きっとアリシアの持ち物全てを売り払っても、手に入れられない代物だ。

			「尊敬している？　私にピッタリ??」

			　それに見合うだけの働きをしているから……？

			　――誰にとって？

			　ゼラニウムはフェルディナンドの使う頭絡の模様……。

			「まさかぁ、考え過ぎだよね？」

			　口から出た言葉に反して、心臓がバクバクと激しく音を立てている。まるでクルメルに初めて会った時みたいに……いや、あの時以上に体が熱く火ほ照てって胸が詰まる。

			　もうこれ以上、勘違いしたくないのに。

			

			　いっそのこと、騙だまされたフリでもしてみるか。

			　なんて考えてみても、そんなことをすればいよいよ自分が本気になってしまうのは目に見えている。

			　きっと、一時のいい夢だったで終わらせられない。

			　そんな夢なら見たくない。

			「とんでもなく酷い人だね、お前のご主人様は」

			　バームスに背中の上から話しかけたけれど、耳をピクピクとこちらに傾けただけだった。

			

			第八章　馬を訪ねてどこまでも

			　密着感が半端ない。

			　今アリシアは、クルメルの背にフェルディナンドと一緒に相乗りして、実家の牧場へと向かっている。

			　なんでこんなことになったのかと言えば、話は数週間前に遡さかのぼる。

			「フィンダスがどこからやってきたのかやっとわかったぞ。サダル王国にあるカルロ島という島からやってきたようだ」

			　サダル王国というのはここキシュベル王国の南西にある海に面した国で、三十年くらい前にキシュベルの属国となった。

			　まさかフィンダスの出で処どころを本当に調べ上げてきてくれるとは思わず、というか、アリシアは完全に忘れていたので驚いた。

			　いつもならこの季節は馬の繁殖シーズンということで頭が妄想でいっぱいになっているところなのに、気がつくといつもフェルディナンドのことを考えている自分がいる。

			

			　最近やたらとフェルディナンドと目が合ってしまうのはきっと、いつの間にかフェルディナンドを目で追っているからだ。

			「カルロ島……ということは船でこちらまでやってきたということですか？」

			「ああ。島で暮らしていたとある男が旅にでも出たいと馬を連れて大陸に渡り、キシュベルを放浪していた時に外出中の陛下に馬を譲って欲しいと頼まれたらしい」

			「大金を目の前に積まれて、代わりに新しい馬でも買えばいいや、といったところでしょうか」

			「そういうことだろうな」

			　国王陛下もまた突拍子とっぴょうしもない人だ。その辺を歩いている馬がいくらカッコいいからって突然譲ってくれってお願いするなんて……いや、私も多分するな。同類だ。陛下に急に親近感が湧いてきた。

			「どうする？　行ってみるか？」

			「行ってみるかって、しばらく休暇をいただけるということですか？」

			　休暇を貰えるのだとしたら、その間のクルメルの世話は以前のようにフェルディナンドがするということなのだろうか。それとも遠征の予定でもあるとか？

			「実はな、俺とヴァルテルで各地を視察しに行く予定があるんだ。主にサダル王国の方がどうなっているのかを見に行く予定だったから、一緒についてくればいいんじゃないかと思ってな」

			「それって私がついていったら邪魔になりません？」

			「いや、そうでもないさ。馬の世話はしてもらえるし、知らない男に話しかけられるよりも女性の方が警戒されにくいというのもあるしな。まあついてくるとなったらそれなりに使われることになるが、それでも構わなければ来て欲しい」

			「来て欲しい」なんて言い方はちょっとずるい。「来てもいい」って言ってくれたらいいのに、答えにくい。

			「どうやらその島固有の馬みたいだぞ」

			「行きます！　是非お供させてくださいっ!!」

			　一瞬で迷いはなくなった。

			　是が非でもその馬たちを拝みに行かなければ！

			　あわよくば、何頭か連れて帰って繁殖させなければ！　という使命感に駆られる。

			　いくら軍部の厩番うまやばんの仕事が板につき、このまま頑張って上を目指してみようと思っていたって、それはそれ、これはこれ。アリシアのブリーダー魂は健在である。

			　そんなこんなでフェルディナンドとヴァルテルの視察の旅にお供させてもらうことになったのだけれど、さてここで、なぜフェルディナンドと相乗りをしているのかについて。

			　天候の悪い日のことを考えると馬車の方がいいけれど、馬車移動だとある程度整備されていて道幅もある道でないと通れない。あちこちに立ち寄って見るとなると、行動の自由が利くということで乗馬での移動となった。

			　それに雨季になる秋までには王宮へ帰ってくる予定だし、アリシアも体力は十分にあるのでその辺はあまり心配ないのだろう。

			　乗っていく馬はというと、アリシアのいない王宮にクルメルを置いていくわけにはいかないので必然的にクルメルを使うことになり、ヴァルテルはと言うと、新しい馬をアリシアに見立てて欲しいということで途中で実家の牧場に寄ることになった。

			　新しい馬を手に入れる予定のヴァルテルは、後でアリシアが乗る予定のバームスをフェルディナンドから借りて移動している。ということで、フェルディナンドとクルメルに相乗りするハメになってしまった。

			　バームスの方に一緒に乗せてもらった方が、気が楽だったのになぁ……。

			　クルメルは身体が大きく、二人乗りでもビクともしないくらいのパワーがあるので仕方がないのだけれど。

			　通り過ぎていく家々の窓辺や庭先に植えられたゼラニウムの花がいやでも目に入ってくる。虫が嫌がる匂いがするので虫除けにもなるし花期も長いしで、よく植えられる植物なのだ。

			　ゼラニウムと言えば髪留めを貰って以降、フェルディナンドからは特に何もないので、アリシアもこれといって何か事を起こしたりはしていない。

			　特別意味のあるものじゃなかった？

			　単純にゼラニウムの花が好きってだけでパッと選んだのかもしれない。

			　ただの髪紐の代わりに、あんな高価そうな石がはめ込まれた髪留めをくれた意味は？

			　――だって一国の王子だよ。おまけに高給取りの騎士とくれば、安物なんて体裁が悪い。それだけでしょ。

			　それならそもそもなんで、アリシアの髪紐なんて大事そうに手首に巻きつけて遠征に持っていったの？

			　――兵士の間で最近流行り始めたオシャレか何かでしょ。きっと。

			　……無理がある。最後の答えはさすがにない。

			　本気なわけないってはぐらかしていたのに、ハンナが大真面目な顔して意味深なことを言うから、アリシアも自分の気持ちが隠せなくなってしまった。

			　考えれば考えるほどに思考はもつれて、フェルディナンドが本気だという確証が欲しいのか欲しくないのか、自分でもよくわからなくなってきた。だからこうして無意味な自問自答を繰り返してしまっているのだけど……。

			　違うな。

			　確証なんかなくたって、アリシアの気持ちをぶつけてしまえばいいんだ。そうしたらフェルディナンドに「Ｙｅｓ」か「Ｎｏ」の答えを貰えばそれで済むんだから。

			　でもそれをできないでいるのは多分、怖おじ気けづいているからだ。

			　どうしても一歩が踏み出せない。

			　何がこんなに不安な気持ちにさせてくるんだろう。

			　フェルディナンドの肩の荷を軽くしてあげたいと望んでいたのに、何をやってるんだか。ぐずぐずと悩むなんて自分らしくない。

			　あー、もー、こうなったら、さっさと誰かと政略結婚でもしちゃえばいいのに！　そしたら諦あきらめがつく……つかないな。

			　同じ場所を行ったり来たりして思考は前に進まない。せめてクルメルの歩みはもっと速く進めて欲しいのに、二人乗りしているのでそう速くも歩かせられず。

			　フェルディナンドの前に座っているせいで、必然的に腕に囲われるようになっているのもなんとも言えない。ここからも早く解放されたい……。

			　なんならフェルディナンドに前に乗ってもらって自分が手た綱づなを握りたい。……それじゃあ前見えないか。デカいんだよ、この人。

			　アリシアがフェルディナンドの腕の中で悶もん々もんとしているうちに、気づけば牧場にたどり着いた。

			　死ぬほど長かった……。

			

			　下馬のエスコートは丁寧にお断りしてヨロヨロとしながら馬から降りると、牧場の入口には『王室御用達』の看板が本当に掲げてあった。

			　こういうのって許可とかいるんじゃないだろうか？

			　チラりとフェルディナンドの方を見ると何も言わないし、特に気にした様子もないのでいいということ……なのかな？

			　馬を置きに奥まで入っていくと、馬場ではひと組の母馬と子馬が寄り添ってこちらを見ていた。

			「あああああれって……あれって……ままままさかっ……！！！！」

			　道中の緊張による疲れが一気にぶっ飛んだ。

			　あの母馬はミンカ。そしてミンカに去年種付けしたのは……。

			　興奮をどうにか抑えて親子の方へ寄っていくと、ミンカがアリシアに子馬を見せるかのように近付いてきてくれた。

			「ああああああああぁぁぁ！　めちゃくちゃスーパーウルトラかわゆいーーーーーっ」

			「おい、なんなんだ？」

			「見てわかんないんですか？　クルメルジュニア……えーと、牝馬おんなのこだからクルメル二世？　んん？　ミンカ二世かな。この母馬はクルメルに種付けしてもらったミンカですよ」

			「アリシアちゃん大丈夫？　鼻血出てるよ」

			

			　ヴァルテルに借りたハンカチで鼻血を拭ふいていると、父親が事務所からなんだなんだと出てきた。

			「おお、アリシア、早速見つけたか。先週生まれたんだが、どうせ今日来るからと思って連絡はしなかったんだ。いーぃ馬だろう？」

			　問答無用でいいに決まってる。額から鼻にかけて白い模様がある黒鹿か毛げの牝め馬うまで、赤ちゃん独特のあどけない表情に悶もん絶ぜつしてしまう。

			「アリシアさんのお父様でらっしゃいますか？　わたくし、王宮軍部中尉のヴァルテル・アルパートと申します。本日は娘さんに馬を見立てていただきたく参りました」

			　貴族だと平民を見下すような人も沢山いるし横柄な態度を取るようなのもいるけれど、さすがはヴァルテル。本当に品のいい人は誰にでも丁寧なあいさつをするものなんだなぁ、と感心してしまう。

			「これはどうもご丁寧に。こちらこそ娘がお世話になっております。こちらの方は……フェルディナンド殿下でしょうか？」

			　父がフェルディナンドを不思議そうな顔で見上げる。というのも今回の視察は内密に行うようで、変装のためにフェルディナンドは金色の髪をヴァルテルのような黒色に染めている上に伊達メガネをかけ、軍服ではなくちょっと育ちの良さげな一般的な男性服を着ている。

			

			　キシュベル人はもともと南東からやって来た民族なので、これから行くサダルの人とは顔つきが少々異なる。サダル人はこげ茶や黒と言った暗い髪の人が多く、顔もキシュベル人と比べるとどことなくモッサリとした印象。

			　髪色を差し引いてもフェルディナンドみたいな爽やか系はいやでも目立つので、メガネをかけてカモフラージュしているみたいなのだが……。

			　黒髪にメガネで、どこか別次元の色気を醸し出してしまっている。

			　ちなみにアリシアは栗色でやや明るめな毛色をしているものの、さほど目立つ色でも目立つ顔でもないのでこのまま行くことになった。

			「そうです。本日もお世話になります」

			　なんとなく変装している理由は聞かない方が良さそうだと判断した父が、相そう好ごうを崩してあいさつをし始めた。

			「フェルディナンド殿下もお久しぶりでございます。殿下の活躍ぶりはこの田舎にまで届いておりますぞ」

			「いえ、王宮での娘さんの活躍ぶりに比べればまだまだですよ」

			　しばらく男たちの話が続いているので、その間にクルメルの赤ちゃんを思いっきり撫なでくり回して堪能させてもらう。ミンカ二世は母親がアリシアを警戒していないせいなのか、怖がったりせず、されるがままに触らせてくれる。

			

			　可か愛わいい、可愛い、可愛いーーーっ！

			　可愛いの嵐が吹き荒れてどうにかなってしまいそうだ。

			　これまで牧場で生まれてきた馬を売りに出したくないなんて思ったことはないけれど、この子は絶対に売りたくない。

			「それじゃあアリシア、案内してこい」

			　話がひと段落したようで、父親に声をかけられた。

			「はーい。ヴァルテル中尉、こちらへどうぞ」

			　ヴァルテルを案内する間際、ボソッと父が「既婚者かー」と言う声が聞こえてきた。

			　まだ騎士との結婚を諦めてなかったんだ……。

			　ヴァルテルにピッタリそうな子の目星は付けてある。

			　馬装をパパっと済ませて試し乗りをしてもらうと、すぐに色のいい返事が返ってきた。

			「すごいね。本当にしっくり来ると言うか、もう十年くらい前からこの子を知っているかのように感じるよ」

			「ふふっ、この子はまだ六歳ですよ。勇敢だけどちょっと甘ったれな性格がヴァルテル中尉にピッタリかと思います」

			　ヴァルテルは甘やかし上手な人なので、きっと相性がいい。早速イチャコラやっている。

			『ツコルお砂糖』と名付けられたこの馬は無事にこのまま視察の旅に連れて行くことになり、心の中でホッと胸を撫で下ろした。

			　ツコルを連れて行ってもらわなきゃ、またフェル様と二人乗りしなきゃならないもんね。

			　さらに王太子と王太子妃からも馬を頼まれているので、選んだ馬を王宮に届けてもらうよう父に頼んでおいた。

			　フェルディナンド、アリシア、荷運び馬を挟んでさらにヴァルテルと続き、用事が済んだ牧場を後にする。

			　他の領地へ行ったこともなく、ましてや他国へなど行ったことのないアリシアにとってはかなりの大冒険。地図を片手に今どこにいるのか時々確認しながら、二人の後をひたすらついていく。

			　基本的に二人が聞き込みをしたり見て回っている間アリシアは、その日に泊まる宿屋の厩舎きゅうしゃに馬を預けて手入れなどをしている。

			　旅とはいえ馬の世話以外にやることのないアリシアはのんびりまったりしている時間が多く、王宮で働いていた時よりもずっと楽。

			　宿も厩舎が付いたそこそこいいところで、もちろん男性陣と別室にしてもらっているので、自分は税金泥棒しているんじゃないかと不安になってくるくらいだ。

			　旅に危険は付き物。と、ある程度は覚悟して出てきたけれど、極力人気が多く警備の手厚い安全な道を選んでくれているようで、今のところ魔獣の襲撃にも宿場町に入り損ねて野宿をした時の一度しかあっていない。

			　それもアリシアが馬の嘶いななき声に驚き目が覚めた時には魔獣はのされたあとだった。

			

　王宮を出発してから三週間余り。あちらこちらといろんな場所を回りながら、いよいよ国境を越えてサダル王国へと入っていく。

			　何かが劇的に変わるということはないのだけれど、どことなくキシュベルとは雰囲気が違う。

			　歩いている人たちのほとんどはもちろんサダル人だけど、キシュベルの人、その中でも取り分け軍人が多い気がする。

			「サダルの人ってキシュベル語を普通に話せるんですね」

			　いくつかの街を通り過ぎて山道に入り、休憩しながら途中の店で買っておいたブレクという渦巻きパンを頬張りながら、二人に話しかけた。

			　ブレクはこの国を代表するパンらしく、チーズや肉が入ったものからジャム入りの甘いものまでいろんな種類があった。パイ生地でできたボリュームのあるパンでなかなかに美味しい。

			「属国になってからはキシュベル語を第一言語とするように強制しているからな。サダル語を禁止しているわけではないが、教えられる文字や発行される書物や公文書もキシュベル語。だから若い者ほどキシュベル語を普通に話す」

			　なるほど。だから年老いた人ほど訛なまりがきつく聞き取りづらいのか。

			「そんな風に母国語を変えるように強要されて、サダル人ってもしかしてキシュベル人を恨うらんでいたりするんですか？」

			　普通に考えたら母国語を変えるように言われたら、祖国を踏みにじられたような気分になる。サダル人の集まるところにキシュベル人がヒョイッと入ったらボコボコにされそうで怖い。

			「うーん、それはどうかな。キシュベルの属国になることでサダルは戦からは解放されたわけだし、まったく恨んでないってわけじゃないだろうけど、恩恵の方が大きいから文句は言えないんじゃないかな」

			「アリシアはサダルがなんでキシュベルの属国になったか知っているか？」

			「確かサダルは鉄鉱石や銅が多く採れる国として有名で、各国から狙われていたんですよね？　それを属国となることを条件にキシュベルが守ったとか」

			　フェルディナンドの質問に、むかーし教会で教えてもらった授業の内容を頭の片隅から引っ張り出す。

			　サダルはキシュベルより一回り小さな国だが、キシュベルをはじめとする周辺国よりも圧倒的に多くの鉄鉱石が採れる。

			　もちろんそんな資源が豊富に採れる地を他国が放っておくわけはなく、サダルは常に戦の地となり長い長い戦いで国民は疲弊し、生活水準が低く文化的にも遅れをとっていた。

			　いよいよ疲れ切った当時のサダルの王に、キシュベルの王は属国となることを持ちかけた。

			　一定の条件を呑のめば国として存続させてもらえる。

			　国の滅亡を避けたかったサダルはキシュベルの属国となることを了承し、鉄資源をキシュベルに提供した。

			　他国よりも圧倒的に優れたキシュベルの騎馬技術と馬の数、そしてそこにサダルの鉄資源が加わり、キシュベルとサダルは他国からの侵略を防ぐことに成功。サダルの地をめぐる長い戦いはようやく幕を閉じた。ということらしい。

			「そうだ。普通は属国となると戦場の最前線に立たされることも少なくないが、アリシアも知っている通り先代の王、それから今の王も戦を自ら仕掛けて新たな土地を得ようとするような人ではない。キシュベルは戦を極力しないスタンスの国だからサダル人が戦いに駆り出されていくこともほとんどない。キシュベルよりも重い税を掛けられているし規制なんかもいろいろとあるが、まあ安全保障料みたいなもんだな」

			「へえぇ」

			

			「今の国王陛下はサダルをもっと豊かで文化的な国にしたいと思ってらっしゃる。ただ、キシュベルの民はサダル人を下に見て奴ど隷れい扱あつかいすることも少なくない。実際、サダル人の人身売買が行われているし、屋敷で奴隷同然に働かされているところなんかもある」

			「やっぱりそれって嫌われる要素満載ではないですか。サダル人がいっぱいいるところに行くの怖いですね」

			　守ってもらっているとは言え、そんな扱いをされたら嫌われないわけない。

			「アリシアちゃん知らないの？　サダル人はキシュベル人に手出しできないよ。万一サダル人がキシュベル人に危害を加えるようなことがあったら、どんな理由でも軽くて四肢斬りの刑だからね」

			「しっ、四肢斬り……？」

			「軽い罪なら腕一本で済むけど、重くなるごとに失う部位が多くなる。四肢に限らず眼とか耳とか。逆にキシュベル人がサダル人に危害を加えても、だいたいが軽い罪で済まされてしまうね」

			　うえぇ、属国化こわーーーっ！　安易にキシュベルに生まれて良かったとは思えない。美味しかったブレクが途端に喉を通らなくなってきた。

			「サダルに不用意な力と反逆心を持たせないためにしていることだが、陛下はサダルの民のことも考えてはいらっしゃる。だからこそ五番目の息子、つまりは俺の兄をサダルへと婿入りさせたんだ」

			　確か六、七年くらい前に後継者となる男子のいないサダルの王が危篤状態に陥おちいった時、第五王子がサダルの王女と結婚してサダルの王になったのだと聞いた。

			　今のところはサダルの王と王妃に子供が生まれたという話は聞いていない。

			「サダル人の地位をもう少し改善するために兄上は送られたんだが、あちらからしてみると監視されているように感じるみたいだな」

			　そりゃそうだ。完全に乗っ取られたと思うだろうなぁ。

			　昼食のパンを食べ終えると再び馬に乗り山間をさらに進んでいく。

			　昼休憩から一時間ほど経った頃だろうか。山の中にある小さな町のような場所に出た。人々があっちへこっちへ忙しなく動き回りみんな忙しそうにしている。

			　馬から降りて奥へと進んでいくと、巨大な縦長の建物が見えてきた。その建物の上からは煙が吹き出し、建物上部と繋がった橋のような場所を荷車を引いた男たちが行き来している。さらに建物の横を流れる川では水車が回っている。

			「あの建物はなんですか？」

			　休憩中以外は仕事の邪魔にならないようにあまり話しかけないようにしていたが、見たこともないような建造物に驚いて思わず聞いてしまった。

			「高こう炉ろだ。あそこで鉄鉱石から銑鉄を生産している。上の方で荷車を引いている人が見えるだろ？　炉の上から鉄鉱石と木炭を層状に装入して、下から水車駆動のふいごで空気を送り木炭を燃やすと鉄ができる」

			「へえぇー。なんかよくわからないですけどすごいですね」

			「ここはサダルの王家が所有する鉱山なんだ。サダルでも指折りの鉄の生産場所で来てみたいと思っていた」

			　道理でここへ来るまでの山道は道幅がそれなりにあって、荷馬車が通れるようになっていたわけだ。数え切れないくらいの荷馬車とすれ違った。

			「鉄の産出国で有名なわりには、サダルに入ってから鍛冶屋ってほとんど見ませんでしたね」

			　農機具や大工道具なんかを作る道具鍛冶はポツポツと見かけたが、武器鍛冶は見たか見ていないか程度だった。キシュベルだと少し大きめの街なら武器鍛冶屋はごく普通にある。

			「鉄の製造はさせても武器は作らせない。鉄はそのままキシュベルへ送って武器になる。わかるだろ？」

			　武器を大量に作って反乱でも起こされたら大変だもんねぇ。フェルディナンドの説明にふんふんと頷うなずき返す。

			「とはいえ国を守るためには武器が必要。だから武器鍛冶屋がまったくないというわけではないんだが、サダルでの武器製造には厳しく制限をかけている」

			

			「そういえばお兄さんにはお会いにならないのですか？　せっかくサダルまで来たのに」

			　アリシアの質問にフェルディナンドは頭を横に振った。

			「今回は身分を明かさず、ありのままのサダルがどうなっているかを見てくるようにと言われている。五番目の兄上からの報告もあるが、国内からと国外から見た場合ではまた見え方も変わるだろ」

			　ちょっとどころかそういう難しい話には滅めっ法ぽう疎うといので、そういうものなのかととりあえず頷き返しておく。身内にも気軽に会いに行けないなんて身分が高いと大変なんだな。

			　しばらく町中を見て回って、その日はそのまま町に泊まった。

			　製鉄所を後にしてさらに数日かけて西へと進んでいくと、いよいよアリシアの目的地、カルロ島へ行く船に乗れる港町に出た。

			「ほわあぁぁぁ！！！　これが海!!　うみーーーーっ！」

			　キシュベルは内陸国なので海がない。ここへ来るまでにキシュベルで一番大きな湖というのを見たけれど全然違う。ちょっとベタっとした潮風と独特の香り、そして開放感。

			　港では船から次々と見たこともないような魚が運ばれていく。

			「おい、あんまり端まで行くと落ちるぞ」

			「す、すみません。つい興奮してしまいまして」

			　フェルディナンドに首根っこを掴まれて引き戻された。

			

			　落っこちたら大変だった。アリシアは泳げないのだ。

			「馬はクルメル以外、一旦この港町に預けていく。船で島までだいたい三時間くらいだそうだ」

			　船は数日に一便しか出ていないらしい。クルメルにはフェルディナンドかアリシアしか触れられないので、厩舎に預けるのは難しい。なのでクルメルにも頑張って船に乗ってもらうことにした。

			　船に揺られること三時間ちょっと。

			　普段馬に乗って揺られることが多いおかげなのか、船酔いというものはしなかった。

			　島に降りると港を中心に街が広がり、見た感じ島の中心の方は果樹園や田園がこまごまとあるだけで緑一色の小高い山が連なっている。この島の人たちが漁業中心の生活をしていることが窺うかがえた。

			「この島にはキシュベルの兵はいないんですか」

			「ああ。サダルには千近い島があって人が住んでいるのはそのうちの数十島だが、全ての島に兵を常駐させるのは難しい」

			　道理で先程から注目を集めるわけだ。島の人たちに物凄くジロジロ見られている。男たちは侵入者でも見るような目で見てくるが、女達は目がハートになっている。フェルディナンドもだけど、ヴァルテルも結構なイケメンだもんねぇ。

			

			「まずは、島のどこに行けば馬がいるのか聞いてみましょう」

			　ヴァルテルが近くにいた漁港で働くおばさん集団に話しかけて、聞き出してきてくれた。

			「この島には二つしか馬を飼う牧場はないみたいですね。そのうちのひとつは牛メイン、もうひとつは馬専門のようです」

			「それでは馬専門の方へ行っても？」

			「決まりだな」

			　クルメルは船酔いしてしまったらしく、少し具合が悪そうだ。乗らずに曳ひき馬うまをして、馬牧場まで三人でのんびりと歩いていくことにした。

			

「うっ、うっ、うまああああああああぁぁぁ！」

			　船から降りて歩くこと二時間。道の向こうにある放牧場にはアリシアが夢にまで見た、正に夢のような光景が広がっている。

			「あっ……あっちにもこっちにもフィンダス歩ほ様ようをする馬がいっぱい……！！！　はやっ、早く行きましょう！！！」

			「少し落ち着け。俺がまず牧場主に話をするからその鼻血をなんとかしろ。だいたいフィンダス歩様ってなんだよ」

			

			　ヴァルテルから差し出されたハンカチを二枚も血で染めてしまった。今度新しいハンカチをプレゼントせねば。

			　フェルディナンドはクルメルの手綱をアリシアに預けると、牧場から訝いぶかしげな顔をして出てきたおじさんに話しかけに行った。

			「こちらの牧場主の方でいらっしゃいますか。わたくし、キシュベルで商いをしておりますアドリアンと申します。こちらの島にいる馬に興味がありましてお訪たずねしたのですが、牧場を見せていただいてもよろしいでしょうか」

			「ほぉー、キシュベルから馬を見にわざわざこんな島までやってきたのかね。物好きな人もいるもんだ。この島は見ての通り漁業が中心でね、馬は生活に必要な最低限の頭数しかいないっていうのに。いいよ、入ってくれ」

			　フェルディナンドはこの視察の間は身分がバレないように偽名を使っている。フェルディナンドはアドリアン、ヴァルテルはイムレ。あちこちを商売のために回っている商人という設定らしいが、二人とも品があるので全っ然商人ぽくない。

			　アリシアはクルメルを馬繋場に繋ぐと、早速見学させてもらいに放牧場へと足を早める。

			「いいっ！　いいっ!!　何これ最高！　この子たちに馬車を引かせたら……カッコいい……ウルトラスーパーカッコいい！　ああぁもう想像するだけでヨダレが……はっ……ふっ、不整脈が……っ」

			

			　これまであの特徴的な歩様をするのはフィンダスだけだったので、一頭立ての馬車しか引かせられなかった。ずっと多頭立てで馬車を引かせられたらと思っていたので夢が現実に近付いてきた。

			「この人頭大丈夫かい？」

			「ええ、気になさらないでください。無類の馬好きでして」

			「おじさん、この馬一頭いくらですか!?　例えばあの左端にいる牡お馬うまは？」

			　もちろんアリシアは見るためだけじゃなくて、買い付けるために遥はる々ばるキシュベルからやってきたのだ。予あらかじめいくらまでなら出せるか父と相談してある。

			「んん？　アイツならそうだな。このくらいか」

			　おじさんが指を二本立ててみせる。

			「二十万フォリント!?　それなら二頭買える！」

			　予想通りの金額でよかったと胸を撫で下ろしていると、おじさんが笑いだした。

			「はっはっはっ、二十万なんて冗談だろう？　二万だよ」

			「ににに二万フォリント!?　おじさん正気ですか？」

			　普通、馬車用の馬の相場はピンキリで値幅が広いけれど荷運び用なら一、二万。人が乗る馬車用だと十万フォリントくらい。軍馬で最上級クラスだと六、七十万フォリントすることだってある。

			

			　軍馬としての調教がされていなくても、アリシアの見積もりでいくとこの馬なら貴族向けの馬車馬として少なくとも数十万フォリントくらいでも売れるのに……！　しかもパッと見た感じ、軍馬の素養を持っていそうな子も沢山いる。二万なんてこの馬の質からすると投げ売り価格だ。

			「キシュベルの馬の価格とそんなに大差ないだろう？　それともなんだい、もっと高値で買ってくれるって言うのかい？」

			　国の一歩外に出てみただけで、こんなにも物の価値が違うのかと驚愕きょうがくせずにはいられない。

			　それともこのおじさん、商売が下手なのかな？

			　いい馬を作ることがいくら得意でも、どの程度価値があっていくらで売れるか見定められなきゃ利益には繋がりにくい。

			　仮に今、アリシアがおじさんに『キシュベルで売ったら何倍も儲けられますよ』と教えてあげたとしたら……。と考えてみて、やっぱり黙っておくことにした。

			　ここに来るまでの道のりで知った、キシュベルとサダルの立ち位置の違い。馬の価格にも何か意味があるのかもしれない。

			　人となりの好さそうなおじさんには申し訳ないけど、提示された金額で大人しく買っておくのが最善な気がする。

			

			「え、いやー、えーっと……二万でお願いします」

			「って奥さんは言っているけどね。旦那はいいのかい？」

			　奥さん……？

			　旦那と呼びかけたおじさんの目線はフェルディナンドに向かう。

			「え、おじさん、私は奥さんじゃ……」

			「ええ、あちらの馬は二万フォリントで買わせていただきたい」

			　満面の笑みを浮かべてフェルディナンドがアリシアの言葉を遮さえぎり、ずいっと前に出てきた。

			　後ろでヴァルテルが口元を押さえて笑いを堪こらえている。

			　おじさんの目はさっきから大丈夫なんだろうか？

			　馬を見る目がないし、私がフェル様の奥さんに見えるなんて……。

			　いくらフェルディナンドがごく普通の服を着ていて、アリシアがお出かけ用にちょっといい服を着ているからってそれはないでしょ。なんならヴァルテルは夫婦にくっついて来た下男か何かに見えるのだろうか。

			「それから他に売ってもいい馬は何頭くらいいる？」

			「今すぐならざっと三十くらいかね」

			「全て買ってしまっては島の人が困りますよね。それなら性別をなるべく半々で二十貰おう、騸せん馬ば抜きで」

			「ええぇ？　フェル……アドリアン様何言ってるんですか!?」

			　何大人買いならぬ王子買い？　しようとしてるの!?

			　馬だけの値段なら予算内でも、その数の馬をキシュベルにある牧場まで連れて行くとなると相当なお金がかかる。連れて行くまでにかかる人件費や餌えさ代、厩舎代はまた別なのに！

			「ほおー、気前がいいね。でも船代やキシュベルまで連れて行くのに随ずい分ぶんと運賃がかかることになるけど、その辺は大丈夫なのかい？」

			「ええ、構いません」

			「そそそそんなお金出せませんよ」

			「何を言うんだい、奥様？　商売のために私が買うんだから問題ないよ」

			　開いた口が塞がらない。

			　フェルディナンドはポンポンとアリシアの肩を叩くと、商談を進めに牧場主と事務所の方へと行ってしまった。

			

　空は曇っているのか星も月も見えない。

			

			　たんまりと馬を買ったアリシア一行をおじさんは快く泊まらせてくれた上、上機嫌でもてなしてくれた。

			　ご馳走をいただき、湯浴み用に風呂まで沸かしてもらって至れり尽くせり。

			　アリシアは寝る前に、船酔いをしてしまったクルメルの様子を見に厩舎へやってきていた。

			「うん、大丈夫そうだね。良かった」

			　調子を取り戻していそうなクルメルを撫でると、気持ち良さそうに鼻面を擦り寄せてきた。

			「あれ、アリシアちゃん？」

			「ヴァルテル中尉、どうしたんですか」

			「クルメルの様子を見に来たの？　僕は気分がちょっと……外の空気でも吸ってこようかと思って」

			　ヴァルテルが暗闇の中からお腹を擦りながらやってきた。今は二人きりなので、偽名のイムレではなくヴァルテルと普通に呼んだ。

			「海の幸、私は美味しかったですけどね」

			「あはは……あのタコとかいうやつはちょっと引いたよ」

			　この牧場主のおかみさんが振る舞ってくれたのは、魚介類をふんだんに使った料理だった。

			　内陸国のキシュベルで食わされるのはほぼ畜肉と乳製品で、魚介をほとんど食べない。食べても川魚や小さなカニ・エビくらいで、ロブスターという巨大なザリガニ風のエビが出てきた時には驚愕した。

			　ヴァルテルはタコという、ぐにゃぐにゃした気味の悪い生き物がダメだったようだけど、ひと様が用意してくれたものを残すなんてことはしない人柄なので、青ざめながらも必死で食べていたのが笑えた。

			「フェル様は？」

			「まだおじさんの晩酌に付き合っているよ」

			「気に入られちゃったみたいですね」

			　フェルディナンドとヴァルテルは牧場主のおじさんに捕まって、この島の地酒を振る舞われていた。

			　アリシアは幸いおかみさんに助けられて、数杯飲んだだけで解放してもらえた。

			「ふぃーー、疲れたぁ」

			　あの後もずっと「奥さん」役をしなければならず、どっと疲れが押し寄せてきた。フェルディナンドもヴァルテルもノリノリで旦那様と下男役を演じているので、この調子だとこの島を離れた後でもこのままなんじゃないかと不安になる。

			

			　アリシアが厩舎前のベンチにドカッと座り込むと、ヴァルテルもクスクスと笑いながら隣に座った。

			「いい加減、アリシアちゃん折れたらいいのに」

			「え？」

			「わかっているでしょ、フェルディナンド准将の気持ちは」

			「…………ヴァルテル中尉は本気だと思いますか？」

			「うん、間違いなく本気だと思うよ。むしろアリシアちゃんが本気と捉えていない方が驚きだけど」

			「本気と捉えていないというよりかは……その……本気と思わないようにしていたというか……」

			　間かん髪はつ容いれずに即答したヴァルテルに対して、まだ自分の気持ちに整理がつかないでいるアリシアは言葉が続かない。

			「あんなに焦あせって空から回まわりしている准将を見るのは初めてだよ。なんて言うか、見ていて痛々しいくらい。そろそろ応えてあげたら？　アリシアちゃんだって准将のこと好きでしょ？」

			　好き……。

			　改めてこの気持ちがなんなのか人から言われると、一気にリアリティが増す。敢あえて「好き」というフレーズを使わないで考えてきたのに、どんっと自分の目の前に置かれてたじろぎそうになる。

			　目を泳がせて逃げ道を探そうとするアリシアを、ヴァルテルもまた逃がさなかった。

			　暗くても、じっと見つめてくる視線は痛いほど感じられる。

			「……すっ、好きです」

			　改めて口に出して言うと完全に認めてしまったようで恥ずかしいし、もう誤魔化せなくなってしまう。

			　でもとっくに気づいてた。

			　フェルディナンドが「クルメルの馬主」という以上の意味を持ってしまっていたことくらい。

			　アリシアの心の中で、大きな存在になってしまったことはずっと前から。

			　けど……。

			「けど……好きだけでどうこうできる相手ではないことくらいはわかっています」

			　フェルディナンドが本当に商人の息子とかなら良かった。そこまで躊躇ためらわずについていけるのに。王族となると話が違う。

			　フェルディナンドも結婚して家を持つようになったら他の兄弟たちのように爵位を貰うんだろうし、そうなったらアリシアは貴族のなんとか爵夫人だ。町中にいるご婦人とはわけが違う。

			「キシュベルでは貴族と平民との結婚は禁じられていないよ」

			「そうですけど、身分差結婚なんてフェル様に得るものがないどころか失うものだって多いんじゃないかと。そうまでしてなんで私を選ぶのかもよくわかりませんし」

			　なぜ自分なのか。

			　美人という言葉からは程遠いし、リリみたいな無条件に誰からも好かれるような愛らしいタイプの女性でもない。

			　どちらかと言うとガサツで我も強いし人を取りまとめるとか苦手なので、家内を支えるとか、しおらしく夫についていくとかできない。

			　良妻になる見込みがなさそうな自分を、なぜ敢えて選ぼうとするのか理解できない。

			「ふふっ、アリシアちゃんって人誑たらしなの気づいてないの？」

			「ええ、私がですか？　またまたー」

			「最初は快く思っていなかった軍部のみんなもそうだし、王族のみなさんにも気に入られちゃってるじゃない？」

			「それは私をじゃなくて、私の厩番としての能力を、ですよ」

			「んんー、少なくとも僕はアリシアちゃんの能力ではなく、人間性に惚ほれてるんだけどなぁ。みんなもそうだと思うよ。あぁ、変な意味じゃなくてね」

			

			　ヴァルテル中尉は少々、私のことを買い被り過ぎだと思う。

			　でももし、もしそうだとしても、だ。

			「後悔……させてしまうんじゃないでしょうか」

			　例えばフェルディナンドが本当にアリシアのことを好きだとして、そのほんの一時の感情に流されて生涯の伴侶を選んでしまったら、フェルディナンドは後悔しないだろうか。

			「後悔ねぇ。それはアリシアちゃん、フェルディナンド准将を侮あなどり過ぎだよ。あの方は生まれた時から王の子で、その責務を実直に受け止めて生きてきた。あらゆることを思案してみても、それでもアリシアちゃんがいいって結論に至ったんだと思うよ」

			「それでも……」

			　目元がジーンと熱くなる。生ぬるい水滴が頬を伝って流れ落ちていく。

			「それでも私は……」

			「不安なんだね、アリシアちゃんは。自分がこれから持たなければならない責務を果たせるかどうか」

			「持たなければならない責務……」

			　そうか。ずっとあった漠ばく然ぜんとした不安感がなんなのか、やっとわかった。

			　厩番としてのアリシアには自信がある。だから厩番としてならフェルディナンドを支えていけるんじゃないかと思えた。

			

			　けれどフェルディナンドと同じ世界に入ったとして、その責務を自分がきちんと果たせるかどうか自信が持てない。だからこんなにも怖いと思うのか。

			　ハンナとの一件の際、真剣に考えた。王族とはなんなのかを。ハンナに言った通り、自分が得るものが大きければ大きいほどその責任も重く大きい。

			　アリシアにならできると思うわ、なんて言われたけれど、果たしてそんな務めが自分にできるのか。

			　本気で考えたからこそ自信が持てない。

			　すぐそこまで距離を縮めてきたフェルディナンドに手を伸ばせない。

			　ようやく自分が何を恐れていたのかわかりゆっくりと頷き返すと、ヴァルテルの手が頭に触れた。小さかった頃、父親が撫でてくれた時のように優しくて温かい大きな手だ。

			「ねえアリシアちゃん、僕はさっき君の人間性に惚れているって言ったでしょ？　その理由が、アリシアちゃんならフェルディナンド准将の伴侶になれると思う理由でもある。なんだと思う？」

			「わかりません、まったく」

			「アリシアちゃんが人の心に寄り添える人だからだよ」

			「え？　何度も言いますけど、私がですか？」

			「そうだよ」

			

			「私、ほぼ馬のことしか考えてませんけど」

			「やっぱりアリシアちゃん自身はそう考えているのか。でもそんなことはないよ。思い出してみてよ。フェルディナンド准将はもちろんのこと、国王陛下の馬を任された時は？　ハンナ姫や厩番仲間のことは？　僕がトリクシーを失った時もアリシアちゃんは僕の気持ちに寄り添ってくれたでしょう？」

			「あ……」

			　言われてみれば、自分が意外と馬ではなく人の想いに感化されて動いていることに気がついた。

			　王の馬を任された時はフィンダスを諦めたくないという陛下の気持ちに応えたいと思ったし、ハンナの時も馬と仲良くなりたいという気持ちに寄り添い、悩むハンナの力になりたいと思った。厩番仲間にだって結局のところは馬のためというよりは、馬のことを真剣に考えて仕事に取り組む彼らの気持ちに応えたいから、アリシアも自分の仕事を増やしてまでアドバイスをしていた。そしてフェルディナンドの時も……。

			「アリシアちゃんは厩番だから今は馬を介してかもしれない。けれど、そうでなくても君ならきっと人のことを真剣に考えられるし、フェルディナンド准将はその可能性にいち早く気づいていたからアリシアちゃんにプロポーズしたんじゃないかな。僕もアリシアちゃんがいい王子妃になれるって本気で思うよ」

			

			　どこかで聞いたことのある言葉。

			　――民を思う誰よりもいい王女様になれる。確信を持ってそう言える。

			　アリシアがハンナに対して思ったことだ。

			　一番最初にアリシアを必要としてくれたように、フェルディナンドはアリシアの可能性を一番最初に信じてくれていたんだ。

			　次から次へと涙がこぼれ落ちてきて止まらない。

			　フェルディナンドが信じてくれているのなら、それならアリシアも自分の可能性を信じてみたい。

			「私に……できるでしょうか」

			　弱々しいアリシアのつぶやきに、ヴァルテルは力強く頷き返した。

			「これでも僕も貴族の一人だから、アリシアちゃんが不安だと思う気持ちの僅わずかな部分だけしか理解できてないのかもしれない。でもね、その重圧や不安を一人で背負おうとなんてしなくていいんだよ。夫婦っていうのはお互い支え合っていくものなんだから」

			「支え合うどころか、寄りかかってしまいっきりになりそうです」

			「アリシアちゃんからすると、今はそう感じてしまうかもしれない。けれどね、フェルディナンド准将もただの人間なんだ。必ずアリシアちゃんを必要とする時が、支えが欲しいと思う時が来るよ。もしもその時一人で支えきれなくて苦しいと感じるのなら、僕も手伝う。ハンナ姫やアルフレッド、リリちゃんも君を助けてくれる。もちろん他の軍部仲間もね」

			　なんで今まで気がつかなかったんだろう。

			　私、こんなにも周りの人に恵まれていたんだ。

			　支えてくれる人、頼りにしていい人、沢山いるんだ。

			「……はい」

			　やっとの思いで返事をすると、ヴァルテルがニィッと笑った。

			「よしっ、不安でいっぱいのアリシアちゃんに、お兄さんが取っておきの魔法の言葉をあげよう」

			「なんですか？」

			「クルメルに選ばれた人間」

			「クルメルに……？」

			「あのフェルディナンド准将以外には絶対に触れさせない、懐かないクルメルにアリシアちゃんは受け入れられたんだよ。どう？　これならアリシアちゃんも自信湧いてくるんじゃない？」

			　どうだ！　とばかりに自信満々なヴァルテルがおかしくて、つい「ぷっ」と噴きだして笑ってしまった。

			

			「クルメルのお墨付き、というわけですね。これは百万馬力です」

			「でしょ？」

			　もう泣いているのか笑っているのかわからない。顔はきっとぐちゃぐちゃだ。

			　まだ不安な気持ちがあることに違いないけれど、それでも一気に心が軽くなった。

			「さっ、アリシアちゃん、こっそり部屋に戻ってね。そんな顔フェルディナンド准将に目撃されたら僕、明日生きてここから出られなくなっちゃうから」

			「はい、おやすみなさい」

			「おやすみ」

			　ペコっと一礼して部屋へと向かう途中、涙を拭きながら気持ちを整理する。

			　アリシアが軍部の厩番として上を目指そうと思ったのは、それが最もフェルディナンドの力になれる方法だと思ったからだ。なぜなら馬の扱いに長けているということしか、自分にはないと思っていたから。

			　けれどフェルディナンドは、馬を扱う能力とは関係なくアリシアを必要としてくれている。

			　厩番ではない、アリシアという人を見てくれている。

			　だからアリシアも厩番としてではなく、アリシアというただの一人の女性として応えたい。

			

			　王宮に帰る前に気持ちを伝えよう。

			　もう気持ちは、固まった。

			

　そうは言ったものの……。

			　何をどうしたものやら。こういうことには滅法弱い。

			　馬の取引については、後日使いの者に代金を持たせ、それと引き換えに馬を受け取ることになった。

			　肝心の代金について改めてフェルディナンドに確認してみると、「貸しを返してもらうための投資」だとか言って、本当に支払ってくれるみたいだ。そういえばフィンダスの出で処どころを掴めたお礼に、フィンダスのような歩様をする子を増やして一発大儲けして、分け前としてお返しするって約束だったんだっけ。

			　船便があるまでの数日をカルロ島を回って過ごし、ついでに牧場でクルメルの装そう蹄ていを済ませておいた。

			　予めクルメルの蹄ひづめに合わせて作っておいた蹄鉄は持ってきていたけれど、最後の調整は蹄を削ってから行う。工具は持ってきたものの、蹄鉄の整形に必要な金かな床どこまでは重たくてさすがに持ってきていない。

			

			　どこかで金床を借りてやろうと思っていたので牧場のおじさんに頼んでみたら、快く貸してくれた。

			「奥さん装蹄上手いねー」と牧場のみんなに大いに褒めてもらいかなり嬉しかった。やっぱりあのクソジジイ、じゃなくて装蹄師長は褒めるってことを知らないみたいだ。

			　なんやかんやでカルロ島とサダルを後にし、とうとうタイミングを掴めないままキシュベルに戻ってきてしまった。

			　何が「もう気持ちは固まった」だよぉ。

			　この意気地なし！

			　あの晩の決意はどうした！

			　ヴァルテルにだって背中を押してもらったでしょ！

			　ここに来るまで、心の中で何度ため息をついたかわからない。

			　多分百回目くらいのため息をついたアリシアが今いるのは、キシュベルの王宮とサダルとの国境のちょうど真ん中くらい。

			　シフィドニア公爵の称号を持つなんとかさん（さっき教えてもらったけど忘れた）が治める領地を巡っているところで、なんとかさんはキシュベルでも指折りの裕福な大貴族だそうだ。

			　この公爵領を治める貴族たちが潤っているのはなんと言っても、有数の革の産地だから。公爵領を分割統治しているケオン伯爵の領ではなめし革工房が、この後で行く予定のセレク伯爵の領は革を取るための牧場が多いらしい。

			　先程到着したこの地は公爵が直接統治していて、シフィドニア公が住む城にほど近い街。

			　多くの場所を視察するために行きと帰りでルートを変えて移動しているのだが、帰りにこの街を訪おとずれると知って、カルロ島へ行くのと同じくらい物凄く楽しみにしていた。

			　というのもこの街で作られて売られている革製品、取り分け馬具は質のいいことでも有名。実家の牧場でもここの馬具を愛用している。

			「ほわぁぁぁ！　あっちにもこっちにも革製品の店と馬具屋がいっぱいですね」

			「僕も何度か来たことがあるけどすごいよね。見ていると欲しくなってきちゃうよ」

			「それにしてもシフィドニア公の城、物凄く立派でしたね」

			　馬を預けに行く時に城の近くを通ったけど、王宮に引けを取らないくらいの立派な城だった。

			「シフィドニア公は昔から領地運営が上手いが、今の領主は殊こと更さら上手くやっているみたいだからな。十何年か前に城を建て替えたらしい」

			「豪勢な城は権力の誇示には持ってこい、ですね」

			「そういうことだな。アリシア、少し街中を見て回るか？　楽しみにしていただろ？」

			「え、でも視察があるんじゃないですか。なんなら一人で回りますので」

			

			「この街には数日滞在する予定だし、数時間回るくらいはいいさ」

			「アリシアちゃんを一人で街中に出して、何かあったら大変ですからね」

			「まだ昼間ですよ。一人で買い物くらい……」

			　ヴァルテルから肘ひじでちょんちょんと突かれ、妙な目配せを送られた。

			「それでは僕は妻に新しい革財布でも買っていってあげたいので、アリシアちゃんはアドリアン様と一緒に行っておいで。それではアドリアン様、二時間後にここで待ち合わせでよろしいでしょうか」

			「わかった。そうしよう」

			　ヴァルテルはヒラヒラと手を振ると、人混みの中へ消えていってしまった。

			　これって多分、気を遣ってくれたってやつだ。

			　心臓が急にバクバクしてきた。

			「アリシア、どこを見たい？」

			「そっ、そうですね……あ！　あそこのお店に行っていいですか？　イムレ様にプレゼントを買いたくて」

			「イムレに？」

			「はい、ハンカチを買おうかと思って」

			　これまでの旅の間にヴァルテルのハンカチを二枚も鼻血で染めてしまった。借りたのが変装のために庶民が持つような、普通の綿でできたハンカチのようで良かった。これが絹製だったら弁償するのが大変だった。

			「ふぅん、俺には何もプレゼントしてくれたことないのに？」

			　フェルディナンドが物凄く不機嫌そうな顔になった。

			　あれ？　こんなはずじゃなかったのに……。これじゃあ雰囲気最悪だ。

			「えーと、ほら、鼻血で二枚もダメにしてしまったのでお返ししないと。そうだ、プレゼントじゃなくて弁償です！　弁償!!」

			「弁償、ねぇ。まあいいか、行こう」

			　機嫌が直ったのか直っていないのかよくわからない表情をしたフェルディナンドの後についてお店の中に入っていく。入ったのはアリシアでも手が届く価格帯の衣料品店で、男性が持つのに良さそうなハンカチを購入した。

			　いつ言おう。

			　こういうのってこんな人混みの中で言うものじゃないよね？　お店の中とか？　いやー、むしろ会話を聞かれそうで恥ずかしいし、人気のない路地とか？　いやいや、そういうところってよく変な人いるよね。

			　考えれば考えるほどわからなくなってきた。

			　みんなどこでそういう雰囲気にして、そういう話するの!?

			

			　今更ながら、きちんとリリに気持ちを伝えたアルフレッドに尊敬の念が湧いてきた。

			　ハンカチを買った店を出てからプラプラと街中を歩いているが、まったく何も目に入ってこない。あんなに楽しみにしていた馬具屋ですら上の空で、何を見たのか覚えていない。

			　ああああ!!　考え過ぎて頭がパンクしそうになってきた。ヤケクソでここで話してしまえ!!

			　意を決して、すぅっと息を吸い込むと、少し前を歩くフェルディナンドの袖そでをちょんちょんと引っ張った。

			「あ……アドリアン様、少しお話をいいですか？」

			「うん？」

			「あー、えーと、そのー……」

			　ヤバい。

			　タイミングを気にし過ぎて、何をどう伝えればいいのかまで考えてなかった。

			「ずっと前の結婚の話ですが……」って過去の話をほじくり返す？　それとも「私も好きです」ってストレートに言う？

			　頭の中が沸騰直前で何も考えられない。

			「どうした？　顔が赤いぞ。疲れたんならどこかで休むか」

			「疲れてないです！　そうではなくて……その……」

			

			　じっと見つめ返してくるフェルディナンドの瞳から目を逸そらせない。

			　えぇいっ！　ここはストレートに!!

			「わっ、私も……あの…………――へっ!?」

			　アリシアが瞬きする間にこちらを見ていたフェルディナンドの身体が突然消えて、見知らぬ男を組伏せていた。

			「お前、今スっただろ？」

			「な、何すんだ!?　離せっ!!」

			「この女性から財布を盗んだだろう？　おいっ、そこの君、ちょっと衛兵を呼んできてくれ」

			　フェルディナンドは男の手から財布を取ると、片手で男の動きを封じたまま近くにいた初老の女性に財布を渡した。

			「まあ、私の財布！　いつの間に盗られていたんだか。まったく気がつかなかったわ。ありがとうございます」

			　女性はフェルディナンドに何度も礼を言ってペコペコと頭を下げている。良かった。いくら入ってたのか知らないけど、お財布失くしたら凹むもんね。

			　って、私と目線が合っていたはずなのになんでスリに気がついたの!?

			　結局その後、男を衛兵に預けたり話を聞かれたりするうちに、ヴァルテルと約束していた二時間が経ってしまった。もう泣けてくる。

			　何も物事を進められないまま、三日後には次の町へ移動することになった。

			　予定通りセレク伯爵の領地へ入ると牛牧場があちらこちらにあって、のどかな風景が広がっている。

			　王宮へ着くまでにまだ時間あるし！

			　なんなら王宮に着いてからだっていいし!!

			　そう自分に言い聞かせてポジティブに考えるしかない。

			　馬から降りると木陰に入り、しばらく馬を休ませながら自分たちも休憩のために草の上に座り込んだ。

			「はあぁー、ここはさっきの街とは打って変わってのんびりしていていいですねぇ」

			「アリシアちゃんは牧場育ちだから、こういうところの方が落ち着くのかな？」

			「街中も嫌いじゃないですけど、牧場にいた方が安らぎますね。……でもここ、思っていたほどじゃないですね」

			「何が？」

			「革製品用の牧場ならもっと牛ばっかりだと思っていたんですよ。意外と馬が多いんですね」

			「馬が多い……？」

			

			「ええ。なぜか牛舎で馬を飼っているみたいですけど。夏の今は牛舎が空あいているから有効活用でもしているんですかねぇ？　それも結構サダルから連れて来た馬が多そうですね」

			　アリシアの馬センサーを舐なめてもらっちゃ困る。先程から牧場を見ていると牛ばっかりかと思いきや馬が沢山いる。

			　そして不思議なのが、牛舎っぽいところに馬がいる。たとえ牛舎の中にいようと、馬独特の蹄の音や鼻をブルルっと鳴らす音、小さな窓から見えるシルエットで馬がいるのがわかる。

			　牛は真冬以外は常に放牧されて飼われることが多い。空いた牛舎に馬を入れて飼っているみたいだけど、真冬になる前までに馬は売り払うのだろうか？

			「なんでわかる？」

			「サダルで見かけた馬を何頭か、通りかかった牧場で放牧されているのを見かけましたよ。それにサダルからキシュベルに帰ってくる途中の道でも、サダルで見かけた馬をキシュベルへ連れて来ている途中っぽそうなのを何度も見ています」

			「まさか、見かけた馬の顔を全て覚えているのか？」

			「あはは、全てって言っても五年も前に街で見かけた馬の顔までは、さすがに私でも覚えてないですよ。数ヶ月前くらいなら、見たことある馬かどうかくらいは判別できます」

			

			「ウソだろ……」

			「アリシアちゃんの馬に対する情熱は計り知れないね……」

			「あっ！　サダルで見かけた馬と言えば、サダルの王家が所有する鉱山に行きましたよね？　そこで見かけた馬が荷車を引いてるのを、さっきいたシフィドニア公が治めるあの街で沢山見かけましたね。ハミとか鐙あぶみにそんなに鉄を沢山使うんですかねー？」

			「それ、本当かっ!?」

			　いきなりフェルディナンドがアリシアの両肩に掴みかかってきた。

			　な、何？　そんなに驚くようなことなの？

			「本当かと言われましても、私の頭の中をお見せするわけにはいかないので証拠は出せませんけど……」

			　フェルディナンドとヴァルテルはお互いに思っていることが同じのようで、コクンと頷き合った。

			「アリシア、お前男装することに抵抗はないな？」

			「へ？」

			　わけがわからないまま、ヴァルテルが持っていた替え用の洋服に着替えるように言われて、野宿用の大きな布をマント代わりにゴソゴソと中で着替える。

			　ヴァルテルとは五センチくらいしか身長が変わらないので、そこまでダボダボにならず結構しっくりときた。

			「着替え終わりました」

			　後ろを向いて何やら真剣に話し込んでいた二人に声をかけると、今度は髪の毛を中に隠して帽子を被るように指示された。

			　何がしたいんだか……。

			　ヴァルテルが荷に鞄かばんに折り畳んで入れてあったクラッシャブルハットを受け取ると、ハーフアップにしてあった髪の毛をひとつに結び直して帽子の中に押し込んで隠した。

			「これでいいですか？」

			「良さそうだな。それじゃああそこの牧場に行って、馬を好きなだけ買ってこい」

			「はい？」

			「親父さんの牧場から買い付けに来たとでも言えばいい。ただし、女だと怪しまれるから男のフリをしてな」

			「好きなだけって……」

			「金ならいくらでも支払ってやるから、買えるだけ買っていい。もちろん買った馬はお前の好きにしていい」

			　そんな美味い話があるの!?　新手の詐欺にでもあっているみたいなんですけど。

			　アリシアが訝しげな顔をしながらフェルディナンドを見ていると「行ってこい」と背中を押された。

			「アリシアちゃん大丈夫だよ、行っておいで」

			「わ、わかりました。本当に全頭買ってきちゃいますよ！」

			「ＯＫ」とハンドサインを出されて、言われた通り牧場の中へと入って、牧場主らしきおじさんに話しかけてみた。

			「おじさん、ちょっといい？」

			「んんー？　なんだい？」

			「俺、王都近くのケレティ牧場の息子でアベルっていう者ですけど」

			　義理兄ごめん、名前を貸してもらいます。

			「ケレティ牧場……ああ！　良馬の輩出が多いことで有名なあの馬牧場か」

			「うちの牧場知ってるんですね、嬉しいなぁ」

			　まさかこんなところまでうちの牧場の名が轟とどろいているとは……！　帰ったらお父さんに報告しよう。

			「それで、馬牧場の倅せがれが牛牧場うちになんの用だい？」

			「別の要件でここを通ったんだけど、馬が見えてね。それも良さそうな馬ばかり。ちょっと売ってもらえないかと思ってさ」

			「あぁ、悪いけど他を当たってくれ。この馬は売れないんだ」

			

			「他に売り先でもあるんですか？　それならその買い手の額より三割増しにするんでっ！うちから馬を買いたいって客があとを絶たなくて、少し生産量を増やしたいんだよ」

			　売れないなんてそんなはずない。冬にはこの牛舎を空にしなきゃならないんだろうし、しかも三割増！

			「お願いします！」と手を合わせると、おじさんは困ったように首を横に振った。

			「正直、そんな割増額で買ってくれるなんて美味しい話ではあるんだけどね……。絶対にこの馬は売れないのさ。じゃなきゃ俺の首が飛んじまう」

			「……？　首が飛ぶ？」

			「あー、いや。こっちの話さ。とにかくこの馬たちは売れない。多分この辺りの馬はどこもそうさ。諦めて他の領地の牧場を当たんな」

			　そんなァ……。

			　結局一頭も買えなかった。大量の馬をゲットできるチャンスだったのに。

			　とぼとぼとフェルディナンドとヴァルテルのいる所まで戻ると、さっきのおじさんとの会話を報告した。

			「そんなわけで、まったく売ってくれませんでした」

			「やっぱりな」

			　やっ、やっぱりだとー!?

			

			　コイツ、売ってくれないと知っていて買い付けに行かせたなーーー！

			　アリシアがギリギリと歯噛みをしていると、今度はもう一度、公爵の居住する城にほど近いあの街へと戻ると言い出した。

			　着替え直す時間も勿もっ体たいないとそのままの格好で馬に乗せられて、来た道をたどって街へと引き返していく。

			「それで、今度はなんですか？」

			　馬を厩舎に預けて街中へと入るところで、フェルディナンドに聞いてみた。

			「サダルの王家が所有する鉱山で見かけた馬がいたら教えてくれ」

			「はぁ、そんなことですか。それなら早速ですけど、あそこの荷馬車二台は多分そうですよ。あとあっちの道を通り過ぎていった荷馬車も」

			「アリシアちゃんの記憶力ヤバ……」

			　さらに街中を連れ回されて、鉱山で見た馬、正確にはその荷がどこで降ろされているのかを、ヴァルテルがどんどんメモしていく。

			　一通り街を見終えると馬を預けておいた宿で待機しているように言われた。

			　いい加減なんなのかタネ明かしをして欲しいところだが、二人が真剣な顔をしているので聞くに聞けない。ただならぬことが起きているっぽいけど、アリシアのような凡人が聞いてはいけない雰囲気だ。

			

			　翌日、用があるという二人は街へと出かけていった。

			　よくわからないけどアリシアにできることはただひとつ。何があってもいいように、馬のコンディションを最良の状態に整えておくこと。

			　宿の厩舎で金床を借りられたので、同じく宿に取り残されたバームスたちに装蹄を施すことにした。

			　三日後、フェルディナンドが地方軍の大尉だという男性を宿に連れて来た。フェルディナンドとヴァルテルはここですることができたので、先にその大尉と一緒に王宮へ帰るようにと言われた。

			　何もわからないままバームスに乗り、最短のルートを通って王宮へと帰ってきたアリシアは、数週間後、シフィドニア公の謀む反ほんの知らせを耳にした。

			

			第九章　救われた者とそうでなかった者

			　人の気も知らないで……。

			　クルメルと相乗りして前に乗っているアリシアの頭を、何度小突いてやろうかと思ったことか。

			　アリシアの髪は、以前フェルディナンドがあげた髪留めでハーフアップにまとめられていた。

			　きっとアリシアがはじめにこの髪留めを受け取ることを拒んだのは、宝石と貴金属でできた高価で美しいものなど、自分が身に着けるには似合わない、不相応だと思ったからなのだろう。

			　けれどフェルディナンドは、アリシアは、あの髪留めを身に着けるのに相応ふさわしい女性だと思っている。

			「国のため」「民のため」。そうやって「誰かのため」だと口にする人に、フェルディナンドは軍部で、そして貴族の世界でも数え切れないくらい会ってきた。

			

			　口先だけならなんとでも言えるが、実行に移すのは難しく行動できる人は数少ない。

			　けれどアリシアはそれを自然にできてしまう人だ。

			　頼まれた時は渋々といった感じで引き受けるくせに、いざ始めてみれば必ずこちらが期待していた以上の働きをみせてくれる。相手の気持ちに応えようと、行動に移せてしまう。

			　だからフェルディナンドもアリシアに絶対的な信頼を寄せているし、生涯の伴侶になって欲しいと思っている。

			　身分が違い過ぎると卑ひ下げしないで欲しい。自分の価値と可能性に気づいて欲しい。

			　そう髪留めに込めたフェルディナンドの気持ちに、アリシアは気づいているのかいないのか。それすらもわからない。

			　距離を縮めたい。縛りつけてしまいたい。

			　その衝動を幾度となく堪こらえてきた。

			　アリシアという名のじゃじゃ馬を乗りこなすには、力で捩ねじ伏せて服従させるのではいけない。もっと自由に走らせて、それでいて自然と自分の方へと駆け寄ってきてくれるようにしなければ。

			　軍にやってきた当初はアリシアのことを見くびり除け者にしていた者たちも、最近では彼女の仕事ぶりと人となりに敬意を示すようになってきた。

			　それだけならまだしも、父親が旦那探しに娘を軍部へ送り込んだ。という噂うわさ話は既に広がっており、嫁に欲しいと思う男も出てきたようだ。

			　周囲のアリシアを見る目が変わったことに、当の本人はまったく気づいていない。

			　視察の話が出て、長く王宮を離れなければならないと決まった時には随ずい分ぶんと焦あせった。

			　自分がいない間に、アリシアを誰かに取られたら……。

			　良からぬ妄想が頭を占めて、このままだと任務に支障が出るかもしれない。そんな時、以前から調べさせていたフィンダスの出で処どころがわかり、しかもそれがサダルの国内に浮かぶ島だと知って歓喜した。

			　王もフィンダスのような歩様をする馬を増やせるのかどうか気になっていたようで、アリシアを視察中の馬の世話係として捩じ込むのは容易かった。

			　旅に同行させても一向に関係は変わらず、玉砕覚悟でもう一度プロポーズしてしまおうかと何度も悩んだ。

			　シフィドニア公の城近くの街で、アリシアが「話がある」と言ってきたが、あれはなんだったのだろう？　職業病で話し相手に目を合わせていても、周りの様子を窺うかがう癖がついてしまっていたせいで、スリ現場に気づいてしまった。

			　犯罪者を捕まえたのは良かったものの、その後アリシアに話とはなんだったのかと聞いても、「やっぱり今度にします」と言って結局教えてもらえなかった。

			　いろいろと気になることはありつつも、アリシアを王宮へと先に帰すことにした。

			

			　理由は、戦争になるかもしれないから。

			　アリシアが馬の顔を覚えていたおかげで、シフィドニア公の陰謀に早く気づくことができた。

			　まず本当に公爵に企たくらみがあるのかどうかを確かめるために、牛牧場でアリシアに馬の買い付けをしてくるように頼んだ。自分やヴァルテルが演技をして買い付けに行くよりも、何も知らないアリシアがやった方が怪しまれることなく自然に調べられると思ったから。

			　案の定、馬を一頭も売ってもらえなかったどころか、牧場主は売れば「首を刎はねられる」とまで言っていたという。

			　恐らくシフィドニア公は王に戦を仕掛けるため、しかも不意打ちで挑もうとしていたのだろう、馬を領地内に集めて進軍の準備をしていた。

			　そして戦に必要なもうひとつのもの――武器。

			　武器を作るための鉄をどこからかき集めてきたのか。公爵の領地内にも小さな鉱山があるものの、他と比べれば大した産出量はない。それならどこから大量の鉄を仕入れてきたのかといえば、サダル王国からだった。

			　それも、アリシアの記憶ではサダル王家の所有する鉱山からやってきた荷馬車に積まれて。

			　まさかすれ違っただけの馬の顔など覚えているわけがないと思ったが、馬のことに関してはアリシアを常人と一緒にしてはいけない。

			　王宮全ての厩舎きゅうしゃに自由に出入りできるようになった今では、アリシアは王宮内で飼われている全ての馬にとどまらず、王宮に出入りしている馬の顔と名前まで覚えている。

			　それにヴァルテルと自分では気づかなかった、牛舎の中に馬がいるという事実まで嗅ぎつけている。

			　アリシアに馬を確認してもらい、後からその荷の中身がなんなのかを気づかれないように確認しに行ったところ、全て鉄だった。サダルで武器の製造は制限されており量産は難しいので、鉄を仕入れて公爵の領地内で加工・製造していたようだ。

			　領地内のことはほぼ全てを領主に一任している。どの領地でどれほどの武器が作られているかなど、領主なら隠そうと思えばいくらでも隠せる。

			　シフィドニア公のバックにサダルの王が付いている。

			　五男兄が裏切ったのか――。

			　王妃が独断でしていた可能性もあるが、夫に気づかれずにこんな大それたことをするのは無理がある。夫がキシュベルの王族出身となればなおさら。

			　他のサダルの王族がやった可能性もなきにしもあらずだが、一番最悪な事態を想定しなければならない。

			　現在のシフィドニア公爵はラースロー・ヴェンツェル。

			

			　公爵領を分割統治するのはヴェンツェル一族の出身か、古くからこの一族に忠誠を誓い仕えている貴族たちだ。

			　ヴェンツェル家が公爵の位を賜たまわったのは、キシュベルが建国されてまだ間もない、領土を広げるための戦を繰り広げていた頃に遡る。戦で大きな戦果を勝ち取ったこともあるが、それよりも馬具の改良と提供によるところが大きかったらしい。

			　当時から卓越した騎乗技術をもつキシュベル人は恐れられていたが、それでも他国に苦戦を強いられることはたびたびあった。なかなか領土の拡大を図ることができないキシュベルに新しい馬具を開発し、提供したのがヴェンツェル家。

			　昔は鞍くらに鐙あぶみは付いておらず、代わりにロープの先端を輪っか状に結んだだけのものにつま先を引っ掛けて、馬の背に乗っかっていた。

			　ただ馬に乗って移動するためだけならそれで十分なのだが、このロープはただ楽な姿勢で乗るためのものであって、馬上で踏ん張ることはできない。騎乗の際には馬の脇腹を足で締めつけて乗っていたようで、武器を振り戦うとなるとどうしても身体が不安定になる。

			　そこでできたのが、ヴェンツェル家が生み出した鐙という馬具。

			　今でこそどこの国でも鐙が付いた鞍を装着するようになったが、当時は画期的な馬具だった。

			　鐙の登場によって馬上で武器を使うことが容易になり、より高い戦闘力を得ることができたキシュベルは物凄い勢いで領土を拡大したのだという。

			　王家に次ぐ、いや匹敵する力を持つのがヴェンツェル家。王領の次に広大な領土を持ち、多くの貴族からの支持を得ている。

			　エステルハージ家とキシュベル王国そのものを支えてもらい、共に歩んできた一族だったが、遂に牙をむいたのか。

			　むしろ、遅いくらいだったのかもしれない。

			　これまで強大な力を持っていながら王家に仕えてきてくれたのはひとえに、忠誠心からだったとしか言いようがない。

			　フェルディナンドも何度か現当主のラースローに会ったことがあるが、野心家という印象が強い。サダルという後ろ盾を得て事に踏み切ることにしたのだろう。

			　大量の武器と馬。

			　今、シフィドニア公に問いただしたところでいくらでもシラを切れる。どこへ進軍するつもりなのかなんて、どうとでも言うことはできるのだから。

			　それなら待つしかない。

			　王宮へ攻め入ってくるのを。

			　もちろん相手に悟られないよう万全の態勢を整えて。

			　国王陛下とは既に連絡を取ってある。

			

			　恐らく敵は冬になる前に攻めてくる。なぜなら馬が牛舎にいるから。牛を放牧から牛舎へ戻す冬になる前に事を起こすのは間違いない。

			　この一、二ヶ月のうちには絶対に。

			　軍本部を応戦態勢に整えてもらい、さらに念の為地方軍はシフィドニア公の領地とはまったく別の場所にいる者を動かせるようにした。

			　考えたくはないが、シフィドニア公の領地にいる地方軍が買収されている可能性も考慮に入れておく必要がある。事に及ぶ時にはシフィドニア公の軍に地方軍も味方して加わるかもしれない。

			　そしてフェルディナンドは今、王宮軍部からの連絡をシフィドニア公の城にほど近い場所で待っている。

			　普段王宮務めをしているラースローは領地のことは息子たちに任せて王都に別邸を構えて住んでいるが、数年に一度はこの城へ帰ってきている。

			　今回もいつものように城へ帰る体で休暇を取ったのだろう。十日ほど前に自分の城へと入っていくラースローを確認している。

			　そしてその数日後には、大量の馬たちが領地を出ていくところを見張っていた兵が確認した。

			　その行先は王都。

			

			　戦火に見舞われることになるかもしれない王宮へアリシアを帰すのは気が引けたし、どこか安全な場所へ行ってもらおうかとも考えた。

			　それでも彼女は王宮軍部の厩番うまやばん。

			　その職務にプライドを持っていることは十分に知っている。

			　今が一番、アリシアのような有能な厩番が必要とされる時だ。上手く馬の采配とコンディションを整えてサポートしてくれるだろう。

			「フェルディナンド准将、王宮本部からの伝令です。王領にシフィドニア公軍が攻め込んできました。直ただちにシフィドニア公ヴェンツェルを捕らえるように、とのことです」

			「わかった。あちらの戦況は？」

			「こちらが応戦態勢を整えているとは思っていなかったのでしょう。取り囲まれて混乱しております。王都まで踏み入れさせることなく、数日とかからずに鎮圧できそうです」

			「そうか。では、その知らせを聞いている今この時には鎮圧完了済み、ということだな」

			　顔なじみの伝令使がニィっと口元を歪ゆがませてみせた。

			「恐らく。すぐに次の伝令使がいい知らせを持ってやってくるでしょう」

			「それならこちらも動くとしよう」

			　フェルディナンドは懐から取り出した深緑色のリボンを手首に結ぶと、待機している兵に号令を掛けて、シフィドニア公のいる城へと向かった。

			

			
　　＊＊＊

			
　フェルディナンドに王宮へ帰るように言われて帰ってきてみたら、なんだか軍上層部の様子がおかしい。

			　道理で先に王宮へ帰るようにと言ったわけだ。

			　傍はた目めから見たらいつもと同じように見えるのかもしれないが、普段からここで働いているアリシアには何かがいつもと違う気がした。

			　もちろん軍部ではいつ何があっても良いように準備はされているけれど……平時を装って水面下で兵や馬を動かそうとしている。

			　他国から攻められそうなのかな？

			　それでもこっそりやる意味がわからない。この前からわからないことだらけで気持ち悪くなってきた。考えるのはやめよう。

			　アリシアはなんと言っても一使用人。主から言われたことをやるしかない。フェルディナンドの意図を汲くむのならきっと、厩番としての仕事をしっかりとしろ。ということなのだろう。

			　黙々と仕事をこなしてフェルディナンドとヴァルテルが帰ってくるのを待っていると、軍部のみならず王宮全てに「謀む反ほん」の報が飛び交った。

			　それも、この前までアリシアがいた領地シフィドニア公爵の。

			　二週間くらい前に多くの兵たちがどこかへ向かって行軍していったけれど、どうやらシフィドニア公が自分の領地へ戻っていったのを見計らってのことだったようだ。

			　さらに兵と馬たちが王宮から出ていってしまったのを見送ると、アリシアは普段よりもずっと寂さびしくなってしまった厩舎に立ち尽くした。

			　――どうか、みんな無事に帰ってきますように。

			
　　＊＊＊

			
　敵の伝令が動くよりも先に、相手の情報がこちらへ伝わってきてくれたことが幸いした。己の勝利を確信しているシフィドニア公爵の城へ攻め込むのは造作もないことだった。

			　戦時においては情報の早さがものを言う。もし敵の伝令の方が早く、劣勢の情報が公爵に伝わっていたら、抵抗されたり或あるいは抜け道を使って逃亡される恐れもあった。

			　アリシアの馬の采配による勝利だな。

			　馬は生き物。走らせれば当然疲れるし、途中で休憩や睡眠が必要になる。なるべく早く情報を伝えるためにどうするかというと、予あらかじめ各地に伝令用の馬が用意されており、人と馬とを交代してリレーのように繋いでいくことで、最初から最後まで同じ人と馬を使うよりもずっと早く伝えることができるのだ。

			　以前からアリシアに、軍部にいる馬の適性に合った配置を随時し直してもらっている。馬車を引くよりも伝令に使った方が良かったり、伝令よりも常用の方が良かったり……。

			　以前、陛下に適材適所と言っていた目は確かだった。あれこれと入れ替えをしたり調教し直すことで随分と効率が上がった。

			　各地に置く伝令用の馬も見直しておいた甲か斐いがあったというもの。

			　フェルディナンドは遠くにいるアリシアの顔を思い出しながら、城主のいる部屋へと足を踏み入れた。

			

「シフィドニア公ヴェンツェル。キシュベル王国国王の名において、お前を謀反人として捕らえるよう命令が下っている」

			「何をバカなことを！　謀反など起こすわけがないだろう!?　ヴェンツェル家だぞ？　長く王家に仕えてきた我が一族への侮辱だ!!」

			　後ろ手に捕らえられ喉元に剣を突きつけられたラースロー・ヴェンツェルは、唾つばを撒まき散らしながら怒鳴り声をあげた。その後ろでは妻と実質的に領地を管理していた息子、その家族たちが青ざめた顔をして震ふるえていた。

			「それならなぜ、王宮に軍を差し向けたのでしょう。先程シフィドニア公の軍と、そして買収された地方軍が王領に踏み込んだとの伝令が参りました。……非常に残念です。まさかサダル王国を味方に付けるとは、一体どのような取引をしたのですか？」

			「なぜサダルのことまで……!?」

			「サダルの王家が所有する鉱山からの鉄の仕入れ、そしてサダルから大量の馬を仕入れておりましたね」

			「そんな……っ！　怪しまれないように何通りものルートを使い、わざわざ遠回りまでさせてきたんだぞ!?　完璧……完璧だったのに……一体どこから計画が漏れたのだ!?　誰が漏らしたんだっ？！！」

			「ご安心ください。裏切り者はおりませんよ。ただ貴方あなたもまさか、通りすがりの馬の顔を逐一記憶している人間がいるなんて夢にも思わなかったでしょう」

			「馬の顔……？」

			「話は牢ろうの中でゆっくりと聞かせていただきましょう。連れて行け」

			　なおも怒鳴り散らしているラースローは、半ばズルズルと引き摺られるようにして連れ出されていった。

			　家の中を隅々まで調べ、サダルの王と交わしていたと見られる手紙を見つけた。さらに公爵自らの自供によっての裏切りが決定的なものとなった。

			　公爵が無事に現国王を倒し自らがキシュベルの王となった暁あかつきには、サダルの属国化を解くとの約束だった。

			　最低限の兵だけシフィドニア公の城に残し、フェルディナンドは軍をサダル王国の王城へと進めていった。途中で地方軍と追っかけでやってきた中央軍と合流して軍を整え、国境を越えようとしたところでこの地を治める侯爵家の抵抗にあったが難なく突破した。

			　サダルに駐在するキシュベルの兵には既に命令が下っており、内側からも外側からも攻撃されてしまってはあちらは為す術もないだろう。

			　王城に入る前にはさすがにこれまでよりも激しい抵抗にあった。ただ、馬と鉄の多くをシフィドニア公に流していたために多くの力を削がれ、陥かん落らくさせるまでにそう時間はかからなかった。

			　城門を抜けて城の中へ続く道を敵兵を薙なぎ倒しながら進んでいくと、突如として攻撃がやんだ。

			「フェル、久しぶりだね」

			　サダルの王がどこにいるのかと探すまでもなく、兄は自分の方からフェルディナンドの前へと現れた。

			　その顔は怯おびえる風でも怒る風でもなく、かつてフェルディナンドが見ていた落ち着いて物静かな兄そのままだった。

			「エルネスト兄上、私がここにいる理由はおわかりですね」

			「もちろんだよ。父上の……キシュベル国王陛下の名代だろう？」

			「なぜ、と聞いたら答えてくださいますか？」

			「なぜ、か……。ねえフェル、父上と母上はなんで七人も子をもうけたんだろうね？　次男か三男が生まれたくらいで終わりにしてくれたらのに良かったのに」

			　ああ、この人もなのか――。

			　その一言で、兄が何を言いたいのか全て悟った。

			「サダルの王として迎え入れられると決まった時には、やっと……やっと僕を必要としてもらえるんだと思ったんだよ。次男や三男のように秀でた頭脳もなく、お前のように武術にも長けていない。かといって四男のように自分の生きたいように生きていくために家や地位、全てを捨てることもできない。何もなく中途半端な僕がやっと役に立てるんだと、そう思ったのさ」

			　話を続ける兄の目はがらんどうで、こちらを見ているようで見ていない。

			　自分の後ろに控えている兵たちは、武器を構えたままサダル王の話を黙って聞いている。

			「でも現実はそう甘くないね。それはそうだよね。敵も同然の人間を、王として素直に受け入れてくれるはずもなかった。僕は僕なりにこの国の民のことを哀あわれんではいたし、もっといい国にしたいとも思ったのだけれど……長兄や、或いはお前みたいな人を惹ひきつけられるような魅力を持つ人間だったのなら結果は違っていたのかもしれない」

			「七人もの子をもうけたのは、父上と母上はおしどり夫婦だから……でしょうか」

			「ふふっ、そうだね。あのお二人はきっと、愛する人の子を沢山残したかった。そういうことなんだろうね。僕はここへ来て七年も経つけど、王妃との間に子の一人も生まれなかったよ」

			　もしこの人に、自分にとってのアリシアのような存在がいたら。

			　もしこの人と、王妃との関係が上手くいっていたら。

			　もし自分と長兄のように、互いの本音を話す機会があったなら。

			　何か変わっていたのだろうか？

			　たらればの話をしてももう遅い。

			　既に事は起きてしまった。

			「一か八か。出来損ないの僕でももしかしたら、なんて思ってね、シフィドニア公の提案に乗ってみたんだけど……そう上手くはいかないものだ」

			　サダル王が重く長いため息をついたところでフェルディナンドが控えていた兵に指示を出そうとすると、兄は制止を促すように手を挙げた。

			「フェル、兄弟にかける情けとして、僕に死に場所をくれないか？」

			

			　意図を読めずに兄の顔を見つめると、空くう洞どうだった瞳に一瞬だけ炎を見た気がした。

			「僕も騎馬国と名高いキシュベルの子。それならせめて死ぬ時は馬上で死にたい。一騎打ちをして欲しい」

			「フェルディナンド准将、いけません。即刻捕らえるべきです」

			　側にいたヴァルテルがサダル王の要求をすぐに拒否した。

			「もし私が勝ったら、無抵抗で降伏してくださるのですか？」

			「准将!!」

			　一騎打ちなどしなくても、サダル王を捕らえることは恐らく可能だ。ただし、周りにいるサダル兵は当然王と国とを守るために全力で抵抗するだろう。そうなればこちらも無傷というわけにはいかない。

			「もちろんだよ。みなの者！　今の言葉を聞いていたであろう？　万が一私が敗れたら全員武器を捨て降伏せよ！　……それからフェル、厚かましいことはわかってはいるけれど、サダル人の処遇はどうか穏便に済ませて欲しい」

			「まるで自分が負けることが確定しているみたいな言い方ですね」

			　返事の代わりに力なく笑い返してくると、サダル王は連れて来られた馬に跨またがり騎き槍そうを手に持った。

			「手を出すなよ」

			

			「御意」

			　ヴァルテルの短い返答を聞いてフェルディナンドもクルメルに騎乗し直すと、騎槍を手に前に出た。

			　戦いの邪魔にならないように兵たちは大きく場所を空あけている。

			　フェルディナンドは左手首に巻きつけていたリボンに軽く唇で触れると、槍やりを握り直して兄に問いかける。

			「エルネスト兄上、馬の上では兄弟の情けは無用です。全力で殺しに行きます」

			「もちろんだ」

			　もう誰にも止められない。

			　時間を巻き戻すことができたらどんなにいいだろう。

			　それでも、父と、そして長兄にも誓った。

			　二人がつつがなく国を治められるよう、自分が最前線に立つのだと。

			　互いの目線と呼吸が合い、殺し合いの火ひ蓋ぶたが切られた。騎槍の先を真っ直ぐに兄に向け、クルメルに駆け足発進の合図を出すと間かん髪はつ容いれずに走り出した。

			　駆け出したその刹那、ヒュッという空気を斬るような短い音が聞こえた。

			　反射的に騎槍で飛んできた矢を打ち払い、続いて飛んできた矢もいなすと既に兄は自分の間近へと迫っていた。

			

			　――こういう作戦だったのか。

			　胸元を狙ってきた槍の先をすんでのところで僅わずかにかわし、鋭利な切っ先はフェルディナンドの左上腕を貫いた。

			　周りではキシュベル兵が矢を射ったサダル兵を捕まえようと乱闘騒ぎになっている。

			　痛い、という感覚はもうよくわからない。

			　ただ、鎧よろいの上から兄の胸元を貫いた感覚だけが右手に残る。

			　クルメルを素早く方向転換させると、後ろ姿の兄は胸に長い騎槍が刺さったまま馬を停止させ動かなくなっていた。

			　下馬して駆け寄ると、馬から崩れ落ちてくる兄を片腕で受け止めた。

			「このようなことで、私が怯ひるむと思いましたか」

			　虚うつろな目でフェルディナンドを見返す兄は、困ったような顔をして笑いを浮かべた。

			「ふっ……僕は一応無理だって言ったんだよ。弟は十年も最前線で戦ってきた武人なんだ……矢のひとつや二つでは動じないってね」

			「たとえこれで兄上が勝てたとしても、卑ひ怯きょうな王として後世まで残ることになるのですよ」

			「仕方ないだろ……他に策はなかった……。追い詰められたネズミは、こんなことくらいでしか猫に噛みつけないんだよ」

			

			　兄の頬にこぼれ落ちる水滴は、兄自身のものなのかそれとも自分のものなのか――。

			　自分とよく似た青色の瞳を閉じると、兄は小さな声でつぶやいた。

			「もう疲れた……。おやすみ、フェル。サダルの民をたのん……だ……」

			　それきり兄が再び目を開けることはなかった。

			

　サダルの兵は多少の抵抗は見せたものの、その多くはすんなりと投降した。

			　王の最期の命令に従ったのか、或いは圧倒的な兵力の差で諦あきらめただけなのかはわからない。

			　フェルディナンド以外の者はほぼ無傷で最終決戦は終わりを迎えた。

			　腕に深手を負ったフェルディナンドは後始末を他の上級士官に任せて、それ以外の一部の兵と一緒に王宮へ帰ることになった。

			　左の上腕に深く槍が突き刺さったものの、切断はなんとか免まぬかれた。

			　縫い合わされた腕は腐り落ちることなくなんとか繋がったもののどこまで治るかはわからない。恐らく再び腕を動かすことは難しい、動かせるようになったとしても以前の生活には戻れない。というのが医者の見立てだった。

			　隻せき腕わんの兵、というのも悪くはないが、それは傭よう兵へいだったらの話であって王宮の軍部ではまず有り得ない。

			「さて、これからどうするか……」

			　クルメルの馬上から空を振り仰あおいで深く息を吐く。

			　前線に出れないとなると書記官か参謀として働くか、もしくは若手の育成役くらいにはなれるか。

			　いずれにしても……。

			　片腕であのじゃじゃ馬を乗りこなすことは到底できない。

			　とうとう手放す時が来たようだ。

			　どこまでも続いていきそうな草原と空の狭間、アリシアと馬で駆けた日のことを思い出しながらフェルディナンドは帰途についた。

			
　　＊＊＊

			
　時折吹く風は冷たく思わずぶるりと震えてしまうような寒さにもかかわらず、王都は歓喜に沸いていた。

			　街中に飾られたフラッグと降り注ぐ花吹雪。

			　民衆の歓声が王宮の中まで聞こえてくる。

			

			「いよいよフェルディナンド准将が帰ってくるね」

			「うん」

			　軍部の門付近で、帰ってきた兵から馬を受け取るために厩番たちは待機している。アリシアもアルフレッドと一緒に兵の帰りを今か今かと待っているところだ。

			「腕の具合、大丈夫かな」

			「どうだろう」

			　フェルディナンド王子の救国話は瞬く間に国中に広がった。

			　シフィドニア公の謀反にいち早く気づいてほぼ無血で制圧し、さらにバックに付いていたサダルの王を討ち取った。属国とはいえこちらもほとんどキシュベル兵に損害なく戦を終結に導いた上、サダルの王は実の兄ということもあり、センセーショナルな内容にみな沸き立っている。

			　サダル王と一騎打ちした際に、腕に深手を負ったことも小耳に挟んだ。

			　繋がっているとは言っていたけど、実際はどうなんだろう……。

			　不安がよぎらなくはないが、命があるのならそれでいいとすら思ってしまう。

			「アリシア、来たよ！」

			　アルフレッドに声をかけられるや否いなや、青毛の大きな馬に跨った人のもとへ駆け寄る。

			「フェル様、お帰りなさいませ。そしてお疲れ様でございました」

			

			　肉体的な疲れよりもきっと、精神的な疲れの方が酷いのだろう。実の兄を手に掛けたのだから当然だ。声をかけたフェルディナンドの表情は固く強こわばっている。

			　別れた時には黒く染め上げられていた髪の毛の染料はほとんど落ち、元の金髪がくすんだような色合いをしているのがなおさらフェルディナンドを暗く見せた。

			「アリシア、無事だったか」

			「はい、おかげ様で。大尉にここまで送っていただきましたから」

			「そうか。クルメルを頼んだ。陛下に報告に行ってくる」

			　ごく短いやり取りをすると、クルメルの手た綱づなを託された。

			

　クルメルを存分に労ねぎらいながら手入れを終え、さらにくたびれてしまった馬具をピカピカに磨き上げ終わった頃、報告を終えたフェルディナンドが厩舎へとやってきた。

			「フェル様、もう報告は終わったんですか？」

			「ああ、話は大方既に伝わっているからな。確認といった感じだ」

			「そうですか……」

			　その後の言葉が続かず沈黙して目のやり場に困っていると、フェルディナンドの手首に巻きつけられたリボンに目が止まった。深緑色だったリボンは血を浴びてどす黒く変色している。御守りの効果なんてないのに。

			「そのリボン、まだ持っていたんですね」

			「すっかり汚れてしまった」

			　リボンが結ばれた腕を上げようとしたのか、うっ、とフェルディナンドが呻うめき声を出した。

			「腕……大丈夫ですか？」

			　大丈夫なわけないのに、他に言葉が見つからなくてつい聞いてしまった。

			「……医者の話では、もう一度動かせるようになるかどうかってところらしい。腐り落ちなかっただけマシだがな。ただ……軍馬に乗って前線に立つことはもうできないだろう。俺もこいつも引退だ」

			　そう言ってフェルディナンドは馬房の柵から顔を出しているクルメルの鼻面を撫なでた。

			「軍馬は無理でも……」

			「うん？」

			　アリシアの脳裏にヴァルテルの台詞がよぎる。

			　――必ずアリシアちゃんを必要とする時が、支えが欲しいと思う時が来るよ。

			　それはきっと、今だ。

			「軍馬としては無理でも、種馬としてならいけるんじゃないですか？」

			

			　我ながら、酷いプロポーズの言葉だ。

			　でもこれが一番、自分らしい気がした。

			　何を言われたのか一瞬わからなそうな顔をしたフェルディナンドは、すぐに口元を歪めていつもの底意地の悪い笑みを浮かべた。

			「俺なんかの子種は要らないと言ったのは、どこの誰だったか？」

			「だっ、誰も相手が私だなんて言ってませんっ！！！」

			　ここにきてまだ、照れが上回ってしまう自分が情けない。

			　せっかく勇気を出したのに、これではまた振り出しに戻ってしまう。

			　反射的に返してしまった自分の言葉に後悔していると、フェルディナンドの笑みが意地悪なものから優しいものへと変わった。

			「いいや」

			　クルメルを撫でていた手で抱き寄せられて、フェルディナンドの胸元にトンっ、とぶつかる。

			「お前以外の女に種付けするつもりなんてないさ」

			　フェルディナンドを見上げると、そのまま口付けを落とされた。

			　そしてアリシアもその温もりを受け入れた。

			

			終章

			「ムリムリムリムリ！！！！」

			「何言ってますのアリシア？　往生際の悪い」

			「だって聞いてなかったもん！」

			　地面にめり込みそうな勢いでその場に突っ伏して駄々を捏こねるアリシアを、ハンナと王太子夫婦がクスクスと笑いながら見ている。

			　ぜっ、絶対にみんな楽しんでる……！！！

			　なぜアリシアがこんなにも喚わめいているかと言えば、昨日の婚約式で国王陛下から聞かされた衝撃発言のせい。

			　婚約式自体はつつがなく終わった。

			　王宮のすぐ近くにある大聖堂でフェルディナンドの四番目のお兄さんが司祭として取り仕切ってくれて、アリシアの父と兄、そして国王夫妻と王太子夫妻が見守る中、婚約の証として指輪をはめられた。

			

			　その指輪に付いていた石はアリシアがかつてフェルディナンドに貰った髪留めに使われていたのと同じ赤い石。自分の荒れた手には似合わないなんて思いつつも、気がつくと指で触れてしまっている自分がいる。

			　フェルディナンドがこの手でいいと選んでくれたんだもんね。そう思うと指輪を見るたびに顔が綻ほころんでしまう。

			　って、そんな惚のろ気け話は置いといて。

			　これまで着たこともないような豪華で繊細なドレスやら何やらで飾り立てられて、慣れないお淑しとやかな仕草から解放されるー、あー、終わったー。と思ったら、国王陛下が大事な話があるって仰おっしゃるんですよ。

			　まずひとつ目は、フェルディナンドに紅の騎士の称号が与えられるということ。

			　これにはフムフム、やっぱりね。という感想だった。軍部や王宮のみならず、街中でも三十年ぶりに紅の騎士が誕生することは間違いない！　との噂うわさで持ち切りだった。

			　そして二つ目。シフィドニア公爵が治めていた領土について。これは領地を持っていなかった二番目と三番目の王子で分けられることになったらしい。領主になれて良かったですねぇ。パチパチ～。

			　問題は三つ目。王を失い属国から完全にキシュベル王国の領土となったあの地をどうするか。

			

			　そして新たに家庭を持ち独立するフェルディナンドの爵位をどうするか。

			　その答えはこうだ。

			　フェルディナンドに「大公」の爵位を授け、元サダルの地を領地として治めること。

			　大公？　いや、なんですかそれ。

			　この国の一番高い爵位は公爵。さらにその上の爵位を新たに設けようというのだ。

			　元サダル王国領はキシュベルよりも一回り小さいとはいえかなりの広さがある。それをフェルディナンド一人で全て見るというのは目端がききにくい上、資源豊富な土地柄、他国からも狙われやすい。

			　そうすると公爵や侯爵のように、一部の領地を伯爵以下の貴族に分割統治してもらえばいい。ということになるのだがここでもうひとつ。サダルに元々いた王族や貴族について。

			　元サダル国民の感情を考えて、王妃をはじめとした王族は王族や貴族の持つ一切の権限を取り上げられ監視もつけられてはいるが、命だけは助けられた。

			　それからいくつか元サダルの貴族は降格や取り潰しになった家はあるものの、ほとんどはそのまま存続させるということになった。

			　手っ取り早く体制を整えるために、元サダルを治めていた領主に引き続きその地を治めてもらおうというのだが、公爵や侯爵の領地というのは互いに領地が重ならない。

			　仮にフェルディナンドが公爵になると他の公爵領や侯爵領と重なってしまうのだ。

			

			　特例として認めちゃえばいいじゃん。とかアリシアの凡ぼん庸ような頭では思ってしまうのだけど、そうはいかないらしい。

			　フェルディナンドの方が上ですよーってことを元サダル貴族のみなさんや、アリシアのような平々凡々とした脳みそしか持たない人間にもきちんとわからせるために、新たに「大公」という爵位を設けるのだとか。

			　もうおわかりいただけただろうか。

			　私、アリシアは大公夫人になるわけだけれど……。

			　それってつまりさぁ、一国を治めるレベルでは？

			　私としては、ホニャララ爵夫人になっても領主夫人になる心づもりなんてなかったから、多少家内のことをやらなきゃいけないにしても、軍部で働く夫を支えるくらいにしか考えていなかったのよ。

			　なんならフェルディナンドのことだから、軍部で引き続き働くことを良しとしてくれるんじゃないかと淡い期待を抱いていたのに……。

			「そんなに心配しなくても大丈夫よ。大公領に行く前にわたくしがみーーっちり仕込んであげるから」

			　ほほほ、と王太子妃が口元に扇をあてて笑っている。こ、怖いです……。

			　揺らぐ元サダルの地を、領主不在で長く空あけておくわけにはいかない。こういう時が一番他国から狙われやすいので、婚約式が終わって早々にフェルディナンドは領地入りすることになった。

			　一方のアリシアはというとただの平民だったので、これから貴族の子女たちが当たり前のように教えられる淑女しゅくじょ教育を施され、行儀作法も身に付けなければならない。

			　領地へ行く前に王宮で王太子妃監修の下、様々な家庭教師を付けられしごかれるわけだけど、その期間はなんと半年。短すぎやしませんか？　詰め込むにもほどがある。

			　なぜにこんなに急ぐのかと言えば、早く結婚して地盤を固めさせるため。

			　必要最低限のマナーだけでも仕込んでおいて、後は結婚してから学んでいけばいい、ということですと。

			　もう泣きたい……。

			「アリシア、まだそんなところでグズグズやってるのか？　いい加減腹をくくれ」

			　出発の準備を終えたフェルディナンドが馬車のところへやってきた。

			「フェル様、やっぱり私には無理ですよぉ。荷が重過ぎます」

			「荷が重いと言うなら持たなくていい。これまで通り自由気ままにやればいいさ」

			「そんなわけには……あっ、こういうのはどうでしょう？　他国には側妃っていう制度があるらしいですよ。私はフェル様の側そばにいられればそれでいいので、側妃ってやつにして正妃は他の人に……うぐっ!!」

			

			　唇を唇で塞がれて悶もん絶ぜつしていると、ようやく離してくれたフェルディナンドが恐ろしいまでの笑顔で迫ってきた。

			「それ以上ふざけたこと言ってると、もう一度その口塞ぐぞ」

			「ご、ごめんなさい……」

			　公衆の面前でキスするのとかやめていただきたい。

			　フェルディナンドが帰還して厩舎きゅうしゃでのあの一件の時も、公衆の面前でやらかしたのだ。

			　すっかり二人の世界に入り込んでしまっていたけど、周りから指笛と拍手喝かっ采さいを浴びて我に返った時には、この世から消えてなくなりたいと思ったくらい恥ずかしかった。

			「こほんっ、大公殿下そろそろ出立のお時間ですがよろしいでしょうか？」

			「わかった。アリシア、クルメルを頼んだ。半年後、お前とクルメルが来るのを待っている」

			「わかりました」

			　フェルディナンドが所有する馬十頭のうち、クルメルだけはアリシアと一緒に領地入りすることになった。領地に入ってしまうと業務に忙殺されてフェルディナンドがクルメルの世話を見れないというのと、装そう蹄ていができないから。

			　アリシアが現れる以前にクルメルの装蹄ができていたのは、腕の立つ装蹄師長が命懸けで装蹄を施していたからで、そんな人は恐らく他にいない。

			

			「フェル様、手を貸していただけますか」

			「ん？」

			　深い傷を受け、肘ひじより下は僅わずかにしか動かなくなってしまった左腕。アリシアはその手首に赤いリボンを結んだ。

			「リハビリも頑張ってください」

			「ああ、お前が来る頃にはもう少し動かせるようにしておこう」

			　結んだのはアリシアが普段着けていた髪紐。

			　フェルディナンドに髪留めを貰ってからというもの、赤い石がはめ込まれた髪留めに合わせて赤いリボンで毛先を結んでいた。

			「フェル、元気でな。結婚式の日にまた会おう」

			「アリシアのことはわたくしに任せておいて。次に会う時までには立派なレディに仕上げておくわ」

			「フェルおじ様、あんまり無理しないでね」

			　フェルディナンドは王太子夫妻とハンナに別れを告げ、最後にアリシアの頬にキスをすると馬車へと乗り込んだ。

			　馬車列の最後尾が見えなくなるまでみなで見送ると、アリシアはパンッと自分と頬を叩いて気合を入れた。

			

			「よーし、頑張るぞーっ！」

			「アリシア！　そんな言葉使いはいけませんわ。『さあ頑張りましょう』とか『これから一生懸命精進いたしましょう』とかじゃないと」

			「ふふふっ、ハンナはアリシアの先生みたいね」

			「あらお母様！　名案ですわ。アリシア、わたくしのこと今日から『師匠』と呼んで弟子入りしても良いわよ？」

			　ハンナがフェルディナンドとよく似た意地の悪い笑顔を向けてきた。叔父が叔父なら姪も姪だ。

			「ハンナ様ぁーーー！」

			　とっ捕まえようとするアリシアの手を逃れ、ハンナが走って逃げだした。

			　ぎゃあぎゃあやっているアリシアと娘を見ながら、王太子夫婦は互いに顔を見合わせて笑い合う。

			「あらあら、あれじゃあ二人とも淑女失格ね」

			「ハンナもまだまだ教育し甲が斐いがありそうだ」

			

　翌年の夏のはじめ。フェルディナンド第六王子が治める大公領に一人の娘が嫁入りした。

			

			　元平民どころか誰の子かすらわからないというその夫人は、城内に馬の繁殖牧場を設け、城へやってくる馬の馬主に「ちょっと子種をいただけませんか」と持ちかけてくるのだと、ここ最近の社交界ではもっぱらの噂だという。

			
おわり

			

			あとがき

			『誰にでもコンプレックスはある』

			　本作のテーマのひとつとして書きました。

			　一見完璧そうに見えるフェルディナンドは王子である自分にコンプレックスを抱き、小動物のように可愛いリリは、自分は誰でもできる仕事しかできないと悩み……。

			　誰しも劣等感って持っているものなのかなと思います。

			　かくいう私も実は、文章を書くのが大の苦手でありコンプレックスだったりします。

			　学生の頃はよく四百字詰めの原稿用紙の前で固まり、読書感想文や社会科見学の後に書かされる作文が恐怖でした。なんでみんな、あんなに作文を上手に書けるんだろうと不思議で、自分ができないことに焦ったりもしていました。

			　実際、こうして『あとがき』を書いている今も、指定された文字数をどう埋めるか四苦八苦している最中だったりします。

			　そんな私がこうして物語を書くようになり、皆様にお届けできるようになるとは、人生一番の驚きです。

			　じゃあ小説を書くようになってコンプレックスが無くなったかというと、そうでもなく。実際には、特に文章を書くのが上手な方々が集まる場所に飛び込んでしまったため、むしろより劣等感を感じるようになった気がします。

			　ただそれ以上に、自分の頭の中にあるお話を具体的に文字にしていく作業って楽しい！　誰かにそれを読んで楽しんでもらえるのは、さらに楽しいし嬉しい！　……と、コンプレックスを上回る喜びに背中を押されて書き続けています。　

			　作家としてはまだまだ未熟者ですが、アリシアがフェルディナンドと出会って成長したように、私もＮｏｌａブックス様と出会い少しは成長できたのかな？　なんて、自分を元気づけるために都合よく考えております。

			（あっ！　あともうちょっとで指定文字数埋まる！）

			　それでは最後に、初めてのことばかりで右も左もわからない中、御指導下さった編集担当者様、素敵な表紙絵を描いてくださった月戸様、その他、本作品に力を貸してくださった全ての方にこの場を借りて御礼申し上げます。

			　また、本作品を読んでくださった読者様にも心からの感謝を。ありがとうございました。
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